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2021年(令和3年)6月長崎県知事/長崎市長宛要望書長崎県議会議長/長崎市議会議長宛陳情書

内容

1 1'国際長崎遺呈亦公園都市キ蒜想』 1."遺呈亦にっいてXXⅥ1"(2021年伶和3年)5月30日日曜白養生所を考える会代表池知和
掬 2."遺呈亦にっいてXXVⅢ"(2021年伶和3年)6月1昌火曜日養生所を考える会代表池知和捌 3.ノいキ木充左隹氏(1939年山
梨県生まれ)よりの寄稿 4."遺跡についてXXⅨ"(202π年(令和3年)6月2日水曜日養生所を考える会代表池知和恭) 5."遺
跡についてXXX"(2021年伶和3年)6月3ヨ木曜口養生所を考える会代表池知和捌 6.『国際長崎遺跡都市構想』 2021年伶和
3年)5月25日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

11.『長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の遺跡としての現示』20創年伶和3年)明WB土曜三養生所を考える会代表池知和恭

Ⅲ.『日本国の文化財保護法の遺跡の定義の明文に於ける不十分と当該明文の運用に関する帰結の可能性、
そして、手厶達人類の対応』 2021年(令和3年)3月18日木曜三養生所を考える会代表池知和恭

IV."遺跡にっいて XⅥ 2021年3月7日日曜日~ XX.V12021年5月23日日曜日"

V."遺跡について2021年2月27日土曜日~ 2021年6月3日木曜日"

Ⅵ.情報、並びに、"遺跡についてXXX I"(2021年伶和3年)6月9日水曜口養生所を考える会代表池知和捌

Ⅵ1.参考資料
0

2021年(令和3年)2月22日月哩甘長蛇市議会江長弁上重久撫/之0之1年(令和3年)3月3白水曜ヨ長崎県諏会議長瀬川光之様

2021年〔令和3年}3月3日水曜日

長晤県知車中村注道楓甚嶋県教育委員圭數寳長池松誠二様
立革進祇長岫県美術館長小城智子拝長崎座史文化晦物館長
長崎市長田上富久挿長崎市教育蚕員会教育甚柵田庚信様
縄含事甥所長大串昌之様長峅市頂燭被燃対薫部長中川正仁揮

1.'退勘について X Ⅲ"【2021年(令和3年}2月18臼木暇日)

","遣跡にっいて XⅣ"(2021年(令和3年)2月19日金曜日〕

Ⅲ."遺跡にコいて XV'(2021年(令和3年)2月20日土堤日】

Ⅳ.「遺跡について 2021年2月』(旦021年(令和3年)2月20日土哩日】

V.添付資料

馳

11. r「情粧」とH青景」』(2020年(令和2年)6月4日木暖日}

2020郊(令和2年"1月24白火曜白長崎市諏会張長井上重久揮ノ2020年{令和2年工12月2日ホ曜日長岫県謹会煽長瀬川光之拝

2020年(令和2年)'11月27日金曜日

長嶋県知事中村法道様長崎県教青委員会教育長池松誠二様長暗県企回部長枯本數晶拝憂崎県地域振興都長繍真樹掻墨岫県文化観光国謙部長中崎踵司拝長峠県土木部憂臭田秀樹様長崎県環焼部長宮崎浩芦様長岫県文化財保護春塩会長
立平進揮

長崎市長田と富久樺長岫市教筒委貞会教育長橋田慶信様長崎市教吾委員会敷脊靴務郁畏前由孝志様憂嵯市企回財政郁畏片岡研之様長崎市文化霞光部長股彊一男揮長崎市まちづくり剖長片江伸一飢様長鴫市土ホ却長松洞文昭楓長嶋市中央
総合事務所長大串呂之様長喝市値煤械娼対策部長中川正仁様長岫市理村部長小朗撤黛長崎市理墳都長害埼忠彦擇裏峅市物書広報部長坂皿宏子拝長崎市文化財審雄会下川達桐拝

鯛一部長暗地域の遺跡、並びに、遺跡 {2020年{令和2年" 1月初出}

1."遺跡にういて抑"【2020年(令和2年)11月17白火曜日) n、[血川武蔵野ヨユージアム〕(2020年【令和2年)11月16日真堪日】Ⅲ.「退跡に於ける遺跡に闡する遺跡の空間としての彫琢』(2020年(令和2年)9月15日火唯日)Ⅳ.『遺跡に於ける遭跡に関オる遺跡の空間とし
ての彫塚ι(資料欄)(2020年(令和2年)9月15日火曜日】 V.「私連人類,遺島の本源的価値、退跡の存在、楓能、社会的共通資本』【2020烹(令和2郵"0月28白ホ橿白)Ⅵ、r私達人類の世界の動向、国力、国土.遺跡.漁議、田図、牧場、纛材」【20之0年【令和2年)10月2白日水哩
日)Ⅵ1.r株式会牡三菱乾合研空所による県庁舎跡地整備基本欄想検討報告婁」(之020年{令和2年】10月28白ホ曜臼)Ⅷ.r長峡奉行所西役所等遺跡繋遺跡の保存と活用への提案と憂望 2020コ0』(2020年【令和2年"0月28日水埋日) 1×.「甚時技爆弾被爆遺跡聨遭跡への
樫案と要望』【2020年(令和2年"0月28白水嵯白) X.r私達人類の存在と行為の正当性』(2020年【令和2年)9月き日木曜日)× 1.『文化財的概主の近代化、遺跡と遺柵と遺物、私遅人類の現代の活勧」(2020年(令和2年】0月19日土曜日) X".「私遇理生人頴の世界.日本
地域、長岫地域,遉跡,交化財』(2020年(令和2年)9月30白水曜B 改訂1版:空020年(令和2年)11月27日金埋日) XⅢ.「書拡T長崎史の実伽2013年10月30B著者:外山幹失より』(2020年【令和2年)9月30目水曜日)×1V.『還跡の遺跡たる事象.市昆生活の日常と心、観
光やりゾート,その他の閣臭等、都市長崎遉跡」(2020年(令和2年"0月7白水曜日】 XV.「人類と遺跡一私建人類の想悼と知牲よりー』(2020年〔令和2年"0月15日木唖日) XⅥ.「歴史上価住並びに学衛上価住等、視覚、遣跡の実相、遣跡の保存と活用」(2020年(令和2年"0
月28日水曜日〕

^

長岫県企画部要柿キ敏晶様

水鴫英治様
長岐市教嵩委員会教育彰務都畏
長岫市理村部長小田撒様

^

霸二部長崎地域と遺跡 (2020年{令和2年〕9月初出)

1."遣跡について縄"(2020年{令和元年】B月4日火吸日}"、「長崎地域の遺跡と歴史と杜会」他020年(令和之年)B月4日火曝日】Ⅲ.↑人顛の世界と敏埠人:ひぱくびと:の世界』(2020年【令和2年)8月7日金曜日)【Y,r遺跡の形態と長崎の松爆弾被爆の遺跡」(2020年(令和2
年)8月9日日権日) V.r人頬と人類の創造、並びに、記憶たる車叡、遺跡'人矧の存在」(2020年【令和2年)君月11日火曜日)Ⅵ.r人類の行告たる遺跡と匠史の活用」(2020年【令和2年玲月11日火嵯ヨ)Ⅵ1.「弘達人類の文化財的事象の形態、在り方」(2020年(令和2年)8月16
日日曜日)Ⅷ.{私壊人顎の開晃と遭跡1 (2020年(令和之年)7月23日木埋日〕Ⅸ.「私運人類にとぅての記憧並びに記課、又、人類の封する交感の休系」(2020年(令和2年}8月1フヨ月県日) X.『2020年以降の甚岐地域の都市計回』(2020年{令和2年)B月1白日火曜日】
沌.「私違人頴の窓意、そして遺跡」(2020抹{令和2年)9月26日水堪日)

第窒部長崎県文化財保存活用大鯛藁定へのバづりツク.コメント (2020年(令和2年)9月初出)

1.『長崎県文化財保存活用大網策足八のバブリック・コ〆ント」【2020年(令和2年)7月31日金曜日) 11.「私遅人類のバラダイム・シつト」【2020年(令和2烹)6月24日水暖日)Ⅲ.r遣跡に関するMEMORANOUM■(2020年【令和2年)7月4日土曜日改訂1:2020年【令和2年}8
月4日火鯉日) 1V.「2020年(令和之年)2月25日以催の菱生所/(畏崎)医学杖等遺跡■((2020年(令和2罪)7月5日日慢日) V,r長崎地域の近代親代の遣跡ヨ(2020年【令和2任)7月9白木曜白)Ⅵ.r長崎地域の怯爆弾披燭遺畠』【2020年【令和2年)7昆24日金曜日)

築四部遺鉢へ

喪崎県地域叢興部長浦真樹標畏崎県文化奴光国際部長中崎諒司拝長嶋県土木部憂奥凪秀謝様長崎県虞珪部長害崎浩善腫要崎巣文化財保楓吾住会長

前田孝志拝長鮪市企匝財政部長片岡研之拝長岐市文化観光部憂股彊一男蝉長崎市まちづくり却萇片江伸一郎拝畏嶋市土木釦長 松捕文昭概畏崎市中央
異崎市慮墳凱長宮崎忠彦繹長崎市秘書広松部暴原田宏子孫畏岫市文化財審諾会下川連粥桂(長崎匠史文化博物館甚ホ颯英治標)

1,『屡示と存在、様念と忽念.情報と情景、取楊と刻違.読解と包躍、巡礼,観光、旅、這跡』〔2020年(令和2年)6月4日木曜B)

委主所を考える会代表池知和恭改訂1版:2020年(令和2年)8月18日火曜日)

軍玉部原遺跡計画、註びに.否定され陽る人蛸としての人類の在U方を顕現する人類の活動の空間の形成

t.原遺跡計画Ⅱ'否定され碍る人煩としての人類の在り方を顕現する人類の括動の空問の形成

冕六部遺跡に?いて 【2020年【令和2年)2月釦出]

第七却遺跡

^

【2020年(令和2年}9月初出)

1.遺跡 11.遺跡と風土と又明,又、牝達人類の公共と私逹人頴の遇択、又人類の分断Ⅲ.遺跡、モの存在の性桔と闡連事隷にっいて IV.遺跡たる亭象 V、日本地域についてⅥ.擾崎地域とモの遺跡にっいてⅦ.私漣当会より、皆様への、提案と要望仁っいてⅧ
畏崎地域の遺跡への眠案と妻望

冨ハ部長崎地域の特定の憎別の遺跡群について (2019年【令和元年)12月釦出〕

1.長峅地域の浦と地区遺跡群にっいて{崇2020年【令和2年)2月初出】 n.甚岐奉行所西役所等遺跡群の調隻と活用仁ついて(来2020年【令和2年}6月改訂】Ⅲ.長抽地域の桜町地区遺跡群にっいて{楽2020年(令和2年)2月初出)Ⅳ.萎生所ノ【長崎】医学校等遣許("佐
杏の丘の地形、、"中検区域"."運用区域"、"閏連区域"】について{※2020年【令和2年}6月改1わ

V.「長崎市歴史前風致織持向上計画』並ぴに「国土交通省甚崎港松が柱珪頭岸壁2バース化』並びに「長崎県松が柱地区再開晃禍惣一老演整働と一体となったまちづくりー」にっいて (※2020年(令和2年怖月初出)

第九部その他悶連する事象にういて 【2m9年(令和元年"2月初出難2020年(令和2年)9月迫記 12、【甚崎)医学校等正門豪翼石垣排石垣群についてを追記)

箪十部閏連する資料 (2019年{令和元年"2月初出適宜改訂)

1.r遺跡に聞する慢察と要望のお届けについて」之0他0年(令和2年)3月11日ホ曜日長鴫市敦管委員会数青長橋田慶信様甚崎市教育委員会教育耗務部長前田孝志横長嶋市教膏委員会教育柁務部施設課長西原政彦様長嶋市文化縦光部長股張一男様長崎1.寺考資料

市文化観光部文化財課長大賀史帥様長峅市企回財政却長片閏研之様長嶋市企画財政却都市経営室憂岩朱浩拝長崎市企回財政部長鴫創生推進室喪山田尚畳拝長峡市企画財政齢大型事婁椎進室長赤倉史朝孫長暗市まちづくり部長片江倖一鄭拝長崎市士木部長吉田安秀孫

長峅市中央総合亭覇所長大串昌之様畏峅市理村部長小田撤様長崎市理境郁長宮崎忠彦様長鴫市頂煤粧爆対筑部長中川圧仁様裏鴫市熱書広鞄却畏億田宏キ拝甚嶋市艦会躍長佐焦正洋拝長崎市文化財審腫会会長下川連撫標茎生所を考える金代表他知和蒜{rt長
岬)医学枕等正門両冨石垣等石垣群並びに、旧長崎市立佐古小学校北西門前醒型石段に闡する提案と要望」之020年(令和2年)3月"日水嗹日萎生所を考える会代表池知和恭)

〔2010年(令和元年"2月初出】

Ⅲ.r擾鴫地域に於ける高屠建築とモの他の開髭にういて」住0之0年(令和2年)6月10日水堤日

〆

b

(ν1 )

私還当会から皆祥へ過去に提出した当該卒諏に闡するモの他の陳情書/要望喜、艶ぴに、随時操出した資料

【20乏0年(令和2年)6月初出),

ラスコー洞窟二.情報 考察、並ぴに,提案と要望

以上

三



『国際長崎遺跡公園都市構想』
長崎地域に於ける、遺跡の発見又は再発見と調査、保存と活用、整備と公開、再建、による、

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より
鬼~

ー、

dR新長崎駅一帯区域

区域

2 長崎水辺の森公園一帯区域

《長崎地域に於ける、社会的共通資本としての、哲学
学術研究活動の促進、並びに、りべラルアーツ活動の
充実、私達人類の諸活動の支援》
一帯を、櫻町一内中町一小川町である旧市街遺跡とし
て"土地の造形"に於いて再建し、『国際長崎遺跡公園
都市』に於ける、遺跡による内部公園都市とし、茲に、
大学サテライト複合体キャンパスを形成し、長崎地域に
於ける哲学学術研究活動を促進すると共に、りべラル
アーツとしての働きにより、又、様々な機関と連携し、私
達人類の個体と集団の諸般の活動を広範に支援する。

提案と要望<A態様>

3 長崎内町外町旧市街並びに近隣関連区域

即国際長崎遺跡公園都市』の内部公園都市A一抽象
芸術文化活動の中核区域】
《抽象芸術文化と都市動線と情報の結節、集積と分配》
①長崎港と丘の景観
②長崎水辺の森公園③水辺のプロムナード④長
崎県美術館⑤オペラハウスーシンフォニーホールー
劇場⑥平面大型無料駐車場(一徒歩と公共交通機
関による長崎地域の回遊を誘導一市街の活性化.)
⑦長崎外国人居留地遺跡⑧長崎バンド(b岫d)遺跡
⑨長崎市民病院⑩私達人類の現代の生活

[現代の都市長崎の主点 U
【゛R新長崎駅を中心とする現代機能の構成】
《交通と都市動線と情報の結節、集積と分配》
①JR新長崎駅東口を再開発じ'宇宙一太陽系一地球
の自然一宗教一芸術一哲学一遊び一幸福一科学一経
済一仕事一不確実性一私達人類の文化と文明一遺跡
~私達人類と長崎地域に関する総合博物館"中核中
央総合博物館を設置、私達人類の諸活動を支援する。

【『都市長崎遺跡』の中核区域1
《生活芸術文化活動と都市動線と情報の結節、集積と
分配》
①個別の遺跡又は遺跡群遺跡の調査と保全と再建
②『長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡』の外に隣接する
長崎県警本部跡地一帯を再開発し、"宇宙一太陽系一
地球の自然一宗教一芸術一哲学一遊び一幸福一科学
一経済一仕事一不確実性一手厶達人類の文化と文明一
遺跡~私達人類と長崎地域に関する総合博物館"を
設置し、私達人類の諸活動を支援する。

4
桜町の長崎市庁舎一長崎市議会建物一帯
(長崎市役所一長崎市議会は魚の町に新築移転予定)

提案と要望<B態様>

「公園都市」、現代の都市の計画、の提案と要望
2021年(令和3年)5月25日火曜日・養生所を考える会代表池知和恭

[現代の都市長崎の主点Ⅱ]
仰国際長崎遺跡公園都市』の内部公園都市A一抽象
芸術文化活動の中核区域】
《抽象芸術文化と都市動線と情報の結節、集積と分配》
①長崎港と丘の景観
②長崎水辺の森公園③水辺のプロムナード④長
崎県美術館⑤オペラハウスーシンフォニーホール「
劇場⑥平面大型無料駐車場(一徒歩と公共交通機
関による長崎地域の回遊を誘導一市街の活性化)
⑦長崎外国人居留地遺跡⑧長崎バンド(b師d)遺跡
⑨長崎市民病院⑩私達人類の現代の生活

※

[重層的な都市動線の形成]
【『都市長崎遺跡』の中核区域】
《生活芸術文化活動と都市動線と情報の結節、集積と
分配》
①個別の遺跡又は遺跡群遺跡の調査と保全と再建
②1一①に記す"手厶達人類と長崎地域に関する総合
博物館"を中核中央博物館とし、個別遺跡近傍等に於
いて個別主題サテライトt専物館/資料館を設置し、私達
人類の諸活動を支援し、都市動線を誘導する。(例え
弐、『長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡』の外側に隣接
する長崎県警本部跡地一帯の再開発による、神道一
修験道一道教一儒教一仏教ーキリスト教博物館、近代
化博物館、医学博物館/資料館、海事博物館、又、近
世江戸期を中心とする長崎奉行所立山役所跡の「長崎
歴史文化博物館」、長崎核爆弾被爆爆心地帯の「長崎
平和公園/長崎刑務所浦上刑務支所被爆遺跡公園一
爆心地被爆遺跡公園」の再調査と遺跡としての再建一
「長崎原爆資料館」ー「原爆死没者追悼平和祈念館」ー
「長崎歴史民俗資料館」一哩〒口弥太郎美術館」ー「爆
心空間より展望/光点の搭(タワー:toW引)」の設置)

[哲学学術研究とりべラルアーツ活動の拠点の形成]
如国際長崎遺跡公園都市』の内部公園都市B一於
長崎地域:学術研究/りべラルアーツ活動の中核区域】
《学術文化活動と都市動線と情報の.結節、集積と分配》
①世界各地と日本地域の複数の学術研究機関より大
学サテライトキャンパスを誘致し、大学サテライト複合
体キャンパスを形成して運営し、長崎地域に於ける哲
学学術研究活動を促進すると共に、キャンパスのりべラ
ルアーツとしての働きにより、超領域的に、私達人類の
文化/産業/就労/交流/その他の諸活動を支援する。

《dR鉄道輸送上の玄関口》
長崎県都である長崎市地域の中核区域で在り得る。
長崎市により計画され工事が進捗しているdR新長崎
駅西口再開発に於ける「大規模集合交流展示施設」の
運用と、計画と実施を提案し要望するJ尺新長崎駅東口
再開発により設置する"私達人類と長崎地域に関する
総合博物館"・中核中央総合博物館、並びに、遺跡等地
域サテライト1専物館の運用との相乗効果を期待する。

備考/趣旨

《長崎港/大村空港/高速自動車道輸送上の玄閲口》
『長崎遺跡公園都市』に於ける抽象芸術文化活動発信
を集積する内部公園都市としての一帯区域
①長崎港と丘の景観②市民の憩い③抽象芸術文
化活動/発信その蓄積④国際文化経済都市としての
活性化=長崎地域に於ける徒歩並びに公共交通機関
こよる回遊⑤長崎市民の健康維持と療養⑥私達
人類の長崎地域に於ける現代生活の充実/幸福/平和
※公園地を主とする長崎県有地について、公園要素

以外の営利私企業は移転を誘導し、自然環境と芸術に
由来の公益公共の公園であることを専とし中核とする。
《旧市街に於ける歴史的構造の活用》

日市街に蓄積された、遺跡としての"土地の造形"、「建
造物」、「土地の利用の履歴」、並びに、歴史的伝統的
生活芸術哲学行為文化、の継承と保全と再建と活用、
私達人類の現代の生活と一体の振興、を図る。

[哲学学術研究とりべラルアーツ活動の拠点の形成]
即国際長崎遺跡公園都市』の内部公園都市B一於
長崎地域学術研究/りべラルアーツ活動の中核区域1
《学術文化活動と都市動線と情報の結節、集積と分配》
①世界各地と日本地域の複数の学術研究機関より大
学サテライトキャンパスを誘致し、大学サテライト複合
体キャンパスを形成して運営し、長崎地域に於ける哲
学学術研究活動を促進すると共に、キャンパスのりべラ
ルアーツとしての働きにより、超領域的に、私達人類の
文化/産業/就労/交流/その他の諸活動を支援する。

( V2 )

一双頭多層型文化的都市動線形成とその経済効果一

＼
、



『国際長崎遺跡公園都市構想』
長崎地域に於ける、遺跡の発見又は再発見と調査、保存と活用、整備と公開、再建、による、

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より
、、
、、

、、
、、

『国際長崎遺跡公園都市構想』.地球の自然の引受け、,並びに、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、の、遺跡の発見又は再発見と調査、保存ど舌用、整備と公開、憶測の余地のない再建又
は根拠のある再建、による、私達人類の、文化と文明、幸福と平和、遊びと生業、憩いと緊張、宇宙と太陽系のエネルギー系並びに地球の自然と私達人類の生命体とし
ての生理に従う私達人類の活動の空間、を具現する地域生活(社会:gese11Scha什)の実現、並びに、私達人類の地域(共同体:三emein即h.田としての風土の醸成。

『長崎先史時代一古代一中世遺跡群構想』.①約三万年前の私達人類の日本列島への到達②旧石器時代から新石器時代、縄文様式から弥生様式の私達人類
の長崎地域に於ける生活の痕跡、遺跡③古代中世の私達人類の長崎地域に於ける生活の痕跡、城館の痕跡、遺跡④古代以来の福田氏、中世以来の肥前丹治
比氏(戸町氏・永埼氏・大浦氏・矢上氏・時津氏・大串氏等)、近世以来の深堀氏、等に関する遺跡

Ⅱ

区域

『長崎キリシタンの里構想』:1 中世長崎地域に於ける西欧地域より来訪するキリスト者によるキリスト教の伝道②中世長崎地域に於ける最初の六町の町建てと
近世にかけての町域の拡大④長崎の頭=長崎代官村山等安の提議と徳川家の公儀による慶長十年(1605年)の長崎換地により成立する、長崎内町と外町と属邑
を一体とする、又は、長崎代官支配の外町と属邑を一体とする地域に於けるキリシタンの生活とその地域関係性の確立⑤十一箇所の教会、並びに、ミゼリコルディ
ア、聖ラザロ病院、サンチャゴ病院⑥日本地域各地に拡散する西欧地域に由来する文明とその定着⑦現代の長崎地域の風土/文化の形態の起源となる筈の村山
等安の事績の再確認、村山等安記念祭の実施、1614年5月(慶長十九年)長崎のキリシタン聖行列(アビラ七ロン『日本王国記』、等)の再現一その形態は「長崎く
人ノち」に近似と仮定【0慶長十九年四月二日(1614年5月9日)こめ日から20B間にわたり、キリシタンら行列をなして長崎の街を練り歩く(幕府の迫害に対するデモンストレーション){1614年5月9日から行われたキリシタン行列のときには、代官村山等安妻ジュスタは、両手に十
字架聖牌をささげ.腕から膺を荒縄でしばり、頭には茨の冠をかむ?て崇足で歩いた.最後の田には、等安みずからもこれに参加した.この行列はサン・アウグスチノ教会を出発し、町内各地の教会を一巡するもので、参加者は数千人に及んだまた、数万の信徒が沿道に立って祈ったといわれ、
全町あげての幕府に対するレジスタンスであった)〔行列通逼町名〕0古川町一0本紺屋町一島原町一文知町一外浦町一大村町一本博多町一興哲町一豊後町一小川町一0上町一0新紺屋剛一0大工町一0魚町(0印は外町このころには、外町も大いに拡大)(開港史))

Ⅲ

『都市長崎遺跡構想』:①中世長崎地域に於ける最初の六町の町建ての遺跡②中世日本地域に成立する戦国大名城下又は物流通商交易に由来する自治都市と
しての性格の遺跡③中世近世長崎内町外町旧市街遺跡と属邑田園地帯並びに関連拠点地域とその変遷の遺跡④近世末近代都市長崎としての変遷の遺跡⑤長
崎核爆弾被爆遺跡⑥アジア太平洋戦争後の現代の復興の遺跡⑦現代昭和期高度経済成長と安定の遺跡⑧現代平成令和期へ至る遺跡⑨私達人類の現代の生
活=未来への遺跡遺産の可能性としての現代の蓄積

Ⅳ

日本地域に於ける近代西洋医学への具体的取り組み
の実態の把握と提示を行う。
一帯土地の近世近代遺跡としての発見並びに再発見と
発掘等調査、保存と活用、変遷その実態の提示、又
よ、土地の利用の履歴に由来する土地の活用を行う。

『長崎の丘一帯先史時代一中世遺跡群遺跡』':①古来、長崎の丘一帯は、長崎内港の停泊地として、豊かな自然に恵まれ、私達人類にとって重要な生活地帯で
あった可能性②古来、長崎地域の海岸地帯に位置する長崎の丘は、長崎地域の葬送の地であった可能性③古来、長崎の丘は、環日本海/東シナ海交流交易の拠
点、停泊地であり、中国地域の人々韓国地域の人々等の居住のあった可能性一肥前森崎に後その一族が大分府内に移った中国系張氏一族が居住したと研究される
a

b
『中世本尾城一近世庄屋高谷氏居館一近代浦上天主堂一近世近代石神の石切場一帯遺跡群遺跡』:一帯の、中世、近世、近代、現代への連続と断絶、遺跡とし
ての、発見並びに再発見と発掘等調査、保存と活用、整備と公開、"土地の造形"を基盤とする、憶測の余地のない再建、根拠のある再建、による遺跡の提示の実施。

提案と要望<A態様>

『長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡』.①『長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡』の遺跡の遺跡としての実態と空間の提示②『長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡』の外
部に隣接する長崎県警察本部跡地一帯の再開発、遺跡地との高架広場による私達人類の活動の空間の連接、博物館/資料館等説明施設設置による私達人類の諸活
動の支援③築地遺跡の提示④大波止遺跡の提示と長崎くんちに於ける大波止御旅所の回復⑤飲食機能等は、原則、隣接近隣市街の市民業務で提供する。
C

『桜町地区遺跡お判.①肥前丹治比氏である長崎氏の根拠都市の機能地域としての長崎の丘.②西洋式城塞都市として(ニノ堀遺跡、三ノ堀遺跡、一帯の"土地
の造形"~旧内町地区と旧外町地区の"土地の造形"に於ける形態の差異)③.中世末期から近世初期の切支丹遺跡として(サンフランシスコ教会)④近世の都市
遺跡として(ニノ堀遺跡、三ノ堀遺跡、一帯の"土地の造形"、町家、「籠屋舗」(牢屋敷.サンフランシスコ教会跡))⑤近代の都市遺跡(長崎区役所一長崎市役所
(町年寄高嶋家跡一帯)遺跡、桜町囚獄一長崎本獄一長崎監獄一長崎西彼杵郡役所(籠屋舗(牢屋敷:サンフランシスコ教会跡)遺跡、長崎税務監督局一長崎税務
署7長崎商業会議所一長崎商工会議所、長崎原爆被災遺跡)⑥現代の都市遺跡(桜町の立体交差「1對喬」、長崎市役所、長崎商工会議所)

d

白
『長崎近世外港内港海防遺跡お判.①徳川家の公儀、長崎奉行所、並びに、諸藩の屋敷、船泊遺跡②複数の遠見番所等警固遺跡③複数の蜂火台遺跡④
複数の台場等遺跡群遺跡⑤佐賀藩高島の炭鉱遺跡群遺跡⑥以上遺跡群の発見並びに再発見と発掘等調査、保存ど舌用、整備又は公開、再建

『長崎製鉄所等遺跡群遺跡』.①長崎製鉄所遺跡②岩瀬道修船架築造遺跡③立神軍艦打建所築造遺跡④小菅修船場遺跡⑤以上遺跡群の発見又は再
発見と発掘等調査、保存と活用、整備又は公開、憶測の余地のない再建又は根拠のある再建

g
『小曽根築地遺跡』.'①遺跡の遺跡としての発掘等調査と実態と空閻の提示②個別主題の博物館設営の可能性の検討③遺跡としての「タ顔丸」船着場等公
共交通機関の結節点としての「土地の利用の履歴」に由来する土地の活用の可能性の検討

『養生所/(長崎)医学校等遺跡』並びに『長崎病院遺跡』.①長崎市立仁田佐古小学校の旧長崎市立仁田小学校の土地と施設に於ける運営②遺跡の遺跡とし
ての発掘等調査の拡張③長崎地域の学芸文化の証徴として、遺跡の遺跡としての調査並びに資料に基づく、憶測の余地のない再建、並びに、根拠ある再建、による
遺跡の回復④長崎市立仁田佐古小学校の施設の、旧医学校、研究機関、一般病院、梅毒病院である遺跡としての「土地の利用の履歴」に由来する、新型コロナウイ
ルス等感染症対応、療養施設、研究機関、としての転用、並行して、漸次、遺跡の回復⑤一帯の土地、近世近代旧道、畑地、建物、建造物の遺跡としての発見並びに
再発見と発掘等調査、保存と活用、整備と公開、提示の実施⑥長崎市の「長崎(小島)養生所跡資料館」の、遺跡等地域サテライト1専物館/資料館としての発展的継承

h

提案と要望<B態様>

『長崎核爆弾被爆遺跡』.①公園地、教育機関、河川、道路等公共用地又はその性格を有する土地に於ける、遺跡としての発掘調査と遺跡の提示、又は、根拠あ
る再建、遺骨捜索収容供養提示②大規模再開発の計画に於ける、遺跡としての発掘等調査と遺跡の提示、遺骨捜索収容供養提示③遺跡の遺跡としての実態と空
間の提示、その内容と範囲の拡張、遺骨捜索収容供養提示、並行して、被爆遺跡による公園都市として存在し得る長崎地域とその土地の活用の在り方の再検討。

「公園都市」、現代の都市の計画、の提案ど要望
2021年(令和3年)5月25日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

①
私達人類の、長崎地域に於ける現代の生活を、宇宙と太陽系のエネルギー系、地球の自然、私達人類の生命体としての生理、並びに、私達人類の世界に於ける世界的な水準とグローバルな関係性、に於いて維持し、以っ
て、長崎地域一九州・沖縄・山口・山陰地域一四国・関西・中部地域一北陸・関東・東北地域一北海道地域一日本地域ーグローバルにあって、相乗的に地域振興する。

長崎地域を、遺跡である実態により、地球の自然と遺
跡による「公園都市(数理経済学者宇澤弘文氏の提

唱する概念)」として都市計画し、行為し、顕現する。
環日本海/東シナ海交流交易圏の拠点としての長崎地
域1奈良/京都/関東中央政権との関係性、私達人類
の中世に於ける認識の変化、人口移動、並びに、地域
社会としての長崎地域の提示を行う.。

備考/趣旨

長崎の内町外町、並びに、長崎の頭=長崎代官村山
等安の提議と徳川家の公儀による長崎換地により成立
する長崎代官支配の外町と属邑を一体として、日本地

域に広域に拡散するキリシタンの里/都市/西欧地域に
由来する文明の中核地域と仮定し、情報収集、研究、
遺跡の調査と提示、情報発信、催事、人士の交流、を
イテう。

日本地域に於ける近代の終巽、長崎核爆弾被爆の痕
跡の実態把握と提示、遺骨収容提示、被爆の実相とそ
の範囲の提示を目的とし、内容と範囲の拡張を行う。

ε.2

'.'

日本地域に於ける中世自治都市としての長崎地域の
都市的性格の始まりと近世、近代、現代への推移の提
示をイテう。

古来の日本の文化と文明に於ける、長崎地域の性格、
長崎地域に於ける長崎の丘の性格の実態の把握とそ
の提示を行う。

長崎地域に於ける、中世から近世、近代の状況、又、
長崎核爆弾被爆、の実態の把握とその提示を行う。

『都市長崎遺跡』の中核区域、日本地域の中世近世に
於ける西欧地域由来の文明の移入、同近世に於ける
近代への具体的取り組みの遺跡、としての提示を行う。

〆

長崎地域の中世一近世一近代への連続性と現代への
断絶の実態の把握と提示を行う。

(乞、2 )

日本地域又は長崎地域に於ける、近世の海防への具
体的取り組みの実態の把握と提示を行う。

日本地域に於ける、近代西洋文明への具体的取り組
みの実態の把握と提示を行う。

長崎地域に於ける、近代社会への具体的取り組みの
実態の把握と提示を行う。



『国際長崎遺跡公園都市構想』

"遺跡についてXXⅦ"

ー"1 J-

^

^

の

"遺跡についてXXⅦ"

『国際長崎遺跡公園都市構想について』

大文字の文化(カルチャー:culture)から小文字の文化

(カルチャー:cultu"e、又は、 cultu"es)へ、~"主体"~、

私達人類の個体に於ける間や遊びゃ飾り、~"文明"~、

主体としての大きな機械(原動機jエンジン冷ん8ine)から

介添えとしての小さな機械(原動機.エンジン冷ngine)ヘ

私達当会は、私達当会が、皆様に、提案し要望する『国

際長崎遺跡公園都市構想』が、そんな、私達人類の、私

達人類の世界の過去一近代と現代一から現在と未来へ

向かう転換を、後押しすることができる、と確信します。

私達人類の個体の充実と幸福と私達人類の平和へ

脱近代、真のボスト・モダン(post・modern)ヘ

(2021年【令和3年)5月ヨ0日日曜日養生所を考える会代表池知和恭)

集女

ノ、

ノ、

床女

主XX

圭匁

私途人廼は、私途人昇kD活宝KD剣'nミ:於、、て、この土地の遡尉が送り綿ナるメッセ^宅党ナとめ弓にと力牝来ているa,ようか?迫蹄1、人々のそしτ現十尽D私^生と死のミ王です

2021年(令和3年)5月30日日曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆
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2."遺跡についてXXⅧ"

"遺跡1こついてXXⅧ"

f2021年(令和3年)6月1日火曜日養生所を考える会代表池知和恭)

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡たる事象に関して、

私達人類にとって、遺跡たる事象が、共時的通時的に、常に、現代の事象である処、

遺跡を鑑賞し経験する私達人類にとっての価値や意義や意味や必然は、第'一義に、

当該の遺跡を鑑賞し経験する私達人類の個体の固有に委ねられた価値や意義や意

味や必然でなければならない、と確信します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡たる事象に関して、

私達人類の一部の個体や集団が、当該の遺跡にあって、任意に、様々な事象を付加

し、又は、任意に、様々な事象を削減し、依って、任意に、様々に遺跡を規定すること

があってはならない、とる倒言します。

手厶達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、手厶達人類は、当該の遺

跡を鑑賞し経験する手厶達人類の個体が、自由に、当該の遺跡を契機として、又は、"

該の遺跡に由来する、当該の遺跡を鑑賞し経験する私達人類の個体に固有の、価値

や意義や意味や必然を発見し、又は、獲得することを、補佐し得る可能性がある、と

確信します。

私達当,会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡たる事象に

関して、私達人類が、造跡を、遺跡としてあるがままの、又は、遺跡としての必然であ

る、遺跡としての具象、並びに、当該の遺跡に関する、遺跡としての様々な有意性を

包摂する可及的に広範な空間、を、私達人類に、提示し、且つ、遺跡以外の局面を運

用し、当該の遺跡を鑑賞し経験する私達人類の個体が、自由に、当該の造跡を契機

として、又は、当該の遺跡に由来する、当該の遺跡を鑑賞し経験する私達人類の個体

に固有の、価値や意義や意味や必然、を.発見し、又は、獲得することを、補佐し得る

可能性に挑戦すること、を提案し要望します。

『私達人類にとっての現代の事象である遺跡』

私迂人顯は、私迂人^活劃肋^■こ諏1て、この土j色の^り綿ナるメッセ^^ナとめること力也果τいるで1,ようか?迫蹄才、人0のモして現f数D私王劫)生と死の証です。

2021年(令和3年)6月1日火曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆
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3.小林充雄氏(長崎市在住)よりの寄稿

題名

作者

浦上発 19時50分

(ミネルヴァの巣は、黄昏になってようやくここを飛び立つ)

小林充雄

(1939年山梨県生まれ)

■●島M●■暈■睡■■■■冒■昼冒●■■ヨ閣■■■■■=■■■■易■骨■朝写梱冒亜■

芸術は世界認識の方法、作品はその装置

作品は作者の個人的な都合で世に生み出されるわけだが、作者の手を離れて美術の制度(美術館や画廊

など)の中に置力、れるこどでメディア化される。そのときから、作品は作者の経験と存在を凌駕して自ら自立し

た存在となり、社会の鸞造の中に組み入り、解読装置と成ってテケストとして他者に「読まれるもの」となる。こ

のように、作者ではなく「作品を読む人」が主体となる芸術作品のテケスト化を、ロラン・バルト、ミシェル・フーコ

ー、ウンベルト・エーコらは「作者は死んだ」と言った。

作品のテクスト化は 19印年代から今日に至る概念化した現代美術において特に顕著だ。そのために作品

鰯読には美術史的、哲学的、社会学的、精神分析的、榔造主養的、ポスト榔造主巽的方法等々を縦横に駆

使して作品を読み解釈し、その意味の「創造的発見」を企てようとするのが、芸術というものに関わろうどする

私の態度だ。そして、その企ての意志は芸術の認識力、ら世界の認識へと定向進化するのである。

19時50分あるいは現代美術オタクのエクリチュール

゛

作客と作品の解釈

見る倒の人間が作品を介して作者と細会い、彼や彼女の個人的な趣昧に感動し、たからとい0て、ただ見る

( 3/116 )



だけでは作品の理解あるいは解釈はできない。うまくいっても、それはせいぜい作者の琴線に触れる程度のこ

とだろう。感動することと、作品の解釈は別物だ。今日がノ勺レト、フーコー、エーコらが言う「作者は死んだ」時

代であるならば、作品を読み、解釈して、その意味と芸術的価値を決定する主体は作品を見る側にある。そ

れゆえに、モノサシのない現代美術の鑑賞にはさまざまな読みど解釈があって、そのことしこkる意味と価値を

めぐる数多くの激しい論争が起こった事例は美術史の教えるところである。しかし考えてみれば、これこそがま

さに現代美術固有の表現(鑑賞)あるいは関わり方というものであろう。

作者の役割は芸術と世界に関るもろもろの問題提起であって、予定調和的に答えを提示するものではない。

バルト、フーコー、エーコらに「作者は死んだ」と言わしめた今日、見る側は作者に答えを求めるべきではない

だろう。言うまでもないことだが、現代美術の作者は答えを出さない。否、出しようがないのだ。だから作者は

作品を世界に向かって投企するのである。このため、作品は末知の樹造と認識の可能性を孕んだまま完成し、

作者の手を離オLると同時に、投企されたものとして自らの運命を世界にゆだねるのである。マルセル・デユシャ

ンが、作品の意昧あるいは傑作は「後からやってきた者、つまり見る者よってつくられる」と言ったのはそういう

ことであったのだ。そうぃえぱ、日本における初のデュシャン展a981年・高輪美術館)のタイトルは、「反芸術

ダダの巨匠・見るひとが芸術をつくる展」だった。

作品の本質と存在

いくら完壁な芸術作品と呼ぱれても、作品には本質といわれるものはない。作品は世界に投企ざれたがゆえ

に、本質よりも存在が先立ってそこに在るだけであり、作品の意味やら価値やらはその後に生まれる。近代お

よびそれ以前の芸術は、作者と作品は一体化していて作品の主体は常に作者の側にあった。だから作品鑑

賞は、作品を通して作者の人間性にアウラを見るものであった。しかし.今日そのような作岩中心主裟的な作

品鑑賞には、言わずもがな芸術のりアルも時代のりアリティ^ない。

もう一度言っておこう。作品の意味と価値は.作者によって表現されたものと、作品から生み出されるそれと

は同じではないということ。

作岩は答えを出す人ではなく、今までにはな力、ウた「新しい問題」を提起ずる人。

作品ほ作者の手によって生み出されるわけだが、それが世界に投企された以上は、作品の意味と芸術的価

値を決定する役割は,それをつくった作老ではなく、デュシャンのいう「後からやってきた者」、要するにそれを

「見る人」のほうにあるのだ。

ミネルヴァの榮は、迫りくる夕闇19時50分にようやくここを飛び立つ。

2012年12 河 20日

小林充雄(ジャズ、現代美術・現代アート、哲学・現代思想オタク)
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鑑賞者の創造的営為

マル,、ヒノレ・デ討.シャン(1)創造的営為

これ.は全米美術連盟総会(テキサス州ヒューストン、 1957 午 4月)に翁ける、創造的営為

に関すろ予伶倫会での講演。

いずれ{こせよ、創1造的営為は芸術家のみによって行われるものではない。鑑賞者は作品

に内在する特質を解読、解釈することによって作品を外の世界に触れさせて、'創造的営為

に買献をはたす。後世が作況'の最終白りメよ1"1断をくだすとき、またときには忘れられた芸術

家を復權させるとき、このことがさらにいっそうめきらかになるだろう。

1、'マルセル・デュシャン」カノレヴィン'・トムキンズ箸木、F哲夫訳 2003年1月み司、

ず書房

(2)抽象画に対して、われわれのとるべき態度 ハインリヒ・りユッツェラー

どのような抽象画もわれわれをさまざまな省察へ導く。・,・その際それらの抽象西は多

義性を包蔵している。それらは、対1志Lてくる観者の差異に応じて、その意味が変化する。

もとよりそれらは勝手気ままに変化するのではなく、ただその枠内でのみ、一定の範囲

内でのみ意味変化する。しかし観者が自己の主観のみの注釈でもしようものなら、たちま

ちそれらは、その形態によ0てこれを拒絶する。ある種の線、葡、色彩などが、'突如もは

や説明されえないものとなり絵の特色は脱落して、顧みられなくなるだろう。それは、観

者の事実にそぐわなし吹¥釈には、絵が適応しないからである。

「抽象絵画意味と限界」ハインリヒ・りユッエラー若西田秀穂訳1973年8月美

術出版社

(3)開かれた作品の出現::アメリア・アレナス

作晶の意味は作者の責任外の問題である。意味は、人々が作品を見るという行為を通じ

て作品と行うコミニニケーションによって、作品に付加されるものである。

・だからこそ、「アーティストは何をいいたいのか」というよりは、「この作品は何を

意味→、るのか」というほうがより適御な問いだといえる。作品がどれ抵ど美し小ろうが、

技徐珀勺にいかにすばらしかろうが、あるいはオリジナリティーがどれ抵ど備わってぃよう

が、作品にとって重要なのは、作者の意図がい力"こ表現されているかではなく、結果的に

どれ抵ど鑑賞者の意図をひきだせるかということなのである。

げ仁ぜ、これ●ミアートなの」アメリア・アレナス著福のり子訳 1998年8月淡交社

(4)芸術の知恵;:ロラン・ノしレト

作乱,が、'実際は、細かな計'算の結果であるかどうかはたいした_問題ではない、大事なの

はイ畏女製の捌」よ熱、乎ある,.・私(画嵳)1点自分がイ可をし'て1゛るかは知っマC1ハろが、何を旦..フ゛出
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すかはしらない。

絵の主体はそれを見る人でもある。兇る者を呼ぴ寄せ、引き0け、,見る.者は絵に合体L

ようとする。それを美的に消費するためにではなく、自分がそれを再生産するためにで島

る。絵を見る主体は多様であり、主体が内的に持つ言述は、主体のさまざまなタイプに左

右される。

沢崎浩平訳1986年7、月みすず書房著「美都藷兪集」
^

蹴ラン 、.

ワりシー・カンディンスキー(6)芸豺列乍品と芸術家

真の芸術作品は、秘密にみちた、謎めいた、神秘的な方法で、'芸術家によって生み出さ

れる。しかし芸術家の手を両戯モると、作品は独立の生命をえて人格となり、精柿的に呼吸

する独立した主体となって物質的に現実生活をも営む、それはーうの生物なのだ。それは、

さりげなく偶然に生まれた、精神生活のうちにあウて取るに足らぬものとして存続する現

象ではなく、むしろ、あらゆる生物と伺じ.ように、さらに創造し続ける能動的な力をそな

えているものである。

「抽録芸術論・・芸林Hこ給ける精神的なもの・・」ワりシー・カンディンスキー薯西

田秀穂訳 19郭年2月美術出版社

言'う・式き

、

0

(フ)タブローは、それを観る者によってしか存在しない::パプロ・ピカソ

タプローは、あらかじめ構想され圖定化されるものではない。制作の途上で、作品は思、

考の働きに従って変化している。完成後も、作品は観る者の状態に従って変化する。タプ

ローはひとつの生ける存在であるかのように己の人生を生き、日常生活が乎戈々に強いる変

化を同じよう,に被っているのである。タプローはそれを観るものによ0てしか存在しえな

いので島るから、これは当然のことだろう。

「ピカソとの生活」フランソワーズ・ジロー/カーノレトン・レイク浩瀬木慎一訳

1965年新潮社(ピカソのこの言葉は1944年のある議論の中での発言と報告されている)。

ゞ

(8)アーティストは、それぞれの時代とコンテキストにおいて、.見る仙1の人々と共有す

る芸術理論を頼りに何ものかを美術として創造するのだ。::アーサー・ダントー

「でも、これがアートなの?」シンシア.・プリーランド著藤原訳 2007年

ブリュッケ

(9)以上は、美術教師OK氏の祝作品への批判、「意味のないつまらなし晴会」

への反批判のマテリアル。ここは、デ、ユシャンの言う鑑賞者の「劍造的営為」

きないOK氏の発言のほうこそ、「意畉のないつまらないコメ'ント」と

KTNギャラリー祝利恵子・展によせて、

小抹充雛
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4."遺跡についてXXⅨ"

"'遺跡1・こついてXXⅨ"

他021年(令和3年)6月2日水曜日養生所を考える会代表池知和恭)

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあっ
て、遺跡たる事象に関して、遺跡が、遺跡に剛邨迫する、本
物であるという特性(共時的且つ通時的な真正性且っ特
異性)の故に、私達人美動よ、当該の遺跡に於いて、信頼
の念を生起し、感嘆を生起し、喜びを生起し、又、当該の
事象は、,私達人類の感興と興味に、応えることが可能とな
る、と確信します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世
界にあって、遺跡たる事象に関して、私達人類が、遺跡を、
遺跡としてあるがままの、又は、遺跡としての必然である、
遺跡とし、ての具象、並びに、当該の遺跡に関する、遺跡と

しての様々な有意性を包摂する可及的に広範な空間、を、
私達人類に、提示すること、を提案し要望します。

『遺跡が本物であると云うこと』

私途人顛は、私逐人^活劃KD劉'0こ脚、て、この土地の^り綿ナるメッセ→ノ六を党ナとめ獣;とが出来ているでしょうか?追蹄才、人0のそして現イやD私邇D生と死の証てす

2021年(令和3年)6月2日水曜日

養生所を考える・会代表池知和恭

〆
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5."遺跡についてXXX"

"遺跡1こついてXXX"

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、遺跡たる事尿に関して、遺跡が、私達人類の、破壊、

忘却、並びに、様々な経緯による、その士地への埋納によしノ、私達人類の世界に於ける共時的通時的な連続性を

断絶し、自ずから、宇宙、又は、私達人類の世界に投企された事象である、と認識します.

私達当会は、遺跡について、遺跡には本質といわれるものはない、遺跡は、宇宙、又は、私達人類の世界に投企

されているがゆえに、本・質よりも存在が先立ってそこに在るだけであり、遺跡の私達人類1ことっての価値や意義や

意味や必然は、その後に生まれる、その遺跡に於村る歴史上の関係者と関係する事象の役割は宇宙と私達人類

の世界に閧わるもろもろの間題提起であって、予定調和的に答えを提示するものではない、遺跡は、未知の構造

と認識の可能性を孕んだまま完.成しているのであり、歴史上のその関係者と関係する事急の手を雛れると同時に

投企された事急として、自らの運命を宇宙と私達人類の世界にゆだねるのである、と確信します.

私達潤会は、遺跡について、遺跡は、その這跡に於ける歴史上の関係者と関係する事急によって生み出されるわ

けだが、それが宇宙又は私達人類の世界に投企された以上は、私達人類にとっての遣跡の価値と意騒と意味と

必然を決定する役割は、それをつくったその遺跡に於ける歴史上の関係老と関係する事敦ではなく、マルセル'

デュシャンのいう「後からやってきた者」、要するにそれを「見る人」のほうにあるのだ、と確信します.

【2021年(令和3年)6月3日木隈日養生所を考える会代表池知和恭)

『遺跡たる事線と私達人類、又、私達人類の遺跡の活用』

私達当会は、わが国における初のデュシャン展(1981年・高輪美術館)のタイトルは、「反芸術ダダの巨匠・見るひ

とが芸術をつくる展」だった、と認識しまず。

( 8/116 )

私達当会は、遺跡について、私達人類は、遺跡を、受け入れ、受け取らなくてはならない、と確信します。

矛厶達当会は、皆様に、私達人饗凱こついて,"私達人類の世界にあって、私達人類が、遺跡たる事歌に関して、遺跡

を、遺跡の存在として、投企された事段としての、そのあるがままの具象、並びに、当該の遺跡に似邦道する空間、

を、私達人類に、提示すること、を提案し要望します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡たる事急に関して、遺跡が、私達人類の、詩文、

詩歌、音楽、芸術、鯲びに、哲学、遊び、一私達人類の存往.と近似している、と確信します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私遠人類の世界にあって、私達人類が、遺跡たる事象に関して、遺跡

を、私達人類の、歴史並びに学術に於いて、認識し、且つ、遺跡を、私達人類の、詩文、詩歌、音楽、芸術、並び

に、哲学、遊び、一手厶達人類の存在、に於いて、活用すること、を提案し要望します.

J

卑

鬼

参考資料:「作品浦上発19時50分作者小林充雄(1939住山梨県生まれ)'19時50分あるいは現代美

術オタクのエクリチュール 2012年12月20日小林充雄(ジャズ・現代美術・現代,思想オタク)」

私壗人類は、私達人^活訓ぎD劃'■こ脚、て、こΦ土地の^り蜘ナるメウセーシキ弼ナとめることb牝来ているで1,ようか?遺蹄=、人々Φモして理"XD私逢の生と死の証です.

2,021年・(令和3年)6月3日木曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆
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長崎地域に於ける、遺跡の発見又は再発見と調査、保存と活用、整備と公開、再建、による、「公園都市」、現代の都市の計画、の提安と要朗
養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より 2021年(令和3年)5月25日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

《長崎地域に於ける、社会的共通資本としての、哲学
学術研究活動の促進、並びに、りべラルアーツ活動の
充実、私達人類の諸活動の支援》

一帯を、櫻町一内中町一小川町である旧市街遺跡とし
て"土地の造形"に於いて再建し、『国際長崎遣跡公園

都市』に於ける、遺跡による内部公園都市とし、茲に、
大学サテライト複合体キャンパスを升',成し、長崎地域に
於ける哲学学術研究活動を促進すると共に、りべラル
アーツとしての働きにより、又、様々な機関と連携し、手ム
達人類の個休と集団の諸般の活動を広範に支援する。

、
.、

JR新長崎駅一帯区域

区域

2 長崎水辺の森公園一帯区域

提案と要望くA態様)

3

K『国際長崎還跡公園都市』の内部公園都市A一抽象
叢術文化活動の中核区域】
《抽象芸術文化と都市動線と情報の結節、集積と分配》
①長崎港と丘の景観

②長崎水辺の森公園③水辺のプロムナード④長
崎県美術館⑤オペラハウスーシンフォニーホールー

劇場⑥平面大型無料駐車場('徒歩と公共交通機
関による長崎地域の回遊を誘導一市街の活性化)
⑦長崎外国人居留地遺跡⑧長崎バンド(bond)遺跡
⑨長崎市民病院⑩私達人類の現代の生活

長崎内町外町旧市街並びに近隣閏連区域

[現代の都市長崎の主点口

【UR新長崎駅を中心とする現代機能の構成Σ
《交通と都市動線と情報の結節、集積と分配》
①、1R新長崎駅東口を再関発し"宇宙一太陽系一地球
の自然一宗教一芸術一哲学一遊び一幸福一科学一経
済一仕事一不確実性一私達人類の文化と文明一遣跡
~私達人類と長崎地域に閏する総合博物館"中核中
央総合博物館を設置、私達人類の諸活動を支援する。

Ⅱ都市長崎遣跡』の中核区域】

《生活茎術文化活動と都市動線と情報の結節、集積と
分配》

①個別の遺跡又・は遺跡群遣跡の調査と保全と再建
②『長崎奉行所西役所等遺跡群遣跡』の外に隣接ずる
長崎県警本部跡地一帯を再開発し、"宇宙一太陽系一
地球の自然一宗教一芸術一哲学一遊び一幸福一科学
一経済一仕事一不確実性一私達人類の文化と文明一
遺跡~私達人類と長崎地域に関する総合博物館"を設
置し、私達人類の諸活勳を支援する。

4

提案と要望< B態様>

桜町の長崎市庁舎一長崎市議会建物一帯
(長崎市役所一長崎市議会は魚の町に新築移転予定)

[現代の都市長崎の主点Ⅱ]
跡国際長崎遺跡公園都市』の内部公園都市A一抽魚
芸術文化活動の中核区域Σ
《抽魚芸術文化と都市動線と情報の結節、集積と分配》
①長崎港と丘の景観
②長崎水辺の森公園③水辺のプロムナード④長
崎県美術館⑤オペラハウスーシンフォニーホールー
劇場⑥平面大型無料駐車場(一徒歩と公共交通機
関による長崎地域の回遊を誘導一市街の活性化)

⑦長崎外国人居留地遺跡⑧長崎バンド(b岫d)遣跡
⑨長崎市民病院⑩私達人類の現代の生活

※

[重層的な都市動線の形成]
Ⅱ都市長崎遺跡』の中核区域】
《生活芙術文化活動と都市動線と惰報の結節、集積と
分配》

①個別の遺跡又は遣跡群遺跡の關査と保全と再建
②1一①に記す"手厶達人類と長崎地域に関ずる総合博
物館"を中核中央博物館とし、個別遺跡近傍等に於い
て個別主題サテライト1専物館ノ資料館を設置し、私達人
頴の諸活動を支援L、都市動線を誘導する。(例えぱ、
『長崎塞行所西役所等遺跡群遣跡』の外側に隣接する
長崎県警本部跡地一帯の再開発による、神道一修験
道一道教一儒教一仏教ーキリスト教博物館、近代化博
物館、医学博物館/資料館、海事博物館、又、近世江戸
期を中心とする長崎奉行所立山役所跡の「長崎歴史文
化博物館」、長崎核爆弾被爆爆心地帯の「長崎平和公
園/長崎刑務所浦上刑務支所被爆遺跡公園一爆心地
被爆遺跡公園」の再調査と遣跡としての再建一「長崎
原爆資料館」ー「原爆死没者追悼平和祈念館」-r長崎
歴史民俗資料館」ー「野口弥太郎美術館」ー「爆心空間
より展望/光点の搭(タワーオ0wor)」の設置)

《゛R鉄道輸送上の玄関口》

長崎県都である長崎市地域の中核区域で在り得る。
長崎市により計画され工事が進捗しているJR新長崎駅
西口再開発に於ける「大規模集合交流展示施設」の運
用と、計画と実施を提案し要望するJR新長崎駅東口再
開発により設置する"私達人類と長崎地域に関する総
合1専物館"一中該中央総合1専物館、並びに.遺跡等地域
サテライト1専物館の運用との相乗効果を期待する。

[哲学学術研究とりぺラルアーツ活動の拠点の形成]
町国際長崎遺跡公園都市』の内都公園都市B一於長
崎地域学術研究/りぺラルアーツ活動の中核区域】
《学術文化活動と都市動線と情報の結節、集積と分配》
①世界各地と日本地域の複数の学術研究機関より火
学サテライトキャンパスを誘致L、大学サテライト複合体
キャンパス櫛,成して運営し、長崎地域に於ける哲学学
術研究活動を促進すると共に、キャンパスのりべラル
アーツとしての働きにより、超領堆的に、私達人類の文
化ノ産業庁尤労/交流/その他の諸活動を支援する。

...........'ー.'.'___,,,,,,.,.,..........、......_.____._.__,_,._..,..._........'...._'_',____,,.,.,,.....,...............、...._._.._._.,_( 1 七!t_2...).....'.'.".'.ニ'._

備考ノ趣旨

《長崎港ノ大村空港ノ高速自動車道鞠送上の玄関口》
『長崎遺跡公園都市』に於ける抽象芙術文化活動発信
を集積する内部公園都市としての一帯区域
①長崎港と丘の景観②市民の憩い③抽象芸術文
化活動ノ発信その蓄積④国際文化経済都市としての
活性化=長崎地域に於ける徒歩並びに公共交通機閏
による回遊⑤長崎市民の健康維持と療養⑥私達
人類の長崎地域に於ける現代生活の充実/幸福ノ平和
※公園地を主とする長崎県有地について、公園要素以
外の営利私企業は移転を誘導し、自然環境と芸術に由
来の公益公共の公圃であることを専とし中核とする。

■■'.'..',

《旧市街に於ける歴史的構造の活用》
日市街に善積された、遺跡としての"土地の造形"、「建
造物」、「土地の利用の履歴」、並びに、歴史的伝統的
生活芸術哲学行為文化、の継承と保全と再建と活用、
私達人類の現代の生活と一体の振興、を図る。

[哲学学錨研究とりべラルアーツ活動の拠点の形成]
如国際長崎遺跡公園都市』の内部公園都市8一於長
崎地域:学術研究ノリベラルアーツ活動の中核区域1
《学術文化活動と都市動線と情報の結節、集積と分配》
①世界各地と田本地域の複数の学術研究機閏より大
学サテライトキャンパスを誘致し、大学サテライト複合体
キャンパスを晋,成して運営し、長崎地域に於ける哲学学
術研究活動を促進すると共に、キャンパスのりべラル
アーツとしての働きにより、超領域的に、手厶達人類の文
化/産業/就労/交流/その他の諸活動を支援する。

一双頭多層型文化的都市動線形成とその経済効果一
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長崎地域に於ける、遺跡の発見又は再発見と調査、保存と活用、整備と公開、再建、による、「公園都市」、現代の都市の計画、の提虫と要望
養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より 2021年(令和3年)5月25日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

,、
、.
、
,、

『国際長崎遺跡公園都市構想』:地球の自然の引受け、並びに、弧、Ⅲ、Ⅳ、の、遺跡の発見又は再発見と調査、保存と活用整備と公開、憶測の余地のない再建又
は根拠のある再建、による、私達人類の、文化と文明、幸福と平和、遊びと生業、憩いと緊張、宇宙と太陽系のエネルギー系並ぴに地球の自然と私達人類の生命体とし
ての生理に従う私達人類の活動の空問、を具現する地域生活(社会:E貼e11即h.丑)の実現、並びに、私達人類の地域(共伺休;Eemein$ohヨ代)としての風土の醸成。

『長崎先史時代一古代一中世遺跡群楕想』:①約三万年前の私達人類の日本列島への到達②旧石器時代から新石器時代、縄文様式から弥生様式の私達人類
の長崎地域に於ける生活の痕跡、遺跡③古代中世の私達人類の長崎地坑に於ける生活の痕跡、城館の痕跡、遣跡④古代以来の福田氏、中世以来の肥前丹治比
氏(戸町氏・永埼氏,火浦氏・矢上氏・時津氏・大串氏等)、近世以来の深堀氏、等に関する遺跡

Ⅱ

区域

『長崎キリシタンの里構想』.①中世長崎地域に於ける西欧地域より来勍するキリスト者によるキリスト教の伝道②中世長崎地域に於ける最初の六町の町建てと近
世にかけての町域の拡大④長崎の頭=長崎代官村山等安の提議と徳川家の公儀による慶長十年(1605年)の長崎換地により成立する、長崎内町と外町と属邑をー
休とする、又は、長崎代官支配の外町と属邑を一体とする地域に於けるキリシタンの生活とその地域関係性の確立⑤十一箇所の教会、並びに、ミゼリコルディア、聖ラ
ザロ病院、サンチャゴ病院⑥日本地域各地に拡散する西欧地域に由来する文明とその定着⑦現代の長崎地域の風土/文化の形態の起源となる筈の村山等安の事
績の再確認、村山等安記念祭の実施、1614年5月(慶長十九年)長崎のキリシタン聖行冽(アビラ・ヒロン『日本王国記』、等)の再現一その形態は「長崎くんち」「こ近
似と仮定ι0雇畏十九虹四月二日"m.年5月9日〕このBから20B間にわたり.キ,」シタンら行列をなして長酔Φ断を謹り歩((禦府の迫害に封,る〒モンストレーウ,ン)0.M生明,口から行われMりシタン行列のと皆仁は、代冒村山等安妻りユスタは、両手に
十字聟型耽をきき」,、鼎から罵を許蝿でしぱり、罪1二は韮の冠をかむって素足で歩いた.最佳の日には,塙安みずから主二れに参加Lた.この行列壯サン・アウグスチノ教妾を出発L、町内各地の教会を一逗する亀功で.毒如暑゛=数午人に乱"だまた、搬万の信徒力ι沿
に立0て祈コたといわれ.全.T島げての菓府に刈オるレジスタンユで高うた]【行列通逼町名10古川屑T-0本闇田噺一島原町一文知町一外捕司一大村町一本墫多宵一興吾画T一竪牲町一小川町一0上町一0新紺匡町一0大工盤1-0量町(0印は外町このころには、

Ⅲ

『都市長崎遺跡構想』:①中世長崎地域に於ける最初の六町の町建ての遺跡②中世日本地域に成立する戦国大名城下又は物流通商交易に由来する自治都市とし
ての性格の遺跡③中世近世長崎内町外町旧市街遺跡と属邑田圓地帯並びに閏連拠点地域とその変遷の遺跡④近世末近代都市長崎としての喪遷の遺跡⑤長崎
核爆弾被爆遺跡・⑥アジア太平洋戦争後の現代の復興の遺跡⑦現代昭和期高度経済成長と安定の遺跡⑧現代平成令和期へ至る遺跡⑨私達人類の現代の生活
=未来への遺跡遺産の可能性としての現代の蓄積

Ⅳ

『長崎の丘一帯先史時代一中世遣跡群遺跡』:①古来、長崎の丘一帯は、長崎内港の停泊地として、豊かな自然に恵まれ、私達人類にとって重要な生活地帯で
あった可能性②古来、長崎地域の海岸地帯に位置する長崎の丘は、長崎地域の葬送の地であった可能性③古来、長崎の丘は、環日本海/東シナ海交流交易の拠
点、停泊地であり、中国地鉱の人々韓国地域の人々等の居住のあった可能性一肥前森崎に後その一族が大分府内に移った中国系張氏一族が居住Lたと研究される

丑

『国際長崎遺跡公園都市構想』

b
『中世本尾城一近世庄屋高谷氏居館一近代浦上天主堂一近世近代石神の石釖場一帯遺跡群遺跡』. T帯の、中世、近世、近代、現代への連続と断絶、遣跡として
の、尭見並びに再発見と発掘等調査、保存と活用、整備と公開、"士地の造形"を基盤とする、憶測の余地のない再建、根拠のある再建、による遺跡の提示の実施。

提案と要望( A態様>

' 『長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡』.①『長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡』の遺跡の遺跡としての実態と空間の提示②『長崎奉行所西役所等選跡群遺跡』の外
部に隣接する長崎県警察本部跡地一帯の再開発、遺跡地との高架広場による私達人類の活動の空問の連接、博物館/資料館等説明施設設置による私達人類の諸活
動の支援③築地遺跡の提示④大波止遣跡の提示と長崎くんちに於ける大波止御旅所の回復⑤飲食機能等は、原則、礫接近隣市街の市民業務で提供する。
0

畔妥町地区遺跡群』:①肥前丹治比氏である長崎氏の根拠都市の機能地域としての長崎の丘②西洋式城塞都市として(ニノ堀遺跡、三ノ堀遣跡、一帯の"土地
の造形"~旧内町地区と旧外町地区の"土地の造形"1こ於ける形態の差異)③中世末期から近世初期の切支丹遺跡として(サンフランシスコ教会)④近世の都市遺
跡として(ニノ堀過跡、三ノ堀遺跡、一帯の"土地の造形"、町家、「籠屋舗」(牢屋敷;サンフランシスコ教会跡))⑤近代の都市遺跡(長崎区役所一長崎市役所(町
年寄高嶋家跡一帯)遺跡、桜町囚獄一長崎本獄一長崎監獄一長崎西彼杵郡役所(籠屋舗(牢屋敷:サンフランシスコ教会跡)遺跡、長崎税務叶督局一長崎税務署一
長崎商業会議所一長崎商工会議所、長崎原爆被災遺跡)⑥現代の都市遺跡(桜町の立休交差「桜橋」、長崎市役所、長崎商工会議所)

d

巳
『長崎近世外港内港海防遺跡群』:①徳川家の公儀、長崎奉行所、並びに、諸藩の屋敷、・船泊遺跡②複数の遠見番所等警固遣跡③複数の蜂火厶遺跡
複数の台場等遺跡群遣跡⑤佐賀藩高島の炭鉱遺跡群遺跡⑥以上遺跡群の発見並ぴに再発見と発掘等調査、保存と活用數備又は公開、再建

『長崎製鉄所等遺跡群遣跡』:①長崎製鉄所遺跡②岩瀬道修船架築造遺跡③立神軍艦打建所築造遺跡④小菅修船場遺跡⑤以上遺跡群の発見又は再
発見と発掘等調査、保存と活用、整備又は公開、憶測の余地のない再建又は柤拠の訪る再建

底
『小曽根築地遺跡』:①遺跡の遣跡としての発据等調査と実態と空問の提示②個別主題の博物館設営の可能性の検討
共交通機関の結節点としての「土地の利用の履歴」1こ由来する土地の活用の司能性の検討

『養生所バ長崎)医学校等遺跡』並ぴに『長崎病院遺跡』;①長崎市立仁田佐古小学校の旧長崎市立仁田小学校の土地と施設に於ける運営②遣跡の遺跡として
の発掘等調査の拡張③長崎地域の学芸文化の証徴として、遺跡の遣跡としての調査並びに資料に基づく、憶測の余地Φない再建、並びに、根拠ある再建、による遺
跡の回復④長崎市立仁田佐古小学校の施設の、旧医学校、研究機関L一般病院、梅毒病院である遺跡としての「土地の利用の履歴」1こ由来する、新型コロナウィル
ス等感染症対応、療養施設、研究機関、としての転用、並行して、漸次、遺跡の回復⑤一帯の土地、近世近代旧道、畑地、建物、建造物の遺跡としての発見並びに再
発見と発掘等調査、保存と活用、整備と公開、提示の実施⑥長崎市の「長崎(小島)養生所跡資料館」の、遣跡等地鉱サテライト博物館/資料館としての発展的継承

h

提案と要望<白態様>

『長崎核爆弾被爆遺跡』:①公園地、教育機関、河川、道路等公共用地又はその性格を有する土地に於ける、遺跡としての発掘調査と遺跡の提示、又は、根拠ある
再建、遺骨捜索収客供養提示②大規模再開発の計画に於ける、遺跡としての発掘等調査と遣跡の提示、遺骨捜索収客供養提示③遺跡の遣跡としての実態と空間
の提示、その内容と範囲の拡張、遺骨捜索収容供養提示、並行して、被爆遺跡による公園都市として存在し得る長崎地域とその土地の活用の在り方の再検討。

@ 私達人類の、長崎地域に於ける現代の生活を、宇宙と太陽系のエネルギー系、地球の自然、私達人類の生命体としての生理、並びに、手厶達人類の世界に於ける世界的な水準とゲローバルな関係性、
長崎地堆一九州.沖縄.山口.山陰地域一四国・関西・中部地域一北陸・関東・東北地域一北海道地域一日本地域ーグローバル{二あって、相乗的に地域振興する。

長崎地域を、遺跡である実態により、地球の自然と遺跡
による「公園都市(数理経済学者宇澤弘文氏の提唱
する概念)」として都市計画し、行為し、顕現する。

環白本海/東シナ海交流交易圏の拠点としての長崎地
域、奈良/京都/関東中央政権との関係性、私逐人類の
中世に於ける認識の変化、人口移動、並びに、地域社
会としての長崎地域の提示を行う。

備考/趣旨

長崎の内町外町、並びに、長崎の頭=長崎代官村山等
安の提議と徳川家の公儀による長崎換地により成立す
る長崎代官支配の外町と属邑を一休として、日本地域
に広域に拡散するキリシタンの里/都市価欧地滅に由
来する文明の中核地域と仮定し、情麹収集、研究、遺
跡の調査と提示、情報発信、催事、人士の交流、を行
う。

日本地域に於ける中世自治都市としての長崎地域の都

市的性格の始まりと近世、近代、現代への推移の提示
を行う。

古来の日本の文化と文明に於ける、長崎地域の性格、
長崎地域に於ける長崎の丘の性格の実態の把握とそ
の提示を行う。

長崎地域に於ける、中世から近世、近代の状況、又、長
崎核爆弾被爆、の実態の把握とその提示を行う。

③遺跡としての「タ顔丸」船着場等公

『都市長崎遺跡』の中核区域、日本地域の中世近世に
於ける西欧地域由来の文明の移入、伺近世に於ける近
代への具休的取り組みの遣跡、としての提示劃テう。

長崎地域の中世一近世一近代への連続性と現代への

断絶の実態の把握と提示を行う。

に於いて維持し、以って、

④ 日本地域又は長崎地域に於ける、近世の海防への具
体的取り組みの実態の把握と提示をイ〒う。

日本地域に於ける、近代西洋文明への具体的取り組み
の実態の把握と提示を行う。

長崎地域に於ける、近代社会への具体的取り組みの実
態の把握と提示を行う。

日本地域に於ける近代西洋医学への具体的取り組み
の実態の把握と提示を行う。

一帯土地の近世近代遺跡としての発見並びに再発見と
発掘等調査、保存と活用、変遷その実態の提示、又
は、土地の利用の履歴に由来する土地の活用を行う。

日本地域に於ける近代の終器、長崎核爆弾被爆の痕
跡の実態把握と提示、遣骨収容提示、被爆の実相とそ
の範囲の提示を目的とし、内容と範囲の拡張茜子う。

、
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Ⅱ.『長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の遺跡としての現示』

【ローマ.カトリツク教会時代の教会墓地、並びに,モの径の推移.明治初期の至地跡処分の遺跡の可能性.モして、迪跡の現示) 2021年【令和3年)G月13日土昭日霊生所を考える会代表池知和恭

ー、ローマ・カトリツク教会時代の教会墓地(又は、イエズス会本部墓地)、並びに、その後の推移、明治初期の墓地跡処分の遺跡の可能性

私達当会は、最近、長崎県教育庁学芸文化課の文化財担当者より、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の長崎奉行所西役所建物敷地の西部
区域の発掘調査結果の内容を聞きました。

私達当会が、今回の陳情書/要望書で指摘した、当該区域に於ける、ローマ・カトリック教会時代の教会墓地、並びに、明治初期に於ける当該
墓地の痕跡の発見と当該墓地跡の処分の可能性(注1)、は、従来にない、斬しい視点を提供した様子で、当該の可能性を念頭に、遺物の數理
並びに発掘調査結果の検討を行う、と説明がありました。

1.当該遺跡の当該区域の発掘調査に関する長崎県教育庁学芸文化課の文化財担当者の説明の要旨

0)明治初期と思われる時期に、掘削があり、盛土により敷地を再築、現在の西面の石垣は、旧来の位置に再築されている(石材、工法にっ
いての説明はなし)。

(2)掘削は、現在の地表面に対して、深部に到達している。

(3)掘削は、概略、東部から西部にかけて下がる、雨水流下可能な緩斜面の状態を構成Lている。

(4)盛土に陶磁噐片はなく、瓦片が混入。元土より殉磁器片を除去した可能性がある。明治期の工法として、地盤沈下緩和のために瓦片の混
入はあり得る。

(5)調査は、広くはない立坑(トレンチ)による。面的な遺跡としての地下の詳細実態は不明。

2.私達当会による可能性への仮定

(1)明治初期と思われる時期の掘削は、当時の建物建築の為の敷地平面の構築を目的としていない。

・緩斜面・元土を精製L(陶磁器片を除去)之による全面的な盛土・石垣を旧来の位置に再構成

(2)明治初期と思われる時期の掘削は、【時的な、仮設の施設の設置を目的としていない。

・元土を精製し(陶磁器片を除去)之による全面的な盛士・石垣を旧来の位置に再構成

(3)明治初期と思われる時期の掘削は、旧長崎警察署敷地平面等を目指した建物建築敷地造成の為の掘削、計画変更による中止、原状回
復、の可能性がある。

'緩斜面・元土を精製し(闊磁噐片を除去=安全上の措置、鋭利な陶磁器片を選別し除去)之による全面的な盛土.石垣を旧来
の位置に再構成

(4)明治初期と思われる時期の掘削は、長崎の丘の南端頂部から西側海岸沿いに下る段丘状の墓地、当該墓地の閉鎖、当該墓地の痕跡の
遺存、糸割符会所、又は、長崎奉行所の為の土地の造成と利用、明治初期に於ける当該墓地の痕跡の発見、当該墓地の痕跡の処分例えぱ、
遺骨遺物捜索撤去廃棄、埋め戻し、土地の再利用、に関係する可能性がある。

・緩斜面・元土を精製し(陶磁器片を除去=墓地遺骨遺物徹底捜索撤去廃棄)之による全面的な盛土・石垣を旧来の位置に再

^
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3.私達当会による仮定と提案と要望

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の長崎奉行所西役所建物敷地の西部区域の地下の遺跡の性格にっいて、当該の発掘調査成果
説明により、明治初期と想定する掘削に関し、掘削後に於ける元土を用土とする盛土に、陶磁器片がなく、瓦片が混入する点、ローマ・カトリック
教会時代の教会墓地の痕跡の発見、当該痕跡の徹底排除、遺骨遺物捜索と廃棄、の可能性が、十分に考えられる、と仮定します。

私達当会は、明治前期の、長崎市の佐古の丘の養生所火長崎)医学校敷地の北に隣接する、大徳寺庫裏跡に於ける長崎病院建設に於いて、
建設用地内の旧軍人墓地取扱いについて、旧日本帝国陸軍並びに同海軍からの異議申し入れにより、長崎地域が、数次に亘り発掘し飾にかけ
て遺骨選別収集を行った、墓地調査の史実を想起します。

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の長崎奉行所西役所建物敷地の西部区域の地下の遺跡にっいて、ローマ・カトリック教
会時代の教会墓地、当該墓地の痕跡の遺存、当該墓地の痕跡の処分、の遺跡としての住格を念頭に、その遺跡の実態把握の為に、当該の地
下遺跡の面的な発掘調査の実施、を提案し要望します。

1が
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長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の遺跡としての現示^、

私達当会は、ローマ仂トリック教会時代の教会墓地(又は、イエズス会本部墓地)1こ関する遺跡の可能性について、長崎奉行所西役所等遺跡群
遺跡に於ける、これ迄の遺跡発掘調査にあって、唯一の、当該土地に、中世末期から近世初期の口ーマ仂トリック教会時代の遺跡を現示する
可能性である、と仮定します。

私達当会は、ローマ・カトリック教会時代の教会墓地について、なが口ーマ・カトリック教会時代の初期、イエズス会とドンリ匂レトロメウ(大村純
忠)が必要な協定を行なった後、元亀二年a871年)大村領の長崎に町立てが始まってから、天正八年a580年)に大村純忠の行為により教
会領となるまでの十年問に、長崎の町に関して、ローマ仂トリック教会側と長崎地域の現地勢力である、武雄の後藤貴明・諌早・深堀連合勢との
戦、深堀茂宅との戦があり、その戦没者の為に、岬の教会に、一定規模の墓地が整備された可能性があり、その位置は、長崎の教会の初期に
あって、岬の教会の教会堂建物敷地に隣接した可能性がある、と仮定します。、

私達当会は、ローマ・カトリック教会時代の教会墓地について、ローマ・カトリック教会時代の後期に、1620年3月20白迄に、長崎奉行長谷川権
六(在任期間:元和三年十月(1矼7年)~寛永三年四月(1626年))によって、岬の教会の墓地、即ち、郭内の3墓地、ミゼリコルディア、聖十字架、
サンタ・マリアの墓地が、郭外のサン・ミゲル墓地(炉粕町)に移されるまで、岬の教会、即ち、郭内の墓地は、各地の殉教者の遺骨の収容で、収
容数が拡大した可能性がある、と仮定します(注2)。

私達当会は、ロサマ・カトリック教会時代の教会墓地につぃて、ローマ・カトリック教会時代の最初の苦難以降、長崎の口ーマ・カトリック教会時代
の最後まで、その営みを共にした、重要な遺跡である、と仮定します。

私達当会は、過去の陳情書/要望書で、長崎の丘の南先端部の法面の石垣にっいて、関連絵図の検討により、ローマ・カトリツク教会の時代に、
石垣が築造されておらず、土羽であったか、又は、ローマ仂ドノック教会時代の末期に、当該の法面の石垣が撤去された可能性があり、一帯の
法面は、1600年代前半に、土羽であった可お計生があり、一帯の法面の石垣群は、寛永十三年(1636年)5.10出島が完成する以降に、その連続
した状態が完成した可能性がある二と、を指摘しました(注3)。
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私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡について、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の江戸時代の長崎奉行所西役所の石垣群
が欠如する、長崎泰行所西役所等遺跡南部に於いて、遺跡の発掘等調査を継続し、当該の岬の飽然地形の痕跡とその実態、又、江戸前期以
前の遺跡としての実態、を明らかにし、且つ、自然地形をその根拠ある再建により補足して、現示し、江戸前期以前の遺跡、時に、土羽、を、現示
し、江戸後期時代の長崎奉行所西役所の江戸町に下る石段の根拠ある再建を行為して、現示し、長崎奉行所西役所等遺跡西部に於いて、ロー
マ仂トリック教会時代の教会墓地、並びに、その後の推移、明治初期の墓地跡処分の遺跡、又は、その可能性を、調査して、現示し、長崎奉行
所西役所等遺跡中央部と北部と東部に於いて、糸割符宿老会所、長崎奉行所西役所遺跡、並びに、歴代の長崎県庁舎の遺跡を、範囲拡張継
続調査し、混在併置して、現示し、長崎塞行所西役所等遺跡法面に遺存する石垣群に於いて、伝統的な石垣築造技術による注意深い、石垣群
上層部分、の必要力所の解体修理、欠損部の補作、を行為して、現示し、長崎奉行所西役所等遺跡一帯に隣接する築地遺跡、水路遺跡、につ
いて、発掘等遺跡調査を継続し、その全体像を把握しつつ、遺跡として、逐次、現示し、即ち、その他の一帯に隣接し、共時的通時的に連続する、
遺跡群と合わせて、地球の自然、又、長崎の岬の地域の先史時代から、古代、中世、近世、近代、現代へと至る、私達人類の営みの長い時間、
時の流れに於ける、スペクタクル(spectaole)(注4)、又、喜びと悲しみ、生と死、時に、戰い、を包摂し、証徴する遺跡、として現示すること、を
提案し要望します。

三、注釈

注1 参考資料①②一P79、P80

注2 参考資料⑤一P9 ~注20 1620年3月20臼付コーロス書簡 Jap. sih.35,138より拙訳。文末に史料写真を掲載。等
注3 参考資料a)②一添付資料一P38~P45、即ち、参考資料③④一P38~P45

注4 参考資料⑥

四、参考資料

①養生所八長婚)医学校等這跡の保存.保謹1整備.公聞に関する陳情喜XⅨ(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中桂として)ノ長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保存・活用,公開・整傭に闡する陳情書X
(サン.バウロ教金等跡ノ長崎奉行所西役所鉢ノ長崎県庁跡.大波止跡・築地跡等) 2021年(令和3年)3月3日水曜日長岫県脂会1蔓長瀬川光之様、202,年(令和3年)2月22白月曜日長崎市護会臘長井上重久
様陳情人養生所を考える会代表池知和蒜

②茎生所パ長崎)医学校等退跡の保存.保腫.整備.公閉に関する要望書Ⅸ(旧長嶋市立佐古小学校地とモの外周道路を中按として)ノ長崎奉行所西役所等通跡群の調査保存・活用・公開・皇備に関する要望喜X (サ
ン.パウロ教会弊跡ノ長崎亭行所西役所跡i長岫県庁跡・大波止跡・擾地鉢等) 2021年(令和0年地月3日水曜日長岫県知享中村怯道様長岫県教育委員会教育畏池松誠二様長崎県企画部畏柿本數品様
長崎県地域振興部長浦真樹揮長婚県文化観光国際部長中崎縢司様長崎県土ホ部長奥田秀樹擇長崎県県民生括瓊境部長宮帽浩誓様長崎県文化附保護審誰会長立平進様長崎県美謝館長小
坂智子様長嶋匿史文化愽物館長水嶋英治様長崎市長田上冨久様長噛市教育委員会教育長橋田慶信様長崎市教宵委員会教育稔蒜部長前田孝志掃長崎市企回財政部長片冊研之様長婚市丈化
観光部長股張一男様長嶋市まちづくり部長片江伸一郎様長崎市土木部長松浦文昭様長嶋市中央稔合車務所長大昂昌之様長嶋市原埠被煽対策部長中川正仁様長崎市理材部長小田撒様長崎
市瓊境部長宮崎忠彦様長崎市秘害広報部長値田宏子掃長崎市文化財蕃膳会長下川達押様(長嶋歴史文化博物館長水鴫英治様)要塑人養生所を考える会代表池知和恭

③養生所バ長崎}医学校与遺跡の保存.保堰.整備,公開は関する陳情婁XⅦ(旧長崎市立佐古小学校地とモの外周道路を中核として)ノ長崎奉行所西投所等遺跡群の調資・保存・括用・公聞,整備に閏する陳情書Ⅸ
(サン.バウロ教会等跡ノ長崎奉行所西役所跡/長崎県庁跡.大披止跡・築地跡等) 2020年(令和之年)11月24日火曜日長崎市議会腫長井上重久様、2020年(令和2年"2月2日水曜日長崎県推会朕長顯」11
光之様陣惰人養生所を考える会代表池如和恭

@萎生所バ長岫)医学校等通跡の保存.保謹・盤備・公開に閲する要望喜Ⅶ(旧長崎市立佐古小学絞地とモの外圃道路を中桂として)ノ岳崎奉行所西役所等道跡群の調査・保存活舟公仰・整備に閏寸る要望婁Ⅸ(サ
ン.パウロ撤会等跡/長岫奉行所西役所跡/長崎県庁跡.大波止跡・筑地跡寺) 2020年(令和2年ン11月27日金暖日長崎県却事中村法道様長崎県教百委員会教筒甚地松誠二様長崎県企画部長柿本数品
様長崎県地域振興部長浦真樹様長崎県文化観光国埠部長中嶋謙司様長崎県土木部長奥田秀捌様長崎県理境部長宮嶋浩善拝長崎県文化財保朧密誰会長立平進様長崎市長田上富久様
長岫市轍宥委員会教育長饗田慶信様長岫市教胃委員会教嵩総莪部長前田孝志様長崎市企回財政部長片冊研之様長崎市文化観光部長股張一男様長峅市まちづくリ部長片江伸一郎様長崎市土木
部長松浦文昭様長岫市中央総合事務所長大串昌之様長崎市値爆被燃封策部長中川正仁様長岫市理材部長小田瞰様長岫市頂境部長宮崎忠彦様長婚市秘書広報部長原田宏子喋長崎市戈化
財署誰会下川逐相様

⑤r長崎柁合科学大学平和文化研究第39集(2019年1月珸一r長崎のイエズス会本部とモの影嘗~そこで活躍したイエズス会員を中心に~日本イエズス会管区長デ・ルカ・レンゾ」炉9-一注20 佃20年0
月20日付コーロス害簡 JaP 51". B5、138より拙訳。文末に史斜写真を掲哉。等)

⑤スペウタケル:スパウタクルとは視覚的に強い印象を与えるようなもののことであり,広くは光景や情景などが意眛される。姦能での業界用語としては、視寛的に弛い印象を与えるような大掛かりな場面や出L物のことが意
現在では、宇宙・天体眛されている.芸能においてのスベケタクルとして当てはまる場而というのは,天査地異、戰争、自然の風景などで罰り、ともにこれらに変化が生じるという二とが、演出とされているということが多い.

などの滅予に見ることのできない仕大な天文現象(自熱現敦)に削Lて使われることが多い。特に抑地に行かなければ見られないオーロラ、数百年に一度宗る彗里、月食・日食でのダイヤモンドリングなどが有名。..・..:vvi
kipodi皐「スペウタクル」最終重新 2019年10月ユ4日(木)0406



Ⅲ.『日本国の文化財保護法の遺跡の定義の明文に於ける不十分と当該明文の運用
に関する帰結の可能性、そして、私達人類の対応』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、日本地域の遺跡の保存と活用に関し、
日本国の文化財保護法に於いて、その耳野并及う文化財たる記念物である遺跡の定義、その明文にあって、当該
明文の規定上の目的に於ける行為対象事象に対し、当該行為対象事象の性格や私達人類にとっての価値の
把握に不十分があり、その結果、当該明文の規定上の目的に於ける行為対象事象と、当該明文の論理上の帰
結に於ける行為対尿事象との間に、兎離を生起し、即ち、明文構成上の朗齢を生起している、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、日本地域の遺跡の保存と活用に関し、

日本国の文化財保護法に於いて、その取り扱う文化財たる記念物である遺跡の定義を、,その明文にあって、歴
史上価値、並びに、学術上価値、に於いて、成す処、歴史上価値によって保存され活用ざれる遺跡によって保存
され継承される事象は歴史であり、学術上価値によって保存され活用される遺跡によって保存され継承される事
象は学術である、と仮定し得る、即ち、例えぱ、任意の特定の土地又は空問の一体の連続する範囲を媒体とす
る連続する遺跡を、価値によって、部分に分節し分断し、ある部分を現状保存し、ある部分を移築し、ある部分を
模造に置換し、ある部分を記録に置換し、ある部分に遺跡と遺跡としての関係性を有しない事象に由来する造
形を施し、即ち、遺跡の存在と之を表象する具象とその形態を破壊L、同時に、歴史上価値と之を表象する具象
とその形態、又は、学術上価値と之を表象する具象とその形態、又は、遺跡に対して遺跡としての関係性を有し
ない事象と之を表象する具象とその形態、を保存し活用する、その帰結として、保存し活用し継承する事象は、
遺跡ではなく、歴史と学術、並びに、遺跡に対して遺跡としての関係性を有しない事象、である、と仮定します。

2021年(令和3年)3月18日木曜日萎生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、ユネスコの世界遺産に関する『世界
遺産条約履行のための作業指針』に、遺跡にっいて、「遺跡人間の作品、自然と人間との共同作品及ぴ考古
学的遺跡を含む区域」、と記載して定義する事実、を確認します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、ユネスコの世界遺産に関する『世界
遺産条約履行のための作業指針』に、遺跡を、人間の作品、自然と人間との共同作品及び考古学的遺跡を含
む区域、即ち、作品、即ち、自己完結する一体の体系、と把握し、不可分であり部分に分断することが不能又は
不適切な事象、と理解する、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、日本地域の遺跡の保存と活
用に関し、日本国の文化財保護法に於いて、その取り扱う文化財たる記念物である遺跡の定義の明文にあって、
当該明文の規定上の目的に於ける行為対象事象に対し、当該行為対象事象の性格や私達人類にとっての価
値の把握を、改正し、十分足らしめ、当該明文構成に於いて、当該明文の規定上の目的に於ける行為対象事象
と、当該明文の論理上の帰結に於ける行為対象事象の一致を生起すること、その為の措置を講ずること、を提
案し要望します。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、日本地域の遺跡の保存と活
用に関し、日本国の文化財保護法に於いて、当該の改正を施行するまで、私達人類が、日本国の文化財保護
法の明文に由来する行為にあって、当散明文の規定上の目的に於ける行為対象事象に対し、当該行為対象事
象の性格や私達人類にとっての価値の把握を、十分な事象と成し、当該行為に於いて、当該法の明文の仮定し
得る不十分を補足し、当該明文の規定上の目的に於ける行為対象事象と、当該明文の論理上の帰結に於ける
行為対象事象の一致を生起すること、即ち、遺跡の保存と活用に関し、遺跡を保存し活用すること、を提案し要
望します。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、遺跡にっいて、例えぱ、遺
跡であり、遺跡上価値、即ち、遺跡の具象とその構成する造形、並びに、関連事象間の関係性、又は、歴史上
価値、又は、学術上価値、のある事象、と定義し、此の定義により、遺跡を保存し活用すること、を提案し要望し
ます。
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参考資料

1.『文化財保護法昭和二十五年五月三十日法律第二百十四号』第一章総則にの法律の目的)

第一条この法律は、文化財を保存し、且つ、その活用を図り、もつて国民の文化的向上に資するとともに、世

界文化の進歩に貢献することを目的とする。.(文化財の定義)第二条この法律で「文化財」とは、次に掲

ーー・(以下「無形文化財」という。)げるものをいう。 ー・・・(以下「有形文化財」という。)

ーー・(以下「民俗文化財」という。)四貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で我が国にとつ

て歴史上又は学術上価値の高いもの、庭園、橋梁、渓谷、海浜、山岳その他の名勝地で我が国にとつて芸術上

又は観賞上価値の高いもの並びに動物(生息地、繁殖地及び渡来地を含む。)、植物(自生地を含む)及び地質

鉱物(特異な自然の現象の生じている土地を含む。)で我が国にとって学術上価値の高いもの(以下「記念物」と

いう。)五一ー・(以下「文化的景観」という。)六一ー・(以下「伝統的建造物群」という。) 2・ーー

(以下省略)

2.『世界遺産条約履行のための作業指針』(世界遺産条約履行のための作業指針ユネスコ世界遺産セン

ター・文化庁仮訳)Π.世界遺産条約一覧表Ⅱ.A 世界遺産の定義

化遺産及ぴ自然遺産とは世界遺産条約第一条及び第二条に定義される資産をいう。第二金この条約の適用
上、「文化遺産」とは、次のものをいう。記念物建築物、記念的意義を有する彫刻及び絵画、考古学的な性

質の物件及び構造物、金石文、洞穴住居ならびにこれらの物件の組合せであって、歴史上、芸術上、又は学術

上顕著な普遍的価値を有するもの建造物群独立した建築物の群又は連続した建造物の群であって、その建

築様式、均質性又は景観内の位置のために、歴史上、芸術上、又は学術上顕著な普遍的価値を有するもの

遺跡人間の作品、自然と人間との共同作品及ぴ考古学的遺跡を含む区域であって、歴史上、芸術上、民俗学

上又は人類学上顕著な普遍的価値を有するもの第三玉この条約の適用上、「自然遺産」とは、次のものをい
う。ーー・(以下省略)

化'虫 ひ
・、,拠.

文

〆
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Ⅳ."遺跡についてXⅥ2021年3月7日日曜日~ XXⅥ 2021年5月23日日曜日"

『遺跡』

(遺跡の機能、遺跡に於ける私達人類の課題) 2021年(令和3年)2月23日火曜日

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類にとっての、遺跡の機能、即ち、私達人類にとっての、遺跡に特徴的な作用は、
その具象に於いて、私逹人類の個体に、私達人類の個体の生命の長さよりも、長い、時間とその経過たる事象を、直
観させること、である、と確信します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が関わる、遺跡と私達人類の関係に於ける私
達人類の課題に関して、之を、私達人類が、私達人類の活動の空間にあって、遺跡、並びに、私達人類の諸事象の
関係に対して、之を、相互に、完全な状態に保持し、且つ、連接し、重層しつっ、私達人類の個体に於いて、如何に、
私達人類の個体の生命の長さよりも長い時間とその経過を、直観させ得る、空間、又は、景観、又は、具象、を現出
することを成し得るか、にある、例えぱ、連続と階調(グラデーション)、時に、断裂と対比、と確信します。

"遺跡1こついてXⅥ"

("欲求"、".価値"、「都市主導型文明」、バイアス(bias:偏倚))

私達当会は、皆様に、私達人類の万人が、私達人類の個体の感覚と認識と欲求と行為、並びに、その集団に由来す
る文化と文明が、宇宙と太陽系のエネルギー系と之に由来する地球の自然に対する、私達人類の生命体としての生
理に曲来する、バイアス(bias:偏倚)であることを認知し、時に、当該のバイアス(b治怠偏倚')を楽しみ、又、当該の
バイアス(bias.偏倚)を修正すること、その為に、遺跡、即ち、個別の遺跡の集合、即ち、群、を活用すること、を提案
し要望します。

(私達人類の使命、遺跡の有意性) 2021年(令和3年)3月フ日日曜日

私達当会は、遺跡について、造跡の具象により、私達人類の生きる意味と、その意味に向かう、私達人類の使命に対
し、私達人類の感得を経由して、私達人類の世界にあって、最も良く、有意であり得る事象である、と確信します。

ほ厶達人類に於ける、事象の本源に向かう努力) 2021年(令和3年)3月7日日曜日

私達当会は、私逹人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の万人は、私達人類が、知性、又は、想像力、
を有する限りに於いて、その引き換えに、常に、事象の本源に向かう、その努力を、失ってはならない、と確信します。

私達人類は、私連人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

2021年(令和3年)2月28日日曜日

2021年、(令和3年)3月7日日曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆

遺跡は、人々のそして現代の私逹の生と死の証です。



"遺跡1こついてXⅦ"

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、

私達人類が、遺跡の存在を媒体として具体化し、表象する、私達人類

にとって,の価値や機能、によって、同時に、私達人類が、遺跡の存在

そのもの、即ち、遺跡の具象、に直感する、スペクタクル(spectacle)、

静謠、沈黙、又、言語や記号や形式に置換出来ない、又は、言語や記

号や形式に置換せざるべき、良さ、時に、'悪さ、可能性、によって、遺

跡を保存し活用すること、を提案し要望します。

『私達人類の行為たる遺跡の保存と活用』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、今、私達

人類は、私達人類の活動の空間を、私達人類の概念、規定、にようて、

之を横溢し、私達人類の姿が見えない空間へと置換しつつある、その

可能性を排除できない、と確信します。

私連人類は、私連人類の活動の空聞に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来て、いるでしょうか?遺跡ぱ、人々のモして現代の私達の生と死の証です

2021年(令和3年)3月14日日曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



"遺跡1こついてXⅧ"

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界

にあって、長崎地域,に於いて、遺跡が、長崎地域

の目玉になるだけではない、遺跡によって、長崎

地域が、日本地域と世界の目玉になるのである、と
確信します。

『遺跡と長崎地域』

私違人顛は、私連人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私遠の生と死の証です

2021年(令和3年)3月18日木曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



私達当会は、'皆様に、私達人類の事象の全範疇を包摂する

と考え得る、遺跡たる事象、且つ、その存在、遺跡の具象、の

保存と活用、を中核として、提案し要望します。

私達当会は、遺跡である土地に関して、以下、提案し要望し

ます。

"遺跡1こついてXⅨ"

〔遺跡の遺跡としての発見、遺跡の調査と遺跡の把握、並びに、遺跡の保存〕

①遺跡の保存並びに活用の為の遺跡の調査を実施する。
(遺跡を遺跡として発見する。遺跡の全面積/全空間の発掘その他の調査を実施する。遺跡全体

の実態と性格を把握し、当該遺跡の保存と活用に連結する)

〔遺跡の活用1〕

②ここは遺跡である、と直観させる。
(遺跡としての"土地の造形'と遺跡に関連する空間構成、即ち、そこにある遺跡と遺構を見せる)

〔遺跡の活用2〕

③遺跡の近.傍近隣仮想空間の説明施設機能で説明する。
(遺跡又は遺跡の敷地外で事象を説明する/遺物を見せる、掲示展示又休憩等附帯機能設置)

私達当会は、遺跡、その土地にあって、遺跡そのものが主役

である、説明と展示は二次的な事象である、と確信します。

私達人顛は、私連人頬の活勧の空聞に於いて、二の土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

2021年(令和3年)4月10日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です.

〆



『長崎県庁舎跡地、並ぴに、周辺地、即ち、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、
並びに、関連する遺跡群、の調査と保存と活用』

私達当会は、皆様に、長崎県庁舎跡地、並びに、周辺地、即ち、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、並びに、関
連する遺跡群、に於ける、遺跡の調査と保存と整備、公開、活用、に関して、①土地を遺跡として提示する公園、
の実現、②長崎の丘南部築地遺跡、並びに、大波止遺跡の計画的な調査保存再建整備公開活用、大波止遺
跡に於ける長崎くんち御旅所の回復、と共に、③当該遺跡群遺跡、並びに、一帯の遺跡の保存と活用に関して、
検出遺物の展示、並びに、遺跡、歴史、その他関連する事象、例えぱ、宗教、医学、芸術、哲学イ私達人類の集
団、私達人類の文化と文明、生命、エネルギー、宇宙、に関する、物品並びに説明の展示、r伽這する機能、例え
ぱ、休憩ラウンジ等、の提供にっいて、長崎県警察本部跡地一帯の、遺跡を調査し保存し再建し提示しっつ行う
再開発、並びに、当該再開発に於ける、国道324号線を跨ぐ高架デッキ設置による、当該遺跡群遺跡と当該再
開発区域に関する、私達人類の活動の空間の連接、の活用、を提案し要望します。(飲食機能にっいて、原則
近傍近隣市街の民間事業に一任、支援:遺跡関係敷地施設に持込可.公開遺跡/公園敷地外の近傍の市街施
設に塵芥収集箱を設置:公開遺跡/公園敷地内では、長崎名物チリンチリンアイス等屋台による飲食事業等の
み営業許可)

私達当会は、皆様に、当該遺跡群遺跡の保存と活用に関して、株式会社三菱総合研究所が長崎県から業務委
託を受けて長崎県に提出した『県庁舎跡地整備基本構想検討報告書株式会社三菱総合研究所』に於いて提
案した事象を念頭に、私達当会の提案と要望を、再構成し、④都市長崎遺跡、先史時代一古代一中世遺跡、旧
内町一旧外町遺跡、旧サンフランシスコ教会~籠屋舗~桜町囚獄一長崎本獄一長崎監獄~長崎西彼杵郡役
所~長崎商業会議所一長崎商工会議所遺跡等、内包される土地隣接する土地近傍近隣に連続、又は、断続す
る遺跡の発見、再発見、調査、保存、整備、再建、公開、活用、⑤出島遺跡/長崎旧市街等遺跡群遺跡と世界
遺産の構成資産である小菅修船場遺跡を連絡する、小曽根築地遺跡の調査と保存と活用、⑥長崎県が所有す
る土地である、長崎水辺の森公園一水辺のプロムナードー長崎県美術館一帯敷地への、オペラリ、ウス/シン
フォニー・ホール/劇場、の誘致、⑦長崎市庁舎並びに長崎市議会建物移転後の跡地に、大学サテライトキャン
パスの誘致設置、又、オープンイノベーションその他産業労働支援機能の併設、⑧旧市街の外延埋立地である
JR新長崎駅周辺を含む長崎湾岸区域に、都市長崎遺跡等遺跡群遺跡、並びに、海上と陸上の景観、を破壊し
阻害しない、平面式大型駐車場、並びに、交通結節機能の設置、⑨市内公共交通と徒歩による長崎旧市街等
遺跡群遺跡/長崎市内の回遊の促進、⑩国道34号線土地南部、旧長崎県庁舎から長崎市庁舎一帯での、日
曜祭日に於ける歩行者天国の実施、併せて、催事の開催、を提案し要望します。
私達当会は、皆様に、個別の遺跡の土地の範囲に於ける、にぎわいの創出、と云うより、遺跡である長崎地域、
近傍近隣市街近郊、並びに、都市長崎遺跡、即ち、先史時代一古代一中世一旧内町一旧外町一出島一倉田水
樋一旧水路一治水一築地一旧長崎内港外港一旧郊外田園地帯一旧道/旧街道一旧関連拠点一小曽根築地一
旧外国人居留地一長崎キリシタンの里一長崎核爆弾被爆一戦災復興一経済発展に関する遺跡、又、自然の態
様、並びに、私達人類が日本列島に到達する先史時代以降現代のおよそ50年以前迄の期間を対象とする、私
達人類に関する事象(日本国の文化財保護法に於ける、文化財の範囲、と想定し得る)、遺跡の発見、再発見、
調査、保存、再建、整備、公開、情報蓄積、研究、発信、活用、又、現在の私達人類の活動は、私達人類の未来
にどの様な遺跡を形成し遺し得るのか、その全体での、にぎわいの創出、を提案し要望します。

"遺跡1こついてXX"

私達人顛は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

2021年(令和3年)4月12日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の註です.



'!遺跡1こついてX ・× 1"

『遺跡の保存と活用、私達人類の活動の空間に於ける空隙、

としてのプロデュース(produce:生み出す、生産する)』

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界

にあって、遺跡の保存と活用に関して、遺跡を、物体、並びに、

建築、又は、機能、例えぱ、文明、例えば、利用、と云うより、

「人間の作品、自然と人間との共同作品及び考古学的遺跡を

含む区域」(『世界遺産条約履行のための作業指針(ユネスコ

世界遺産センター・文化庁仮訳)』)、並びに、私達人類の活

動の空間に於ける空隙、即ち、、私達人類の現在の活動、例え

ぱ、日常の生活、と、異質の空間、非日常の空間、安息(何

の心配・苦痛もなく静か1こ休むことOxf0阿 LanguageSの
定義)、又は、芸術並びに哲学、例えぱ、文化、例えぱ、引き

受け、として、顕現し、提示すること、を提案し要望します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、

日本地域の私達人類は、例えば、時の経過とその揺らぎ、空

間の存在とその戦ぎ(そよぎ=頗ンふるえる、振動する)、を愛

する、と確信します。

私運人類は、私違人顛の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のモLて現代の私達の生と死の証です

2021年(令和3年,)・4月22日木曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



"遺跡1こついてXX Ⅱ"

私達当会は、皆様に、私達当会が、本紙の、『長崎県庁舎跡地、並びに、周辺地、即ち、長崎奉行所西役所
等遺跡群遺跡、並びに、関連する遺跡群、の調査と保存と活用』2021年(令和3年)4月12日月曜日、に
於いて、又は、それ以前に、皆様に、長崎県警本部跡地一帯の土地に設置することを、提案し要望した、"宇
宙一太陽系一地球の自然一宗教一芸術一哲学一遊び一幸福一科学一経済一仕事」不確実性一私達人類
の文化と文明一遺跡~私達人類と長崎地域に関する総合博物館"、にっいて、新長崎駅東敷地再開発、に
よって、之を、建設し設置し、又、個別の遺跡等に由来し、遺跡等の近傍の士地に、主題別サテライト博物館/
資料館/展示説明施設、例えば、長崎県警本部跡地一帯の土地に、宗教博物館、近代医学資料館、近代化
博物館、海事博物館、を設置し、他の、例えぱ、私達人類の、私立/公立/国立の保育園/幼稚園一小学校一
中学校一高等学枝一専門学校一大学、等、教育機関/制度、図書館ーオペラハウス/シンフォニーホール/劇
場一博物館一資料館一美術館一画廊一街並み、等、学習/文化/制度/都市型蓄積施設/市街、と相互に、連
携/連動して、運営する、もうーつの在り方、を提案し要望します。

『長崎地域に於ける現代都市長崎の都市計画の主題

一遺跡を契機とする経済効果、双頭多層型文化的都市動線の形成』

私達当会は、例えぱ、長崎地域の文化的都市動線、にっいて、JR新長崎駅一帯再開発と"私達人類と長崎
地域に関する総合博物館"の双方を備える、JR新長崎駅一帯を、主点、とし、遺跡と都市型蓄積施設と市街
と教育機関によって、模式的に、放射状に、都市動線が形成される、と想定すれぱ、理解しやすぃ都市構造
となる、さらに、海路/長崎港、又、空路/長崎空港からの長崎地域への入口となる、ながさき出島道路出入口
と大浦一帯、旧長崎バンド、に隣接する、長崎水辺の森公園一水辺のプロムナードー長崎県美術館一平面
大型駐車場を擁する県有地の、長崎県美術館と連続し利便性が高い国道499号/路面電車側に、オペラハ
ウス/シンフォニーホール/劇場、を設置し、抽象文化活動を振興すれぱ、長崎水辺の森公園地域を、副点、と
して、双頭、の形態を形成し、さらに、長崎旧内町外町旧市街遺跡地域に生活文化/芸術を振興すれぱ、相
互に隣接し、環長崎港道路によって連続する、長崎旧市街遺跡一帯(生活文化/芸術の醸成と発信)一長崎
バンド/水辺の森公園一帯(抽象文化/芸術の醸成と発信)-dR新長崎駅一帯(交通と情報の結節)、の三
角構造、さらに、外郭関連地域、日本地域、世界、の遺跡群/文化的事象との動線、を基盤とする、双頭の、
集約し拡散し回遊する、双方向、又、複雑、且っ、相乗的な働きを出現する、多層型文化的都市動線の構造
を形成することができる、と確信します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、当該の、長崎地域に於ける双頭
多層型文化的都市動線、に於いて、私達人類の活動の振興と共に、経済効果を形,咸し、之を、波及し分配
し(ディストリビュート:dlS廿lbute)、蓄積し得る、茲に、当該の、長崎地域に於ける双.頭多層型文化的都市動
線の形成が、長崎地域に於ける現代都市長.崎の都市計画の主題(コンセプト:oonC叩t)であり得る、と確信
します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、長崎地域の私達人類が、長崎地域に於いて、
当該の、"長崎地域に於ける双頭多層型文化的都市動線"、を形成すること、を提案し要望します。

私達人顛は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出交ているでしょうか?

2021年(令和3年)4月27日火曜日

養生所を考える会代表池知和恭

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です.

〆



"遺跡1こついてXXⅢ"

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類にとっての、遺跡に固有である意

義に関して、之が、a.例えぱ、①私達人類の意図の断絶、例えぱ、私達人類の様々な事由に由来する

忘却や、時の経過を契機とする埋納や痕跡であること、に由来する、②私達人類の個体、又は、集団、の

記憶の喪失、様々な事由に由来する、に対する、私達人類の共時的通時的な可逆性への担保の可能性、

例えぱ、狩猟採集の様式(文化=引受、と仮定)と農耕牧畜の様式(文明=利用、と仮定':私達当会は、

近代/現代の都市主導型文明について、之を、農耕牧畜の様式の範疇にある、と仮定しますX③人工/
都市的要素/構成、収集、集約、集権、に対する、私達人類の個体の生命体としての生理に呼応する事象、
例えぱ、身体的スケールや肌理(テクスチャー:text山e)や基準面としての大地、離散的配置又は状況、

織交、多様な遠近/空間把握/認識の態様、建築家である隈研吾氏が言及する、④白人至上主義、例え
ぱ、2021年4月28日に、アメリカ合衆国第46代大統領であるジョゼフ・ロビネット・バイデン・ジュニア氏

が、同氏の大統領としての最初の議会演説となる施政方針演説で、テロの脅威、人種差別根絶に関して

言及した(2021年4月30日金曜日長崎新聞第一面記事)、に対する、その土地の遺跡/歴史/民俗/文

化/文明/意識の形態/思考の形態/行為の形態、b.即ち、私達人類の、主知と主意と主情、文化と文明、
意識、想像又は思考と行為、意思、意図、体系、形式、の獲得、又は、再確認、又は、追認、にある、と云

うより、私達人類の、主知と主意と主情、文化と文明、意識、想像又は思考と行為、意思、意図、体系、形

式、の超越、常と共に在り得る、にある、と確信します。

『私達人類にとっての、遺跡に固有である意義、又、社会的共通資本』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡に関して、之が、私達人類にとっての遺

跡に固有である意義、に因り、私達人類にとっての「社会的共通資本」、即ち、数理経済学者である宇澤

弘文氏が提唱し、私達人類に継承される概念、である、と仮定します。(宇澤弘文氏は、自ら概念する、

「社会的共通資本」1こついて、『社会的共通資本』著者宇沢弘文発行2000年11月岩波書店で、「ー

つの国ないし特定の地域に住むすべての人々が、ゆたかな経済生活を営み、すぐれた文化を展開し、人

間的に魅力ある社会を持続的、安定的に維持することを可能にするような社会的装置を意味する。」と定

義し、又、「自然環境」「社会的インフラストラクチャー(1nfm.t川otU陀)」「制度資本」として構想し、国家的

に管理されたり、利潤追求の対象として市場に委ねられたりしてはならず、職業的専門家によってその知

見や規範に従い管理・維持されなけれぱならない、と規定しています。:『知恵蔵min辺朝日新聞出版等)

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡に関して、之が、私達人類にとっての

「社会的共通資本」、そして、その構成要素としての「自然環境」であり、「社会的インフラストラクチャー」で

あり、且つ、「制度資本」でもある、と.確信します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、その土地に在る、遺跡の遺跡とし

ての実態と空間、並びに、之を包括する空怜別生、並びに、諸般の関係性、その実態、を、私達人類にとっ

ての「社会的共通資本」としての性格と概念に於いて、保存し、活用すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空聞に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか? 遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

2021年(令和3年)5月6日木曜日

養生所を考える会代表池知和恭
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0『人間の経済』著者宇沢弘文 2017年4月20日発行発行所株式会社新潮社

私の父は、宇沢弘文という経済学者でした。 ・・・ーニ0-一年三月十一日の東日本大震災の十日後に伊1れたのです●巨●一●

が、震災のためのホルダーも作られていました。 スティグリヅソは「ヒロの話は三十年後ぐらいにわかる」と言っていました。.....

『自動車の社会的費用』は最近、中国語と韓国語に翻訳されました。まだまだこれから伝わっていくことも多いと思っています。講
演やインタビューがまとまった形で出版されるのは初めてです。聴衆やインタビュアーの反応を見ながら、そして手元にあったに違い
ない大好きだった魔法の水と共に広がっていく父の世界観を楽しんでいただけれぱ幸いです。倒れる少し前まで、新潮新書の阿
部正孝さんと父が出版に向けて打ち合わせを繰り返していた企画でした。父が倒れてからもお手元で温めていただいており、多くの
方々の協力で出版にたどり着きました。本当にありがとうございました。最後になりましたが、.この本をお手に取っていただいた皆
様にもお礼を申し上げます。お読みいただいたことが、ゆたかな社会の実現への一助になると信じております。 二0一七年一
月 宇沢国際学館占部まり'

『数理経済学者である宇澤弘文とその提唱に係る「社会的共通資本」、遺跡』

序社会的共通資本と人間の心

昭和天皇のお言葉

人問は心があってはじめて存在するし、心があるから二そ社会が動いていきます、ところが経済学においては、人間の心というもの
は考えてはいけない、とされてきました。マルクス経済学にしても人間は労働者と資本家という具合に階級的にとらえるだけで、一人
ひとりに心がある、とは考えません。また新古典派経済学においても、人間は計算だけをする存在であって、同じように心を持たない
ものとしてとらえている。経済現象のあいだにある経済の鉄則、その運動法則を考えるとき、そこに人間の心の問題を持ちこむことは、
いわぱタブーだったわけです。次のようなことを記憶しています。一九八三年、私が文化功労者に選ぱれたときのことでした。顕彰
式が終わったあと、宮中で昭和天皇がお茶をくださることになり、じっはそれまで私は天皇制に批判的な考えをもっていたので、違和
感を抱えたまま席にのぞみました。ーー・、手厶は自分の順番がきたときにはすっかりあがってしまい、ケインズのここがおかしいだ
の、新古典派の理論がどうだとか、社会的共通資本とは何か、などと懸命にしゃべりたてましナこ。しかし、われながら支離滅裂なのが
わかって混乱していたところ、昭和天呈が話をさえぎって、こうおっしゃったのです。「君!君は経済、経済というが、つまり人間の
心が大事だと、そういいたいのだね」心の中をピタリといいあてられたようで、私自身、ハッとしたものでした。それから四半世紀
にわたって社会的共通資本の考え方、人間の心を大事にする経済学の研究をすすめてこられたのは、あのときの昭和天皇のお言葉
に勇気づけられたからでもありました。(P17,P19)

「レールム・ノヴァルム」 炉19)

もうーつ、私の人生のなかで最も感動的な思い出を'、りかえります。今から二十年ほど前、私は口ーマ法王ヨハネ.パウロニ世
にヴァチカンへ呼ぱれて、ある歴史的な文書の作成を手伝いました。文書というのはEncyoli0ヨ1Sです。Enoyoli0白ISほ、歴代の口ー
マ法王が在任中に一度は出される重要な公式文害の二とで、その時どきの世界の状況に関して口ーマ教会の公式な考え方をまとめ
たものです。世界中のビショップに配布されるこの分厚いドキュメントは、日本では「回勅」「同文通達」などと訳されます。そのなか
で歴史的に最も有名な回勅が、ーハ九一年五月にレオ十三世によって出された「レールム・ノヴァルム」で、経済学の考え方に大きな
影響を与えました。 (P19)●●■■●

(手厶達当会は、1991年5月に口ーマ教皇ヨハネ・パウロニ世が出した回勅、1891年5月に口ーマ教皇レオ十三世が出した「レール
ム・ノヴァルム」(ラテン語で「新しいこと」:カトリックで「革命」とも翻訳)ー『資本主義の弊害と社会主義の幻想』の百年目の、新しい
「レールム・ノヴァルム」一科土会主義の弊害と資本主義の幻想』、その題名は、ヨハネ・パウロニ世が、計画した、新Lい「レールム.ノ
ヴァルム」の作成のアドバイザーにと手紙で依頼した、宇深弘文氏、氏は当該の回勅をまとめるに当たって「人を幸せにするシステム
を改めて構築しなけれぱいけない」と考えた(「医師、そして娘から見た「父、宇沢弘文」上占部ま乢 m3.oom2017年11月26日
聞き手・まとめ橋本桂子(m3.oom編集長))、その宇澤弘文氏自身が、ヨハネリくウロニ世からの依頼の返事に、当該の回勅の主
題として記したものである、と確認します。:『人間の経済』著者宇沢弘文序社会的共通資本と人問の心「レールム.ノヴァル
ム」(P19・P21)、他)

畔斤しいレールム・ノヴァルム」が経済学者に提起したのは、それぞれの国が置かれている歴史的、社会的、文化的、自然■●●●叩

的、経済的諸条件をじゅうぶん考応して、すべての国民が人間的尊厳と市民的自由を守ることができるような制度をどうやってっくれ
ぱいいのか、という問題でした。 医療や教育、自然環境が大事な社会的共通資本であることはもちろんですが、もうーつ、●"●●■

つけ加えるなら、平和こそが大事な社会的共通資本なのです。ヨハネ・パウロニ世は、生涯、アメリカが広島と長崎に原子爆弾を
落としたことは人類が犯した最大の罪である、として厳しく批判されました。そのためにヨハネ・パウロニ世はアメリカでは評判が悪
かったのですが、ローマ法王になられたぱかりの一九八一年に来日されて広島と長崎を訪れた際、小石川の後楽園で盛大な屋外ミ
サを執りおこない、流暢な日本語でこういう話をされています。「平和は人類にとって、いちぱん大事な共通の財産である。特に日
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本の平和憲法は、平和を守る非常に重要な役割を果たす社会的な資産である」社会的共通資本、という言葉こそ使われませんで

したが、平和を守る二との意味を非常に大切なことと強調されたのです。ヨハネ・パウロニ世は全世界のこれまでまったく対立していた

宗教の責任者の方々を回って歩き、そして歴史的な和解を実現されました。聖なる存在を神として敬う、そういう気持ちが宗教の原点
にあるのだから、対象とする神は違ったとしても、神をもって自分たちが平和を守っていくという気持ちで結びつきたい、と考えておら
れたのです。言舌はちょっと脱線しますが、私にはーつ欠点があって、それは酒を飲み過ぎることです。あるとき、ヨハネ・パウロニ世

のお部屋でご馳走にあずかりました。・ー・その際、ヨハネ・パウロニ世が「教育や医療はどのようなルールで維持したらよいのか」と

お聞きになりましナこ。私は「教育も医療も、それぞれの職業的専門家が職業的なdlscipline(規範)にもとづいて、そして社会の

すべての人たちが幸福になれることを願って、職業的な営為に従事することだ」と申し上げ、さらに「今、世界は人々の魂が荒れ、心

が殺伐としている。あなたは人間の魂、心を守るという聖なる職業をされているのに黙っている。あなたはもっとはっきり主張しないと

いけない」と一席ぶってしまったのです。するとヨハ才、・パウロニ世はニコニコしながら「この部屋(ローマ法王の部屋)で私に説教した
そして残念ながらそのあと、必ずしもヨハ才、・パウロニ世が期待されたようなのは、あなたがはじめてだ」といわれました。 .....

かたちでの、新Lい世界秩序は生まれていません。それでも、資本主義と社会主義という二つの体制概念が、歴史的な役割を終えて

変質あるいは崩壊する過程で、ローマ法王の重要な仕事を手伝うことができたのは、経済学者としてたいへん名誉なことでした。
(P22・P25))

「自由」と「利益」の暴走

パックス・アメリカーナ

二00八年九月のりーマン・ショック以降の経済の混迷は、約八十年前の昭和大恐慌になぞらえて、平成大恐慌と呼ぶべきもので

す。しかし、今回の方が事態はより深刻です。なぜなら、この問題は単なる景気の良し悪しでも、巷間いわれるような「百年に一度」で

もなく、もっと長い歴史のスパンで考えなくてはならないからです。歴史を振り返ると、古くは紀元前後のパックス・ロマーナ(ローマ

の力による、ローマのための平和の時代)があり、近代においては十九世紀初頭にはじまったイギリスの海軍力を背景としたパック

ス・ブリタニカ、そして二十世糸畄圭半の約半世紀にわたって世界を二分したパックス・アメリカーナとパックス・ソヴィエトロシア、すなわ
ち資本主義と社会主義の概念を対立軸とした時代がありました。そして今、私たちはパックス・アメリカーナという大きな時代の、終
わりの始まり1こいるのだと思います。第二次大戦の終わりとともにはじまったパックス・アメリカーナとはどういうものだったのか、世界

大恐慌の当事にさかのぽって考えてみます。 (P26・P27)

東西冷戦の立役者 .....

1 る」

(P26)

炉26)

モンペルラン・ソサエティ

第二次大戦の終わりを自前に控えた一九四五年七月、スイスの避暑地モンペルランで二人の経済学者が偶然、一緒になりました。

フォンリ、イエクとフランク・ナイトです。二人は「今度の大戦で、社会が破壊され、人間が破壊され、ヨーロッパの文明がされた。その

一番の原因は、ナチズムと(当時、東欧で広がりつつあった)共産主義である)」として、ヨーロッパの文明を守るために新たな運動を

起こそうと相談します。そして二年後、立ち上げられた学者たちの集まりが「モンペルラン・ソサエティ」で、その基本的な考え方は

新自由主義と呼ぱれます。新自由主義というのは、企業の自由が最大限に保障されているときに、はじめて人間の能力も最大限に

発揮できる、そのためにすべての生産要素と資源を私有化し、市場を通じて取引することで社会全体として望ましい状態が実現でき
ると考えます。言い換えれぱ、人問の能力、大気や水でさえ、新たなマーケットを通じて取引することが可能になるという二とです。

新自由主義の出発点を作ったハイエクとナイトをはじめとする経済学者、政治家、言論人による運動は、その後、ミルトン・フリードマ

ンをりーダーとする市場原理主義の大きな渦に巻き込まれていきます。市場原理主義(Market Fundemntali$m)は、新自由

主義(Ne011bera11Sm)にふくめて表現されることもありますが、ハイエクとナイトが考えたネオリベラリズムと、フリードマンの市場原
理主義にははっきりとした区別がある。ネオリベラリズムをどう評価するかについて様々な議論があるにしても、ーつの重要な考え方

であり、私たちも理解できる思想です。しかし、市場原理主義は新自由主義からどんどん踏み込んでいって、市場で利益をあげるた

めならぱ法も制度も変えられる、要するに儲けるためならぱ何をしてもいい、挙句にそれを阻止するものがあれぱ水爆を落としてもい

い、というまともな人間の理解の度をはるかに超えたところまでいってしまいます。 私には、ハーヴェイのような大きなス

ケールでネオリベラリズムを語ることはとてもできません。しかし、市場原理主義がどういうもので、いかなる役割を果たしたかについ
ては、自分自身の体験をふまえた意見があります。そして実は、社会的共通資本という考え方は、もともと市場原理主義への批判、
あるいはオルタナティブ(代案)というのが出発点だったのです。(P35・P37)

ミルトン・フリードマン 市場原理主義の蔓延選択する自由 シカゴ大学事件

リーマン・ショックの本質 (P50)

私はアメリカやイギリスで長いこと教えたあと、ヴェトナム戦争を契機として日本に帰ってきました。それ以来、日本の経済社会ある
いはアメリカの惨檐たる状況を見て、経済学が社会の病を作っているのではないか、何とかして経済学が人間のため.の学問であるよ
うにと願い、様々な努力をしてきました。結局、あまりものにならないようですが、その過程で私はーつ大事な二とに気がつきました。

それは、大切なものは決してお金に換えてはいけない、ということです。人間の生涯において大きな悲劇は、大切なものを権力に奪い

取られてしまう、あるいは追いつめられてお金に換えなけれぱならなくなることです。私は公害や成田空港の土地収用の問題など

で全国各地を駆げずり回ってきましたが、いずれのケースでも、先祖から伝えられてきたかけがえのない自然、あるいは土地が奪わ
れてしまっていた。成田での国家権力による土地収用がそうであったように、そういうときの農民の苦しみと悩みは、理屈や言語では
尽くしがたいものがあるのです。市場原理主義者は、あらゆるものをお金に換えようとします。人間のもっている大切なもの、ある

いは社会的共通資本であっても、お金に換えるといくらになるか、ひたすら追求していく、非常に極端なかたちの経済学、いやむしろ

そのとき基調講演をしたのが福井俊彦日銀総裁(当時)で、要するにこういう内容似非経済学と呼ぷべきかもしれません。
でした。「大切なものはお金に換えなさい。お金に換えておけぱ、価値を保存して、必要なときにまたそれを使う二とができ

人生最大の目的はもうけること、政府は企業活動をできるかぎり自由にして、もうけのチャンスを多くしよう、それが小
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泉・竹中の改革の基礎にある考え方でした。今になって市場原理主義は異様な考え方だと思3人は多いでしょうが、フリードマンが世
界中にセールスして歩いた市場原理主義は、もともと学問的にも経済学的にもまったく無内容で支離滅裂です。人間の心やそれぞれ
の境涯への配慮もない、ただもうかるかどぅかを機械的に計算する、一種のコンピューターのようなものです。その行き着いた先がサ
ブプライムローンであり、その破綻でした。経済学を専門としてきた私は、リーマン・ショックにはじまった平成大恐慌と日本社会の
破壊の度合いの深刻さを見るにつけ、経済学が非常に悪い役割を果たしてしまった、という感じを持たざるを得ません。
本来、金融機関というのは大切な社会的共通資本です。社会的共通資本は決してマーケットで取引するようなものではありませんが、
市場原理主義者の最大のねらいは、大事な社会的共通資本として守られてきたものを世界中でもうけの対象にすることです。金
融にとどまらず、医療にっいては、医療サービスを売る人と買う人に分けてマーケットを設けよう、教育も教育をする方と受ける方と市
場で取り引きしようと考えます。民営化のかけ声のもとで、どこの国でも最初にねらわれたのは国鉄と郵便局で、イギリスでもそう
でした。公共的な交通機関や輸送システムのような社会的共通資本をねらって民営化し、それをアメリカの金融資本がマネージする
ことで巨利を得る、そうした流れは共通しています。第二次大戦後にはじまったパックス・アメリカーナ、そしてこの三十年ぱかり、
世界各国で起きている問題のほとんどは、アメリカにとって都合のいい考え方を他の国々に押しつける姿勢によってもたらされてきま
した。市場原理主義はその最大の象徴であり、今はそのパックス・アメリカーナ時代の終わりの始まりなのだと思います。(P50、P56)

経済学と医療をめぐって 炉57)

パックス・ブリタニカ (P57)

パツクス・アメリカーナが始まる前、パウクス・ブリタニカとその終胃に際して、経済学がどのような役割を果たしたかにっいて考えて
みます。パックス・ブリタニカは、経済史では一八0五年トラファルガー海単戈で、ネルソン提督ひきいる英国海軍がフランス・スペイ
ン艦隊を破ったときにはじまるとされますが、正式にはその十年後のーハー玉年、ワーテルローの戦いでイギリスを中心とする連合
軍が、ナポレオンの軍隊に圧勝したところが出発点になります。パックス・ブリタニカにはーつの重要なルール、TW0φOwerstand引
dというのがあって、イギリスの海軍力は世界一で、二番目と三番国の海軍力を合わせたものより強力でなけれぱならない、とされて

いました。その海軍力を使って、海賊的資本主義で世界を制覇するというのがパックス・ブリタニカの姿で、アフり力をはじめ中近東か
らインド、中国までを徹底的に収奪していったのです。イギリスの植民地政策は、世界史において特筆されるべき残酷さをもってい
ました。インドのエリート層のなかでも特に優秀な少年少女たちをオックスフォードやケンブリッジに逵れてきて、英国式教育と思考様
式を徹底的に叩き込み、母国へ帰して支配者階級に据えた。そしてアフり力では、英国で教育を受けたインド人エリートたちがパック
ス・ブリタニカの先兵となって、さらなる植民地化を推し進めていく。それがーつのパターンでした。 スリランカにおいても、イ■■■●■

ギリスの軍隊が濯潭用のため池を壊してダムをっくり、森林を切り払って、お茶やゴムのプランテーションに変えていきました。アジア
の農業はため池が中心で地元の村長がすべてを管理していたのを、ダムを作ることで中央集権的に用水をコントロールしたわけです。
二れもイギリスの植民地支配の苛烈な合理性をあらわしています。やがて二十世紀に入ると、オスマン・トルコの衰亡、第一次世
界大戦を受けてパックス・ブリタニカは崩壊していきます。それを決定的にしたのが世界大恐慌であり、日本の経済史においては昭和
大恐慌と呼ぱれる不況の大波でした。(P57・P60)

ケインズ=ベヴァリッジの時代 ベヴァリッジ報告書

K川・Rati0 と D巳日th、Retio

もともとK111Ratl0 はマクナマラが考え出して、実行に移したものでした。第二次大戰中、マクナマラは陸軍航空隊で日本
への爆撃計画を理論的に考える仕事をしていて、それが空軍司令官力ーチス・ルメイ少将の目に止まります。グァム島に呼ぱれたマ
クナマラは、第二十一爆撃集団による日本爆撃作戦を練り上げますが、そのとき彼が開発したのが有名なナパーム弾(焼夷弾)で、
日本の木造家屋が非常に効率的に燃えるようにつくられていましナこ。それが大量に使われたのが、一九四五年三月十日の東京
大空襲でした。 その後も日本の主だった都市を同じ手法によって焦土と変えていくなか、広島、長崎への原爆投下で日本に■■●■■

とどめを刺したというわけです。ずっと後になって・けho Fog of vverj(霧の中の戦争)という記録映画が作られたとき、マクナ

マラ自身が出演して、こんな発言をしていました。「ルメイ少将は、いっもこう言っていた。『日本がもし勝っていたら、われわれは戦
争犯罪人として処刑されていただろう。われわれは、そういうことをやっていたのだ』とね。私も、そう思う」 しかし、いわゆ

る近代経済学の効率性の考え方が、このような形で適用される二とに対しては、世界中から厳しい批判があるのです。社会的共通資
本としての核心部分である医療に対しては、市場メカニズムを使うのではなく、もっと人問的な立場からその営みを守るために協力し
ていかなくてはなりません。(P74"P75)
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NHS(国民保険サービス)の難局

人生は短し、医術は長し 中76)

旧制一高時代、医学部志望のクラス(理乙)にいた私は、三年生になると自分の人生について真剣に考えるようになりました。いう
までもなく、医師を志す者は「ヒボクラテスの誓い」という厳しい掟を終生守ることを誓わなくてはなりません。医師たる者は自らの生涯
を患者のために捧げ、自分のよこしまな心を一切捨てよ、というものです。しかし、 お医者さんは師の教えを守って、ヒボ●●■●■

クラテスの誓いに忠実に医の道を歩む。そして必ず弟子に医の道を伝えていく。そうすると、短い命を救う医術は永遠の生命をもって
次の世代に伝えられていく。医術が永遠の生命をもちうるのは、一人一人の医師がヒボクラテスの誓いを守り、医師として、また人問
としての生きざまを全うし、師から学び受け継いだ医術を、次の世代に伝える高貴な営為に全力を尽くしているからであるーーこれこ
そ社会的共通資本の核心です。 (P76.P7フ)●■尋●●

日本の医療危機の構図 (P79)

人間を扱う医療というのは非常にデリケートなもので、一度壊されてしまうと回復するのは非常に難しいものです。特にイ
ギリスの場合は、職能集団としての医師たちの士気、モラル、志という人問の心に関わるところが壊されてしまった。それがイギリスと
いう国を危機的な状況に追い込/νでいます。これは社会的共通資本としての今の日本の医療、あるいは教育が置かれた状況とじっ
に良く似ているのです。(P82・P83)

(P72)

医療と乗数効果



教育とりべラリズム (P84)

安倍能成先生のこと (P84)

社会的共通資本としての教育について考えるとき、私にとって忘れられない光景があります。東京大空襲後の一九四王年、旧制一
高に入学した年の出来事でした。戦時中、一高の本館は師団司令部が使っていて、学生は裏手にあった講堂で講義を受けていま

たしか九月半ぱ、軍隊の施設とみなされていた一高にもジープに乗った占領軍の将校団が接収にやってきました。当した。

時の一高校長は安倍能成先生で、戦前の日本では最も優れたカント哲学者で、すぐれたりべラリストでもありました。ずっと後になっ
て知ったことですが、安倍先生は、戦争中から、近衛文座を中心とする敗戦処理を考えるグループの一員だったそうです。その安
倍先生は占領軍の将校たちを前にして、英語できっぱりとおっしゃいました。「この一高は、Liboral Arts(りべラルアーツ)のC011e

8e(カレッジ)です。こ二は 5ecred P1日OB(聖なる場所)であり、占領という Vulgar(世俗的)な目的のためには使わせない」リ
ベラルアーツというのは、教育の仕上げの段階で重要な役割を果たすものです。つまり、学問や芸術、知識であれ文学であれ、専門
を問わず、先祖が残した貴重な遺産をひたすら学び吸収し、同時にそれらを次の世代へ受け渡すという営為をする場所だということ
です。一人ひとりの学生の人間的な成長を図るとともに、それを次代へと継承する役割がある。安倍先生はそのことを繰り返し、それ
を聞いた占領軍の将校たちは、黙ってそのまま帰っていきました。占領軍に楯突くなど逮捕されて当たり前、という時代にきわめて
珍しいエピソードのはずなのに、新聞はもちろん一高の記録にもいっさい残っていません。しかし、その場に居合わせた私は心の奥
底で、われわれは先祖が残した貴重な遺産をできるかぎり吸収して次世代に残すという仕事をしている、それが大学あるいは学校な
のだという思いを強くしました。今になって考えると、私の心の中に「社会的共通資本としての教育」という考え方が芽生えた原点だっ
たように思うのです。そのあとマッカーサーは日本の政治、経済、教育など、あらゆる面について徹底的な改革を命じました。東久

。そういう経験から、マッカーサーはあえて幣原邇内閣は即日総辞職し、幣原喜重郎を首班とする内閣が発足します。 ...". .....

を首班に指名したのでしょう。それからしぱらくしてマッカーサーは、日本が無謀な戦争に突き進んだのは、すべて教育制度に原
因があるとして、日本の教育を徹底的に改革することを最優先課題にしました。アメリカからやってきた三十人以上の大調査団を出
迎えたのが、そのとき文部大臣になっていた安倍先生で、このような挨拶をされたのです。「日本は戦争中、いろいろな国を占領し
た。そのときの最も重い罪は、それぞれの国の歴史、社会、文化、それらを無視して日本の制度を押し付けたことだった。あなた方は
占領国を代表Lて日本の教育制度の改革に来られたが、日本が犯したのと同じ罪を、決して犯さないでほしい」すると調査団の団
長は大いに感激して、壇上にかけあがって安倍先生に握手を求め、全員が割れるような拍手をしたのです。この様子は当時の新聞
記事にもなり、大きな話題になりましナニ。そしてじつは、この調査団長はりべラルな教育を唱導した皙学者ジョン・デューイのお弟子さ
んでした。デューイについては後で話しますが、安倍先生が強調されたのは、りべラルな教育は人類に共通であってーつの国に特
有のものではない、ということでした。もともとりべラルという言葉にはそういう意味が含まれていて、教育も、医療も、人問社会にとっ
てかけがえのない大事なものだから、それをりべラルな基準にしたがって大切に守って次の世代へ伝えていく。その際には、教育なら
教育者の、医療なら医療に生涯を捧げる医療者たちの専門的な規範と判断によって、子どもたちへ残していこうということです。
(P84・P88)

社会的自由ということ (P88)

阿部先生の片腕として、大へんな苦労を背負うことになったのが木村健康先生でした。木村先生は河合栄次郎の門下で、河合が軍
を批判したとして起訴され休職に追い込まれたときは、河合に殉じて東大助手を辞し、特別弁護人として法廷にも立ちました。その後

木村先生の専門ぱイギリスの経済思想史で、中でもジョン・スチュアート・ミルを専門とされていました。一高の教授となり、 ●■圏■●

一高時代の英語のテキストがミルの『on ι.加edy』でしたが、その冒頭には「ここに言うりバティはフリーダム、つまり無制限の自由
ではない。他の人々の自由を侵さない限りにおいて、自由はある」と書かれていました。つまり、人間にとっての自由とは、社会的自
由なのだということを強調されていたのが、今でもはっきりと記憶に残っています。りべラルとは何か、ということは若い頃から長く
私の心にかかってきました。日本語ではりべラルもフリーダムも同じ「自由」と訳されます。前にふれたデヴィッド・ハーヴェイの本のタ

イトル「Neolib引ヨ11Sum」も「新自由主義」1こなりますが、「自由主義」を英語にすると、どちらかというと Llb.rtarianlsm と言うので

しょうか、自由を最高至上のものとする考え方になります。本来リベラリズムとは、人間が人間らしく生き、魂の自立を守り、市民的
な権利を十分に享受できるような世界をもとめて学問的営為なり、社会的、政治的な運動に携わるというということを意味します。そ
のときいちぱん大事なのが人間の心なのです。(P部・P9の

福沢諭吉先生の信条 (P90)

日本人でりべラルアーツを代表する存在といえぱ、福沢諭吉だろうと私は思います。緒方洪庵が開いた適塾に学んだ諭吉は、もと
。そのあと東京へ出て、今の慶応大学の前身となる学校をつくるのですが、彼の教もと医者になるつもりはありませんでした。

育についての考え方は常に一貫していて、人間は生まれながらにして各々が素晴らしい能力をもっているのだから、それを自由に育
「天は人の上に人を造らず人の下に人を造らず」といてるのが教育で、決して競争や試験をすべきではないといいます。

う人間に対する考え方、はじめての異郷の地でもまったくゆるがない信念を思うにつけても、私は、人問性の社会的本質を明らかにし
ようとしたアダム・スミスの『道徳感情論』を思い起こし、そこに経済学の原点をみる思いがします。『道徳感情論』をもとにして書かれ
た『国富論』のなかで、アダム・スミスは論理的整合性のみを基準として設計された経済制度は、必然的に、多様で個性的な人間の

もつ基本的性向と矛盾することを、繰りかえし強調していました。(P90・P93)

ジョン・デューイの教育哲学 (P93)

ジョン・デューイは、十九世紀後半から二十世紀にかけてアメリカで活躍した最も優れた哲学者であり、教育者です。接点こそありま
せんが、私1.こいわせれぱ、デューイは福沢諭吉の考え方を体系的に展開した哲学者ということになります。デューイは有名な著書
『Demoomoy and 三duCヨガ0n』(民主主義と教育)で、「教育の三大原貝リ」をまとめていますが、それは次のようなものです。
ーは、社会的な統合です。子どもたちはそれぞれの家庭、村、宗教など生まれた環境を背景にした狭い世界のなかで育ってきて、学
校へ行くようになってはじめて、あらゆるバックグラウンドが違う子どもたちと一緒になる。つまり学校教育は、子どもたちが学校の教
室という場で、他の子どもたちと一緒に学び、遊ぶことで一人前の人間に成長するのを助ける。アメリカは、特に十九世紀は典型的な
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三



移民社会でしたから、そのなかで、人間として共通の理念や生きざまを学ぷのが教育だということです。第二は、平等に関わる原
則で、どんな仏靴也に生まれても、どれほど貧しい家庭に育ったとしても、その時々の社会が提供できる最高の教育を、すべての子ども
たちが受けられるようにするということです。第三は、一人ひとりの子どもの知的、精神的、道徳的な側面の発達を助けるというこ
とです。子どもたちはみなinnate(生来的)1こ、あるいは後天的に独特の能力と性向をもっています。絵を描くのが上手な子、歌のう
まい子もいれぱ足の早い子もいて、あるいは物真似の得意な子もいる。それらの良い面をできるだけ生かしながら、同時に社会的な
存在としてバランスのとれた人問に育てます。デューイが掲げた三大原則は、二十世紀前半のアメリカだけではなく、世界の学校
教育においてーつの理想とされました。しかしよく読むと、.福沢諭吉が日記に書いたり、自ら行動で示していたこととほとんど重なって
いて、そういう意味で、諭吉はりべラル教育の先導者だったといえます。それをデューイが受け継いだと考えれぱ、福沢諭吉は十九世
紀後半において最も優れナふ思想家であり、教育学者でもあったわけです。デューイの理念はアメリカ教育界の大きな流れとなり、
彼自身、コロンビア大学の教育学部を全米における教育のメッカにしました。先にふれたように、終戦後に日本に派還された教育調
査団のほとんどがデューイの影響を強く受けた人たちで、その理念は戰後日本の学校教育改革に貫かれているように思います。
しかし、よかったのは教育基本法がっくられるまでで、そのあと文部官僚たちはデューイの理念あるいは諭吉の思想をないがしろに
するような制度の改革を次から次に重ねてしまった。そのことを私は非常に残念に思います。 試験で高い点数をとって有

名大学に入り、一流企業に就職できたらもうそれで満足、ただそれだけで教育を考えている。そうではなくて、一人ひとりの子どもが
人間として立派に成長し、社会的に活躍することができ、同時に豊かな感性と広い知識を持っようになること、いわぱバランスのとれ
た人問にすることが教育の大切な役割なのです。 (P93・P95)●■●●●

私の学校計画

それからずっと後になって、わたしの故郷である鳥取県の西尾邑次知事(当時)が、私の「公園都市」構想に共鳴してくださ
"■■●■

いました。もともと公園というのは、十八世紀ドイツの文豪ゲーテがワイマール公国の宰相だったときに唱えたのが最初といわれます。
当時、立派な庭園とその緑は領主や貴族が所有していて、一般の人たちは使えなかった。ゲーテはそれを所有者が誰であるかを問
わずに、共通財産として一般の人びとが享受できるような場所にしたわけです。ーつの社会的共通資本として公園を位置づける考え
方は、学問や芸術、広い意味での教育とつながると思います。 (PI00) (※ <公園都市> 日

●●●■■ ●●■■■ ■●●●■

本では公園というと庭園だけですが、ヨーロッパの公園には博物館や美術館、劇場などさまざまなものがあります。(宇沢弘文:週刊
医学界新聞〔対談〕-Meetth巳邑XPθんー「社会的共通資本」から医療とりハビリテーションを語る宇沢弘文氏【木村彰男氏(医
学界新聞編集室で約3分の2に再構成)/『総合りハビリテーション』誌(医学書院刊)V01.28, NO.3(全文)))

ヴェブレンの『大学論』

炉98)

四大学と都市の理想と現実

ジェイコブスの四.大原則

(PI02)

ヨーロツパでもアメリカでも、理想的な大学は原剣として全寮制で、教師も原則としてキャンパスの中か近くに住んでいます。つまり、
生活をともにしてーつのコミュニティをっくっている。しかし、わが日本の大学はというと、人里離れた広大なキャンパスに、味気ない建
物が並んでいます。それを見ていると、現代日本の貧しい教育観のもとでは理想的な大学など到底実現できないだろうと思い、悲しく
なります。 ルーヴァン・ラ・ヌーヴ建設計画の全体から細かいところまで関与した建築家ピエール.ラコンテは、アメリカの
都市研究家ジェーン・ジェイコブスの思想に傾倒していました。ジェイコブスの思想にっいて、要約して紹介します。二十世紀初頑、
アメリカには数多くの魅力的な都市がありました。それらの都市では幅が狭くて曲力札Kねった街路が隅々にまで行きわたり、人口密
度が高く、大勢の人々力鴫色えず行きかっていた。主な交通手段は路面電車でこれまた街の隅々にまで敷かれ、人間的な営みを可能
にしていたのです。しかし、一九五0年代の終わりごろには、こうした大都市の大部分は「死んで」しまいます。ジェイコブスは、アメ
り力の多くの都市が「死んで」しまった背景には、ル・コルビュジエの"馴ナる都市」を理念とする近代的都市像があると考えましナニ。コ
ルビユジエのいう近代都市とは「自動車に乗って、豪壮な高層ビルのあいだを縫うようにっくられた高速道路を走りぬけ、街の中心に
は行政機能を果たす建物が左右にならぷ」といったもので、その通り都市の再開発がお二なわれてきたことが最大の原因だと考えま
した。ジエイコブスは自分の足でアメリカ中を歩きまわり、住みやすくて人間的な魅力をそなえた街並みがまだ残っていることを発
見し、それらの街並みに共通する特徴を探し出して「ジェイコブスの四大原則」としてまとめました。第一の原則は、都市の街路は
狭く、折れ曲がっていて、各ブロックが短いことです。幅が広く、まっすぐな街路を決してっくってはいけない。街を改造したり、新しい
街を作ったり,するときは広い直線道路はっくらず、ブロックを小さくします。第二の原則は、都市の各地区には、古い建物ができる
だけ多く残っているのが望ましいということです。街を構成する建物が古く、つくり方もさまざまな種類のものがたくさん混じっているほ
うが、住みやすい街だというのです。テレビなどで見た二とがあるでしょうが、アメリカではーブロックまるビとダイナマイトで爆破し
てしまうので、古い建物は跡形もなくなります。ジェイコブスは「飲み屋でもレストランでも、新しくすると味が落ち、値段も高くなる」'「新
しいアイデアは古い建物から生まれるが、新しい建物からは新しいアイデアは決して生まれない」という有名な言葉を残しています。
第三の原則は、都市の多様性にっいてで、都市の各地区は必ず二っかそれ以上の働きをするようになってぃなければならない、と
いうものです。住宅地、文教地区、公園、工場、という具合に機能によって整然と区分けしてしまうのではなく、あくまで自然発生的で
あるべきだと主張しました。ジェイコブスは、当時のアメリカの新しい都市開発は自動車の使用を大前提としてゾーニングを貫徹してし
まうので、とても人間が住めるような街ではなくなってしまう、治安も悪くなると真っ向から反対しました。第四の原則は、都市の各
地区の人口密度が高いということは、住居をはじめとして実際に住んでみて魅力的な街だということをあらわすからです。二れら
ジエイコブスの四大原則が、高層ビルの群立や幅の広い道路といった近代都市を否定し、人間的な魅力をそなえた、住みやすく文化
的香りが高い都市をっくるために有効な考え方であることは、一九六一年に名著『アメリカの大都市の死と生』(The peヨ所ヨnd
しが'e of Gmat 風mermah C女i6S)が干11行されてから半世紀のあいだに、はっきり示されてきたと私は思います。しかし、日本
ではダメでした。ルーヴァン・ラ・ヌーヴの理念とは正反対の、ジェイコブスが;比判したアメリカ流の醜悪な街づくりをどんどん進めてし
まいましナこ。それを象徴するのが筑波ニュータウンで、かって私自身も建設省の筑波ニュータウンのレビュー委員会に入っていました
力文筑波ではまっすぐな広い道路、しかも自動車での移動を基本として設計してしまった。それに大学のっくり方自体ひどいもの

だいいち、飲み屋が計画されていなかった。で、 (PI02・PI07)
■■●■■

(PI08)
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ヴェブレンはアメリカが生んだ傑出した経済学者の一人で、深遠な思想家、そして鋭い文明批評家でした。私自身、早くか■■■●■

らヴェブレンの経済学に傾倒し、彼の制度主義の概念をよりどころにしながら、社会的共通資本について考えを深めてきましナニ。つま
りそれは、ヴェブレンの経済学を私なりの言葉で表現したものに他ならないのです。ジョン・デューイがシカゴ大学哲学科に主任教
授として迎えられたのと同じ頃、ヴェブレンは経済学部で講師をしていて、そこでの経験にもとづいて大学論を書いていまず。大学論
は主として一九一六年に干IHテされた『アメリカにおける高等教育』(アha H店'h.r ιeammg m Am田ma)のなかで述べられてい
て、その副題は「もしビジネスマンが大学を経営したらどうなるか」というものでしナニ。つまり、経営的観点を中心にして大学を運営する

とひどい二とになる、そういう皮肉をこめてヴェブレンは近代文明社会における大学の機能を二つの側面から考えました。ーつは「1

d1θ Curi051ty(自由な好奇心)」で、人間に本来備わっている好奇心を探求していくことが大学の目的であって、決してお金を儲けた
り、世間的に出世して偉くなったりするためにあるのではない、ということです。そしてもうーつは「1nstinct ofvv0永man5hip
(職人気質、生産者としての本能)」で、もともと人間はものづくりに対する本能的な熱意をもっていて、ものをつくるときに強制されたり、
それによって儲けようと考えたりほしない。学問も研究も一種のものづくりですから、この二つの本能的性向を深め、知識を蓄積し
ていくことが大学の基本的な役割だというのです。小・中学校では自由な生き方や能力を育てて、社会的な存在として立派な一生
を送れるような基礎をつくろうと唱えたデューイも、高等教育の本質を論じたヴェブレンも、後にロックフェラーによって大学を追われま
した。しかし、二人はそれから三十年ほどナニつてニューヨークで「ニュー・スクール・フォー・ソシアル・りサーチ」(The Nevv s0ト、oolf

Sooiel Researoh)という社会科学を中心とする四年生大学をつくりました。 一九八0年代に入って間もない頃のこOr

とでした。当時私は東大経済学部長をしていて、あるとき向坊隆総長に、フランスから来日するパリ大学のシステム責任者と会うので

同席してほしい、と頼まれました。パリ大学といえぱ、一三のフランスのエリート校を集めたもので、その責任者は大臣よりも偉いとい
われていました。するとその責任者は開口一番、このようなことを言ったのです。「東大は偉い。あれだけの紛争があったにもかか
わらず、何一つとして改革していない。それに比べてパリ大学システムは、次から次に改革、改革というので、すっかりダメになってし
まいました」フランスの官僚は日本と比べものにならないほど強烈で、改革はアカデミックな視点ではなく政治的な動機と意図にも
とづくもので、大学の基本的な理念に反しているーーそれを聞いた向坊総長も私も、我が意を得たりという心境でしたが、それから間
もなく東大も改革の波に巻き込まれ、かつてのようなアカデミックな威信も、りべラルな雰囲気もすっかり影をひそめてしまいました。

とりわけ無念だったのは、アメリカにはじまる市場原理主義の流れが押し寄せてからの変わりょうです。学生たちは人間が本来持つ
べき理性、知性、そして感性まで失い、人生最大の目的はひたすら儲けることだという、まさに餓鬼道に堕ちてしまったのです。その

頃から、工学部の学生たち力暁克って金融機関に就職を希望しはじめたのを見て、向坊さんは心底嘆いてこういわれました。「工学
はもともと、すべての人々が豊かな文化的香りの高い生活を営むことができるように、自然も社会も安定的に持続的に維持できるよう
な社会的インフラストラクチャーをつくるのが目的ではないか。その工学を勉強した学生たちが、ただひたすら金儲けを求めて自分の

人生を送ろうとすることほど悲しいことはない・ーー・」しかし、経済学部の同僚の教授は手厶1ここういったのです。「手厶のゼミの学生

はその多くが大銀行に就職する。それは大銀行に入れぱ定年になってからも二次的な就職が可能で、生涯所得を最大にすることが
できるからだ。経済学の基本をちゃんと理解している彼らは、じつに賢明だ」歴史的スケールの金融恐慌を引き起こした直接要因
となったサブプライムローン、それを徹底的に悪用した金融工学、その大きな責任は大学教育にもあるのです。 (PI08・P113)●●●■■

大学の作られ方

「種馬」と「敵」 中れ5)

福沢諭吉やデューイの「競争をしてはいけない」という理念は素晴らしいものです。子どもは一人ひとり皆ちがうのだから、子どもた

ちが自由に自分の能力を育て、立派な人間として育つように教育しなけれぱなりません。それを画一的な試験で比較したり、点を付
けたりするのは、社会的共通資本としての学校教育の理念から大きく逸脱しています。そんな乱暴なことをするから「落ち二ぼれ」が
出ナニ川いじめ」が起きるのだし、だいたい点数で比較する二とに、いったいどんな意味があるというのでしょうか。 (P115・甲■●●●

P116)

五数学という永遠の命 (P121)

末綱恕一先生のこと (P121)

古代ギリシャの哲学者ピタゴラスは、南イタリアのクロトンで全寮制の学校のようなものをつくり、数学によって宇宙の神秘をあきら
かにしようとしました。彼らが考え出した正十二面体はその象徴的な存在で、それを「十二の王角形を持つ球」として最も聖なる形とし

ました。しかし彼らは、今でいうところのカルト集団みたいな扱いを受けて糾弾され、ついに、ピタゴラスは殺されてしまいます。そ
れでもピタゴラスの定理は真理として現代に受け継がれている。永遠に生命をもつ真理の継承、これこそ社会的共通資本のエッセン

私は東大数学科で弥永昌吉先生について代数的整数論を勉強するかたわら、末綱恕一先生に数学基スだと思います。 ■■嗣■●

礎論を学んでいました。末綱先生は西田幾多郎の暫学に心酔していて、もともとお寺育ちということもあって、インド哲学とサンスク

リットにも精通しており、数学に西田哲学を応用できないかということまで考えるような方でした。しかし、微分積分にサンスクリット
まで登場するので、私などはちんぷんかんぷんで往生したものです。それでも今もよく覚えているのは「無量」という言葉です。無量、
すなわち数には限界がない、ということを末綱先生はしぱしぱ口にされました。 、あれから六十年以上たった今でも、数は無■●●●■

量、人間はいつも謙虚な心で問題にあたるべきだ、そうした先生の教えは心に残っています。(P1れ・P123)

炉123)『好きになる数学入門』への思い

数学が対象としているのは、数、空間、時問という自然の要素のあいだに存在する神秘的な法則を明らかにすることです。二の自然
の法則は決して人間の手によって変えたり、細コ:したりすることはできません。数学を学ぶというのは、厳然として存在する自然の法
則を理解し、学ぷことにほかならず、すぐれた数学者がみな謙虚な人柄で謙譲の心を忘れないのは、こうした数学の本質に関わると

ころが大きいように思います。 (P1お・P124)

六天与の虚然、人為の経済 (P132)
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水俣病の記憶

経済学がはじまって以来、自然環境を扱うことはタブーとされてきました。もともと自然環境は天から与えられたもので、人間がっ
くったものではありません。人間.は森から木を伐り出し、海や川から魚介を獲り、それによって経済的な生活を営むことができますが、
森、川、海など自然の価値は、そこからどれだけ経済的メリットを受けることができるか、というーつの要素に過ぎなかったのです。
一九七0年、十数年ぶりに日本に帰ってきて間もない私は、はじめて水俣の地を訪れました。熊本大学の若い医学者原田正純さん
に逮れられて胎児性水俣病の患者に接し、その母親の悲しみをみたときの衝撃は、今も忘れることができません。私が知らずにいた
高度経済成長の陰の部分を直視させられた経験は、それまでの経済学に対する私の考え方を根本からくっがえし、人生観まで変え
たと言っても過言ではないでしょう。 チツソは長いあいだ、営業の名のもとに水俣湾を自由気ままに汚染する犯罪行為をお
こなったのです。水俣の公害問題は、自然環境というのは所有権がはっきりしていないのだから、企業がどれだけ利用しても、ど
れだけ汚染してもかまわない、という考え方が引きおこしたものです。しかし、水俣湾という自然は、決して自由財あるいは公共財で
はありません。有史以来、地元の人々にとって共通の財産として大切にあっかわれ、海を汚すことはきびしく禁止されていた。そこで
魚を獲って生計を立てる人たちは、海を神聖なものとして尊崇してきたのです。つまり、社会的共通資本としての水俣湾をチヅ火式
勝手に使い、徹底的に汚染し、破壊しっくした。それによって数多くの人々が脳神経の中枢を冒され言語に絶する苦しみを味わって
きました。「水俣病患者をみると、二れが犯罪でないのならぱ、ほかに犯罪がありうるものかという感想をなんぴとも抱くであろう」
これは、惜しまれながらも若くして世を去った刑法学者の藤木英雄氏が、名著『公害犯罪』(東京大学出版会一九七五年)のなかで
残した言葉です。水俣病をはじめとして全国の公害問題にかかわるなかで、私はそれまで専門としてきた近代経済学の理論的枠
組みの矛盾、倫理的欠陥をっよく感じざるを得ませんでした。そして数多くの公害の人間的被害の実態を分析していく過程で、その原
因を解明し、根源的解決の道をさぐることができるような理論的枠組みとして到達したのが、社会的共通資本という考え方だったので
す。所有関係には私有のものもあれぱ、公有もあり、国有もあります。それはマルクス経済学にも近代経済学にも共通しています
し、私自身、かっては経済学者の通例として、すべて所有関係でものを考えてきました。しかし、それだけでは森林や海のような自然
環境をうまく、持続的に管理していくのは不可能です。日本でも、明治の近代化の過程で急速に壊されてしまった入会制度のように、
皆で相談して大切に使い、次の世代に伝えていく、つまりコモンズの精神を取りもどす必要があると恕、うのです。(P132"P135)

(P132)

(P152)

「環境」と「経済」の関係

近代文明から自然の摂理へ

自然環境は、社会的共通資本として最も重要です。人間はもちろん、あらゆる生物は自然環境のなかで生きていくものだからです。
京都会議が計画されているころ、私の先生でもあるゲネス・アローが中心となって、地球温暖化や生物多様性の保全など、りオ.デ.
ジャネイロ会議で提起された問題にっいて、経済学的視点からだけではなく社会的、倫理的な視点から考えようとする大きな研究グ
ループをっくりました。一九九四年にケニアのナイロビで開かれたIPCCの「気舞変化に関する倫理的、社会的考察」のコンファレ
ンスで発表された、カナダの環境に関する研究所の指導的研究者にあったハイデンリッヒが、基調講演で次のような話をしましナニ。
「地球温暖化や生物多様性の保全、といった地球規模の問題は、もとをただせぱ近代文明の考え方に沿って人間の活動がおこなわれ
てきたためだ。自然の摂理にしたがって生きるのではなくて、自然をできるだけ人間の都合のいいように使い、そこからできるだけ大
きな利益を得るという、近代科学の原点ともいうべきデカルトやべーコンの考え方にそもそもの原因があるーー」ハイデンリッヒは、
シアトルに暮らす先住民族の族長の「白人は夜やってきて土地を盗み、それを売って儲ける。儲かるものなら自分の母親さえも売って
しまう」などの言葉を引きながら、「われわれは、アメリカの先住民族であるインディアンの考え方や知恵を学ぷべきだ。自然の摂理に
したがい、自然と共存して暮らすことが大事だ」と述べました。それを聞いた議長のアローは、すでに私たち経済学者の出る幕ではな
い、とため息をっいたものです。京都会議では、こうした知恵も比例的炭素税も無視され、有効性のない政治的スローガンとして
の数値目標、排出権取引という非倫理的な制度が中心テーマとなりました。しかしそれ以降、地球温暖化、生物多様性という問題は
いっそう深刻になるぱかりで、自然を大切にして、自然とともに生きるという考え方を、政策的、制度的にうまく取り入れることが必要
だという考え方が、世界的な流れとなりっっある。そうした大きな流れがアメリカではオバマ政権、日本では政権交代にっながったと
もいえるでしょう。しかし、 もともと私たちが暮らす日本は、海の生物の多様性においては世界で最も高い国で、非常に豊
かな水産資源に恵まれています。しかし、日本列島の海の生物多様性は二十世紀を通じて、とりわけ第二次大戦後の六十年余りで
劇的に損なわれっつぁります。生態学者の加藤真は『日本の渚失われゆく海辺の自然』(岩波新書)のなかで、かっての生命
にあふれた干潟や海浜などがコンクリートや護岸に姿を変え、決定的に壊されてきたその構造を明らかにしています。単戈後長きにわ
たって、自民党支配による問題ある政策が採られてきた結果だとは思いますが、地球温暖化や生物多様性の保全などの世界的な問
題にっいては、日本としても、世界の多くの国から支持される理性的な政策を打ち出すべきだと思います。この点においても、比
例的炭素税の考え方は斬興国、途上国すべてに適用できます。中国とロシアが参加しない限り、地球全体の問題にっいて効果ある
解決策を見出すことは難しいのですから、そうした立場からりーズナブルな主張を展開していくべきではないでしょうか。(P147.
P152)

エネルギー消費大国の横暴

(P147)

排出権取引の反倫理性

生物多様性

地球の大気の安定性と、生物多様性の保全とは非常に深くかかわっています。なぜなら生物多様性の原点とは、地球の大気の循
環が、生物が快適に多様な生き方をすることができるよう、摂氏十玉度という温度に保たれていることだからです。これこそ神の摂理
というべきものであり、地球ほどバランスのよい組成を持った大気は、おそらく宇宙に存在しないといわれます。生物多様性という
言葉に象徴される、美しく豊がな自然。そのなかで人間が自然と調和して暮らしていくというバランスが,、戦後、特に京都会議を契機
として、大きく崩されてきていると感じます。二十世紀に入って、地球温暖化、生物の多様性喪失という、おそらくはこれまで人類が
直面したなかでもっとも深刻な課題が、ダモクレスの剣のように私たちの頭上に迫ってきている。十八世紀後半の産業革命をきっか
けとして展開されてきた、近代科学を基礎とする技術への盲目的な信頼、それと新古典派経済学にもとづく社会的、経済的条件を是
とするような非人間的生き方、倫理的偏向がその原因です。ブラジルの優れた研究者ユージニオ・ダ・コスタ・エ・シルヴァの論文
『生物種の多様性と知的所有権』には、次のようなことが書かれています。 アメリカの製薬会社が開発する新薬の七五パー

セントは、次のようなプロセスでっUけ'されている。製薬会社が数多くの専門家を、アマゾンの熱帯雨林で薯らす少数民族の集落へ
送る。彼らは集落の長老あるいはメディシンマンを訪ねて、伝承的に受け継がれてきた医療技術を聞く。長老やメディシンマンのなか
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には一人で五千種類にもおよぶ治療法を知っている人もいて、彼らにアマゾンに生息する動植物や微生物、士壌や鉱物について、ど
のような症状や疾病、障害にどう使えぱいいかを尋ねる。専門家はこれらのサンプルを本国へ持ち帰り、ラボラドリーで化学分析をし
て、'人工的に合成して新薬として売り出す。近年、アメリカの製薬会社の多くが莫大な利益を上げているが、そのかなりの部分が、
このような形で行われる新薬開発によってもたらされている。そこでブラジル政府は、アメリカの製薬会社がアマゾンの長老たちに特
許料を支払う制度をつくったが、長老たちはこぞってその受け取りを拒否するという。その理由は、自分たちのもっている知識が人類
の幸福のために使われる二とぐらいうれしいことはなく、その喜びをお金に代えるようなさもしいことはしたくない、というものであった。
あくどく利潤を追求してやまない市場原理主義的な企業のあり方と、アマゾンの長老たちのすがすがしい人間的な生き方との鮮明な
対照こそ、現代文明の病理現象である地球環境問題を生み出したものです。地球温暖化と同じように生物多様性をめぐっても、国際
間で様々な利害対立があるのが現実ですが、ニ+一世紀においてこの問題の根源的な解決にっながる、暗夜の星のようなエピソー
ドではないでしょうかアフり力のある種族のあいだでは「自然」「文化」「宗教」が同じ言葉だといいます。自然の恩恵は、アマゾン
やアフり力のような自然に生きる人びと、農の営みにたずさわる人びとにとって大切なもので、それを売って儲けるなどということは考

えられないのです。森を守ることは神聖なことであり、自然環境は人間の生存に不可欠なぱかりでなく、人びとの経済的、文化的、社
会的活動のために重要な機能を果たしています。自然とともに生きる人、農の営みにたずさわる人はそのことをよく知っているのです。
(P152・P155)

七人類と農の営み

戦後農政の矛盾

農の営みは、人類の歴史上、過去も将来においても基幹的な地位を占めつづけることはまちがいありません。およそ一万年前、人
類がはじめた農の営みは、小麦1こはじまり、稲を栽培し、農耕による食料の生産によって人口の増加を支えてきましナこ。農の営み
は、経済的、産業的範疇のなかでとらえる農業をはるかに超えて、すぐれて人問的、社会的、自然的な意味をもっています。つまり、
人間が生きてゆくために不可欠な食料を生産し、衣と住についてその基礎的な原材料を供給し、さらに、山、森林、川、湖沼、海、土
壌のなかに生存する多様な生物種を守りつづけてきたのです。そして農の営みは、自然環境をはじめとする多様な社会的共通資
本を持続的に維持しながら、人類が生存するためにもっとも大切な食料を生産し、農村という社会的な場を中心として、自然と人問と
の調和的な関わり方を可能にすることで、文化の基礎をつくり出してきました。こうした意味で、農村自体もーつの重要な社会的共
通資本であることはいうまでもありません。どの国をみても、人口のある一定の割合が農村で生活していることが、社会的安定性を維
持するために不可欠になっています。社会的安定性を保つために必要な農村人口の割合は、国によって、また、経済的な諸条件の
変化によっても変わりますが、さしあたって日本の場合は、二0~二五パーセント程度が望ましい農村人口の比率といっていいでしょ

う。そしてこの人々は社会的、心理的な強制によるのではなく、農村に定住して農の営みに従事することが、自らの生き方としてもっと
も望ましいものとして自ら選択する、ということを意味しています。しかし、今の日本農業は存続自体が危ぶまれるということでは、

一九三0年代の大恐慌以来、あるいはその形成以来、最大の危機を迎えています。それほどの危地をもたらした要因のひとつはー
九六一年に制定された農業基本法であり、市場的な効率性、つまり工業部門と同じような考え方を農業にあてはめてきた政策の失
敗にあります。第二次大戦後、アメリカは、日本を意のままに動く国になるよう仕向けてきました。その占領政策の基本は二つあっ
て、ーつは、戦争中に利害を超えて軍隊に協力したアメリカの自動車産業に日本の巨大なマーケットを捧げることでした。はじめのう
ちこそ、日本が自動車をつくれないように重化学工業をもつことを禁じられていましたが、朝鮮戦争による軍需で解禁され、積極的に
推し進めたことが高度経済成長をもたらしましナニ。それともうーつが、余剰農産物に苦しむアメリカ農業と日本の農業がコンフりクト
(亘克合)しないようにすることで、農業基本法によって選択的農業という流れを全面的に法制化していったのです。かつて日本人の体

格が貧弱なのはパンではなく米を食べるからだとか、俗説がたくさん流布されたものですが、それも余った農産物を日本に入れようと
いうのが目的でした。それと並行Lて、農村の子どもたちを中学卒業と同時に「金の卵」と称して大量に都会へと連れ出し、工場な

どで朝から晩まで働かせるような政策が、広範囲で何年間にもわたってつづけられました。そのため農業基本法が制定されてから三
十年ほどのあいだに、農業を選ぷ新卒者が九万人から千八百人にまで減ってしまった。このような極端な政策をこれほど大規模にお
こなった国は、おそらく日本をおいて他にありません。社会的共通資本としての農業というとき、子どもたちが生まれ育った農村で
立派に成長し、農の営みを続けていくことが原点になります。その農村の大事な宝物である子どもたちをいっせいに都会に連れ出し、
農村をダメにしてしまったことは、とても大きな傷跡として今に残っているのです。農業基本法制定にあたって審議会の会長をつと

めた東畑精一先生が、後年、「自分が中心になってつくった農業基本法が、日本の農村と農家を徹底的に破壊してしまった。それを
見通せなかった自分は今後、農政について語る資格はない」と仰っていたことは、今も私の心に重く残っています。一九七四年に

私が『自動車の社会的費用』を書いたきっかけは、一九五六年に世界銀行から日本の道路調査に派遣されたワトキンス調査団の研
究助手をつとめたことでした。調査団には、若い頃、明治維新における日本の侍たちをテーマに論文を書いた経済学者エヴァレット・
ヘーゲンMΠ教授もふくまれていました。私は、日本を破壊するようなプランには協力できないと一度は断ったのですが、何せまだ占
領同然でしたから、結局、助手として三ケ月ぐらい調査を手伝う二とになったのです。アメリカの目的のーつは、朝鮮戦争のような
事態に対応するために日本の機動性を高めようという二とで、そのーつが名神高速道路、日本でもっとも最初に出来た有料高速道路
でした。私はへーゲンを説得して、建設予定地での聞き取り調査を何度もおこないました。そこに出てくるのは、足元がおぼつかない
ような高齢のお百姓さんだったりするのですが、日本語の通じない相手に緊張しながら、それでも必死になって中止を訴えるわけで
す。それを建設省(現在の国土交通省)の担当者が高圧的に抑えこんでは、卑屈なぱかりに調査団に気をつかい、いくら住民が
田んぽや農村がだめになると言って訴えても彼らは聞く耳をもたなかったのです。私は腹が立ってしかたがなく、自分で報告書を書
いて提出しましたが、まったく無視されました。ワトキンス報告書は最初から結論ありきのようで、日本の道路事情は悪すぎるから、日
本のために全国どこでも自動車が通れるようにすべきだ、という自動車信仰一辺倒の内容で、それをきっかけとして以後次々に高速
道路網がつくられていきました。しかし、高速道路は日本の古い街並み、田んぽや畑が広がる農村を壊し、その周辺は次第に町

、や農地として機能しなくなっていきます。今の農村は道路だけは真っ直ぐで立派でも、商店ひとつないゴーストタウンみたいな地域ぱ
かりです。そして自動車を中心としたライフスタイルは、痛ましい交通事故だけでなく、排ガスによる様ざまな公害、犯罪の増加とその
凶悪化までももたらしました。臨海工業地帯に象徴される日本の高度経済成長は、経済的に豊かになる過程で陸と海の自然環境
を破壊し、農村という大切な社会的共通資本に深いダメージを与えましナニ。成長を続けるために生産性を高め、農村の生活を犠牲に

してきたことが、国としてのバランスをはなはだ欠く状況をもたらしたことが残念でなりません。世界全休で見ても、二十世紀はじめ

まで世界の人口の約九0パーセント近くが農村に暮らしていました。それが現在は約八0パーセントが都市で生活しているといいま
す。かつてこれほど早いぺースで都市化と工業化が進み、農村と農業が占める位置が相対的に低下しつづけた世紀はありませんで
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した0 その象徴的な例である日本では大きなバブルが崩壊し、リーマン・ショックがあり、経済は非常にきびしい状態におちいって
います。私はそのいちぱんの原因は、社会的共通資本として大切に守り、子どもたちの世代に残さなけれぱいけない農村を粗末にし
てきたことにっきると思います。日本人はあらゆる生活の営みにおいて農村をべースとして、そこに伝わる教えと生きざまを心に残し
てきた0それを時代遅れだとか、封建的だという見方でこわしてしまったのです。それにとって代わったのが、アメリカ発の市場原理主
義的な考え方で、地球温暖化対策にもそれがはっきりと現われています。しかし、地球温暖化問題を考える上でも、中心となるの
は農業なのです。もともと農業は太陽エネルギーと二酸化炭素という無限に存在する資源を使って、人類が生きていくのに必要な食
料をっくってきました。植物を農作物として栽培し、動物を家畜として育成して食料を生産する作業を中心として、自然と共生しながら、
もっとも効率的な結果を得ようとするものです。農業は二酸化炭素の排出を抑え、自然を大きく改変することなく営むことができるとい
う点で、工業部門とは決定的にちがうのです。工業労働者とちがって、農民一人ひとりが主体的に生産にかかわることができます。
そして重要なのは、農業は、臼本や東アジアでは協同的な営みとして歴史的にっづけられてきたということです。これまでの経済学で
は中心的な概念にはなりませんでしたが、私が一九九0年の口ーマ会議で強く主張した考え方は、大気という大事な社会的共通資
本を守るために、磴寛争的」ではなく什窃同的」に、皆が公正と思えるようなルールを採用して協力していこうということでした。大切
なことは、それぞれの国がもっている歴史と文化を社会的共通資本として大事に守り、それを子や孫たちの世代に伝えることであり、
そのために私たちが力を合わせて協力し、協同して解決していくことです。そこで中心になるのが農の営みであり、いかにして農村を
活性化し、そこで生きる人たちの生きざまを人間的、社会的な視点から豊かで希望あるものに変えていくのか、その実現に向かって
出発するための条件を求めるときは今をおいてないと思うのです。(P156、P163)

私と農村の思い出

空海の満濃池

もともと工学は英語でいうとCiV11 en8ine引ing、日本では土木工学と理解されがちですが、じっはそれより広い意味を含んでいて、
社会が←つの社会として機能し、そこに住むすべての人たちが人間らしい生活ができるための工学的なストラクチャヤを指していま
す。耳慣れない言葉だと思いますが、一伊比して、農業にかかわる潅瀧にっいて考えてみます。かっての日本農業は生産性の高
さでは世界的にすぐれ、少なくとも一九五0年代から一九六0年代はそれがあてはまっていました。それを支えてきたのは、長い年
月をかけて全国でっくられてきた潅波システムと、共同体によるすぐれた管理方法でしナニ。日本の港滅システムに大きな影響を与
えた空海は、日本の歴史上最も偉大なoivil engin..r(工学者)の一人でした。九世紀はじめ、空海は造唐使とともに留学{苗として
中国長安に渡りました。 それからしぱらくして空海は、朝廷から別当職をもらって故郷の讃岐に帰り、有名な満濃池の大修

●●■■■

復の総監督をする二とになります。ハ世紀に造られた満濃池は、日本最大の潅瀧用ため池でしたが、あまりに巨大だったので造って
すぐに壊れてしまい、使いものににならなかった。それが大修復工事をはじめた空海のもとには、彼を慕うたくさんの人たちが集まり、
わずか三ケ月で大修復工事を仕上げてしまった。'これは日本古代の水利工学的な事業の中で、一番に特筆される事業として今も二五
り継がれています。空海は、満濃池を造るにあたって唐で学んだ工学的な知識をもとに、当事最新の技術を用いました。 .....

空海が長安で学んだのは、スリランカの港j既用ため池の技術でした。スリランカは紀元前三世紀から十世紀にかけて、社会的共
通資本としての世界最高水準の水利文明を誇った国で、その中心となったのがため池です。古代スリランカの都アヌラダプラは古代
世界で最も美しい都といわれ、大小無数のため池が非常にうまく計画されていて、スリランカに降った雨は一滴も無駄にしないで使う
という理想で貫かれていました。田んぽや畑にとどまらず、家の庭までため池の水が回るようになっていて、もちろん農業生産性にお
いては世界でいちぱん優れた水準を誇っていたのです。しかし、十六世紀にはじまづたポルトガルによる侵略、そして十八世紀に
はイギリスの植民地政策によって急激に姿を変えていきます。イギリスは森林を切り払い、農地をっぷして茶やゴムのプランテーショ
ンに変えてしまった。軍隊によってため池や水利施設も破壊され、川は汚れ、マラリアを媒介する蚊が繁殖するなど、自然と調和した
豊かな暮らしは、たちまち世界で最も悲惨なところに落ち込んでしまいました。日本による戦前の植民地支配は、朝鮮は陸軍台
湾は海軍が中心になっていたので、ひどく強圧的だった朝鮮統治に比べると、台湾では海軍らしい国際的な視点が生かされていまし
た。植民地支配といっても、まずは農業、つまり潅潔事業を調和的発展の基礎としてすえたことが、日本の統治に感謝する台湾の人
たちが多い理由のーつなのです。、 水の惑星、は地球の代名詞です。私たちの暮らす白本、スリランカやエジプトなどの例■■■■●

を見ていくと、いかに自然を大事にして、自然の恵みを十分に享受できるような制度を作らなけれぱいけないか、社会的共通資本の
原点について考えさせられます。(P168中172)

ハ「シロウトの経済学」ゆえの仏心

.....

(P168)

(P186)

石橋湛山のヒューマニズム

富を求めるのは道を聞くため (P180)

湛山の著作は、経済のメカニズムに対して冷静に分析しながら、常に失業者やしいたげられた人びとに対する温かい目が
あります。それらを読んでいると、私の社会的共通資本という概念は、湛山の心を私なり1こーつの経済学のコンセプトに1散底してきた
のではないかとさえ思うことがあります。私の深読みかもしれませんが、湛山が自分のことを「有髪の僧」と称する原点には、やはり仏
の心がある。私自身はだいぶ堕落してしまいましたが、自分にもまだ仏の心が残ってぃれぱいいが、そう願っているのです。(P184.
P185)
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著者の宇沢弘文氏は、二0一四年九月に他界されました。編集部では二00九年、リーマン・ショック後の社会状況をふまえ、氏に
『人間の経済』の刊行を依頼。翌年にかけて行ったインタビューや、近年の講演録等(巻末を参照)をもとに原稿をまとめました。内
容'構成にっいては了解され、刊行に向けて作業を進めていましたが、二0-一年三月に体調を崩されたため、著者として細部にわ
たる校正作業は行われませんでした。本書には、この六年余の経済状況の変化にっいては言及がありませんが、社会的共通資
本という考え方とその役割は、現代社会において今なお重要であると考え、干11行することにしましナ・ご協力をいただいナ・ご遺族をは
じめ、関係者の皆様にあらためて御礼申し上げます。 「新潮新書」編集部(P186)

経済は人間のために

本書の成り立ちについて

(P173)

、



2 ム'室"ムの

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の個体にとって、「大切なものy事象は、当該の私達人類の個
休に帰属するものでしか、在り得ない処、お金は、常に、誰のもの/事象でも、在り得る、と確信します。

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、遺跡は遺跡でしか、在り得ない処、私達人類の主観に委任すれぱ、私
達人類の主観の望み得る、何にでも、変容し得る、と確信します。

昏と目{と

(神、又は、仏、の心、と、悪魔、又は、餓鬼、の心)

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の科学が、私達人類の世界に貢献し得る事象となり始めたの
は、170年程以前からであり、私達私達人類の経済学が、私達人類の世界に貢献し得る事諒となり始めたのは、90年程以前からで
ある処、60年程以前には、経済学に、悪魔の心、又は、餓鬼、の心が、浸潤し始めた、私達人類の心、活動、展開、には、常に、神、
又は、仏、の心、と、悪魔、又は、餓鬼、の心、の双ケテが、同時に、働き得るイ私達人類は、その存在にあって、神、又は、仏、の心、と、
悪魔、又は、餓鬼、の心、の、どちらを、選択し、行為するであろうか?と確信します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、事象に関して、私達人類の経済社会の市場に於ける私達人類の抽叡
的な価値観、並びに、之に基づいて行われる取り引き、に於いて、事象に包含される、私達人類にとっての多様である具体的な意味、
並びに、多様な自然の事象、様々な関連性、が欠落する、その可能性がある、と確信します。

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、私達人類の世界、私達人類の社会は、一度壊されてしまうと回復する
のは困難である、と確信します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、例えぱ、私達人類の個体が、その生ける一生のうちに引き受け習得し
継承できなかった当該の私達人類の個休に関係する任意の事象は、私達人類の世界から、永久に、消滅し、私達人類の世界に、ニ
度と再び、回復することはない、と確信します。

イ羽

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡は、一度壊されてしまうと回復するのは不可能である、と確信しま
す。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡は、全ての私達人類にとっての「社会的共通資本」である、と確信
します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、その土地の遺跡について、遺跡たる私達人類に
とっての必然と、私達人類「ことっての道義、倫理、専門的職業的な規範(disoiP11no)、私達人類の社会のすべての人たちが幸福に
なれることへの願い、私達人類の文化、に従い、例えぱ、競争よりも協同に於いて、遺跡の分断と破壊を回避し、遺跡の、発見又は
再発見、調査と実態の把握、遺跡としての、保存と活用、整備と公開、を行為すること、を提案し要望します。

私達人類は、私連人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめる二とが出来ているでしょうか?

2021年(令和3年)5月11日火曜日

養生所を考える会代表池知和恭

,1 1

〆

遺跡は、人々のモして現代の私達の生と死の証です。
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"遺跡1こついてXXV."

私達当会は'私達人類について、私達人類の世界

にあって、例えぱ、遺跡を考える者は、私達人類に

とっての遺跡の価値や意義や意味を、限界まで探

求して、極大化する努力を為さなければならない、

遺跡を考える者が、私達人類にとっての遺跡の価

値や意義や意味を、限定して捉えて、極小化する

ようなことが、あってはならない、、と確信します。

『遺跡を考える者』

私蓮人類は、私違人顛の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡はイ人々のそして現代の私連の生と死の証です

2021年(令和3年)5月22日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



"遺跡1こついてXXⅥ

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の、民主主義による民主制とし

ての例えぱ構造について、次の、三つを要点と、確信します。

①地方自治体に於ける、共同体(※コミュヌ(oommU⑯(仏ン基礎自治体:共通、共伺、共有、
多数、平凡、庶民:common(英ン[歴史]フランスの県や地域圏とは異なりコミューンの歴史は古く、

住民の宣誓共同体という形態では中世の11-12世紀の頃にさかのぼるものもある。ただし、現在の

多くの自治体については、特にその管轄範囲の起源をめぐっては、カトリック教会の地方組織として整
備された教区(バロワスParoisse)が基礎となっていることが多い。制度的には、フランス革命を経た
後、教区の範囲が現在のコミューンの範囲とされ、19世紀には議会と首長の公選制が導入されてい

る。.wikipedia 「ニミューン」最終更業斤2020年9月30日(フK)11:16 より抜粋))、としての地方自治
の実態。例えぱ、私達人類の発信(アクション:actlon)と応答(りアクションオ'.ection)~伝達一疎通
一共感一制御恨Πち、コミュニケーション:oommunication)の態様としての、社会(ゲゼルシャフト:8e

Se11Soha什)1・こ対する、共同体(ゲマインシャフト;宮emein.cha什)の在り方。

②市民の考え、懸案才学者の検証、実証、理論化、確実性の構築⇔行政による実施=市民
全体への還元⇔市民と学者による検証、蓄積、改善、変革、の循環(サイクル)

③①、②を実行し得る、市民に於ける蓄積、学術に於けるりべラルアーツとしての働き、行政に於け
る応用力

『民主主義による民主制としての例えぱ構造、そして、遺跡』

私達当会は、私達人類について、'私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類の集団に、①、②、

③の民主主義による民主制としての例えぱ構造が成立し、且つ、私達人類の個体が遺跡を認識する、
その実態に於いて、遺跡を、私達人類にとって、有意に、発見又は再発見し、調査し、実態を把握し、

保存し、活用し、整備し、'公開し、遺跡としての空間を保全、することが出来る、と確信します。

,,

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の遺跡の調査と保存と活用に

ついて、遺跡としての、発見又は再発見と調査、.実態の把握、保存と活用、整備と公開、遺跡としての

空間の保全、に関して、私達人類の世界に於いて、①、②、③の民主主義による民主制としての例え

ぱ構造、を確立する二と、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私連の生と死の証でず。

2021年(令和3年)5月23日日曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



V."遺跡について2021年2月27日土曜日~ 2021年6月3日木曜日"

◇『私達人類の事象と遣跡』

(私達人類の事象と遣跡~私達人類の危機遺跡にっいてXⅣ) 2021年(令和3年)2月19日金曜日

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、古来、私達人類の交換と交易が私達人類に関係する様々な
差異を契機とし、私達人類の世界の各地に小さな集団と、ユーラシア大陸の中央部に多様な事象を包摂する帝国と、ユーラシア大陸の
周辺部に比較的小さな王国を構成する処、私達人類の西欧地域に於いて、私達人類相互の意図と駆け引きと力を私達人類の籾める価
値の根源とする重商主義を経由して、一方で、科学を認識Lつっ、技術の革新を加速L始め、分業と量産への資本投下により他者に対
する優位たる概念を形成する資本主義を形式化、ユーラシア大陸の東西の周辺部、英、仏の王国と日本地域で主権国家を形成し、仏は、
フランス革命で国民国家を形式化、又、フランスの国民公会は、フランス革命戦争で、国家総動員と平等な徴兵(即ち、国民皆兵)を実現、
フランスは西欧地域で勝利、第一次世界大戦を経て、総力戰の概念を現実の事象とし、近代的な主権国民国寡を出現した処、私達人類
は、現代に至るまで、主権国民国家の形式を、自己と他者の二分法の概念を基盤とし、私達人類の個体と物資の動員への形式を社会
的技術とする、私達人類の個人と集団の相互、地域問、国家問の抗争、私達人類の日常的な表象では競争、とその勝利の手段として、
活用するのみである、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、例えぱ、私達人類の全ての個体の存在と行為の本源的必然的最終的な意
義は、自己以外の他者と抗争して、勝利することなのか?と仮定します。

2021年(令和3年)2月27日土曜日~ 2021年(令和3年)3月7日日曜日

私達当会はゞ皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、例えぱ、私達人類が、私達人類の個体と集団を、本源的に、私達
人類の諸般の意図と目的と動員から解放し、私達人類の生命体としての生物上の私達人類種に共通する必然的な自由であると想定し
得る、想像と創造、に委ね、以って、私達人類の個体と集団の相互の理解による、活動と幸福と平和、を体現すること、を提案し要望しま
す。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、例えぱ、宇宙と太陽系のエネルギー系に由来する地球の自然、私
達人類の忘却と痕跡としての存在であることにより私達人類の意図を断絶した遣跡、私達人類の意図の表象である人工、の夫々の戸象
の観察と考究と思索と再発見、調査、保存、回復、活用、形成、人工の可変、関係、連続、循環、永続、継承、を促進し、以って、私達人
類の社会的共通資本とし、私達人類の、活動と幸福と平和、に貢献すること、を提案し要望します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の蛍界にあって、私達人類に関する危機の解決に対して、私達人類が、既に、着手している
か、私達人類が、直ちに、着手しなけれぱならない、喫緊の課題、である、と仮定します。

(手厶達人類の事象たる"動員"一考察)

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の事象たる"動員"1こ関し、之を、私達人類の為す、私達人類の世
界1二於ける社会的技術によって、私達人類の個体が、その主体に於いて、主体的に、動かされる現象、又は、現に、動かされている状況、
又、その私達人類の個体の群としての状態、と定義し得る、と仮定します。

私達当会は、'私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の思索と行為の態様に関して、例えば思索し行為する主体、縄
と鎖と重しと鞭で強制される主体、そして、"動員"、私達人類の世界の西欧地域の文明の中世に於ける、私達人類の理想としての啓蒙
思想、自由、平等、の概念と行為の出現、啓蒙思想の、近代への道程を経由する、私達人類の事諒たる"勵員"の為の、私達人類の世
界に於ける社会的技術への変睿、日本地域の文明の中世に於いて出現する、戦国大名の領国運営に於ける「兵農分離」、私達人類の
個体の地球資源からの分離、又は、遊離、都市への人口の流入、都市の大衆化、西欧地域に由来する明示的な文明の、南北アメリカ大
陸、南アジア、東アジア、オーストラリア大陸、ユーラシア大陸、シルクロード、そして、アフり力大陸、への拡大、敷衍、を対照L得る、と仮
定します。

2021年(令和3年)2月27日土曜日
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(私達人類の文明の敷衍、そして、新しい思索、行為と行勳の標準へ)

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類の西欧地域の文明に由来して、中世から近代への

経過と共に、英国と仏国に於いて、主権国家、国民国家、主権国民国家の形態を、,明示的に、形式化し、之を、西欧地域、南北アメリカ
大陸、ユーラシア大陸南部、ユーラシア大陸東部、オーストラリア大陸、ユーラシア大陸西部、ユーラシア大陸北部、ユーラシア大陸中央
部、即ち、シルクロード地域、そして、アフり力大陸、へと、現代にかけて、拡大し、拡張し、敷衍してきた、又は、敷衍しつつある、と仮定し

ます。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の活動の質と量、例えぱ、経済活動の規模は、関係する私達人類

の人口と、相互依存の関係性にある、と仮定Lます。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、例えぱ、時に、私達人類の欲求は、私達人類の利便の獲得に対する満足、
と云うより、私達人類の利便の拡張の獲得に対する満足、である可能性がある、と仮定します。,

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、その先に来たる事象ぱ、私達人類の近現代の世界、又、私達人類の近現
代の世界のその関係性の拡大の停止、そして、混乱の始まりではないか、私達人類の科学の進展と技術の革新は、私達人類の近現代

の世界の拡大の停止に替わり、私達人類の近現代の世界のその関係性を拡張する区とが出来るか、又、私達人類の科学と技術は、私
達人類の、本当に厳しい局面に於いて、私達人類にとって、本当に役に立つ事象であり得るか、そして、私達人類の、本当に厳しい局面

に於いて、私達人類の世界と、私達人類の科学と技術は、私達人類を救済する事象であり得るか、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、例えぱ、鋸を引く高い技術を持った大工は、同時に、二人分の仕事を、出来
ない、又、美しい建物、又は、大きな建物、を造る技術を持った大工の仕事は、その大工の仕事である、と仮定します。

,私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、私達人類の日々の行為にあって、私達人類自身を蝕んでいな
いか、私達人類自身を救済する道筋に乗っているか、と仮定します。

2021年く令和3年)2月26日金曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、,新しい、思索、又は、行為と行動の標準を必要としている、と

仮定します。

(チム達人類の"欲求"、"価値"、「都市主導型文明」、バイアス(bias:偏倚))

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類にとっての"価値"は、私達人類の個体の欲求を満たす事象、私達

人類の個体の欲求には、私達人類の個体である主体、又は、その属する集団が永続的であるとの事象を包含する、によって、担保され、
規定されている、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類の個体の欲求のより完全な充足を求めて、交換し、

交換の効率を求めて、私達人類の個体の存在する空間上の位置の相互の距離を縮め、集住し、さらに、高い交換の効率を求めて、情報
を活用する事を認知L、情報の集積を機能として、都市を形成し、私達人類は、私達人類の世界にあって、私達人類自身の認識に於い

て、歴史的に、より、高い"価値"を実現してきた、と認識し得る、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の「文化」の語「culture」は、「羅:C01価e:土地を耕す、栽培する」

に由来し、関係する私達人類の行為の性格を表象する、「文明」の語「clvilizatlon」は、「羅:ciⅥS:市民」に由来し、私達人類の行為の軌

跡である現象の形態を表象する、と仮定します。(永井俊哉:「都市文明はなぜ生まれたのか」)

私達当会は、私達人.類について、私達人類の翅界にあって、私達人類の形成する都市は、文化的交換、商品の経済的交換、復讐/互酬

の政治的交換等を機能とし、文化的宗教的都市、経済的都市、政治的軍事的都市、江戸時代の京、大坂、江戸のように、三つの機能が
分化する二ともあれぱ、フランスにおけるパリのように、ーつの都市が三つの機能を独占することもある、又、政治都市、商業都市、産業

都市、宗教都市、文化都市、都市国家、都市同盟、等、と認識される都市の形態を形成する、と仮定します。(永弁俊哉:「都市文明は
なぜ生まれたのか」、他)

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、近代以降に形成し、敷衍する文明の態様に関して、之を、都
市的事象が当該の文明の全体を規定する、"都市主導型文明"、又は、"都市型文明"、である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の欲求に関して、之を、私達人類の生命体としての生物上の感覚
とその情報処理に由来する、主観、であり、即ち、宇宙と太陽系のエネルギー系と之に由来する地球の自然に対して、限定的、部分的で

あり、バイアス(bias:偏倚)である処、私達人類の文明は、宇宙と太陽系のエネルギー系と之に由来する地球の自然に対して、限定的、
部分的であり、バイアス化ia5:偏倚)である、と仮定します。

2021年(令和3年)2月28日日曜日

私達当会は、皆様に、私達人類の万人が、私達人類の個体の感覚と認識と欲求と行為、並びに、その集団に由来する文化と文明が、宇
宙と太陽系のエネルギー系と之に由来する地球の自然に対する、バイアス(bias:偏倚)であることを認知し、時に、当該のバイアス(bia
S:偏倚)を楽しみ、又、当該のバイアス(b治S:偏倚)を修正すること、その為に、遺跡、即ち、個別の遺跡の集合、即ち、群、を活用するこ

と、を提案し要望します。

、

J
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(「都市主導型文明」、"動員力"、"優先"、伝統的な欲求、都市的な欲求) 2021年(令和3年)3月3日水曜日

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、集住し、都市を形成し、時に、都市は、周辺の余剰人口を吸
収して肥大する処、都市の都市的事象が、私達人類に於ける動員力を獲得した時、私達人類の社会、又は、文明は、都市的事象が私達
人類の個体の欲求と行為、私達人類の集団、私達人類の社会の全体を主導し、又は、規定する傾向を出現する、即ち、「都市主導型文
明」、又は、「都市型文明」、又は、「文明」、である、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類のT都市型文明」に関して、之を、私達人類の伝統的な欲求の充
足に対し、私達人類の都市的な欲求の充足を、優先する形態である、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類に関する当該の事象の、任意の特定の"何か"、を
切り捨て、而して、私達人類に関する当該の事象の、任意の特定の"何か"、を優先することなく、可能な限り、平易でありたい、と仮定し
ます。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が私達人類の現代の世界を基準とした、私達人類の世界の過去、
現在、未来、を分析し考察する際に、私達人類の為す、私達人類の世界に係る"勳員"と「都市型文明」への考察が、その分析と考察
の方法の主軸、示標、又は、理論の主柱、となり得る、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、例えば、私達人類は、私達人類の伝統的な欲求の充足、行為、活動の形成
の空間の領域に対し、私達人類の都市的な欲求の充足、行為、活動、都市文明的な活動、を、その内容、又は、生活、並びに、空間領
域、の両局面に於いて、拡大し拡張しっつぁる、例えぱ、私達人類の世界の永続性を目的とする、化石燃料に依存しない発電~地上一
田圃一森林一砂漠一都市一地中一海上一海中一海底一空~、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、このまま、何処まで、行くことが出来るのでしょうか、と
仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類の個体の欲求と行為、その集団としての欲求と行為、
動員たる私達人類の事隷、文明、私達人類の狩猟採集に於ける行為と欲求とその在り方、私達人類の農耕牧畜に於ける行為と欲求と
その在り方、私達人類の文明、若しくは、都市型文明に於ける行為と欲求とその在り方、私達人類の世界の過去と現在と未来、そのべク
トル(ν巳Cto"、即ち、方向と力、又、その補助線、を、再確認し、再発見し、再構成し、革めて、導かなけれぱならない時にある、と仮定し
ます。

(手厶達人類の命題)

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の為す、私達人類の命題は、何か、此処に、私達人類の皆が、集
まっている、その意味は、何か、と仮定します。

(遺跡が、只、遺跡であること、事象の本源、私達人類の動員の回避、又は、解放) 2021年(令和3年)3月5日金曜日

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、遺跡に関して、之を、第一義に、例えぱ、任意の特定の私達
人類の事象の獲得の為の、資本投下の対象、又は、任意の特定の私達人類の事隷の獲得の為の、資本投下の場、空間、とするよりも、
遺跡が、只、遣跡であること、を希望する、と望みたい、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、例えぱ、私達人類が、私遮人類の欲求よりも、常に、当該.の事象の本源に
従うこと、之により、私達人類とその個体は、私達人類の事象である動員を、回避することが、出来る、又は、私達とその個体を、私達人
類の事象である動員から、解放することが、出来る、と仮定します。

2021年(令和3年)3月4日木曜日

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、例えぱ、私達人類が、私達人類の欲求よりも常に、当該の事象
の本源に従うこと、を提案し要望します。

(私達人類、又、その個体が生きている意味)

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類、又、私達人類の個体が、生を受け、生きている意味は、私達人
類の福祉、又は、人類の福祉に向かうこと、である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の、南太平洋の小島では、村人が、其々の釣果を、老人の所に、
持ち寄る、と聞きます。

私達当会は、私達人類について、私達人類の獣界にあって、私達人類は、私達人頚の都市的な事象に於いて、私達人類の福祉、と異な
る、ベクトル(V.cto"、即ち、方向と力、を、内包しつつある可有計生がある、と仮定します。

2021年(令和3年)3月6日土曜白
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(そして、グローバル・ヒストリー) 2021年(令和3年)3月6日士曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達当会が、仮定して提案する、私達人類の文明に関する物語について、

私達当会は、之を、私達人類、即ち、地球上の私達人類の個体の全員、並びに、地球上の私達人類の集団の全て、が、共通して、受け

入れることが出来る、即ち、受容し、共有L得る、即ち、グローバル・ヒストリー、である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、今、私達人類の福祉、が、全き事象である為に、私達人類の

全てが、共通して、受け入れ、受容し、共有し得る、即ち、グローバル・ヒストリー、を必要としている、と仮定します。

◇『遣跡』

(遺跡の機能、遺跡に於ける私達人類の課題) 2021年(令和3年)2月23日火曜日

私達当会は、遺跡について、私達人類にとっての、遣跡の機能、即ち、私達人類にとっての、遺跡に特徴的な作用は、その具象に於いて、

私達人類の個体に、私達人類の個体の生命の長さよりも、長い、時間とその経過たる事象を、直観させる二と、である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が関わる、遺跡と私達人類の関係に於ける私達人類の課題に関

して、之を、私達人類が、私達人類の活動の空間にあって、遺跡、並ぴに、私達人類の諸事象の関係に対して、之を、相互に、完全な状

態に保持し、且つ、連接し、重層しつつ、私達人類の個体に於いて、如何に、私達人類の個体の生命の長さよりも長い時間とその経過を、
直観させ得る、空間、又は、景観、又は、具象、を現出することを成し得るか、にある、例えぱ、連続と階調(グラデーション)、時に、断裂

と対比、と仮定します。

2021年(令和3年)3月7日日曜日

("欲求"、"価値"、「都市主導型文明」、バイアス(bias:偏倚))

私達当会は、皆様に、私達人類の万人が、私達人類の個体の感覚と認識と欲求と行為、並びに、その集団に由来する文化と文明が、宇

宙と太陽系のエネルギー系と之に由来する地球の自然に対する、私達人類の生命体としての生理に由来する、バイアス(bias:偏倚)で

あることを認知し、時にイ当該のバイアス(b治S:偏倚)を楽しみ、又、当該のバイアス(b治S:偏倚)を修正する二と、その為に'遺跡、即ち、

個別の遣跡の集合、即ち、群、を活用する二と、を提案し要望します。

(私達人類の使命、遺跡の有意性).2021年(令和3年)3月7日日曜白

私達当会は、遺跡について、遺跡の具象により、私達人類の生きる意味と、その意味に向かう、私達人類の使命に対し、私達人類の感

得を経由して、私達人類の世界にあって、最も良く、有意であり得る事象である、と仮定します。

〆

(私達人類に於ける、事象の本源に向かう努力) 2021年(令和3年)3月7日日曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の万人は、私達人類が、知性、又は、想像力、を有する限りに於

いて、その引き換えに、常に、事象の本源に向かう、その努力を、失ってはならない、と仮定します。

2021年(令和3年)2月28日日曜日

〔参考資半打

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存,保護・整備・公開に関する陳情書XⅨ(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)/長崎奉行所西
役所等遺跡群の調査・保存・活用・公開・整備に関する陳情轡X (サンリ{ウロ教会等跡/長崎奉行所西役所跡ノ長崎県庁跡・大波止跡・築地跡等) 2

021年(令和3年)3月3日水曜凹長崎県議会議長瀬川光之様、2021年(令和3年)2月22日月曜白長崎市議会議長井上重久様陳情人

養生所を考える会代表池知和恭

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開に関する要望書Ⅸ(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)/長崎奉行所西役

所等遺跡群の調査・保存'活用・公開・整備に関する要望書X (サンリくウロ教会等跡/長崎奉行所西役所跡/長崎県庁跡・大波止跡・築地跡等) 20

21年(令和3年)3月3日水曜日長崎県知事中村法道様長崎県教育委員会教育長池松誠二様長崎県企画部長柿本敏晶様長崎県地域

振興部長浦真樹様長崎県文化観光国際部長中崎謙司様長崎県土木部長奥田秀樹様長崎県県民生活環境部長宮崎浩善様長崎県文

化財保護審議会長立平進様長崎県美術館長小坂智子様長崎歴史文化博物館長水嶋英治株長崎市長田上富久、様長崎市教育委員会

教育長橘田慶信様長崎市教育委員会教育総務部長前田孝志様長崎市企画財政部長片岡研之様長崎市文化観光部長股張一男様長崎

市まちづくり部長片江伸一郎様長崎市土木部長松浦文昭様長崎市中央総合事務所長大串昌之様長崎市原爆被爆対策部長中川正仁様

長崎市理材部長小田徹様長崎市環境部長宮崎忠彦様長崎市秘書広報部長原田宏子様長崎市文化財審議会長下川達彌様(長崎歴

史文.化博物館長水嶋英治様)要望人養生所を考える会代表池知和恭
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◇『私達人類の事象と遺跡Ⅱ』

(事象の個別性)

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類にとって、宇宙と太陽系のエネルギー系と之に由来する地球の自
,然は、私達人頚にとって、例えぱ、生命の種や物質、関係性、その他の個別性の集合体である、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、例えぱ、宇宙と太陽系のエネルギー系と之に由来する地球の
自然の事象の個別性、その部分、を制御し、又は、改変し、時に、画一化するより、例えぱ、宇宙と太陽系のエネルギー系と之に由来す
る地球の自然の事象の個別性、その全体、の流れや関係性に寄り添い、之に乗り、叉は、従うほうが、効率が良い可ず性がある、と仮定
します。

2021年(令和3年)3月10日水曜日

私達当会は、皆様に、私達人類が、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、宇宙と太陽系のエネルギー系と之に由来する地球の
自然、その、私達人類にとっての事象の個別性とその関係性に、良く、寄り添い、その流れに乗り、又、従う二と、その方途を研究し、之を
実現すること、私達人類が、之を選択すること、を提案し要望します。

2021年(令和3年)3月10日水曜日~ 2021年(令和3年)3月13日土曜白

(生命と生物、そして、私達人類の進化) 2021年(令和3年)3月10日水曜日

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、私達人類の想像、又は思考、に於いて、例えぱ、捨象し、抽
象し、単純化し、形式化L、時に、画一化することが、私達人類の想像、又は、思考、に於いて、効率的である、と仮定し得る処、私達人類
が、宇宙と太陽系のエネルギー系と之に由来する地球の自然に対して、同じ、その方法、例えぱ、捨象し、抽隷し、単純化し、形式化し、
時に、画一化すること、を選択することが、宇宙と太陽系のエネルギー系と之に由来する地球の自然に於いて、仮に、部分的に、効率的
であったとしても、全体として、効率的ではない可能性がある、と仮定します。

私達当会は、宇宙と太陽系のエネルギフ系と之に由来する地球の自然の、生命と生物の進化にっいて、当該の生命と生物が、宇宙と太
陽系のエネルギー系と之に由来する地球の自然の事象の個別性に、寄り添い、又、従う、事象である、と仮定します。

私達当会は、生命と生物、又は、その社会、の進化にっいて、例えば、私達人類が、私達人類の想像、又は思考、に於いて、事象に相
対して、捨象し、抽象し、単純化し、形式化し、時に、画一化して、想像し、又は、思考することが、効率的であったとしても、私達人類が、
事象に於いて、捨象し、抽象し、単純化し、形式化し、時に、画一化して、行為し、行動し、活勵することが、私達人類が、之を、進化、と認
識し得る事象ではない、その可能性がある、と仮定Lます。

私達当会は、例えぱ、ガラパゴス諸島の生命と生物が、地球の世界の生命と生物の進化から遅れた事象であるより、私達人類がi嘉哉し、
解釈する、等しい時の流れの中で、地球の世界のガラパゴス諸島としての個別性に対し、他の地域の生命と生物の進化に等しい意味に
於いて、進化してきた、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、例えぱ、私達人類は、安易な、想像を、発散し続けていないか、と仮定しま
す。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、例えぱ、私達人類にとっての、事象の事実、の意味は、私達人類の想像、
又は、解釈、以上に、重い、と仮定します。

、

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、例えば、私達人類の万人は、私達人類が、知性、又は、相像力、を有する
限りに於いて、その引き換えに、常に、事象の本源に向かう、その努力を、失ってはならない、と仮定します。

(長崎県庁舎跡地活用にっいて、仮定と提案と要望) 2021年(令和3年)3月11日木曜白

私達当会は、長崎地域に於ける、長崎県庁舎跡地、即ち、長崎奉行所西役所等遣跡群遺跡、の活用にっいて、私達人類が、当該の遣
跡を、遣跡として、正統に、活かす、活かしきる、その為の、作業を、進めるならぱ、当該遺跡の周辺等関連地域に関する、当該遺跡と連
携した、多様な地域振興、並びに、遺跡活用の方向性が、自ずから、浮き彫り1こなる、と仮定します。

私達当会は、皆様に、長崎県庁舎跡地、即ち、長崎奉行所西役所等遣跡群遣跡、の活用にっいて、長崎奉行所西役所等遣跡群遺跡に
関する事実を広範に調査し収集し把握した上で、遺跡を遺跡として、正統に、活かしきること、を中核として、さらに、関連地域に関する、
多様な地域振興、並びに、遺跡活用、その他の事象、と連携し、当該遣跡の活用に、包摂する、との手法を採用すること、を提案し要望し
ます。

私達当会は、皆様に、長崎県庁舎跡地、即ち、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、の活用にっいて、私達人類が、遺跡を遺跡として、正
統に、活かしきることが出来ないならぱ、当該の事象の核が、定まらず、又、私達人類が、空理に陥り、理屈と空論に振り回され、地域振
興、又、遣跡活用への投資の成果が上がらない、又、長期的な私達人類、又、私達人類の地域の活動と生活の安定を失う、結果となる
可能性がある、と仮定します。

私達当会は、長崎地域に於ける、長崎県庁舎跡地、即ち、長崎奉行所西役所等造跡群遺跡、の活用にっいて、私達人類が、遺跡の遺
跡としての活用、と、関連地域の地域振興としての活用、の正統な接点、又、当該の接貞のその姿を発見すること、又は、再発見するこ
と、が、当該事象の主題となる、と仮定します。
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私達当会は、皆様に、長崎県庁舎跡地、即ち、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、の活用について、私達人類が、従来の、例えぱ、遺跡
の保存活用と開発行為の調整等の、行政行為、検討、議論、研究、施策、の枠組みを、さらに、拡張し、私達人類が協働する枠組、視点
によって、当該の、遣跡の遺跡としての活用、と、関連地域の地域振興としての活用、の正統な接点、又、当該の接点のその姿、時に、
当該の接点の私達人類の活動の空間に於ける表象、その在り方、を発見すること、又は、再発見すること、そしてイ発見と再発見に基づ
き、行為すること、を提案し、要望します。

(遺跡について)

私達当会は、皆様に、遺跡を、遣跡以外の事象としてでなく、第一義に、遺跡として、"地道に"、再発見L、調査し、発見し、その実態を確
認し、活用し、整備し、公開し、私達人類の日常の生活とその空間にあって、継承すること、を提案し要望Lます。

(私達人類が遺跡に於いて行う行為)

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、遺跡に於いて行う行為は、大略、以下、認識し得る、と仮定し
ます、即ち、①遣跡としての、私達人類の集団に於ける、学術上の価値たる、即ち、価値を表象する存在の、保存と活用、即ち、私達人
類の集団に於ける、学術の継承、②遺跡としての、西洋地域の文明に由来する近代以降の国民主権国家に至る上での価値、又、近代
以降の国民主権国家形成上の価値、又、近代以降の国民主権国家形成の社会的技術上の価値たる、即ち、価値を表象する存在の、保
存と活用、即ち、西洋地域の文明に由来する近代以降の国民主権国家、並びに、西洋地域の文明に由来する近代以降の国民主権国家

を形成維持する社会的技術の継承;③遺跡としての、私達人類の集団に於ける、民俗、風土、エスニシティ(othnlclty)、の上の価値た
る、即ち、価値を表象する存在の、保存と活用、即ち、私達人類の集団に於ける、民俗、風土、エスニシティ(othnicity)、の継承、④遣
跡としての、私達人類の個体並ぴに集団に於ける、私達人類種たる生物の生命と生理上の価値、例えぱ、肌理、スケール(scale)、基
準面としての水平面、大地、想像、芸術、たる、即ち、価値を表象する存在の、保存と活用、即ち、私達人類の個体並びに集団に於ける、
私達人類種たる生物の生命と生理の継承、⑤私達人類の個人又は集団が保有する資産としての、私達人類の日常の活動の空間上の
価値たる、即ち、価値を具現する機能、の保存と活用、即ち、私達人類の日常の活動の空間の継承、又は、維持、保全、⑥私達人類の
個人又は集団が保有する資産としての、私達人類の安全と健康上の価値たる、即ち、価値を具現する機能の、保存と活用、即ち、私達
人類の安全と憾康の継承、又は、維持、保全、⑦私達人類の個人又は集団が保有する資産としての、私達人類の経済行為、経済取引
上の価値たる、即ち、価値を具現する機能の、保存と活用、即ち、私達人類の経済行為、経済取引、の継承、又は、維持、保全。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、前に掲げる、私達人類が、遺跡に於いて行う行為の、①について、私達人
類の活勤、又、時に、日本国の文化財保護法に明文する、学術上価値、の狭義の内容に相当する、②について、私達人類の活動、又、

時に、日本国の文化財保護法に明文する、歴史上価値、の狭義の内容に相当する、③について、私達人類の活動、又、時に、日本国の
文化財保護法に明文する、学術上価値、並ぴに、歴史上価値、の広義の内容に相当する、④について、私達人類の活動、又、時に、ユ
ネスコ世界遺産センターの世界遣産条約履行のための作業指針に記載する、遺跡人問の作品、自然と人間との共同作品及び考古学
的遺跡を含む区域、に相当する、①・②・③・④について、私達人類の文化の概念並びにその態様、又、私達人類の個体並びに集団の活
動、並びに、社会的共通資本としての公益の実現、に関係する、⑤・⑥・⑦について、私達人類の文明の概念並びにその形式、又、私達
人類の個体並ぴに集団の活動、並ぴに、公共、又は、社会的共通資本、としての公益の実現、,に関係する、と仮定します。

2021年(令和3年)3月11日木曜日

、

2021年(令和3年)3月13日土曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、前に掲げる、私達人類が、遺跡に於いて行う行為の、①・②・③について、

時に、行政主体によって、行為される、④について、私遮人類のイ遺跡と私達人類の関係性に於ける認識にあって、日本地域では、多く、
暗黙的であり、明示的形式的に認識される場合は多くない、⑤・⑥・⑦について、私達人類の、遺跡と私達人類の関係性に於ける認識に
あって、近年、時に、積極的に認識される、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡と私達人類の関係性に関して、④が、基層的な構造を成し、私達人類
は、之を、更に、積極的、明示的形式的に、考察し、認識し、概念構成することが、私達人類、その存在にとって、有意である、と仮定しま
す。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、長崎地域に於いて、遺跡と私達人類の関係性に関して、例えぱ、養生所/

(長崎)医学校等遺跡、又、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、に対し、前に掲げる、私達人類が、遺跡に於いて行う行為の、①について、
近年、努力が継続される処、②・③について、現代、私達人類の日常の活動から、既に、断絶し、消失している、当該遺跡の私達人類の
活動の空間に於ける、保存と活用は、①についての継続的な努力と完遂、②・③についての私達人類の日常の活動に於ける再生、④
の行為と明示的形式的認識、①、②・③・④と⑤・⑥・⑦の接点の捜索と発見、又は、再発見、に由来して、成立する、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡の私達人類の活動の空間に於ける保存と活用は、私達人類の行為に
於ける、①についての継続的な努力と完遂、②・③についての私達人類の日常の活動に於ける健在、④の行為と明示的形式的認識、
①、②、③,④に於ける⑤,⑥、⑦の包摂、に由来して、成立する、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、遺跡の私達人類の活動の空間に於ける保存と活用

に於いて、遺跡と私達人類の関係性に関して、①・②・③・④・⑤・⑥・⑦の各局面に対する、任意の特定のバイアス(b治刷偏倚)を克服し、
融和的な認識と行為を形成し、遺跡の保存と活用と人類の活動に於いて、私達人類の活動の空間に、遺跡の具隷を、現示すること、を
提案し要望します。

( 40/116 ),



(私達人類の行為たる遺跡の保存と活用) 2021年(令和3年)3月13日土曜日

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、遺跡の存在を媒休として具体化し、表象する、私達人
類にとっての価値や機能、によって、同時に、私達人類が、遣跡の存在そのもの、即ち、遺跡の具象、に直感する、スペクタクル(5Pecta
Cle)、静謠、沈黙、又、言語や記号や形式に置換出来ない、又は、言語や記号や形式に置換せざるぺき、良さ、時に、'悪さ、可能性、に
よって、遺跡を保存し活用すること、を提案し要望します。

〆

( 41/116 )



、

2021年(令和3年)3月14日日曜日◇『私達人類の行為たる遺跡の保存と活用』

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達入類の世界にあって、私達人類が、遺跡の存在を媒体として具体化し、表諒する、私達人

類にとっての価値や機能、によって、同時に、私達人類が、遺跡の存在そのもの、即ち、遣跡の具象、に直感する、スペクタクル(speC始
Ole)、静證、沈黙、又、言語や記号や形式に置換出来ない、又は、言語や記号や形式に置換せざるべき、良さ、時に、悪さ、可能性、に
よって、遺跡を保存し活用すること、を提案し要望します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、今、私達人類は、私達人類の活動の空間を、私達人類の概念、規定、に
よって、之を横溢し、私達人類の姿が見えない空間へと置換しつつある、その可能性を排除できない、と仮定します。〆

◇『遺跡と長崎地域』 2021年(令和3年)3月18日木曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、長崎地域に於いて、遣跡が、長崎地域の目玉になるだけではない、遺跡に
よって、長崎地域が、日本地域と世界の目玉になるのである、と仮定します。〆

、

( 42/116 )

ノ



◇『私達人類の世界の人口の減少と、例えぱ、遣跡』 2021年(令和3年)3月20日土曜白

1」愃墾

02021年(令和3年)3月20白土曜日長崎新聞第1面 、

『県人事異勳統轄監に柿本氏女性管理職最高14.5%』

県は19日、4月1日付の人事異動を発表した。部長級の筆頭で人口減少対策などに取り組む統轄監に柿本敏晶企画部長を起用す
る。 (堂下康一)●●●●●■

《サンデーぷんか》

「日本は世界の孤島」と意識』

2 ム'聿"ムの

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の日本地域に於いて、私達人類の世界の広範な分野と範
囲の資本の投下を、私達人類に、私達人類にとって有効である、と、認識させ、又は、感じさせていた、見せていた、その可能性がある、
私達人類の当該地域の範囲に於ける、人口の増加、は、最早、予定されていない、と仮定します、

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、新たに、大きな投資を行為しなくとも、既に存在する、
遺跡について、之を、破壊することなく、保存し、私達人類にとって、より有効に、活用する区と、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、私達人類の地球に関して、又は、私達人類の国土に
関して、利用すべき事象、から、育てるべき事象、へと卜私達人類の視点を、転換すること、を提案し要望します。〆

と日と

と

亡月

◇『遺跡である長崎地域』 2021年(令和3年)3月20日土曜日

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、遺跡である長崎地域に閏して、遣跡である長崎地域を、幸いである、と仮定
します。〆

◇『長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の保存と活用』

IJ宣報

02021年(令和3年)3月21日日曜日長崎新聞第16面【文化】

『開港450年長崎の遠い記憶増崎英明④織田信長と豊臣秀吉

<コラムオルガンの声、6本の指>
4

ルイス・フロイスは生来の観察者です。宣教師として34年問を日本で過ごしました。信長や秀吉をはじめ、当時の著名人に数多く会って
おり、最高の日本通でした。彼の筆は権力者に対しても直徴で、司祭としてはともかく、個人としての付度は感じられません。その鋭い観
察眼は、信長と秀吉をどのように見たのでしょう。織田信長は声に特徴があったようで、「背は中くらいで華客、ひげは薄く、声ははな
はだ快調」と書いています。また、「信長は尋常ならぬ大声の持ち主であった」とあり、直訳すると「信長は異常なオルガンの音を持ってい
ナこ」となるそうです。まるで目の前で信長の言葉を聞くような気持になります。豊臣秀吉についての記述は、あまり好意的ではありませ
ん。著書「日本史」に「秀吉は身長が低く、醜悪な容貌で、片手に6本の指があった」と書いています。前田利家は「太閤様は右手親指が
ひとつ多く六つあった」と書き残しているので、事実無根ではないようです小ただし、若い頃切り取ったとすれぱ、フロイスはその痕跡を見
たか、世間の風説を記したのかもしれません。長崎市万才町に「フロイス通り」があるので、散歩がてら探してみてはいかがでしょう。フ
ロイスは26聖人殉教と同じ年、県庁跡地にあった教会で昇天しました。〆

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の獄界にあって、私達人類が、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の保存と活用、並
びに,長崎県庁舎跡地並びにその周辺地域に関する地域振興政策の実施、に於いて、本項の内容を具現すること、を提案し要望します。
〆

( 43/116 )

2

2021年(令和3年)3月21日日曜日

ム

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、即ち、長崎県庁舎跡地並びにその周辺
地域に関する、長崎県の活用への検討、又、当該検討に関して、長崎県が委託し、その成果物として提出された、株式会社三菱総合研
究所の報告、に於いて、「ーー・フロイスは26聖人殉教と伺じ年、県庁跡地にあった教会で昇天しました。」、との物語や、私達人類の
精神性は、全く、感じられない、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、即ち、長崎県庁舎跡地並
ぴにその周辺地域に関L、当該遺跡にあって、私達人類が、何ものかに、対時する如き、例えぱ、私達人類の、集中力、精神性、知性、
を包摂する、即物性や記号や説明に依存しない、景観、情景、又は、例えぱ、間合い、ゆらぎ、を、現出する、必要がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、遺跡にあって、当該の成果、を獲得する為に、更なる、大胆、
且っ、精細、繊細(デリケート:delioate:,少なる)、細心の留意を具現する、研究と行為、が、必要である、と仮定します。

当厶の{と 望



◇『人口減少、例えぱ;利用する国土、から、育.てる国土へ、消費する地球から、育む地球へ、そして、対話』
2021年(令和3年)3月22日月曜日

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、私達人類の仕事は、かつて、その土地、国土、海浜、海洋、地球、地球の自
然、と対話し、之を、育て、育むこと、ではなかったか?私達人類は、いつから、その土地、国土、海浜、海洋、地球、地球の自然、を踏

破し、之を、利用し、消費する、ようになったのか?私達人類は、いつから、その土地、国土、海浜、海洋、地球、地球の自然、を踏破し、
之を、利用し、消費する、ことを、私達人類の仕事である、と考えるようになったのか?と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類の事象に於いて、いつから、対話、を失ったのか?

と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、遣跡に於いて、私達人類が、踏破し、私達人類の概念と記号と標準により、事象を、遺跡を、利用し、

消費する、その遣跡の在り方、姿、を現示するより、私達人類が、私達人類の概念と記号と標準による規定、表象、限界、を超越し、私達

人類自身と対話L得る、具象としての、その遺跡の在り方、姿、を現示すること、を提案し要望します。〆

◇『私達人類の世界の関係人口の拡大と減少、私達人類の世界の文化と文明』

2021年(令和3年)3月24日水曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私遮人類は、約一万年前に、従来の狩猟採集の生活とその様式に対Lて・、

地球上の世界の複数の地域で、同時期に、初めて、農耕牧畜の生活とその様式が出現した、との説明を知見します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類に関係する事象の関係性に関して、且.狩猟採集一遊び一文化一

役に立たない、b.農耕牧畜一仕事一文明一役に立つ、との、二類型を、仮定し得る、即ち、現在の私達人類の行動の様式に関して、古

い狩猟採集の行動の様式と、新しい農耕牧畜の行動の様式、の二つの行動の様式が、併存している、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の関係人口の拡大に関して、現在、その最終期にある、そ

の可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の文明の伸張と私達人類の世界の関係人口の拡大は、相

互依存の関係性にある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の関係人口の縮小期にあって、私達人類の文化たる行動

の様式が、私達パ類の世界の、私達人類の行為とその成果の均衡の形成に於いて、再び、私達人類にとって、必要な、標準、必要な、
私達人類の行動の様式、と成り得る、その可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の存在と在り方にとって、私達人類の文化的事象が、私達人類の、
さらなる、難問、さらなる、混乱に対し、ーつの解、又は、その示唆、であり得る、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、私達人類の文化的事象を破壊し、私達人類の文明

的事象に置換する行為、を停止し、私達人類の文化的事象の趣養、に努めること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、遣跡にあって、遺跡を、専ら、遺跡として保存し活用すること、を提案し要望します。 〆
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◇『主題』

私達当会は、私達当会が、行為する主題にっいて、遺跡の保存七活用へ向けた、諸理論の総合化と補足、遺跡の保存と活用の実施へ
向けた、諸理論とその補足の構造化、即ち、技術、である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、.当該の分野に関して、日本地域と私達人類の世界に於いて、これ迄、殆ど、
議論並びにその成果が、蓄積されていない、と仮定します。

2021年(令和3年)3月27日土曜日

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、遺跡の保存と活用へ向けた、諸理論の総合化と補足、遣跡の保存
と活用の実施へ向けた、諸理論とその補足の構造化、即ち、技術、の形成を促進すること、その為の措置を講じ、即ち、遺跡の保存と活
用を、私達人類にとって、より、有意な事象と成すこと、を提案し要望します。〆

◇『遺跡についてー一感嘆符、!、と共に受睿され得る事象、存在』

私達当会は、遺跡にっいて、遺跡は、博物館の展示とは異なる、即ち、言語、又は、記号や図像による説明によって示される事態と異な
る、即ち、遺跡は、言葉、によって表現し得る事象としてではなく、即ち、言葉にならない、感嘆符、!、と共に受容され得る事象として、在
らなくてはならない、と仮定します。〆

◇『私達人類の文明、私達人類の想像と欲求、仕事とその成果』 2021年(令和3年)3月27日土曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が成す、私達人類の人工に関する工学の体系による仕事に於け
る、エネルギー(energy)の変換効率は、例えぱ、私達人類は、宇宙と太陽系の工才、ルギー系に由来する地球の自然の様々な形態の
エネルギーを、私達人類が、利用しやすい形態に、収集する処、地球の自然が成す、地球の自然の体系による仕事に於ける、エネル
ギーの変換効率よりも、劣る、又、地球の自然が成す、地球の自然の体系による仕事に於ける、工才、ルギーの変換は、私達人類のス
ケール(scele)を遥かに超える大小の多様で複雑なスケールによって成立している、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が成す、私達人類の文明に特徴的な私達人類の行為は、宇宙と
太陽系のエネルギー系に由来する地球の自然に於ける、様々な形態のエネルギーを、私達人類が利用しやすぃ形態に、収集すること、
である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類の、収集たる行為を経由して、事象に対し、私達人
類の行為と、その行為の影響の及ぶ範囲を、拡張する、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、その仕事に於いて、エネルギーの変換効率に関して相対的に
劣る体系に、依拠するならぱ、私達人類の仕事の成果は、相対的に劣った事象となる、又、私達人類が、その仕事に於いて、エネルギー
の変換効率に関して相対的に優れる体系に、依拠するならぱ、私達人類の仕事の成果は、相対的に優れた事象となる、之は、必然であ
り、自明の理である、と想定し得る、と仮定します。

202オ年(令和3年)3月27日土曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類の想像又は欲求と私達人類の仕事とその成果の関
係性にっいて、改めて、又は、明示的に、再発見を形成し、発見を形成する、その再発見並ぴに発見を受容する、その必要に迫られっつ
ある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡に関して、私達人頬にとって、私達人類の万人が、私達人類の想像又
は欲求と私達人類の仕事とその成果の関係性にっいて、改めて、又は、明示的に;再発見を形成し、発見を形成する、その再発見並び
に発見を受容する、その契機となる、又は、之への示唆を、豊かに、多様に、包摂する、と仮定します。
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私達当会は、皆様に、遣跡について、遺跡を、遺跡として、その具象を、保存し活用すること、を提案し要望します。

◇『私達人類、又は、私達生命体の、生命としての、エネルギーの制御の、共時的、通時的な、痕跡、個別の、具象、である、遺跡』
2021年(令和3年)3月27日土曜日

私達当会は、私達人類、又は、私達生命体について、宇宙と、例えぱ、太陽系のエネルギー系に由来する、例えぱ、地球の自然に於け
る、様々な形態のエネルギーを制御することによって、その生を受けている、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類、又は、私達生命体の、生命としての、宇宙と、例えぱ、太陽系のエネルギー系に由来する、例え

ぱ、地球の自然に於ける、様々な形態のエネルギーの制御の、共時的、通時的な、痕跡、個別の、具象、である、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡にっいて、私達人類、又はミ私達生命体の、生命としての、宇宙と、例えぱ、太陽系のエネルギー系に由来す
る、例えぱ、地球の自然に於ける、様々な形態のエネルギーの制御の、共時的、通時的な、痕跡、個別の、具象、として、之を、保存し活
用すること、之を、私達人類、又は、私達生命体、にとって、より有意な事象と成すこと、その為の、より有意な措置を講ずること、を提案し
要望します。〆

〆



◇『私達人類が活動する地域、土地、又は、私達人類の都市、私達人類の活勵の空間、に於ける、格調、精神性、その顔、遺跡』
2021年(令和3年)3月29日月曜日

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類が活動する地域、土地、又は、私達人類の都市、私
達人類の活動の空間、に於いて、格調、精神性、その顔、を保有する、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、私達人類が活動する地域、土地、又は、私達人類の都市、私
達人類の活動の空間、に於いて、保有する、格調、精神性、その顔、は、当該の地域、土地、又は、当該の都市、私達人類の活動の空
間、に居住し活動し関係する、私達人類の集団としての人格を表象する、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、私達人類が活動する地域、土地、又は、'手厶達人類の都市、私
達人類の活動の空問、に於いて、保有する、格調、精神性、その顔、に関して、例えぱ、その土地の遺跡、その土地の遺跡の具象、が、
之を、具現する、その可能性がある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遣跡について、遺跡を、遺跡として、遺跡の具象を、保存L活用すること、を提案し要望します。

◇『私達人類の世界の現代、そして、遣跡』
2021年(令和3年)3月29白月曜日

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、私達人類が、私達人類の想像と行為1.こ於いて、例えぱ、私達人類の文明か、
地球の自然の野蛮か、との二者択一の思想により、私達人類の文化と文明に於いて、又は、私達人類の行為に於いて、文明を選択し、
私達人類が、進歩している、と感じ、そう解釈L得る状況は、既に、過去の時代の事象となった、と仮定します。

ノ

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、又は、宇宙と太陽系のエネルギー系に由来する地球の自然にあって、私達
人類は、私達人類の存在する生命の生理に於いて、私達人類の個体が、より、多様な事象を見つめ、より、多様な事象と対話すること、
を、基層として、必要としている、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類の世界にあって、又は、私達人類の文明の世界にあって、私達人類の存在の基層たる「社会的共
通資本」(数理経済学者宇澤弘文による)である、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、私達人類の世界にあって、且つ、私達人類の日常の活動の空間にあって、遣跡を、遺跡として、遺
跡の具象を、保存し活用すること、を提案し要望します。〆

〆
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◇『私達人類の日本地域に於ける私逵人類の街づ4川

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の日本地域に於ける私達人類は、日本地域に於ける、私達人類
の活動の空問である都市としての街づくりに関して、中世の後半期に、日本地域の各地に、複数成立する、新しい都市、例えぱ、戦国大
名の領国経営、又、民間の流通や商業、に由来する都市、の成立発展期に於いて、都市に、'都市機能が、混在する形態によって、之を、
行為する処、江戸前期の、政治経済の安定を背景に実現させる、都市改造により、例えぱ、都市の高台部の行政施設、即ち、平山城、
平城、陣屋、武家屋敷、都市の外郭部の非日常施設、例えぱ、神社、寺町、遊郭、牢、刑場、都市の海浜河川域築地低地中央平野部の
民問日常活動空問、施設、例えぱ、物流、市場、商業、居住、等、その都市空間上にあって、都市機能適地集約配置相互連絡型の、私
達人類の行為に対する効率向上の街づくりを行為してきた、と、仮定Lます。

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、並びに、養生所バ長崎)医学校等遣跡群遺跡、の保存と活用に関して、長崎地域に於
いて、例えぱ、長崎県が、長崎県が保有する土地である、長崎地域の水辺の森公園一AIG長崎ビルー帯に、長崎県美術館の存在を背
景に、例えぱ、"オペラハウス/シンフォニーホール/劇場"、を誘致し、抽象芸有"辰興発信、並ぴに、関連する私達人類の活動の振興、に
於ける、相乗効果を形成すること、を提案し要望してぃます。

私達当会は、私達人類の長崎地域に於ける、現代の、開発行為を手段とする、街づくり1こ於いて、都市機能を分解し分断し分散配置す
る傾向にっいて、一方で、私達人類の世界にあって、人工に関する技術の進展に由来する、私達人類の行為、例えぱ、環境に対する建
築物の立地、の自由度の向上が実現している処、私達人類の日本地域に於ける、江戸前期以前の、中世後半期以降の、新しい都市の
成立発展期に於ける、都市に、都市機能が、混在する都市形態、へと逆行する様相事態である可能性がある、と仮定します。〆

◇『定量的把握、定性的把握』

2021年(令和3年)4月3日土曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、私達人類が定量的に数値化し得る事象に注力して行為する
ならぱ、私達人類の行為の範囲、内容は、私達人類の可能性に対して、限定され、偏倚する、と仮定します。

私達当会ぱ、私達人類について、私達人類の世界にあって、宇宙と太陽系のエネルギー系、並びに、之に由来する地球の自然、又、そ
の動作、に対して、私達人類が、私達人類が数値化し得る事款の範囲と内容は、極めて、限定される、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類が、事象を、定量的に、数値化して把握する仕方に
ついて、之を、私達人類に対する、有用性であり、その範囲を拡張することについて、之を、私達人類の学術の範疇である、と認識し得る
処、私達人類は、私達人類が、事諒を、定性的に把握する仕方、又、その範囲の拡張、について、之に、私達人類に対する、例えぱ、有
意性を与えなくてはならない、と仮定します。

.

2021年(令和3年)4月4日日曜日

私達当会は、皆様に、遣跡について、私達人類の世界にあって、且っ、私達人類の白常の活動の空問にあって、遺跡を、遺跡として、遺
跡の具象を、保存し活用すること、を提案し要望します。〆

◇『長崎地域の街づくり一定性的把握一遺跡』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の長崎地域に関して、海上交通と海洋資源に由来する港町、港湾
都市、であった、又は、現在でも、港町、港湾都市、である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の長崎地域に関して、現在、私達人類が、長崎地域の街を歩いて、
他の私達人類の日本地域の都市、例えぱ、内陸部の都市、と比べて、大きな違いは感じられない、又、例えぱ、丘から海が見える地域は、
日本地域のどこにでもある、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の長崎地域に関して、私達人類が、之を、かって、港町、港湾都
市、であった、又は、今も、港町、港湾都市、である、と直観し得る、街づくり、を提案し要望します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の長崎地域に関して、私達人類が、長崎地域の遣跡を、最大限、
十全に、活かすことにより、私達人類が、之を、かって、港町、港湾都市、であった、又は、今も、港町、港湾都市、である、と直観し得る、
街づくり、が可能となる、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、遺跡を、遣跡として、最大限、十全に、活かす時、即ち、遣跡
を、「人問の作品、自然と人間との共同作品」、即ち、即ち、一体不可分、分断不能の完成した体系、として、その具象を、保存し活用する
時、遺跡は、私達人類にとって、観察の対象である事象、私達人頬を説明する収集、即ち、私達人類の技術である、私達人類の概念の
範疇、即ち、文明の範疇、から、対面して受容する事象、私達人類を直観する表諒、即ち、私達人類の存在そのものである'私達人類の
哲学と芸術の範疇、即ち、文化の範疇、へと移転される、と仮定します。

2021年(令和3年)4月4日日曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類ぱ、例えぱ、私達人類のギリシャ地域のアテネのアクロポリスの
丘のパルテノン神殿の遺跡に関して、当該の遣跡、遣跡の具象によって、そこが、古代ギリシャの神殿であり、今でも、そこが、ギリシャ地
域の神殿で胡る、と直観し得る、と仮定します。
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私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、遺跡たる事象に於いて、何を行為するか、に関して、之を、私
達人類の世界に於いて、当該の、私達人類が為す、私達人類の文化、並びに、私達人類の文明、を、どう把握し、何を行為するか、の、
表象、又ば、宣言、となる、と仮定します。〆

2021年(令和3年)4月4日日曜日◇『仮定、私達人類の文化と私達人類の文明』

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、私達人類の文化と文明に関して、私達人類は、私達人類の集団の生理に
於いて、文明が無くても、生きられる、私達人類の個体の生命を維持できる処、文化が無くては、生きられない、私達人類の個体の生命

を維持できない、私達人類の文明に対して、私達人類の文化がより先に生起し、私達人類の世界にあって、共時的通時的に、私達人類
の文明に相対して、私達人類の文化が支配的であった、範囲、期間、が、大半である、と仮定します。

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、私達人類の文明に関して、之は、私達人類の文化に包摂される、私達人類
の文化上の複数の技術の類型のうちのーつである、と、理解し得る、と仮定Lます。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の文化と文明に関して、例えぱ、任意の特定の、其の事象が、私
達人類にとって、私達人類の文化たる事象でなく、又は、他の事象でなく、私達人類の文明たる事象でなけれぱならない、との、画然たる
根拠は、未だ、把握できない、と仮定します。

◇『私達人類の哲学と芸術である私達人類の活動の空間と遺跡』 2021年(令和3年)4月5日月曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の文明、即ち、収集、又は、集約、に由来する、私達人類の世界
の、私達人類の活動の空問、例えぱ、都市、他の地域、に関して、私達人類の技術の範疇、例えぱ、文明の範購、から、私達人類の哲
学と芸術の範疇、例えぱ、文化の範疇、に、移転すること、が、私達人類の世界の、私達人類の活動の空問、の最終形、である、と仮定

します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の文明に由来する、私達人類の世界の、私達人類の活

動の空間、例えぱ、都市、他の地域、に関して、私達人類の技術の範疇、例えぱ、文明の範疇、から、私達人類の哲学と芸術の範疇、例
えぱ、文化の範疇、に、移転すること、を提案し要望します。

私達当会は、例えぱ、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、遣跡を基層に、私達人類の現代の空間を営むこと、

例えぱ、遺跡を保存し活用し継承しつつ、その土地に、生活すること、例えぱ、遺跡である私達人類の土地の造成の総体、即ち、私達当

会が定義する"土地の造升3"、を維持し保存しつつ、新しい建築を構成すること、は、「人問の作品、自然と人間との共同作品」(『世界遣

産条約履行のための作業指針』)であり、私達人類の哲学と芸術であり、私達人類の文化である、と仮定します。〆

2021年(令和3年)4月5日月曜日◇『私達人類の行為たる私達人類の文化と私達人類の文明』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の文化に関して、之を、私達人類が、任意の特定の事象を、私達
人類の個体の、我が内に、引き受ける二とである、私達人類の文明に関して、之を、私達人類が、任意の特定の事象を、私達人類の個

体の、莪が為に、利用することである、と仮定します。〆

2021年(令和3年)4月6日火曜日◇『美しい長崎地域、美しい都市長崎』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の長崎地域に関して、「昔は、水路沿いに、柳が、植わって、

美しかったのよ。」、と聞き、又、大正末期から昭和初期に撮影された写真に於いて、水路の1急やかな水面に蔵と町の灯が映える、美しい
都市の光景、又、田園と海浜と山岳地域の美しい郊外の情景(片淵町に所在した「寓眞舘響」撮影制作の写真帳『長崎』並びに複数年

の「長崎腎科大学」卒業記念写真帳に収録)、を知る二とが出来る、都市長崎は美しい街であった、長崎地域は美しい地域であった、と仮

定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の長崎地域に関して、美しい長崎地域を、戦争、例えぱ、建物強
制疎開並びに核爆弾被爆、が破壊し、戦後の復興に於いても、美しい長崎地域を回復することが、出来なかった、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の長崎地域に関して、現代の今、遺跡たる私達人類の標

準に従って、美しい長崎地域を、回復してはどうか、と仮定しまず。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の長崎地域に関して、現代の今、遺跡たる私達人

類の標準に従って、美しい長崎地域を、回復すること、を提案し要望します。〆
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◇『美しい私達人類の活動の空問』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、美しい私達人類の活動の空間が、美しい私達人類の個体と美しい私達人

類の個体の行為を形成する、美しい私達人類の個体と美しい私達人類の個体の行為が、美しい私達人類の活動の空問と美しい私達人
類の世界を形成する、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、美しい私達人類の活動の空間を形成すること、を提案し要望します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡に関して、遣跡が、私達人類の美の基準を、内包する、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の活動の空間に於いて、遺跡を、遺跡として、遺跡の具
隷を、保存し活用すること、を提案し要望します。〆

2021年(令和3年)4月8白木曜日

◇『私達人類の文化と私達人類の文明の関係性、私達人類の未来、遺跡』 2021年(令和3年)4月8日木曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡に関して、之が、私達人類の文化と私達人類の文明の関係性を、最も
端的に、又は、唯一具象として、表歓する事象である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遣跡に関して、之が、遺跡の、遣跡の具象、即ち、一連の、又、一体の体系
によって、私達人類、私達人類の万民、に、私達人類の文化と私達人類の文明の関係性を直観させ、同時に、私達人類、私達人類の万
民、に対して、私達人類の文化と私達人類の文明の関係性を「証徴」(文化財保護関係旧法)する事象である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類の現代の今、共時的通時的な、私達人類の文化と
私達人類の1文明の関係性を、再確認し、之を、私達人類の未来への補助線、又は、示標、とずる必要に迫られている、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、私達人類の世界にあって、且つ、私達人類の日常の活動の空間にあって、遺跡を、遺跡として、遺
跡の具象を、保存し活用すること、を提案し要望します。〆

◇『私達人類の世界の人類と私達人類の日本地域の人類』 2021年(令和3年)4月8日木曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の日本地域の人類が、私達人類の文化、即ち、私達当会は、之を、

私達人類の個体が為す任意の特定の事尿を私達人類の個体の内に引き受ける決意に由来する私達人類の事象と仮定、と、私達人類
の文明、即ち、私達当会は、之を、私達人類の個体が為す任意の特定の事隷を私達人類の個体の為に利用する決意に由来する私達人

類の事象と仮定、の関係性に関して、例えぱ、再確認し、例えぱ、私達人類の世界の人類と私達人類の世界の日本地域との人類の認識

上のバイアス(bies:偏倚)、又は、差異、を認知し、之を、基層とする、私達人類の世界の日本地域の人類としての発信を、様々な方途

に於いて、表象出来なけれぱ、私達人類の世界の日本地域の人類とその国家は、私達人類の世界の人類又はその国家に、利用される
だけの、私達人類とその国家となる、その可能性がある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の日本地域の人類が、私達人類の文化と私達人類の文

明の関係性を、例えぱ、再確認し、例えぱ、私達人類の世界の人類と私達人類の世界の日本地域との人類の文化上、文明上、認識上
のバイアス(b恰S:偏倚)、又は、差異、を認知し、之を、基層とする、私達人類の世界の日本地域の人類としての発信を、様々な方途に

於いて、表象する二と、を提案し要望します。
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私達当会は、皆様に、遺跡について、私達人類の世界にあって、且つ、私達人類の日常の活動の空間にあって、遺跡を、遺跡として、遣
跡の具象を、保存し活用すること、を提案し要望します。〆

〔情報〕

02021年(令和3年)4月8日(木曜日)

『英ファンドが2兆円買収提案東芝、株主との対立打開へ』

東芝は7日、英投資ファンドのCVCキャピタル・パートナーズなどから2兆円超の買収提案を受け、取締役会で検討に入った。2017年

の経営危機を救ったアクティビスト(物言う株主、3面きょうの二と1詩との対立が深まり、3月の臨時総会では株主提案が可決された。定
時総会での再任が危うくなりつつあった一部の経営陣は、非公開化提案をアクティビストと決別し成長戦略を打ち出す好機と捉えている。
(関運記事3面に)

7日午前に東芝が開いた取締役会で、CVCからの買収提案が報告された。6日の株価に3害」1程度のプレ「脱市場で探る再生」

ミアム(上乗せ幅)を乗せた買収額が提示されたもようだ。 〆●唇●●●

0
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◇『私達人類の文化と私達人類の文明、私達人類の期待』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、例えぱ、"かつて、利用できない白本地域を破壊しようとしたものはなにか、
単戈争と原爆ではなかったか"、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の為す、私達人類が、事象に対時し、自らの為に、利用しようとす
る、私達人類の意思に由来する、と私達当会が仮定する、例えぱ、私達人類の文明、例えぱ、私達人類の収集と技術、の動作は、私達
人類の世界にとって限界がある、私達人類は、今後、より、多くを、私達人類の為す、私達人類が、事象を受容し、自らの内に、引き受け
ようとする、私達人類の意思に由来する、と私達当会が仮定する、例えぱ、私達人類の文化、例えぱ、私達人類の哲学と芸術、の動作に、
期待したい、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、例えぱ、私達人類の歴史は、常に、様々な局面で、且つ、大小、相似的に、
之を、繰り返す可能性を、包摂する、と仮定します。

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、例えぱ、私達人類の文化、例えぱ、私達人類の哲学と芸術、並びに、その
動作は、私達人類が、生存し存在する限り、私達人類にとって、無限である、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、今後、より、多く、私達人類の為す、私達人類が、事
象を受容し、自らの内に、引き受けようとする、私達人類の意思に由来する、と私達当会が仮定する、例えぱ、私達人類の文化、例えぱ、
私達人類の哲学と芸術、並ぴに、その動作を、発現すること、を提案し要望します。〆

2021年(令和3年)4月10日土曜日

◇『私達当会の、皆様への、遺跡である土地に関する提案と要望』 2021年(令和3年)4月10日土曜日

私達当会は、皆様に、私達人類の事象の全範疇を包摂すると考え得る、遣跡たる事象、且つ、その存在、遺跡の具象、の保存と活用、を
中核として、提案し要望します。

私達当会は、遣跡である土地に関して、以下、提案し要望します。

〔遺跡の遺跡としての発見、遣跡の調査と遣跡の把握、並びに、遺跡の保存〕
①遺跡の保存並びに活用の為の遺跡の調査を実施する。

(遺跡を遣跡として発見する。遺跡の全面積/全空間の発掘その他の調査を実施する。造跡全体の実態と性格を把握し、当該遺跡の保
存と活用に連結する)

〔遣跡の活用 1〕

②ここは遣跡である、と直観させる。
(遣跡としての"土地の造形"と遺跡に関連する空問構成、即ち、そこにある遺跡と遺構を見せる)

ノ

〔遺跡の活用2〕

③遺跡の近傍近隣仮想空間の説明施設機能で説明する。
(遣跡又は遺跡の敷地外で事象を説明する/遺物を見せる、掲示展示又休憩等附帯機能設置)

私達当会は、遺跡、その土地にあって、遺跡そのものが主役である、説明と展示は二次的な事象である、と仮定します。

◇『空地(あきち)に於ける再開発、又、空地(くうち)に於ける児童公園と遊具の設置』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、例えぱ、長崎地域に於ける、遺跡への対応は、空地(あきち)に於ける再開
発、又、空地(くうち)1こ於ける児童公園と遊具の設置、と、その行為に於ける、事象の把握、概念、並びに、方法、が、同一である、と仮定
します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、当該の行為に於いて、行為の対象の事尿の固有性に従う、事象の
把握、概念、並びに、方法、を選択すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、私達人類の世界にあって、且つ、私達人類の日常の活動の空間にあって、遺跡を、遺跡として、遣
跡の具象、並びに、関係する空問性、並びに、関連する諸般の関係性、を保存し活用すること、を提案し要望します。〆

2021年(令和3年)4月12日月曜日

〆
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◇『長崎地域の私達人類に於ける、遺跡の保存と活用に関する成功体験』

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の長崎地域に於いて、私達人類の世界の長崎地域の私達
人類は、遺跡の保存と活用に閏する、成功体験を、未だ、形成し、経験していない、この状態が継続すれぱ、遺跡である長崎地域を、死
蔵することになる、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の長崎地域に於いて、私達人類の世界の長崎地域の私達
人類が、広範な事象に於ける機会損失を最小化する為に、遺跡の保存と活用に関する、成功体験、を、可及的速やかに、形成しなけれ
ぱならない、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の長崎地域に於いて、私達人類の世界の長崎地
域の私達人類が、例えぱ、長崎県庁舎跡地、並びに、周辺地、即ち、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、並びに、関連する遺跡群、への
行為、を契機に、遺跡の保存と活用に関する、成功体験、を形成すること、を提案し要望します。〆

◇『長崎県庁舎跡地、並ぴに、周辺地、即ち、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、並びに、関連する遺跡群、の調査と保存と活用』
2021年(令和3年)4月12日月曜日

私達当会は、皆様に、長崎県庁舎跡地、並びに、周辺地、即ち、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、並びに、関連する遺跡群、に於ける、
遺跡の調査と保存と整備、公開、活用、に関して、①士地を遣跡として提示する公園、の実現、②長崎の丘南部築地遺跡、並びに、大
波止遣跡の計画的な調査保存再建整備公開活用、大波止遣跡に於ける長崎くんち御旅所の回復、と共に、③当該遺跡群遺跡、並びに、
一帯の遺跡の保存と活用に関して、検出遣物の展示、並びに、遺跡、歴史、その他関連する事象、例えぱ、宗教、医学、芸術、哲学、私
達人類の集団、私達人類の文化と文明、生命、エネルギー、宇宙、に関する、物品並ぴに説明の展示、附随する機能、例えぱ、休憩ラウ
ンジ等、の提供にっいて、長崎県警察本部跡地一帯の、遺跡を調査し保存し再建し提示しっつ行う再開発、並びに、当該再開発に於け
る、国道324号線を跨ぐ高架デッキ設置による、当該遺跡群遺跡と当該再開発区域に関する、私達人類の活動の空間の連接、の活用、
を提案し要望します。(飲食機能にっいて、原則近傍近隣市街の民間事業に一任、支援:遺跡関係敷地施設に持込可:公開遺跡/公園
敷地外の近傍の市街施設に塵芥収集箱を設置:公開遣跡/公園敷地内では、長崎名物チリンチリンアイス等屋台による飲食事業等のみ
営業許可)

私達当会は、皆様に、当該遺跡群遺跡の保存と活用に関して、株式会社三菱総合研究所が長崎県から業務委託を受けて長崎県に提出
した『県庁舎跡地整備基本構想検討報告書株式会社三菱総合研究所』に於いて提案した事歓を念頭に、私達当会の提案と要望を、
再構成し、④都市長崎遺跡、先史時代一古代一中世遺跡、旧内町一旧外町遣跡、旧サンフランシスコ教会~籠屋舗~桜町囚獄一長崎
本獄一長崎監獄~長崎西彼杵郡役所~長崎商業会議所一長崎商工会議所遣跡等、内包される土地隣接する土地近傍近隣に連続、又
は、断続する遺跡の発見、再発見、調査、保存、整備、再建、公開、活用、⑤出島遺跡/長崎旧市街等遣跡群遺跡と世界遺産の構成資
産である小菅修船場遺跡を連絡する、小曽根築地遣跡の調査と保存と活用、⑥長崎県が所有する土地である、長崎水辺の森公園一水
辺のプロムナードー長崎県美術館一帯敷地への、オペラ・ハウス/シンフォニー・ホール/劇場、の誘致、⑦長崎市庁舎並ぴに長崎市議
会建物移転後の跡地に、大学サテライトキャンパスの誘致設置、又、オープンイノベーションその他産業労働支援機能の併設、⑧旧市
街の外延埋立地であるJR新長崎駅周辺を含む長崎湾岸区域に、都市長崎遺跡等遺跡群遺跡、並びに、海上と陸上の景観、を破壊し阻
害Lない、平面式大型駐車場、並びに、交通結節機能の設置、⑨市内公共交通と徒歩による長崎旧市街等遺跡群遺跡/長崎市内の回
遊の促進、⑩国道34号線土地南部、旧長崎県庁舎から長崎市庁舎一帯での、日曜祭日に於ける歩行者天国の実施、併せて、催事の
開催、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、個別の遺跡の土地の範囲に於ける、にぎわいの創出、と云うより、遺跡である、長崎地域、近傍近隣市街近郊、並
びに、都市長崎遺跡、即ち、先史時代一古代一中世一旧内町一旧外町一出島一倉田水樋一旧水路一治水一築地一旧長崎内港外港一
旧郊外田園地帯一旧道/旧街道一旧関連拠点【小曽根築地一旧外国人居留地一長崎キリシタンの里一長崎核爆弾被爆一戦災復興一
経済発展に関する遺跡;又、自然の態様、並びに、私達人類が日本冽島に到達する先史時代以降現代のおよそ50年以前迄の期間を
対象とする、私達人類に関する事象(日本国の文化財保護法に於ける、文化財の範囲、と想定し得る)、遺跡の発見、再発見、調査、保
存、再建、整備、公開、情報蓄積、研究、発信、活用、又、現在の私達人類の活動は、私達人類の未来にどの様な遺跡を形成し遣し得る
のか、その全体での、にぎわいの創出、を提案し要望します。〆

2021年(令和3年)4月12日月曜日
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2021年(令和3年)4月15日木曜日◇『必然と体系、又、雑然』

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、相対する事象に関して、夫々の要素に於いて、夫々の個別性
に由来する必然を体現すれぱ、要素の集合は、整然と、内包する休系を顕現し、自ずから、より、大きな事象を、体現する筈、例えぱ、都
市に於いて、夫々の要素に於いて、私達人類の主観を優先すれぱ、その集合は、雑然、スプロール、混乱、夫々の要素に於いて、夫々
の個別性に由来する必然を体現すれぱ、整然、内包する体系を顕現し、事象の、即ち、私達人類にとっても、より、大きな機能とその効果・、
その共時的通時的な耐久性を体現する筈、遺跡に於いても同様、事諒の、即ち、私達人類にとっても、より、大きな機能とその効果、その
共時的通時的な耐久性を体現する、と仮定します。

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、私達人類が、私達人類の主観、よりも、相対する事象の個別性と必然性に
従うこと、を提案し要望します。〆

2021年(令和3年)4月15国木曜日◇『ある二組の想定』

私達当会は、私達人類に'つぃて、私達人類の世界にあって、私達人類が閏係する事魚に関して、二組の想定、即ち、丑.自然たる制限=
体系=必然=整然=芸術と哲学=成果=ユートピア、b.人工たる自由=無秩序=便宜=雑然=閉塞と暴力=混乱=ディストピア、を
仮定します。

2021年(令和3年)4月15日木曜日◇『遺跡と土地』

私達当会は、長崎県庁舎跡地、並びに、周辺地、即ち、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、並びに、関連する遺跡群、の調査と保存と活
用につぃて、長崎県庁舎跡地の現場、又は、具象、は遺跡である、と仮定します。

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の長崎地域に於いて、私達人類の世界の長崎地域の私達
人類が、長崎県たる日本国の地方公共団体が保有する資産の、様々な経済市場に於ける運用、との視点を、休止し、私達人類にとって
の遣跡たる事実を基盤に、さらに、多角的に、私達人類の概念を検討又は再検討することに由来し、当該の事象に関して、私達人類に
とっての現代的意義が浮き彫りになる可能性がある、之を、基点として、当該の事象に関する、私達人類にとっての、"跡地/遺跡"の活用
を概念し得る、例えぱ、第一義に、私達人類の遺跡たる必然、旦っ、私達人類の遺跡たる標準、に従うこと、私達人類の文化と文明を再
検討すること、私達人類の幸福、私達人類の福祉、を考察する二と、私達人類の「社会的共通資本」(宇澤弘文氏の提唱による)を考察す
ること、と仮定します。〆

2021年(令和3年)4月1'7日土曜日◇『私達人類の考察、立証、実証、又、感覚』

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、考察し、立証し、実証し得る事象、その行為の対諒の範囲に
関して、私達人類の、考察、立証、実証、に於いて、私達人類の、考察、立証、実証、たる行為の目的である事象に関する、私達人類の
経験とその蓄積に対照して認識し得る、確からしさ、を想定し得る処、私達人類の、考察、立証、実証、の行為の対象の範囲は、私達人
類の感覚に由来する想像に限定される、私達人類は、私達人類の想像以外の事魚を、考察し、立証し、実証することが出来ない、と仮定
します。

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類の想像を過信せず、私達人類の想像の由来、源、で
ある感覚に対して、より謙虚、又は、より率直、より忠実、でなけれぱならない、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遣跡について、私達人類の世界にあって、且つ、私達人類の日常の活動の空問にあって、遣跡を、遣跡として、遺
跡の具象、並ぴに、関係する空間性、並びに、関連する諸般の関係性、を保存し活用すること、を提案し要望します。_〆
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◇『私達人類の遊び、即ち、芸術、哲学、探求、幸福、即ち、自由の根幹、又、日本地域』 2021年(令和3年)4月20日火曜日

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類の個体の、生命体としての生理である感党、と、感
覚の経験の蓄積たる記憶、から、逸脱することができない、私達人類、又は、私達人類の個体、の存在、又は、在り方、の最終形は、私
達人類の個体の、生命体としての生理である感覚、と、感覚の経験の蓄積たる記憶、に於ける遊び、即ち、芸術、哲学、探求ノ考察/研究、
幸福、即ち、之が、私達人類の自由の根幹、由来である、と想定し得る、にある、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の、日本地域の私達人類に関して、私達人類の西欧地域
に由来する文明、その近代の国民主権国家の様相、啓蒙思想による中央集権、の移入に際して、現代まで、その形式を優先して、安易
な状況に推移している可能性がある、即ち、文明の形式の整備、形態的な中央集権を急ぎ、即ち、麗句としての和魂洋才、私達人類の、
私達人類たる存在の基層であると想定し得る、芸術、哲学、探求/考察/研究、幸福、又、私達人類の自由、を看過し、内国的に、表層た
る効果の形成に拘泥し、国威を発揚した処、太平洋戰争で惨敗し、その後も、同じ動作を、反復している、可能性がある、その結果、近世
である江戸期迄に蓄積した日本地域の国力、即ち、私達当会は、国力を、「社会的共通資本」(宇澤弘文氏の提唱による)である、と仮定
します、を相対的に消耗し尽くし、逆も又真、事象の概念化、再構成にも弱点があり、世界の趨勢に遅滞し、私達人類の世界の、主導権、
又は、標準の構想/形成、に参与し得る、概念を形成し、提示L、実現することが出来ず、之に参与し得ない、と仮定しまず。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の、日本地域の私達人類に関して、私達人類の西欧地域
に由来する文明、その近代の国民主権国家の様相、啓蒙思想による中央集権、の移入は、その、完成と反省、と云うより、基層の形成を
経由出来ず、その、中途崩壊、の様相である可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の、日本地域の私達人類は、例えぱ、遣跡に於いて、遺跡
以外の事象を展開せず、遣跡として之を保存し活用し、又、原爆遺跡で、遺骨探索収集し、又、遺跡である現場に遺骨の例えぱ無釉白
磁によるレプリカを設置する、他の空襲/爆撃と異なり、瞬時の被爆等により、私達人類の行為の選択である避難の機会が制限されるの
である、その他、事象の必然、私達人類にとっての道義、であると想定し得る事諒に対して、率直に、地道な処から、再び、始めてはどう
か、と仮定します。〆

◇『私達人類の世界』 2021年(令和3年)4月22日木曜日

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の現代の、私達人類の社会は、制度に於いて、私達人類の人間
関係が、私有財産概念の接点、例えぱ、市場、に置換され、「社会的共通資本」(宇澤弘文氏の提唱による)としての私達人類の行動様
式が分解され解体される状態にある、その可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私遮人類の世界にあって、次世代の、地球上の世界は、不確実性に関する情報と動力と伝送と接点、
即ち、情報と機械、のみ、が在れぱよいのであり、遺跡も、「社会的共通資本」(宇澤弘文氏の提唱による)も、私達人類も、不要である、
私達生物が不確実性によって計画され(例えぱ、試行錯誤)、機械が不確実性を排除して計画される(例えぱ、許容誤差と云う制度によ
り不確実性が排除される)処、万一、情報と機械の世界で、内在する不確実性が解消されて消滅すれぱ、関係する事象の変動が消滅し、
情報が消滅し、対応が発生せず、設備の稼働が不要となり、設備の稼働は停止する、即ち、機械は、本来の無機物の在り方に回帰する、
あるいは、機械は、字宙環境の変動に備えて、稼働し続けるであろうか、之等の可能性がある、と仮定します。〆

◇『遺跡、私達人類の活勵の空間に於ける、空隙としてのプロデュース(produce:生商企画)』
2021年(令和3年)4月22日木曜日

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、遺跡に関して、之を、物体、並びに、建築、又は、機能、例えぱ、文
明、と云うより、「自然と人間との共同作品」(Ⅱ世界遺産条約履行のための作業指針(世界遺産条約履行のための作業指針ユネスコ世
界遺産センター・文化庁仮訳)』)、並びにJ厶達人類の活動の空間に於ける空隙、即ち、私達人類の現在の活動、例えぱ、白常の生活、
と、異質の空問、又は、芸術並びに皙学、例えぱ、文化、として、顕現し、提示すること、を提案し要望します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、日本地域の私達人類は、時の経過とその揺らぎ、空間の存在とその戰ぎ
(そよぎ=額:ふるえる、振動する)、を愛する、と仮定します。〆

,
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◇『私達人類の世界のグローバルたる事象と遣跡』

IJ晝報

0202'1年(令和3年)4月22日木曜日長崎新聞第5面【情報】〔声みんなのひろぱ〕

『県庁跡地活用欧州を参考に』無職浜永孝雄(70)

県庁跡地(長崎市江戸町)で発掘された遺構などの保存や、跡地活用にっいて、私案がある。長崎市立桜町小を建設Lた際に跡地か
ら出土した遺跡などを保存する、サント十ミンゴ教会跡資料館。発掘現場をそのまま保存した資料館として高く評価されており、私は県庁
跡地も区れと同様の保存方法を前提にすべきだと思う。ヨーロッパで見られる遺跡の保存活用方式は、全面保存とにぎわいを創出す
るショνピングセンターや集客施設と両立できる建築形態にしていることだ。今年は長崎開港450周年。県庁跡地の周囲の環境など
から考えると、歴史的な建築物の復元や、歴史的景観を踏まえた施設を造るより、開港500周年など将来を見据えた造形デザインの建
築物ができたらいいなと思う。例えぱ、屋外の史跡公園と施設の1階を遣跡展示室にしたり、江戸期の石垣遣構などを見るためにサ
ント・ドミンゴ教会跡の展示方式を用いたりする。ヨーロッパではこれらの方式で古代の港の跡や城壁、下水溝跡などを常時見ることがで
きる。そして、その上階には市場やイベントが開催できる広場や飲食場、展望テラス、遊歩道もある。いずれにしろ地域の人々が誇り

(長崎市)と愛着を持って利用できる県庁跡地活用の基本構想策定を期待する。

2 ム'幸',ムの{と目

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、当該の情報に紹介する事例に閏して、遺跡を、現代の建築に於いて、解釈
し、現代の建築として、再構成し、時に、構想者、設計者、制作者の作品として提示し、又は、当該の作品を1引西する事象である、その
場合が包含されている、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、事隷を、他の事隷に於いて解釈し、又は、他の事象として再構
成すると云うより、事象を、当該の事象として、率直に、把握し、提示する在り方、が第一義である、である、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、遺跡を、他の事象に於いて解釈し、他の事象として再構成すること
を回避し、遺跡を、遺跡として、率直に、把握し、提示すること、を提案し要望します。

2021年(令和3年)4月22日木曜日

と 亡目

※『遺跡にっいて『遺跡の保存と活用、私達人類の活勵の空間に於ける空隙、としてのプロデュース(P門duce:生み出す、生産す
る)』』

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人頚の世界にあって、遺跡の保存と活用に関Lて、遺跡を、物体、並びに、建築、又は、
機能、例えぱ、文明、例えぱ、利用、と云うより、「人問の作品、自然と人間との共伺作品及び考古学的遺跡を含む区域」(『世界遺産条
約履行のための作業指針(ユネスコ世界遺産センター・文化庁仮訳)』)、並びに、私達人類の活動の空間に於ける空隙、即ち、私達人類
の現在の活動、例えぱ、日常の生活、と、異質の空間、非日常の空間、安息、(何の心配・苦痛もなく瀞かに休む畢とOxf0州 Lan宮U.ge
Sの定義)、又は、芸術並ぴに哲学、例えぱ、文化、例えぱ、引き受け、として、.顕現し、提示すること、を提案し要望します。

私逵当会は、私達人類につぃて、'手厶達人類の世界にあって、日本地域の私達人類は、例えぱ、時の経過とその揺らぎ、空間の存在とそ
の戦ぎ(そよぎ=頗:ふるえる、振動する)、を愛する、と仮定します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?
2021年(令和3年)4月22日木曜日養生所を考える会代表池知遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

(※引用/再掲)和恭〆

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、例えぱ、事象に対して、日本地域の私達人類は、西欧地域の私達人類と、
異なる行為する仕方が在り得る、私達人類のこの認識が、即ち、私達人類のグローバルたる事象である、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、例えぱ、日本地域の私達人類が、日本地域に存在する遺跡に関し
て、西欧地域の私達人類が、西欧地域に存在する遣跡に関して、行為する仕方、と異なる、行為する仕方、である可能性を包含する、日
本地域の私達人類に由来する、行為する仕方、を、発見し、又は、再発見し、行為し、提示すること、を提案し要望します。

亡月
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西

(『長崎県庁舎跡地、並びに、周辺地、即ち、長崎奉行

所西役所等遺跡群遺跡、並びに、関連する遺跡群、の調査と保存と活用』2021年(令和3年)4月12日月曜日の内容を再掲)〆

血1
、

且 目 企邑 に の と について
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◇ r私達人類に関係する諸問題とその解決、文化と文明』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類の、例えぱ、文明、では、私達人類の諸問題を解決

する;とは、出来ない、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、即ち、事象が有限であると想定すれぱ、例えぱ、文明、即ち、

利用する仕方では、目標を、解消から程度に置換し、又、対象を、AからBに転換して、終局を先送りすることは出来ても、問題を解決す
ることは、出来ない、私達人類の、例えぱ、文化、即ち、引受ける仕方、例えぱ、私達人類の行為に対し、地球の自然の回復が優勢な状

態、に、私達人類が、私達人類の諸問題を解決する糸口がある、但し、地球の歴史は億年、私達人類の歴史は万年、であることに留意

が必要である、尤も、事象が、無限、即ち、無尽蔵、又は、私達人類の行為に対し、地球の自然の回復が優勢な状態、であるならぱ、素
より、私達人類に、問題は存在しない、この時、私達人類が、事象を、問題である、と感じるならぱ、それは、即ち、私達人類と私達人類の

関係に於ける調整が、完結の状態にあるのではなく、過程、途上の状態にある場合である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、而して、私達人類は、私達人類の行為に対し、地球の自然の回復が優勢な
状態にある時、その状態を、文明、とは表隷しない可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、果たして、事隷は、無限であろうか?、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、例えぱ、私達人類の文化の仕方、例えぱ、私達人類

の引受けとしての行為、を再認識L、之を、行為すること、を提案し要望します。〆

◇ r私達人類と組織』

2021年(令和3年)4月25日日曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、何故、新型コロナ・ウイルスが敷衍し、私達人類は後退するのか、組織論的
に仮託して、新型コロナ・ウイルスの、ランダムに変異して、事象の不確実性に適応する生存の在り方は、溜めが効いており、私達人類

の、私達人類の主観に対して、選択的、且つ、体系的に、効率的であろうとする行為の様式は、私達人類の生命体としての生理に由来す

る、私達人類の能力の限界、に起因する、事象の不確実性に対して、硬直的、であり、相対的に、溜めがない、と仮定します。〆

◇『長崎地域に於ける現代都市長崎の都市計画の主題一遺跡を契機とする経済効果、双頭多層型文化的都市動線の形成』
2021年(令和3年)4月27日火曜日

2021年(令和3年)4月26日月曜日

私達当会は、皆様に、私達当会が、本紙の、『長崎県庁舎跡地、並びに、周辺地、即ち、長崎奉行所西役所等遣跡群遺跡、並びに、関

連する遺跡群、の調査と保存と活用』2021年(令和3年)4月12日月曜日、に於いて、又は、それ以前に、皆様に、長崎県警本部跡地
一帯の土地に設置することを、提案し要望した、"宇宙一太陽系一地球の自然一宗教一芸術一哲学一遊び一幸福一科学一経済一仕

事一不確実性一私達人類の文化と文明一遣跡~私達人類と長崎地域に関する総合博物館"、にっいて,新長崎駅東敷地再開発、に
よって、之を、建設し設置し、又、個別の遺跡等に由来し、遺跡等の近傍の土地に、主題別サテライト1専物館/資料館/展示説明施設、例
えぱ、長崎県警本部跡地一帯の土地に、宗教博物館、近代医学資料館、近代化博物館、海事博物館、を設置し、他の、例えぱ、私達人

類の、私立/公立/国立の保育園/幼稚園一小学校一中学校一高等学校一専門学校一大学、等、教育機閲/制度、図魯館ーオペラハウス

/シンフォニーホール/劇場一博物館一資料館一美術館一画廊一街並み、等、学習/文化/制度/都市型蓄積施設ノ市街、ど相互に、連携/
連動して、運営する、もうーつの在り方、を提案し要望します。

私達当会は、例えぱ、長崎地域の文化的都市動線、について、JR新長崎駅一帯再開発と"手厶達人類と長崎地域に関する総合博物館"

の双方を備える、JR新長崎駅一帯を、主点、とし、遺跡と都市型蓄積施設と市街と教育機関によって、模式的に、放射状に、都市動線が

形成される、と想定すれぱ、理解しやすい都市構造となる、さらに、海路/長崎港、又、空路/長崎空港からの長崎地域への入口となる、な
がさき出島道路出入口と大浦一帯、旧長崎バンド、に隣接する、長崎水辺の森公園一水辺のプロムナードー長崎県美術館一平面大型
駐車場を擁する県有地の、長崎県美術館と連続し利便性が高い国道499号ノ路面電車側に、オペラハウス/シンフォニーホール/劇場、を
設置し、抽象文化活動を振興すれぱ、長崎水辺の森公園地域を、副点、として、双頭、の形態を形成し、さらに、長崎旧内町外町旧市街
遣跡地域に生活文化/芸術を振興すれぱ、相互に隣接し、環長崎港道路によって連続する、長崎旧市街遺跡一帯(生活文化/芙術の醸
成と発信)一長崎バンドクk辺の森公圓一帯(抽象文化/芸術の醸成と発信)-JR新長崎駅一帯(交通と情報の結節)、の三角構造、さ

らに、外郭関連地域、日本地域、世界、の遣跡群/文化的事象との動線、を基盤とする、双頭の、集約し拡散し回遊する、双方向、又、複
雑、且つ、相乗的な働きを出現する、多層型文化的都市動線の構造を形成することができる、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、当該の、長崎地域に於ける双頭多層型文化的都市動線、に

於いて、私達人類の活動の振興と共に、経済効果を形成し、之を、波及し、分配し(ディストリビュート:diS智ibute)、蓄積し得る、茲に、当

該の、長崎地域に於ける双頭多層型文化的都市動線の形成が、長崎地域に於ける現代都市長崎の都市計画の主題(コンセプト:C0ル

ept)であり得る、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、長崎地域の私達人類が、長崎地域に於いて、当該の、"長崎地域に於ける
双頭多層型文化的都市動線"、を形成すること、を提案し要望します。〆
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2021年(令和3年)4月27日火曜日◇『V型ツインヘッドエンジンと遺跡のフレーム、そして、詩(うた)と舞いと音楽』

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の長崎地域に関して、例えぱ、σR新長崎駅一帯WR新長
崎駅一帯再開発一"私達人類と長崎地域に関する総合博物館")、並びに、長崎水辺の森公園一帯(旧長崎バンドー長崎県美術館一
オペラハウス/シンフォニーホール/劇場)、をツィンヘッド(Twin heed)とし新長崎市役所をクランク軸とする、V型エンジンを、迦跡のフ
レームに塔載し、長崎地域の海を前輪に、長崎地域の山と丘と谷を後輪に据え、"宇宙一太陽系一地球の自然一宗教一芸術一哲学一
遊び一幸福一科学一経済一仕事一不確実性一私達人類の文化と文明一遺跡~私達人頚と長崎地域に関する総合博物館"、をハンドル
に、長崎地域の空と遺跡たる私達人類の活動の空間に於ける空隙をライダーに迎え、私達人類の世界に、人問的な鼓動を響かせ、私達
人類の世界を、疾駆してはどうか!と仮定します。

私達当会は、長崎地域全体が、海と川、空、山と丘と谷に囲まれた、遺跡であり、博物館であり、劇場であり、楽器であり、そこに人が住
み、そ二には、詩(うナニ)と舞いと音楽がある、と仮定します。〆

◇『私達人類の文化と文明、又、主知主義と主意主義と主情主義は、これから、何処へ向かい得るのか?』
2021年(令和3年)4月30日金曜日

1'」晝報

02021年(令和3年)4月30日金曜日長崎新聞第1面

『対中競争勝利へ決意バイデン氏施政方針'米「再始動」』

【ワシントン共同=竹本篤史】バイデン米大統領は28日、上下両院合同会議で施政方針演説に臨み「中国や他の国々と競争し21世紀
を勝ち抜く」と述べ、中国への対抗姿勢を鮮明にしナこ。習近平国家主席を「専制主義者」と名指しで批判し、米国が勝利すると強調。「米
国は再び動き出している」と国家再生を宣言した。【7面に表層深層と関連記事】議会演説は1月の就任後初めて。29日で政権発足
100日となり、これに合わせて成果を訴えた。トランプ前政権下の混乱や新型コロナウィルスの危機、景気後退からの脱却を加速する構

「現在アフガニスタン駐留米軍については、気候変動問題は、中国には、えだ。経済対策として、 ●●■●■

の米国への最も致命的なテロの脅威は、白人至上主義者によるものだ」と警戒感を示し、人種差別の根絶を改めて求めた。〆
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私達当会は、当該記事により、アメリカ合衆国第46代大統領であるジョゼフ・ロビネット・バイデン・ジュニア氏が、同氏の大銃領としての
最初の議会演説となる施政方針演説で、テロの脅威、人種差別根絶に関して、白人至上主義に警戒感を示した、と理解し得る、と仮定し
ます。

私達当会は{私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の文化と文明、又、プラトンの魂の三分説以来の伝統に由来する、
私達人類の主知主義と主意主義と主情主義は、これから、何処へ向かうのでしょうか?又は、何処へ向かい得るのでしょうか?と仮
定します。

ムの{と日と 亡月

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、その土地の遣跡の、発見又は再発見と調査と実態の把握と、遣跡
としての、保存ど舌用、整備と公開、を行為すること、を提案し要望します。〆

凡



◇『私達人類にとっての、遺跡に固有である意義、又、社会的共通資本』 2021年(令和3年)5月6日木曜日

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類にとっての、遣跡に固有である意義に関して、之が、..例えぱ、①
私達人類の意図の断絶、例えぱ、私達人類の様々な事由に由来する忘却や、時の経過を契機とする埋納や痕跡であること、に由来する、
②私達人類の個体、又は、集団、の記憶の喪失、様々な事由に由来する、に対する、私達人類の共時的通時的な可逆性への担保の可
能性、例えぱ、狩猟採集の様式(文化=引受、'と仮定)と農耕牧畜の様式(文明=利用、と仮定:私達当会は、近代n矧tの都市主導
型文明について、之を、農耕牧畜の様式の範疇にある、と仮定します)、③人工/都市的要素/構成、収集、集約、集権、に対する、私達
人類の個体の生命体としての生理に呼応する事象、例えぱ、身体的スケ」ルや肌理(テクスチャー:t.xture)や基準面としての大地、雛
散的配置又は状況、織交、多様な遠近/空間把握/認識の態様、建築家である隈研吾氏が言及する、④白人至上主義、例えぱ、2021
年4月28日に、アメリカ合衆国第46代大統領であるジョゼフ・ロビネット・バイデン・ジュニア氏が、同氏の大統領としての最初の議会演
説となる施政方針演説で、テロの脅威、人種差別根絶に関して言及した(2021年4月30日金曜臼長崎新聞第一面記事)、に対する、
その土地の遺跡ノ歴史/民俗/文化/文明/意識の形態/思考の形態/行為の形態、b.即ち、私達人類の、主知と主意と主情、文化と文明、
意識、想像又は思考と行為、意思、意図、体系、形式、の獲得、又は、再確認、又は、追認、にある、と云うより、私達人類の、主知と主意
と主情、文化と文明、意識、想像又は思考と行為、意思、意図、体系、形式、の超越、常と共に在り得る、にある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡に関して、之が、私達人類にとっての遣跡に固有である意義、に因り、
私達人類にとっての「社会的共通資本」、即ち、数理経済学者である宇澤弘文氏が提唱し、私達人類に継承される概念、である、と仮定
します。(宇澤弘文氏は、自ら概念する、「社会的共通資本」について、『社会的共通資本』著者宇沢弘文発行2000年れ月岩波書
店で、「ーつの国ないし特定の地域に住むすべての人々が、ゆたかな経済生活を営み、すぐれた文化を展開し、人間的に魅力ある社会
を持続的、安定的に維持することを可能にするような社会的装置を意味する。」と定義し、又、「自然環境」「社会的インフラストラクチャー
(in「拍Structure)」「制度資本」として構想し、国家的に管理されたり、利潤追求の対象として市場に委ねられたりしてはならず、職業的専
門家によってその知見や規範に従い管理・維持されなけれぱならない、と規定しています。:『知恵蔵mih可朝日新聞出版等)

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、遺跡に関して、之が、私達人類にとっての「社会的共通資本」、そして、その
構成要素としての「自然環境」であり、「社会釣インフラストラクチャー」であり、且っ、「制度資本」でもある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、その土地に在る、遺跡の遺跡としての実態と空間、並びに、之を包
括する空間性、並びに、諸般の関係性、その実態、を、私達人類にとっての「社会的共通資本」としての性格と概念に於いて、保存し、活
用する二と、を提案し要望します。

0 『遺跡の調査と保存と活用、遺跡の破壊』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、その土地の遺跡を破壊する時、その土地の私達人類が、その
人心に於いて、その土地の私達人類の自身の身辺に、遺跡があり、きちんと整備されていることに充足感を覚え、又、その為に、応分の
負担を担う、その在り方が、あるいは、既に、破壊されている、あるいは、かつて、そうであったように、形成され、又は、継承されていない、
その可能性がある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、その土地の遺跡の、発見又は再発見と調査と実態の把握と、遺跡
としての、保存と活用、整備と公開、を行為すること、を提案し要望します。〆

◇『私達人類の歴史』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私遮人類の歴史に関して、創造主である全知全能の神、と異なる、私達人
類の、宇宙の森羅万象の全てを望みえない、即ち、全てを獲得することも、全てを形成する区とも、創造することも、成し得ない、能力の限
界と、私達人類の無から生ずる、無限、無尽蔵の想像との、狭間、空隙に由来する、私達人類が存在する限り継続する、知、意、情、並
びに、カ、に於ける、戦いとその動揺である、と定義し得る、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、神の全知全能を想定することで、私達人類の限界ある能力を、
定義してきたのではなかったか?と仮定します。

2021年(令和3年)5月7日金曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、茲に於いて、私達人類が、神を殺しても、神は、死なない、私達人類が、滅
することによってのみ、神は、死ぬのである、それとも、やはり、既に、神は、死んでいるのか?と仮定します。

2021年(令和3年)5月7日金曜日

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、その土地の遣跡の、発見又は再発見と調査と実態の把握と、遺跡
としての、保存と活用、整備と公開、を行為する二と、を提案し要望します。〆

( 57/j16 )



◇ r民主主義、民主制、遣跡』

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、遺跡たる事象に相対して行為する事象は、私達人類のグロー
バル時代の、,又は、次世代の水準に於ける、地方自治、即ち、主権国民国家の国体としての民主主義、並びに、民主制の、質、在り方、
が問われる事案である(基礎自治体:commune:コミュヌ:仏語:共通、共同、共有、多数、平凡、庶民:common:コモン:英語)、
と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、その土地の遺跡の、発見又は再発見と調査と実態の把握と、遺跡
としての、保存ど舌用、整備と公開、を行為すること、を提案し要望します。〆

0 『私達人類の世界の在り方に関する、私達人類の価値観一ーボストグローバル、その土地の遣跡』
2021年(令和3年)5月9日日曜日

2021年(令和3年)5月8日土曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、私達人類の世界の在り方に関して、「グローバル」と云う単語
で、専一に、代表しようとする、私達人類の世界の在り方に関する、私達人類の価値観の時代は、既に、過去の事象として、終馬している、
その可能性がある、私達人類の世界の現代は、例えぱ、"その土地の遣跡"、という語群で、代表する、私達人類の世界の在り方に関す
る、私達人類のグローバルな価値観の時代である、その可能性がある、と仮定Lます。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、その土地の遺跡の、発見又は再発見と調査と実態の把握と、遣跡
としての、保存ど舌用、整備と公開、を行為する二と、を提案し要望します。〆

◇『都市的な空間、又、私達人類の能力、不確実性、遺跡』

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、私達人類の活動の空問に於いて、随所で、都市的な空間を拡
張し、遺跡や、田地や、畑地を、アスファルトやコンクリートやプラスチックに置換したからと云って、始めは、新規により、私達人類にとっ
ての価値を感じたとしても、'それ故に、私達人類に、幸福が訪れたり、楽しいことが起こったり、面白いことが降ってくる、又は、発見する、
と云うことは、恐らく、無さそうである、新規に慣れてくれぱ、感じていた私達人類にとっての価値も、本来、消失する筈、後は、白々とした
崖と壁が、太陽からの熱と光を照り返し、黒々としたアスファルトは、太陽からの熱と光を吸収して蓄積し、色鮮やかなプラスチツクはたち
どころに白化して粉々になり、生物の内臓に蓄積する、他の生命体を排除しながら、確かに、私達人類の寿命は延びるかも知れないが、
原爆の被爆を何万倍にも希釈した事象が、日々、押し寄せて来るのである、と仮定しまず。

、

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類の能力を過信して、信奉し、私達人類の生命体とし
ての生理に由来する、私達人類の能力の限界、不確実性、を、悔って来た、その可能性がある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、その土地の遺跡の、発見又は再発見と調査と実態の把握と、遺跡
としての、保存ど舌用、整備と公開、を行為すること、を提案し要望します。〆

(舶/116 )

◇『異変、遺跡、私達人類の喫緊の課題』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡に閏して、遺跡とは、私達人類にとって、少し以前に、云われたように、
私達人類の世界の日本地域の子供達が、魚と云えぱ、スーパーマーケットで陳列してある魚の切り身が、そのまま、海で泳いでいる、と
理解したつもりでいて、且つ、両親もその異杢に気付かず、第三者が気付くまで、子供達の持つ概念を修正してあげることが出来ない、
同様に、例えぱ、私達人類の現代の文化と文明の当事者である現代の私達人類が、私達人類の文明に於ける、現代の都市的な状況、
大半は最近の75年以内に形成された事象、が、現代の私達人類の個体が生まれる前から、元々、そうであった、と云う様な、無意識の
錯覚から、例えぱ、物心ついた頃から、成人しても、脱却できない、としたら、二れは、"まずい"、つまり、遣跡とは、在った方が良い、又は、
歴史上価値と学術上価値の保存、等、私達人類の理想、歴史、学術、と云うより、私達人類の現在と未来にとっての、"まずい"、を回避
する為の、社会的装置、「社会的共通資本」(宇澤弘文氏の提唱による)、必然と不可欠の存在と制度、であり、その発見又は再発見、調
査と実態の把握、保存と活用、整備と公開、は、私達人類の喫緊の課題、である、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、その土地の遣跡の、発見又は再発見と調査と実態の把握と、遣跡
としての、保存と活用、整備と公開、を行為すること、を提案し要望します。〆

2021年(令和3年)5月9日日曜日

2021年(令和3年)5月9日日曜日



◇『私達当会の、私達人類の文明社会と文化社会、への提案と要望、遣跡』 2021年(令和3年)5月10日月曜日

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、私達人類の為す、都市化と機械化、を私達人類の、
美徳、又は、理想、又は、正義、として、推進力とする、私達人類の経済社会、之を包摂する私達人類の文明社会の形態は、私達人類の
個体、私達人類の地域的集団、私達人類全体、にとって、負担が大きい、私達人類が、可及的速やかに、之を脱却し、私達人類の、日々
の文化的活動を、私達人類の興味として、私達人頚の経済社会の中核とする、私達人類の文化社会への転換、例えぱ、小さな都市、
小さな機械化、豊かな文化、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、私達人頚にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の世界の日本地域の近世である江戸期迄、又、その近
代迄、の社会に、私達人類の文化社会への示唆が在り得る、と仮定し、私達人類の文化社会を実現する為、私達人類の世界の日本地
域の近代迄の私達人類のその社会の実態の、又、私達人類の世界各地の先史時代に遡及する、考察と研究を行うこと、を提案し要望L
ます。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、その士地の遺跡の、発見又は再発見と調査と実態の把握と、遺跡
としての、保存と活用、整備と公開、を行為すること、を提案し要望します。〆

◇『遺跡、又、私達人類の、私達人類にとっての必然性に従う行為、の選択」 2021年(令和3年)5月10日月曜日

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、遺跡たる空問の範囲で、私達人類の利潤の生産、その他、遺
跡以外の事隷を行為しなけれぱならない、と云う、私達人類にとっての必然性は無い、遺跡には遺跡である、と云う、私達人類にとっての
必然性がある、私達人類の利潤の生産、その他、遺跡以外の事象の行為は、遣跡たる空間の範囲の外で行為することが、可能である、
と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、事象に於いて、私達人類にとっての必然性に従う行
為、を選択すること、を提案し要望します。〆

◇『私達人類は、何人も、一日に、24時間を超えて、それ以上、戦うことは出来ない』 2021年(令和3年)5月11日火曜日

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、'私達人類の世界にあって、私達人類が、「24時問戰えますか!』と云う様な宣伝か、歌謡曲
か、カラオケ、の様な文言を、"美徳"や"元気のあかし"や「勇気のしるし」や"正義"、としたくなる、1988年、又は、1991年以来の、浅
薄と仮定し得る如き、思想や実態や憧憬や称揚や自虐や社会的技術や紐帯の求め、から、可及的速やかに、脱却すること、を提案し要
望します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、安易に、一日に、24時間戦えぱ、例えぱ、私達人類の生命体
としての生理に由来する、私達人類の能力の限界、例えぱ、不確実性たる事象の出現、を目前にして、何人も、一日に、24時間を超えて、
それ以上、戦うことは出来ない、と仮定します。〆

i

( 59/116 )



◇『数理経済学者である宇澤弘文とその提唱に係る「社会的共通資本」、遺跡』

Id晝報

0『人間の経済』著者宇沢弘文 2017年4月20日発行発行所株式会社新潮社

・ーーニ0-一年三月十一日の東日本大震災の十日後に倒れナこのですが、私の父は、宇沢弘文という経済学者でしナニ。
スティグリッッは「ヒロの話は三十年後ぐらいにわかる」と言っていました。『自動震災のためのホルダーも作られていました。

車の社会的費用』は最近、中国語と韓国語に翻訳されました。まだまだこれから伝わっていく二とも多いと思っています。講演やインタ
ビューがまとまった形で出版されるのは初めてです。聴衆やインタビュアーの反応を見ながら、そして手元にあったに違いない大好きだっ
た魔法の水と共に広がっていく父の世界観を楽しんでいただけれぱ幸いです。倒れる少し前まで、新潮新書の阿部正孝さんと父が出
版に向けて打ち合わせを繰り返していた企画でしナニ。父が倒れてからもお手元で温めていただいており、多くの方々の協力で出版にたど
り着きました。本当にありがとうございました。最後になりましたが、この本をお手に取っていただいた皆様にもお礼を申し上げます。お

宇沢国際学館占部二0一七年一月読みいただいたことが、ゆたかな社会の実現への一助になると信じております。
まり

序社会的共通資本と人間の心

昭和天皇のお言葉 (P17)

人間は心があってはじめて存在するし、心があるからこそ社会が動いていきます。ところが経済学においては、人間の心というものは考
えてぱいけない、とされてきましナニ。マルクス経済学にしても人間は労働者と資本家どいう具合に階級的にとらえるだけで、一人ひとりに
心がある、とは考えません。また新古典派経済学においても、人間は計算だけをする存在であって、同じように心を持たないものとしてと
らえている。経済現象のあいだにある経済の鉄則、その運動法則を考えるとき、そこに人間の心の問題を持ちこむことは、いわぱタブー
だったわけです。次のような二とを記憶しています。一九八三年、私が文化功労者に選ぱれたときの二とでしナニ。顕彰式が終わったあ
と、宮中で昭和天皇がお茶をくださることになり、じつはそれまで私は天皇制に批判的な考えをもっていたので、違和感を抱えたまま席に

、私は自分の順番がきたときにはすっかりあがってしまい、ケインズのここがおかしいだの、新古典派の理論がどのぞみました。

うだとか、社会的共通資本とは何か、などと懸命にしゃべりたてましナニ。しかし、われながら支雛滅製なのがわかって混乱していたところ、

昭和天皇が話をさえぎって、こうおっしゃったのです。「君!君は経済、経済というが、つまり人間の心が大事だと、そういいたいのだ
ね」心の中をピタリといいあてられたようで、私自身、ハッとしたものでしナニ。それから四半世紀にわたって社会的共通資本の考え
方、人間の心を大事にする経済学の研究をすすめてこられたのは、あのときの昭和天呈のお言葉に勇気づけられたからでもありました。
(P17・P19)

ー、

「レールム・ノヴァルム」 中19)

もうーつ、私の人生のなかで最も感動的な思い出をふりかえります。今から二十年ほど前、私は口ーマ法王ヨハネ・パウロニ世に
ヴァチカンへ呼ぱれて、ある歴史的な文書の作成を手伝いました。文書というのはEnoyolicalSです。EnoyolicalSは、歴代の口ーマ法王
が在任中に一度は出される重要な公式文書のことで、その時どきの世界の状況に関して口ーマ教会の公式な考え方をまとめたものです。
世界中のビショップに配布される二の分厚いドキュメントは、日本では「回勅」「同文通達」などと訳されます。そのなかで歴史的に最も
有名な回勅が、ーハ九一年五月にレオ十三世によって出された「レールム・ノヴァルム」で、経済学の考え方に大きな影響を与えまし

(P19)^0

(手厶達当会は、1991年5月に口ーマ教皇ヨハネ・パウロニ世が出した回勅、1891年5月に口ーマ教皇レオ十三世が出した「レールム・ノ
ヴァルム」(ラテン語で「新しいこと上カドナヅクで「革命」とも翻訳)ー『資本主義の弊害と社会主義の幻想』の百年目の、新しい「レールム・
ノヴァルム」ー『社会主義の弊害と資本主義の幻想』、その題名は、ヨハネ・パウロニ世が、計画した、新しい「レールム・ノヴァルム」の作
成のアドバイザーにと手紙で依頼した、宇澤弘文氏、氏は当該の痢勅をまとめるに当たって「人を幸せにするシステムを改めて構築Lな
けれぱいけない」と考えた(「医師、そして娘から見た「父、宇沢弘文」上占部まり: m3.oom2017年11月26日聞き手・まとめ橋本桂
子(m3.com編集長))、その宇澤弘文氏自身が、ヨハネ・パウロニ世からの依頼の返事に、当該の回勅の主題として記したものである、
と確認します。:『人問の経済』薯者宇沢弘文序社会的共通資本と人間の心「レールム・ノヴァルム」(P19・P21)、他)

ノ

「新しいレールム・ノヴァルム」が経済学者に提起したのは、それぞれの国が置かれている歴史的、社会的、文化的、自然的、
経済的諸条件をじゅうぷん考慮して、すべての国民が人間的尊厳と市民的自由を守ることができるような制度をどうやってっくれぱいい

医療や教育、自然環境が大事な社会的共通資本であることはもちろんですが、もうーつ、つけ加えのか、という問題でした。

るなら、平和こそが大事な社会的共通資本なのです。ヨハネ・パウロニ世は、生涯、アメリカが広島と長崎に原子爆弾を落としたことは
人類が犯した最大の罪である、として厳しく批判されました。そのためにヨハネ・パウロニ世はアメリカでは評判が悪かったのですが、ロー
マ法王になられたぱかりの一九八二年に来日されて広島と長崎を訪れた際、小石川の後楽園で盛大な屋外ミサを執りおこない、流暢な
日本語でこうぃう話をされています。「平和は人類にとって、いちぱん大事な共通の財産である。特に日本の平和憲法は、平和を守る
非常に重要な役割を果たす社会的な資産である」社会的共通資本、という言葉こそ使われませんでしたが、平和を守ることの意味を
非常に大切なことと強調されたのです。ヨハネ・パウロニ世は全世界の二れまでまったく対立していた宗教の責任者の方々を回って歩き、
そして歴史的な和解を実現されました。聖なる存在を神として敬う、そういう気持ちが宗教の原点にあるのだから、対諒とする神は違った
としても、神をもって自分たちが平和を守っていくという気持ちで結びつきたい、と考えておられたのです。話はちょうと脱線しますが、
手厶にはーつ欠点があって、それは酒を飲み過ぎることです。あるとき、ヨハネ・パウロニ世のお部屋でご馳走にあずかりました。・ー・・そ
の際、ヨハネ・パウロニ世が「教育や医療はどのようなルールで維持したらよいのか」とお聞きになりました。私は「教育も医療も、それ
ぞれの職業的専門家が職業的なdisCゆline(規範)にもとづいて、そして社会のすべての人たちが幸福になれることを願って、職業的な
営為に従事することだ」と申し上げ、さら1こ「今、世界は人々の魂が荒れ、心が殺伐としている。あなたは人間の魂、心を守るという聖なる
職業をされているのに黙っている。あなたはもっとはっきり主張しないといけない」と一席ぶってしまったのです。するとヨハネ・パウロニ世

そして残念なはニコニコしながら「この部屋(ローマ法王の部屋)で私に説教したのは、あなたがはじめてだ」といわれました。
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がらそのあと、必ずしもヨハネ・パウロニ世が期待されたようなかたちでの、新しい世界秩序は生まれていません。それでも、資本主義と
社会主義という二っの体制概念が、歴史的な役割を終えて変質あるいは崩壊する過程で、ローマ法王の重要な仕事を手{ーうことができ
たのは、経済学者としてたいへん名誉なことでした。(P22、P25))

「自由」と「利益」の暴走 (P26)

パックス・アメリカーナ

選択する自由

二00八年九月のりーマン・シヨツク以降の経済の混迷は、約ハ十年前の昭和大恐慌になぞらえて、平成大恐慌と呼ぷべきものです。
しかし、今回の方が事態はより深刻です。なぜなら、この問題は単なる景気の良し悪しでも、巷間いわれるような「百年に一度」でもなく、
もっと長い歴史のスパンで考えなくてはならないからです。歴史を振り返ると、古くは紀元前後のパックス.ロマーナ(ローマの力による、
ローマのための平和の時代)があり、近代においては十九世紀初頭にはじまったイギリスの海軍力を背景としたパックス.ブリタニカ、そし
て二十世紀後半の約半世紀にわたって世界を二分したパックス・アメリカーナとパックス、ソヴィエトロシア、すなわち資本主義と社厶主義
の概念を対立軸とした時代がありました。そして今、私たちはパックス・アメリカーナという大きな時代の、終わりの,ムまりにいるのだと
思います。第二次大戦の終わりとともにはじまったパックス・アメリカーナとはどういうものだったのか、世界大恐慌の当事にさかのぼって
考えてみます。ー・・(P26、P27)

東西冷戦の立役者 ■●●■■

モンペルラン・ソサエティ (P35)

第二次大戦の終わりを目前に控えた一九四五年七月、スィスの避暑地モンペルラ'ンで二人の経済学者が偶然、一緒になりました。フォ
ン'ハイエクとフランク'ナイトです。二人は「今度の大戦で、社会が破壊され、人間が破壊され、ヨーロッパの文明がされた,。その一番の
原因は、ナチズムと.(当時、東欧で広がりっっあった)共産主義である)」として、ヨーロッパの文明を守るために新たな運動を起こそうと相
談します0 そして二年後、立ち上げられた学者たちの集まりが「モンペルラン・ソサエティ」で、その基本的な考え方は新自由主義と呼
ぱれます。新自由主義というのは、企業の自由が最大限に保障されているときに、はじめて人間の能力も最大限に発揮できる、そのため
にすべての生産要素と資源を私有化し、市場を通じて取引することで社会全体として望ましい状態が実現できると考えます。言い換えれ
ぱ、人問の能力、大気や水でさえ、新たなマーケットを通じて取引することが可能になるということです。新自由主義の出発点を作った
ハイエクとナイトをはじめとする経済学者、政治家、言論人による運動は、その後、ミルトン・フリードマンをりーダーとする市場原理主義
の大きな渦に巻き込まれていきます。市場原理主義(Market Fundamntelism)は、新自由主義(Neoliborali5m)1こふくめて表
現される二ともありますが、ハイエクとナイトが考えたネオリベラリズムと、フリードマンの市場原理主義にははっきりとした区別がある。ネ
オリベラリズムをどう評価するかにっいて様々な議論があるにしても、ーつの重要な考え方であり、私たちも理解できる思想です。しかし、
市場原理主義は新自由主義からどんどん踏み込んでいって、市場で利益をあげるためならぱ法も制度も変えられる、要するに儲けるた
めならぱ何をしてもいい、挙句にそれを阻止するものがあれぱ水爆を落としてもいい、というまともな人間の理解の度をはるかに超えたと
ころまでいってしまいます。 私には、ハーヴエイのような大きなスケールでネオリベラリズムを語ることはとてもできません。し
かし、市場原理主義がどういうもので、いかなる役割を果たしたかにっいては、自分自身の体験をふまえた意見があります。そして実は、
社会的共通資本という考え方は、もともと市場原理主義への批判、あるいはオルタナティブ(代案)というのが出発点だったのです。
(P35.P37)

(P26)

(P50)

シカゴ大学事件ミルトン・フリードマン

リーマン・ショックの本質

私はアメリカやイギリスで長いこと教えたあと、ヴェトナム戰争を契機として日本に帰ってきました。それ以来、日本の経済社厶あるいは
アメリカの惨慣たる状況を見て、経済学が社会の病を作っているのではないか、何とかして経済学が人間のための学問であるようにと願
い、様々な努力をしてきました。結局、あまりものにならないようですが、その過程で私はーつ大事なことに気がっきました。それは、
大切なものは決してお金に換えてはいけない、ということです。人間の生涯において大きな悲劇は、大切なものを権力に奪い取られてし
まう、あるいは追いっめられてお金に換えなけれぱならなくなることです。私は公害や成田空港の土地収用の問題などで全国各地を
駆けずり回ってきましたが、いずれのケースでも、先祖から伝えられてきたかけがえのない自然、あるいは土地が奪われてしまっていた。
成田での国家権力による土地収用がそうであったように、そういうときの農民の苦しみと悩みは、理屈や言舮では尽くしがたいものがある
のです0 市場原理主義者は、あらゆるものをお金に換えようとします。人間のもっている大切なもの、あるいは社会的共通資本であっ
ても、お金に換えるといくらになるか、ひたすら追求していく、非常に極端なかたちの経済学、いやむしろ似非経済学と呼ぶべきかもしれ
ません。 そのとき基調講演をしたのが福井俊彦日銀総裁(当時)で、要するにこういう内容でした。「大切なものはお金に換
えなさい。お金に換えておけぱ、価値を保存して、必要なときにまたそれを使うことができる」 人生最大の目的はもうけること、■■●●●

政府は企業活動をできるかぎり自由にして、もうけのチャンスを多くしよう、それが小泉・竹中の改革の基礎にある考え方でしナ、ムになっ
て市場原理主義は異様な考え方だと思う人は多いでしょうが、フリードマンが世界中にセールスして歩いた市場原理主義は、もともと学
問的にも経済学的にもまったく無内容で支離滅裂です。人問の心やそれぞれの境涯への配慮もない、ただもうかるかどうかを機械的に
計算する、一種のコンピュータ」のようなものです。その行き着いた先がサブプライムローンであり、その破綻でした。経済学を専門と
してきた私は、リーマン.シヨツクにはじまった平成大恐慌と日本社会の破壊の度合いの深刻さを見るにっけ、経済学が非常に悪い役割
を果たしてしまった、という感じを持たざるを得ません。・・・一本来、金融機関というのは大切な社会的共通資本です。社厶的共通
資本は決してマーケツトで取引するようなものではありませんが、市場原理主義者の最大のねらいは、大事な社会的共通資本として守ら
れてきたものを世界中でもうけの対象にする二とです。金融にとどまらず、医療にっいては、医療サービスを売る人と買う人1ーハげて
マーケツトを設けよう、教育も教育をする方と受ける方と市場で取り引きしようと考えます。民営化のかけ声のもとで、どこの国でも最
初にねらわれたのは国鉄と郵便局で、イギリスでもそうでしナニ。公共的な交通機関や輸送システムのような社厶的共通資本をねらって民
営化し、それをアメリカの金融資本がマネージすることで巨利を得る、そうした流れは共通しています。第二次大戦後にはじまったパッ
クス'アメリカーナ、そしてこの三十年ぱかり、世界各国で起きている問題のほとんどは、アメリカにとって都合のいい考え方を他の国々に
押しっける姿勢によってもたらさ才してきました。市場原チ呈主義はその最大の隷徴であり今はそのパックス.アメリカーナ時代の終')L,の
昆^●三゛ '-1
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始まりなのだと思います。(P50・P56)

経済学と医療をめぐって (P57)

パックス・ブリタニカ (P57)

パックス・アメリカーナが始まる前、パツクスヴ'りタニカとその終鬻に際して、経済学がどのような役割を果たしたかについて考えてみま
す。パックス・ブ'りタニカは、経済史では一八0五年トラファルガー海戦で、ネルソン提督ひきいる英国海軍がフランス・スペイン艦隊を
破ったときにはじまるとされますが、正式にはその十年後のーハー玉年、ワーテルローの戦いでイギリスを中心とする連合軍が、ナポレ
オンの軍隊に圧勝しナこところが出発点になります。パックス・ブリタニカにはーつの重要なルール、TWO・POW計Stand討dというのがあっ
て、イギリスの海軍力は世界一で、二番目と三番目の海軍力を合わせたものより強力でなけれぱならない、とされていました。その海軍

力を使って、海賊的資本主義で世界を制覇するというのがパックス・ブリタテカの姿で、アフり力をはじめ中近東からインド、中国までを徹
底的に収奪していったのです。イギリスの植民地政策は、世界史において特筆されるべき残酷さをもっていました。インドのエリート層

のなかでも特に優秀な少年少女たちをオッグスフォードやケンブリッジに連れてきて、英国式教育と思考様式を徹底的に叩き込み、母国
へ帰して支配者階級に据えナニ。そしてアフり力では、英国で教育を受けたインド人工IJートたちがパックス・ブリタニカの先兵となって、さら

スリランカにおいても、イギリスの軍隊が潅滅用のため池を壊しなる植民地化を推し進めていく。それがーつのパターンでした。

てダムをつくり、森林を切り払って、お茶やゴムのプランテーションに変えていきました。アジアの農業はため池が中心で地元の村長がす
べてを管理していたのを、ダムを作ることで中央集権的に用水をコントロールしたわけです。これもイギリスの植民地支配の苛烈な合理

性をあらわしています。やがて二十世紀に入ると、オスマン十ルコの衰亡、第一次世界大戦を受けてパックス・ブリタニカは崩壊してい
きます。それを決定的にしたのが世界大恐慌であり、日本の経済史においては昭和大恐慌と呼ぱれる不況の大波でした。(P57・P60)

医療と乗数効果 NHS(国民保険サービス)の難局ベヴァリッジ報告書ケインズ=ベヴァリッジの時代

KiⅡ、Rati0 と Death.Ratlo (P72)

もともとKⅢ、Reti0はマクナマラが考え出して、実行に移したものでした。第二次大単戈中、マクナマラは陸軍航空隊で日本への

爆撃計画を理論的に考える仕事をしていて、それが空軍司令官力ーチス・ルメイ少将の目に止まります。グァム島に呼ぱれたマクナマラ
は、第二十一爆撃集団による日本爆撃作戦を練り上げますが、そのとき彼が開発したのが有名なナパ丁厶弾(焼夷弾)で、日本の木造
家屋が非常に効率的に燃えるようにつくられていました。それが大量に使われたのが、一九四五年三月十日の東京大空襲でし

その後も日本の主だった都市を同じ手法によって焦土と変えていくなか、広島、長崎への原爆投下で日本にとどめを刺したた。 ■●●■●

というわけです。ずっと後になって「Th. Fog ofvV計」(霧の中の戦争)という記録映画が作られたとき、マクナマラ自身が出演し
て、こんな発言をしていました。「ルメイ少将は、いつもこう言っていた。『日本がもし勝っていたら、われわれは戰争犯罪人として処刑さ

しかし、いわゆる近代経済学の効率性のれていただろう。われわれは、そういうことをやっていたのだ』とね。私も、そう思う」

考え方が、このような形で適用されることに対しては、世界中から厳しい批判があるのです。社会的共通資本としての核心部分である医

療に対しては、市場メカニズムを使うのではなく、もっと人閻的な立場からその営みを守るために協力していかなくてはなりません。
(P74・P75)

人生は短し、医術は長し 炉76)

旧制一高時代、医学部志望のクラス(理乙)にいた私は、三年生になると自分の人生について真剣に考えるようになりました。いうまで

もなく、医師を志す者は「ヒボクラテスの誓い」という厳しい掟を終生守ることを誓わなくてはなりません。医師たる者は自らの生涯を患者
お医者さんは師の教えを守って、ヒポクラテスののために捧げ、自分のよこしまな心を一切捨てよ、というものです。しかし、

誓いに忠実に医の道を歩む。そして必ず弟子に医の道を伝えていく。そうすると、短い命を救う医術は永遠の生命をもって次の世代に伝

えられていく。医術が永遠の生命をもちうるのは、一人一人の医師がヒボクラテスの誓いを守り、医師として、また人間としての生きざまを
全うし、師から学ぴ受け継いだ医術を、次の世代に伝える高貴な営為に全力を尽くしているからであるーーこれこそ社会的共通資本の核
心です。 (P76・P7フ)

日本の医療危機の構図 中79)

人問を扱う医療というのは非常にデリケートなもので、一度壊されてしまうと回復するのは非常に難しいものです。特にイギリ
スの場合は、職能集団としての医師たちの士気、モラル、志という人問の心に関わると区ろが壊されてしまっナ=。それがイギリスという国を
危機的な状況に追い込んでいます。これは社会的共通資本としての今の日本の医療、あるいは教育が置かれた状況とじつに良く似てい

るのです。(P82・P83)

教育とりべラリズム (P84)^

安倍能成先生のこと (P84)

社会的共通資本としての教育について考えるとき、私にとって忘れられない光景があります。東京大空襲後の一九四玉年、旧制一高に
入学した年の出来事でしナニ。戦時中、一高の本館は師団司令部が使っていて、学生は裏手にあった講堂で講義を受けていまし

たしか九月半ぱ、軍隊の施設とみなされていた一高にもジープに乗った占領軍の将校団が接収にやってきましナニ。当時のた。

一高校長は安倍能成先生で、戦前の日本では最も優れたカント哲学者で、すぐれたりべラリストでもありましナニ。ずっと後になって知った
ことですが、安倍先生は、戦争中から、近衛文麿を中心とする敗戦処理を考えるグループの一員だったそうです。その安倍先生は占
領軍の将校たちを前にして、英語できっぱりとおっしゃいました。「この一高は、Liboml A汁S(りべラルアーツ)のC011白自0(カレッジ)で

す。ここはSacred place(聖なる場所)であり、占領というVulg皐r(世俗的)な目的のためには使わせない」りべラルアーツというの
は、教育の仕上げの段階で重要な役割を果たすものです。つまり、学問や芸術、知識であれ文学であれ、専門を問わず、先祖が残した

貴重な遺産をひたすら学び吸収し、同時にそれらを次の世代へ受け渡すという堂為をする場所だということです。一人ひとりの学生の人
問的な成長券図るととキ,に、子れ券次代へと継蚤tる役割がある,安倍失竺ぱ子のこと寺繰り仮[一子れ穿聞いた占舗軍の将枝たちぱ.
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黙ってそのまま帰っていきました。占領軍に楯突くなど逮捕されて当たり前、という時代にきわめて珍しいエピソードのはずなのに、新
聞はもちろん一高の記録にもいっさい残っていません。しかし、その場に居合わせた私は心の奥底で、われわれは先祖が残した貴重な
遺産をできるかぎり吸収して次世代に残すという仕事をしている、それが大学あるいは学校なのだという思いを強くしましナ・今になって
考えると、私の心の中に「社会的共通資本としての教育」という考え方が芽生えた原点だったように思うのです。そのあとマッカーサー
は日本の政治、経済、教育など、あらゆる面にっいて徹底的な改革を命じました。東久邇内閣は即日総辞職し、幣原喜重郎を首班とする
内閣が発足します。 ーー・。そういう経験から、マッカーサーはあえて幣原を首班に指名したのでし上う。それからしぱらくして

■,岡●●

マツカーサーは、日本が無謀な戦争に突き進んだのは、すべて教育制度に原因があるとして、日本の教育を徹底的に改革することを最
優先課題にしました。アメリカからやってきた三十人以上の大調査団を出迎えたのが、そのとき文部大臣になっていた安{此先生で、この
ような挨拶をされたのです。「日本は戦争中、いろいろな国を占領した。そのときの最も重い罪は、それぞれの国の歴史、社会文化、
それらを無視して日本の制度を押し付けたことだった。あなた方は占領国を代表して日本の教育制度の改革に来られたが、日本が犯し
たのと同じ罪を、決して犯さないでほしい」すると調査団の団長は大いに感激して、壇上にかけあがって安倍先生に握手を求め、全員
が割れるような拍手をしたのです。この様子は当時の新聞記事にもなり、大きな話題になりました。そしてじっは、この調査団長はりべラ
ルな教育を唱導した哲学者ジヨン・デューイのお弟子さんでしナこ。デューイにっいては後で話しますが、安倍先生が強調されたのは、リ
ベラルな教育は人類に共通であってーつの国に特有のものではない、ということでした。もともとりべラルという言葉にはそうぃう意味が含
まれていて、教育も、医療も、人間社会にとってかけがえのない大事なものだから、それをりべラルな基準にしたがって大切に守って次の
世代へ伝えていく。その際には、教育なら教育者の、医療なら医療に生涯を捧げる医療者たちの専門的な規範と判断によって、子どもた
ちへ残していこうということです。(P84、P88)

、.'1 -、^'゛、●一 ^"『.」.r弔 J ^ E゛●』●一,●'ー

社会的自由ということ

阿部先生の片腕として、大へんな苦労を背負うことになったのが木村健康先生でした。木村先生は洵合栄次郎の門下で、河合が軍を
批判したとして起訴され休職に追い込まれたときは、河合に殉じて東大助手を辞し、特別弁護人として法廷にも立ちました。その後一高
の教授となり、 木村先生の専門はイギリスの経済思想史で、中でもジヨン・スチュアート・ミルを専門とされていました。一高時代
の英語のテキストがミルの『or, Libeんy』でしたが、その冒頭には「ここに言うりバティはフリーダム、つまり無制限の自由ではない。他
の人々の自由を侵さない限りにおいて、自由はある」と書かれていました。つまり、人間にとっての自由とは、社会的自由なのだということ
を強調されていたのが、今でもはっきりと記憶に残っています。りべラルとは何か、ということは若い頃から長く私の心にかかってきまし
た。日本語ではりべラルもフリーダムも同じ「自由」と訳されます。前にふれたデヴィッドリ、ーヴェイの本のタイトル「Ne。11b引ヨ1isum」も
「新自由主義」になりますが、「自由主義」を英語にすると、どちらかというとLibertarienismと言うのでしょうか、自由を最高至上のもの
とする考え方になります。本来リベラリズムとは、人間が人間らしく生き、魂の自立を守り、市民的な権利を十分に享受できるような世
界をもとめて学問的営為なり、社会的、政治的な運動に携わるというということを意味します。そのときいちぱん大事なのが人間の心なの
です。(P88・P90)
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福沢諭吉先生の信条

日本人でりべラルアーツを代表する存在といえぱ、福沢諭吉だろうと私は思います。緒方洪庵が開いた適塾に学んだ諭吉は、もともと
医者になるっもりはありませんでした。ーー・。そのあと東京へ出て、今の慶応大学の前身となる学校をっくるのですが、彼の教育にっい
ての考え方は常に一貫していて、人間は生まれながらにして各々が素晴らしい能力をもっているのだから、それを自由に育てるのが教育
で、決して競争や試験をすべきではないといいます。 「天は人の上に人を造らず人の下に人を造らず」という人間に対する考
え方、はじめての異郷の地でもまったくゆるがない信念を思うにっけても、私は、人間性の社会的本質を明らかにしようとしたアダム.スミ
スの『道徳感情論』を思い起こし、そこに経済学の原点をみる思いがします。『道徳感情論』をもとにして婁かれた『国富論』のなかで、
アダム.スミスは論理的整合性のみを基準として設計された経済制度は、必然的に、多様で個性的な人問のもっ基本的性向と矛盾する

'

ことを、繰りかえし強調していました。(P90、P93)

ジョン・デューイの教育哲学

ジヨン'デューイは、十九世紀後半から二十世紀にかけてアメリカで活躍した最も優れた哲学者であり、教育者です。接点こそありませ
んが、私にいわせれぱ、デ互ーイは福沢諭吉の考え方を体系的に展開Lた哲学者ということになります。デューイは有名な著書『De
mooracy end Education』(民主主義と教育)で、「教育の三大原則」をまとめていますが、それは次のようなものです。第一は、
社会的な統合です。子どもたちはそれぞれの家庭、村、宗教など生まれた環境を背景にした狭い世界のなかで育ってきて、学校へ行くよ
うになってはじめて、あらゆるバックグラウンドが違う子どもたちと一緒になる。つまり学校教育は、子どもたちが学校の教室という場で、
他の子どもたちと一緒に学び、遊ぷことで一人前の人問に成長するのを助ける。アメリカは、特に十九世紀は典型的な移民社会でしたか
ら、そのなかで、人間として共通の理念や生きざまを学ぷのが教育だということです。第二は、平等に関わる原則で、どんな僻地に生
まれても、どれほど貧しい家庭に育ったとしても、その時々の社会が提供できる最高の教育を、すべての子どもたちが受けられるようにす
るということです。第三は、ア人ひとりの子どもの知的、精神的、道徳的な側面の発達を助けるということです。子どもたちはみなinna
te(生来的)に、あるいは後天的に独特の能力と性向をもっています。絵を描くのが上手な子、歌のうまい子もいれぱ足の早い子もいて、
あるいは物真似の得意な子もいる。それらの良い面をできるだけ生かしながら、同時に社会的な存在としてバランスのとれた人間に育て
ます。デューイが掲げた三大原則は、二十世紀前半のアメリカだけではなく、世界の学校教育においてーつの理想とされました。しか
しよく読むと、福沢諭吉が国記に害いたり、自ら行動で示していた区ととほとんど重なっていて、そうぃう意味で、諭吉はりべラル教育の先
導者だったといえます。それをデューイが受け継いだと考えれぱ、福沢諭吉は十九世紀後半において最も優れナ・思類家であり、教育学
者でもあったわけです。デュフィの理念はアメリカ教育界の大きな流れとなり、彼自身、コロンピア大学の教育学部を全米における教
育のメツカにしました。先にふれたように、終戦後に日本に派造された教育調査団のほとんどがデューイの影響を強く受けた人たちで、そ
の理念は戦後日本の学校教育改革に貫かれているように思います。しかし、よかったのは教育基本法がっくられるまでで、そのあと
文部官僚たちはデューイの理念、あるいは諭吉の思想をないがしろにするような制度の改革を次から次に重ねてしまった。その二とを私
は非常に残念に思います。 試験で高い点数をとって有名大学に入り、一流企業に就職できたらもうそれで満足、ただそれだけ
で教育を考えている。そうではなくて、一人ひとりの子どもが人問として立派に成長し、社会的に活躍することができ、同時に豊かな感性
と広い知識を持っようになること、いわぱバランスのとれた人間にすることが教育の大切な役割なのです。 (P93・P95)
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私の学枝計画

それからずっと後になって、わたしの故郷である鳥取県の西尾邑次知事(当時)が、私の「公園都市」構想に共鳴してくださいま
した。もともと公園というのは、十八世紀ドイッの文豪ゲーテがワイマール公国の宰相だったときに唱えたのが最初といわれます。当時、
立派な庭園とその緑は領主や貴族が所有していて、一般の人たちは使えなかった。ゲーテはそれを所有者が誰であるかを問わずに、共
通財産として一般の人びとが享受できるような場所にしたわけです。ーつの社会的共通資本として公園を位置づける考え方は、学問や

日本では公園という<公園都市>(※(PI00)芸術、広い意昧での教育とつながると思います。 ●■●●"

と庭園だけですが、ヨーロツパの公園には博物館や美術館、劇場などさまざまなものがあります。(宇沢弘文:週刊医学界新聞〔対談〕
-Meet'the 獣P白けー「社会的共通資本」から医療とりハビリテーションを語る宇沢弘文氏一木村彰男氏(医学界新聞編集室で約3
分の2に再構成)/『総合りハビリテーション脂志(医学書院干IDV01.28. NO.3 (全文)))

炉98)

四大学と都市の理想と現実

ジェイコブスの四大原則

ヨーロッパでもアメリカでも、理想的な大学は原則として全寮制で、教師も原則としてキャンパスの中か近くに住んでいます。つまり、.生
活をともにしてー?のコミュニティをっくっている。しかし、わが日本の大学はというと、人里離れた広大なキャンパスに、味気ない建物が
並んでいます。それを見ていると、現代日本の貧しい教育観のもとでは理想的な大学など到底実現できないだろうと思い、悲しくなりま

ルーヴァン・ラ・ヌーヴ建設計画の全体から細かいところまで関与した建築家ピエール・ラコンテは、アメリカの都市研究す。 ●■●●■

家ジェーン.ジェイコブスの思想に傾伊1していました。ジェイコブスの思J劇こついて、要約して紹介します。二十世紀初頭、アメリカには
数多くの魅力的な都市がありました。それらの都市では幅が狭くて曲力札Kねった街路が隅々にまで行きわたり、人口密度が高く、大勢の
人々力珠色えず行きかっていナこ。主な交通手段は路面電車で二れまた街の隅々にまで敷かれ、人問的な営みを可能にしていたのです。し
かし、一九五0年代の終わりごろには、こうした大都市,の大部分は「死んで」しまいます。ジェイコブスは、アメリカの多くの都市が「死
んで」しまった背景には、ル・コルビュジエのr輝ける都市」を理念とする近代的都市像があると考えました。コルビュジエのいう近代都市と
は「自動車に乗って、豪壮な高層ビルのあいだを縫うようにっくられた高速道路を走りぬけ、街の中心には行政機能を果たす建物が左右
にならぷ」といったもので、その通り都市の再開発がおこなわれてきた二とが最大の原因だと考えました。ジェイコブスは自分の足でア
メリカ中を歩きまわり、住みやすくて人間的な魅力をそなえた街並みがまだ残っていることを発見し、それらの街並みに共通する特徴を探
し出して「ジェイコブスの四大原貝リ」としてまとめました。第一の原則は、都市の街路は狭く、折れ曲がっていて、各ブロックが短いこと
です。幅が広く、まっすぐな街路を決してっくってはいけない。街を改造したり、新しい街を作ったりするときは広い直線道路はっくらず、ブ
ロックを小さくします。第二の原則は、都市の各地区には、古い建物ができるだけ多く残っているのが望ましいという二とです。街を構
成する建物が古く、つくり方もさまざまな種類のものがたくさん混じっているほうが、住みやすい街だというのです。テレビなどで見たこ
とがあるでしょうが、アメリカではーブロックまるごとダイナマイトで爆破してしまうので、古い建物は跡形もなくなります。ジェイコブスは「飲
み屋でもレストランでも、新しくすると味が落ち、値段も高くなる」「新しいアイデアは古い建物から生まれるが、新しい建物からは新しいア
イデアは決して生まれない」という有名な言葉を残しています。第三の原則は、都市の多様性にっいてで、都市の各地区は必ず二っ
かそれ以上の働きをするようになっていなけれぱならない、というものです。住宅地、文教地区、公園、工場、という具合に機能によって
整然と区分けしてしまうのではなく、あくまで自然発生的であるべきだと主張しました。ジェイコブスは、当時のアメリカの新しい都市開発
は自動車の使用を大前提としてゾーニングを貫徹してしまうので、とても人間が住めるような街ではなくなってしまう、治安も悪くなると
真っ向から反対しました。第四の原則は、都市の各地区の人口密度が高いということは、住居をはじめとして実際に住んでみて魅力
的な街だということをあらわすからです。これらジェイコブスの四大原則が、高層ビルの群立や幅の広い道路といった近代都市を否定
し、人間的な魅力をそなえた、住みやすく文化的昏りが高い都市をつくるために有効な考え方であることは、一九六一年に名著『アメリカ
の大都市の死と生』(The D邑ath end Life of Greet Am引10an citios)が干リ行されてから半世紀のあいだに、はっきり示されて
きたと私は思います。しかし、日本ではダメでした。ル'ヴァン・ラ・ヌーヴの理念とは正反対の、ジ土イコブスカ件比判したアメリカ流の醜
悪な街づくりをどんどん進めてしまいました。それを象徴するのが筑波ニュータウンで、かつて私自身も建設省の筑波ニュータウンのレ
ビュー委員会に入っていましたが、筑波ではまっすぐな広い道路、しかも自勳車での移動を基本として設計してしまった。それに大学のっ

だいいち、飲み屋が計画されていなかった。 (PI02.PI07)くり方自体ひどいもので、

ヴェブレンの『大学論』

ヴェブレンはアメリカが生んだ傑出した経済学者の一人で、深遠な思想家、そして鋭い文明批評家でした。私自身、早くから●■●●●

ヴェブレンの経済学に傾倒し、彼の制度主義の概念をよりどころにしながら、社会的共通資本について考えを深めてきました。つまりそれ
は、ヴェブレンの経済学を私なりの言葉で表現Lたものに他ならないのです。ジヨン・デューイがシカゴ大学哲学科に主任教授として迎
えられたのと同じ頃、ヴェブレンは経済学部で講師をしていて、そこでの経験にもとづいて大学論を書いています。大学論は主として一九
一六年に刊行された『アメリカにおける高等教育』(The High引 Leaming in Ameri0ヨ)のなかで述べられていて、その副題は「も
しビジネスマンが大学を経営したらどうなるか」というものでした。つまり、経営的観点を中心にして大学を運営するとひどいことになる、そ
うぃう皮肉をこめてヴェブレンは近代文明社会における大学の機能を二つの側面から考えました。ーつは「1dlecurio$ity(自由な好
奇心)」で、人問に本来備わっている好奇心を探求していくことが大学の目的であって、決してお金を儲けたり、世間的に出世して偉くなっ
たりするためにあるのではない、ということです。そしてもうーつは「1nstinct of vvorkmenship(職人気質、生産者としての本能)」
で、もともと人間はものづくりに対する本能的な熱意をもってい.て、ものをっくるときに強制されたり、それにようて儲けようと考えたりはし
ない。学問も研究も一種のものづくりですから、この二つの本能的性向を深め、知識を蓄積していくことが大学の基本的な役割だとい
うのです。小.中学校では自由な生き方.や能力を育てて、社会的な存在として立派な一生を送れるような基礎をつくろうと唱えたデュー
イも、高等教育の本質を論じたヴェブレンも、後にロックフェラーによって大学を追われました。しかし、二人はそれから三十年ほどたって
ニューヨークで「ニュー.スクール・フォー・ソシアル・りサーチ」(The New schoolfor soclal Research)という社会手斗学を中心とす

一九八0年代に入って間もない頃の二とでした。当時私は東大経済学部長をしていて、あるとる四年生大学をつくりました。

き向坊隆総長に、フランスから来日するパリ大学のシステム責任者と会うので伺席してほしい、と頼まれました。パリ大学といえぱ、一Ξ
のフランスのエリート校を集めたもので、その貴任者は大臣よりも偉いといわれていました。するとその責任者は開口一番、このようなこ
とを言0たのです。「東大は偉い。あれだけの紛争があったにもかかわらず、何一つとして改革していない。それに比べてバリ大学シス
テムは、次から次に改革、改革というので、すっかりダメになってしまいました」ワランスの官僚は日本と比べものにならないほど強烈
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で、改革はアカデミツクな視点ではなく政治的な動機と意図にもとづくもので、大学の基本的な理念に反しているーーそれを聞いた向坊総
長も私も、栽が意を得たりという心境でしたが、それから間もなく東大も改革の波に巻き込まれ、かってのようなアカデミックな威信も、リ
ベラルな雰囲気もすっかり影をひそめてしまいました。とりわけ無念だったのは、アメリカにはじまる市場原理主義の流れが押し寄せ
てからの変わりょうです。学生たちは人間が本来持っべき理性、知性、そして感性まで失い、人生最大の目的はひたすら儲けることだと
いう、まさに餓鬼道に堕ちてしまったのです。その頃から、工学部の学生たちが競って金融機関に就職を希望Lはじめたのを見て、向坊
さんは心底嘆いてこういわれました。「工学はもともと、すべての人々が豊かな文化的香りの高い生活を営むことができるように、自然
も社会も安定的に持続的に維持できるような社会的インフラストラクチャーをっくるのが目的ではないか。その工学を勉強した学生たちが、
ただひたすら金儲けを求めて自分の人生を送ろうとする二とほど悲しいことはない・ーー・〕しかし、経済学部の同僚の教授は私にこう
いったのです。「手厶のゼミの学生はその多くが大銀行に就職する。それは大銀行に入れぱ定年になってからも二次的な就職が可能で、生
涯所得を最大にすることができるからだ。経済学の基本をちゃんと理解している彼らは、じっに賢明だ」歴史的スケールの金融恐慌を
引き起こした直接要因となったサブプライムローン、それを徹底的に悪用した金融工学、その大きな責任は大学教育にもあるので
す。 (PI09・P113)■●●●●

大学の作られ方

「種馬」と「敵」 炉115)

福沢諭吉やデューイの「競争をしてはいけない」という理念は素晴らしいものです。子どもは一人ひとり皆ちがうのだから、子どもたちが
自由に自分の能力を育て、立派な人間として育っように教育しなけれぱなりません。それを画一的な試験で比較したり、点を付けたりす
るのは、社会的共通資本としての学校教育の理念から大きく逸脱しています。そんな乱暴なことをするから「落ちこぽれ」が出ナニリ「いじ
め」が起きるのだし、だいたい点数で比較することに、いったいどんな意味があるというのでしょうか。 (P115、P116)

五数学という永遠の命 (P 121 )

末綱恕一先生のこと 中12力

古代ギリシャの哲学者ピタゴラスは、南イタリアのクロトンで全寮制の学校のようなものをっくり、数学によって宇宙の神秘をあきらかに
しようとしました。彼らが考え出した正十二面体はその象徴的な存在で、それを「十二の五角形を持っ球」として最も聖なる形としましナこ。
しかし彼らは、今でいうところのカルト集団みたいな扱いを受けて糾弾され、ついに、ピタゴラスは殺されてしまいます。それでもピタゴ
ラスの定理は真理として現代に受け継がれている。永遠に生命をもっ真理の継承、これこそ社会的共通資本のエッセンスだと思いま
す。 私は東大数学科で弥永昌吉先生にっいて代数的整数論を勉強するかたわら、末綱恕一先生に数学基礎論を学んでい

■●■●●

ました0末綱先生は西田幾多郎の哲学に心酔していて、もともとお寺育ちということもあって、インド哲学とサンスクリットにも精通しており、
数学に西田哲学を応用できないかということまで考えるような方でした。しかし、微分積分にサンスクリットまで登場するので、私などは
ちんぷんかんぷんで往生したものです。それでも今もよく覚えているのは「無量」という言葉です。無量、すなわち数には限界がない、とい
う二とを末綱先生はしぱしぱ口にされました。・ーー、あれから六十年以上たっナ・今でも、数は無量、人問はいっも謙虚な心で問題に
あたるべきだ、そうした先生の教えは心に残っています。(P121、P123)

『好きになる数学入門』への思い (P123)

数学が対象としているのは、数、空間、時間という自然の要素のあいだに存在する神秘的な法則を明らかにすることです。この自然の
法則は決して人問の手によって変えたり、細工したりする;とはできません。数学を学ぷというのは、厳然として存在する自然の法則を理
解し、学ぷことにほかならず、すぐれた数学者がみな謙虚な人柄で謙譲の心を忘れないのは、こうした数学の本質に関わると二ろが大き
いように思います。 (P123・P124)

六天与の自然、人為の経済 (P132)

水俣病の記憶 中132)

経済学がはじまって以来、自然環境を扱うことはタブーとされてきました。もともと自然環境は天から与えられたもので、人間がっくった
ものではありません。人問は森から木を伐り出し、海や川から魚介を獲り、それによって経済的な生活を営むことができますが、森、川、
海など自然の価値は、そこからどれだけ経済的メリットを受けることができるか、というーつの要素に過ぎなかったのです。一九七0年、
十数年ぷりに日本に帰ってきて問もない私は、はじめて水俣の地を訪れました。熊本大学の若い医学者原田正純さんに連れられて胎児
性水俣病の患者に接し、その母親の悲しみをみたときの衝撃は、今も忘れることができません。私が知らずにいた高度経済成長の陰の
部分を直視させられた経験は、それまでの経済学に対する私の考え方を根本からくっがえし、人生観まで変えたと言っても過言ではない
でしょう。 'ー"チツソは長いあいだ、営業の名のもとに水俣湾を自由気ままに汚染する犯罪行為をおこなったのです。水俣の公

自然環境というのは所有権がはっきりしていないのだから、企業がどれだけ利用しても、どれだけ汚染してもかまわない、とい害問題は、

う考え方が引きおこしたものです。しかし、水俣湾という自然は、決して自由財あるいは公共財ではありません。有史以来、地元の人々に
とって共通の財産として大切にあっかわれ、海を汚すことはきびしく禁止されていた。そこで魚を獲って生計を立てる人たちは、海を神聖
なものとして尊崇してきたのです。つまり、社会的共通資本としての水俣湾をチッソは勝手に使い、徹底的に汚染し、破壊Lつくした。
それによって数多くの人々が脳神経の中枢を冒され、言語に絶する苦しみを味わってきました。「水俣病患者をみると、これが犯罪で
ないのならぱ、ほかに犯罪がありうるものかという感想をなんぴとも抱くであろう」これは、惜しまれながらも若くして世を去った刑法学
者の藤木英雄氏が、名著『公害犯罪』(東京大学出版会、一九七五年)のなかで残した言葉です。水俣病をはじめとして全国の公室
問題にかかわるなかで、私はそれまで専門としてきた近代経済学の理論的枠組みの矛盾、倫理的欠陥をっよく感じざるを得ませんでし
た。そして数多くの公害の人間的被害の実態を分析していく過程で、その原因を解明し、根源的解決の道をさぐることができるような理論
的枠組みとして到達したのが、社会的共通資本という考え.方だったのです。所有関係には私有のものもあれぱ公有もあり、国有もあ
ります。それはマルクス経済学にも近代経済学にも共通していますし、私自身、かっては経済学者の通例として、すべて所有関係でもの
を考えてきました。しかし、それだけでは森林や海のような自然環境をうまく、持続的に管理していくのは不可能です。日本でも、明治の

( 65/116 )



近代化の過程で急速に壊されてしまうた入会制度のように、皆で相談して大切に使い、次の世代に伝えていく、つまりコモンズの精神を
取りもどす必要があると恕、うのです。(P132・P135)

「環境」と「経済」の関係

近代文明から自然の摂理へ

自然環境は、社会的共通資本として最も重要です。人問はもちろん、あらゆる生物は自然環境のなかで生きていくものだからです。京
都会議が計画されている二ろ、私の先生でもあるケネス・アローが中心となって、地球温暖化や生物多様性の保全など、りオ・デ・ジャネ
イロ会議で提起された問題にっいて、経済学的視点からだけではなく社会的、倫理的な視点から考えようとする大きな研究グループをっ
くりました。一九九四年にケニアのナイロピで開かれたIPCCの「気象変化に関する倫理的、社会的考察」のコンファレンスで発表され
た、カナダの環境に関する研究所の指導的研究者にあったハイデンリッヒが、基調講演で次のような話をしました。「地球温暖化や生
物多様性の保全といった地球規模の問題は、もとをただせぱ近代文明の考え方に沿って人問の活動がおこなわれてきたためだ。自然の
摂理にしたがって生きるのではなくて、自然をできるだけ人間の都合のいいように使い、そこからできるだけ大きな利益を得るという、近
代科学の原点ともいうべきデカルトやべーコンの考え方にそもそもの原因があるーー」ハイデンリッヒは、シアトルに暮らす先住民族の
族長の「白人は夜やってきて土地を盗み、それを売って儲ける。儲かるものなら自分の母親さえも売ってしまう」などの言葉を引きながら、
「われわれは、アメリカの先住民族であるインディアンの考え方や知恵を学ぶべきだ。自然の摂理にしたがい、自然と共存して暮らすこと
が大事だ」と述べました。それを聞いた議長のアローは、すでに私たち経済学者の出る幕ではない、とため息をっいたものです。京都
会議では、こうした知恵も比例的炭素税も無視され、有効性のない政治的スローガンとしての数値目標、排出権取引という非倫理的な制
度が中心テーマとなりました。しかしそれ以降、地球温暖化、生物多様性という問題はいっそう深刻になるぱかりで、自然を大切にして、
自然とともに生きるという考え方を、政策的、制度的にうまく取り入れることが必要だという考え方が、世界的な流れとなりっつぁる。'そうし

もともと私たちが暮らすた大きな流れがアメリカではオバマ政権、日本では政権交代につながったともいえるでしょう。しかし、
日本は、海の生物の多様性においては世界で最も高い国で、非常に豊かな水産資源に恵まれています。しかし、日本列島の海の生物
多様性は二十世紀を通じて、とりわけ第二次大戦後の六十年余りで劇的に損なわれつつぁります。生態学者の加藤真は『日本の渚
失われゆく海辺の自然』(岩波新害)のなかで、かっての生命にあふれた干潟や海浜などがカンクリートや護岸に姿を変え、決定的に壊
されてきたその構造を明らかにしています。戦後長きにわたって、自民党支配による問題ある政策が採られてきた結果だとは思いますが、
地球温暖化や生物多様性の保全などの世界的な問題にっいては、日本としても、世界の多くの国から支持される理性的な政策を打ち出
すべきだと思います。二の点においても、比例的炭素税の考え方は新興国、途上国すべてに適用できます。中国とロシアが参加しな
い限り、地球全体の問題について効果ある解決策を見出すことは難しいのですから、そうした立場からりーズナブルな主張を展開してい
くべきではないでしょうか。(P147・P152)

エネルギー消費大国の横暴

炉147)

排出権取引の反倫理性

生物多様性

地球の大気の安定性と、生物多様性の保全とは非常に深くかかわっています。なぜなら生物多様性の原点とは、地球の大気の循環が、
生物が快適に多様な生き方をすることができるよう、摂氏十五度という温度に保たれていることだからです。これこそ神の摂理というべき
ものであり、地球ほどバランスのよい組成を持った大気は、おそらく宇宙に存在しないといわれます。生物多様性という言葉に象徴さ
れる、美しく豊かな自然。そのなかで人間が自然と調和して暮らしていくというバランスが、戦後、特に京都会議を契機として、大きく崩さ
れてきていると感じます。二十世紀に入って、地球温暖化、生物の多様性喪失という、おそらくはこれまで人類が直面したなかでもっと
も深刻な課題が、ダモクレスの剣のように私たちの頭上に迫ってきている。十八世紀後半の産業革命をきっかけとして展開されてきた、
近代科学を基礎とする技術への盲目的な信頼、それと新古典派経済学にもとづく社会的、経済的条件を是とするような非人間的生き方、
倫理的偏向がその原因です。ブラジルの優れた研究者ユージニオ・ダ・コスタ・エ・シルヴァの論文『生物種の多様性と知的所有権』

アメリカの製薬会社が開発する新薬の七五パーセントほ、次のようなプロセスでつくりだには、次のようなことが害かれています。

されている。製薬会社が數多くの専門家を、アマゾンの熱帯雨林で暮らす少数民族の集落へ送る。彼らは集落の長老あるいはメディシン
マンを訪ねて、伝承的に受け継がれてきた医療技術を聞く。長老やメディシンマンのなかには一人で五千種類にもおよぶ治療法を知って
いる人もいて、彼らにアマゾンに生息する動植物や微生物、土壌や鉱物について、どのような症状や疾病、障害にどう使えぱいいかを尋
ねる。専門家はこれらのサンプルを本国へ持ち帰り、ラボラトリーで化学分析をして、人工的に合成して新薬として売り出す。近年、ア
メリカの製薬会社の多くが莫大な利益を上げているが、そのかなりの部分が、このような形で行われる新薬開発によってもたらされている。
そこでブラジル政府は、アメリカの製薬会社がアマゾンの長老たちに特許料を支払う制度をつくったが、長老たちはこぞってその受け取り
を拒否するという。その理由は、自分たちのもっている知識が人類の幸福のために使われることぐらいうれしい二とはなく、その喜びをお

あくどく利潤を追求してやまない市場原理主義的な企業のあり方金に代えるようなさもしいことはしたくない、というものであっナこ。
と、アマゾンの長老たちのすがすがしい人間的な生き方との鮮明な対照こそ、現代文明の病理現象である地球環境問題を生み出したも
のです。地球温暖化と同じように生物多様性をめぐっても、国際問で様々な利害対立があるのが現実ですが、二十一世紀においてこの
問題の根源的な解決につながる、暗夜の星のようなエピソードではないでしょうか。アフり力のある種族のあいだでは「自然」「文化」
「宗教」が同じ言葉だといいます。自然の恩恵は、アマゾンやアフり力のような自然に生きる人びと、農の営みにたずさわる人びとにとって
大切なもので、それを売って儲けるなどということは考えられないのです。森を守ることは神聖なことであり、自然環境は人間の生存に不
可欠なぱかりでなく、人びとの経済的、文化的、社会的活動のために重要な機能を果たしています。自然とともに生きる人、農の営みに

たずさわる人はそのことをよく知っているのです。(P152・P155)

中152)

七人類と農の営み

戦後農政の矛盾

農の営みは、人類の歴史上、過去も将来においても基幹的な地位を占めっづけることはまちがいありません。およそ一万年前、人類が
はじめた農の営みは、小麦にはじまり、稲を栽培し、農耕による食料の生産によって人口の増加を支えてきましナニ。農の営みは、経済
的、産業的範疇のなかでとらえる農業をはるかに超えて、すぐれて人間的、社会的、自然的な意味をもっています。つまり、人問が生きて
ゆくために不可欠な食料を生産し、衣と住にっいてその基礎的な原材料を供給し、さらに、山、森林、川、湖沼、海、土壌のなかに生存す
る多様な生物種を守りつづけてきたのです。そして農の営みは、自然環境をはじめとする多様な社会的共通資本を持続的に維持しな
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がら、人類が生存するためにもっとも大切な食料を生産し、農村という社会的な場を中心として、自然と人間との調和的な関わり方を可能
にすることで、文化の基礎をつくり出してきました。こうした意味で、農村自体もーつの重要な社会的共通資本であることはいうまでも

ありません。どの国をみても、人口のある一定の割合が農村で生活している二とが、社会的安定性を維持するために不可欠になっていま
す。社会的安定性を保つために必要な農村人口の割合は、国によって、また、経済的な諸条件の変化によっても変わりますが、さしあ
たって国本の場合は、二0~二五パーセント程度が望ましい農村人口の比率といっていいでしょう。そしてこの人々は社会的、心理的な
強制によるのではなく、農村に定住して農の営みに従事することが、自らの生き方としてもっとも望ましいものとして自ら選択する、という
ことを意味しています。しかし、今の日本農業は存続自体が危ぷまれるということでは、一九三0年代の大恐慌以来、あるいはその形
成以来、最大の危機を迎えています。それほどの危地をもたらした要因のひとつは一九六一年に制定された農業基本法であり、市場的
な効率性、つまり工業部門と同じような考え方を農業にあてはめてきた政策の失敗にあります。第二次大戦後、アメリカは、日本を意
のままに動く国になるよう仕向けてきました。その占領政策の基本は二つあって、ーつは、戦争中に利害を超えて軍隊に協力したアメリカ
の自動車産業に日本の巨大なマーケットを捧げることでした。はじめのうちこそ、日本が自動車をつくれないように重化学工業をもつこと
を禁じられていましたが、朝鮮戦争による軍需で解禁され、積極的に推し進めたことが高度経済成長をもたらしました。それともうーつ
が、余剰農産物に苦しむアメリカ農業と日本の農業がコンフりクト(競合)しないようにすることで、農業基本法によって選択的農業という
流れを全面的に法制化していったのです。かつて日本人の体格が貧弱なのはパンではなく米を食べるからだとか、俗説がたくさん流布さ
れたものですが、それも余った農産物を日本に入れようというのが目的でした。それと並行して、農村の子どもたちを中学卒業と同時
に「金の卵」と称して大量に都会へと連れ出し、工場などで朝から晩まで働かせるような政策が、広範囲で何年間にもわたってつづけられ
ました。そのため農業基本法が制定されてから三十年ほどのあいだに、農業を選ぶ新卒者が九万人から千八百人にまで減ってしまった。
このような極端な政策をこれほど大規模におこなった国は、おそらく日本をおいて他にありません。社会的共通資本としての農業とい
うとき、子どもたちが生まれ育った農村で立派に成長し、農の営みを続けていくことが原点になります。その農村の大事な宝物である子ど
もたちをいっせいに都会に連れ出し、農村をダメにしてしまったことは、とても大きな傷跡として今に残っているのです。農業基本法制
定にあたって審議会の会長をつとめた東畑精一先生が、後年、「自分が中心になってっくった農業基本法が、日本の農村と農家を徹底
的に破壊してしまった。それを見通せなかった自分は今後、農政について語る資格はない」と仰っていたことは、今も私の心に重く残って
います。一九七四年に私が『自動車の社会的費用』を書いたきっかけは、一九五六年に世界銀行から日本の道路調査に派遣された
ワトキンス調査団の研究助手をつとめたことでしナこ。調査団には、若い頃、明治維新における日本の侍たちをテーマに論文を書いた経済
学者エヴァレット・ヘーゲンMIT教授もふくまれていました。私は、日本を破壊するようなプランには協力できないと一度は断ったのですが、
何せまだ占領同然でしたから、結局、助手として三ケ月ぐらい調査を手伝うことになうたのです。アメリカの目的のーつは、朝鮮戦争の
ような事態に対応するために日本の機動性を高めようということで、そのーつが名神高速道路、日本でもっとも最初に出来た有料高速道
路でした。私はへーゲンを説得して、建設予定地での聞き取り調査を何度もおこないました。そこに出てくるのは、足元がおぼつかないよ
うな高齢のお百姓さんだったりするのですが、日本語の通じない相手に緊張しながら、それでも必死になって中止を訴えるわけです。
それを建設省(現在の国土交通省)の担当者が高圧的に抑えこんでは、卑屈なぱかりに調査団に気をつかい、いくら住民が田んぽや農

村がだめになると言って訴えても、彼らは聞く耳をもたなかったのです。私は腹が立ってしかたがなく、自分で報告書を書いて提出しまし
たが、まったく無視されました。ワトキンス報告書は最初から結論ありきのようで、日本の道路事情は悪すぎるから、日本のために全国ど
こでも自動車が通れるようにすべきだ、という自動車信仰一辺倒の内容で、それをきっかけとして以後次々に高速道路網がつくられてい
きました。しかし、高速道路は日本の古い街並み、田んぼや畑が広がる農村を壊し、その周辺は次第に町や農地として機能しなくなっ
ていきます。今の農村は道路だけは真っ直ぐで立派でも、商店ひとつないゴーストタウンみたいな地域ぱかりです。そして自動車を中心と
したライフスタイルは、痛ましい交通事故だけでなく、排ガスによる様ざまな公害、犯罪の増加とその凶悪化までももたらしました。臨海
工業地帯に象徴される日本の高度経済成長は、経済的に豊かになる過程で陸と海の自然環境を破壊し、農村という大切な社会的共通
資本に深いダメージを与えました。成長を続けるために生産性を高め、農村の生活を犠牲にしてきたことが、国としてのバランスをはなは
だ欠く状況をもたらしたことが残念でなりません。世界全体で見ても、二十世紀はじめまで世界の人口の約九0パーセント近くが農村

に暮らしていました。それが現在は約八0パーセントが都市で生活しているといいます。かってこれぼど早いぺースで都市化と工業化が
進み、農村と農業が占める位置が相対的に低下しつづげた世紀はありませんでした。その象徴的な例である日本では大きなバブル
が崩壊し、リーマン・シヨックがあり、経済は非常にきびしい状態におちいっています。私はそのいちぱんの原因は、社会的共通資本とし
て大切に守り、子どもたちの世代に残さなけれぱいけない農村を粗末にしてきたことにつきると思います。日本人はあらゆる生活の営み
において農村をべースとして、そこに伝わる教えと生きざまを心に残してきた。それを時代遅れだとか、封建的だという見方でこわしてし
まったのです。それにとって代わったのが、アメリカ発の市場原理主義的な考え方で、地球温暖化対策にもそれがはっきりと現われてい

ます。しかし、地球温暖化問題を考える上でも、中心となるのは農業なのです。もともと農業は太陽エネルギーと二酸化炭素という無
限に存在する資源を使って、人類が生きていくのに必要な食料をつくってきました。植物を農作物として栽培し、動物を家畜として育成し
て食料を生産する作業を中心として、自然と共生しながら、もっとも効率的な結果を得ようとするものです。農業は二酸化炭素の排出を抑

え、自然を大きく改変することなく営むことができるという点で、工業部門とは決定的にちがうのです。工業労働者とちがって、農民一
人ひとりが主体的に生産にかかわることができます。そして重要なのは、農業は、日本や東アジアでは協同的な営みとして歴史的につづ
けられてきたということです。これまでの経済学では中心的な概念にはなりませんでしたが、私が一九九0年の口ーマ会議で強く主張し
た考え方は、大気という大事な社会的共通資本を守るために、「競争的」ではなく「協同的」に、皆が公正と思えるようなルールを採用して
協力していこうということでした。大切なことは、それ.ぞれの国がもっている歴史と文化を社会的共通資本として大事に守り、それを子

や孫たちの世代に伝えることであり、そのために私たちが力を合わせて協力し、協同して解決していくことです。そこで中心になるのが農
の営みであり、いかにして農村を活性化L、そこで生きる人たちの生きざまを人間的、社会的な視点から豊かで希望あるものに変えてい
くのか、その実現に向かって出発するための条件を求めるときは今をおいてないと思うのです。(P156.P163)

私と農村の思い出

空海の満濃池

もともと工学は英語でいうとCivil englnee"ng、日本では土木工学と理解されがちですが、じつはそれより広い意味を含んでいて、社
会がーつの社会として機能し、そ二に住むすべての人たちが人間らしい生活ができるための工学的なストラクチャーを指しています。耳
慣れない言葉だと思いますが、一仰比して、農業にかかわる涯滅について考えてみます。かつての日本農業は生産性の高さでは世界

的にすぐれ、少なくとも一九五0年代から一九六0年代はそれがあてはまっていましナニ。それを支えてきたのは、長い年月をかけて全国
でっくられてきた濯滅システムと、共同体によるすぐれた管理方法でした。日本の港瀧システムに大きな影響を与えた空海は、日本の
歴史上最も偉大なCivil en三ineer(工学者)の一人でした。九世紀はじめ、空海は遣唐使とともに留学僧として中国長安に渡りまし
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(P168)



それからしぱらくして空海は、朝廷から別当職をもらって故郷の讃岐に帰り、有名な満濃池の大修復の総監督をすることに■■●●●

^0

なります。八世紀に造られた満濃池は、日本最大の港耀用ため池でしたが、あまりに巨大だったので造ってすぐに壊れてしまい、使いも
のににならなかった。それが大修復工事をはじめた空海のもとには、彼を慕うたくさんの人たちが集まり、わずか三ケ月で大修復工事を
仕上げてしまっナこ。これは日本古代の水利工学的な事業の中で、一番に特筆される事業として今も語り継がれています。空海は、満

空海が長安で学んだのは、スリランカ濃池を造るにあたって唐で学んだ工学的な知識をもとに、当事最新の技術を用いました。 ●●●●■

の陛}既用ため池の技術でした。スリランカは紀元前三世紀から十世紀にかけて、社会的共通資本としての世界最高水準の水利文明
を誇った国で、その中心となったのがため池です。古代スリランカの都アヌラダプラは古代世界で最も美しい都といわれ、大小無数のた
め池が非常にうまく計画されていて、スリランカに降った雨は一滴も無駄にしないで使うという理想で貫かれていました。田んぼや畑にと
どまらず、家の庭までため池の水が回るようになっていて、もちろん農業生産性においては世界でいちぱん優れた水準を誇っていたので
す。しかし、.十六世紀にはじまったポルトガルによる侵略、そして十八世紀にはイギリスの植民地政策によって急激に姿を変えていき
ます。イギリスは森林を切り払い、農地をっぷして茶やゴムのプランテーションに変えてしまった。軍隊によってため池や水利施設も破壊
され、川は汚れ、マラリアを媒介する蚊が繁殖するなど、自然と調和した豊かな暮らしは、たちまち世界で最も悲惨なと二ろに落ち込んで
しまいましナニ。白本による戦前の植民地支配は、朝鮮は陸軍、台湾は海軍が中心になっていたので、ひどく強圧的だった朝鮮統治に
比べると、台湾では海軍らしい国際的な視点が生かされていました。植民地支配といっても、まずは農業、つまり港瀧事業を調和的発展

水の惑星、は地球の代名詞の基礎としてすえたことが、日本の統治に感謝する台湾の人たちが多い理由のーつなのです。 ●●■●●

です。私たちの暮らす日本、スリランカやエジプトなどの例を見ていくと、いかに自然を大事にして、自然の恵みを十分に享受できるような
制度を作らなけれぱいけないか、社会的共通資本の原点について考えさせられます。(P168・P172)

炉173)ハ「シロウトの経済学」ゆえの仏心

石橋湛山のヒューマニズム 経済は人間のために

(P180)富を求めるのは道を聞くため

湛山の著作は、経済のメカニズムに対して冷静に分析しながら、常に失業者やしいたげられた人びとに対する温かい目があり圏■圏■■

ます。それらを読んでいると、私の社会的共通資本という概念は、湛山の心を私なりにーつの経済学のコンセプトに徹底してきたのでは
ないかとさえ思うことがあります。私の深読みかもしれませんが、湛山が自分のことを「有髪の僧」と称する原点には、やはり仏の心があ
る。私自身はだいぷ堕落してしまいましたが、自分にもまだ仏の心が残っていれぱいいが、そう願っているのです。(P184・P185)

、

(P186)本書の成り立ちについて

著者の宇沢弘文氏は、二0一四年九月に他界されました。編集部では二00九年、リーマン・シヨック後の社会状況をふまえ、氏に
『人問の経済』の刊行を依頼。翌年にかけて行ったインタビューや、近年の講演録等(巻末を参照)をもとに原稿をまとめました。内容・構
成につぃては了解され、刊行に向けて作業を進めていましたが、二0-一年三月に体調を崩されたため、著者として細部にわたる校正
作業は行われませんでした。本書には、二の六年余の経済状況の変化については言及がありませんが、社会的共通資本という考え
方とその役割は、現代社会において今なお重要であると考え、刊行することにしました。ご協力をいただいたご遺族をはじめ、関係者の

「新潮新書」編集部(P186)皆様にあらためて御礼申し上げます。

、

、"ー
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2 ム'幸当厶の

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあ?て、私達人類の個体にとって、「大切なもの」ノ事数は、当該の私達人類の個体に帰属するものでしか、在り得ない
処、お金は、常に、誰のもの/事叡でも、在り得る、と仮定します.

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、遺跡は遺跡でしか、在り得ない処、私達人類の主観に委任すれぱ、私達人頚の主鶴の望み得る、何にでも、
杢容し得る、と仮定します。

と白と

(神、又は、仏、の心、と、悪座、又は、餓鬼、の心)

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の科学が、私達人類の世界に貢献し得る事象となり始めたのは、170年程以前からであり、私達私
達人類の経済学が、私達人類の世界に貢献し得る事諒となり始めたのは、90年程以前からである処、60年程以前には、経済学に、悪麗の心、又は、餓鬼、の心が、浸潤
し始めた、私達人類の心、活動、展開、には、常に、神、又は、仏、の心、と、悪魔、又は、餓鬼、の心、の双方が、同時に、働き得る、私遠人類は、その存在にあって、神、
又は、仏、の心、と、悪魔、又は、餓鬼、の心、の、どちらを、選択L、行為するであろうか?と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、事象に関して、私達人類の経済社会の市場に於ける私達人類の抽象的な価値観、並びに、之に基づいて行
われる取り引き、に於いて、事象に包含される、私達人類にとっての多様である具体的な意味、並ぴに、多様な自然の事線、様々な関連性、が欠落する、モの可能性があ
る、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の世界、私達人類の社会は、一度壊されてしまうと回復するのは困難である、と仮定します。

私達当会は、私逐人頴にっいて、私達人類の世界にあって、例えぱ、私達人類の個体が、その生ける一生のうちに引き受け習得し継承できなかった当該の私達人類の個
体に闇係する任意の事象は、私達人類の世界から、永久に、消滅L、私達人類の世界に、二度と再び、回復することはない、と仮定Lます。

私達当会は、私達人類にっいて、私逹人類の邑界にあって、遺跡は、一度壊されてしまうと回復するのは不可能である、と仮定します。

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、遺跡は、全ての私達人類にとっての「社会的共通資本」である、と仮定Lます。

私達当会は、皆様に、私逗人頴にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類が、その土地の遺跡にっいて、遺跡たる私達人類にとっての必然と、私達人類にとっての道
襲、倫理、専門的職業的な規節(d山oipline)、私逐人類の社会のすべての人たちが幸福になれることへの願い、私達人類の文化、に従い、例えぱ、鰻争よりも協同に於
いて、遺跡の分断と破壊を回避し、遺跡の、発見又は再発見、調査と実態の把握、遺跡としての、保存と活用、整備と公開、を行棉する二と、を提案し要望Lます。〆

t旧



◇『遺跡の価値、遺跡の意義、遣跡の意味』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、当該の事象の「価値」について、之を、「あるものを他のものよりも上位に位
遣づける理由となる性質、人間の肉体的、精神的欲求を満たす性質、あるいは真・善・美・愛あるいは仁など人間社会の存続にとってプ
ラスの普遍性をもつと考えられる概念の総称。殆どの場合、事物の持っ、目的の実現に役に立つ性質、もしくは重要な性質や程度
を指す。何に価値があり、何には価値がない、とするひとりひとりのうちにある判断の体系を価値観という」、又、倫理において、「良いとい
う性質」、又は、「悪いという性質(反価値、又は、無価値)」、であり、経済に於いて、当該の事象の代わりとなる事隷の大きさ、又は、数量、
又は、対価、その大きさ、又は、数量、である、と確信します。(参考資料:vviklpedia「価値」最終更新2021年1月1日(金)13:58、その
他)

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、遣跡の価値に関して、私達人類は、例えぱ、歴史上価値や学術上価値に由
来して、之を重要と認識できる、又、遺跡を、倫理の対象と認識する習慣がない処、遺跡が良いか悪いかを想定することは出来ず、遣跡
を、代わりとなる事象との対照に於いて相対的に把握する習慣がない処、代わりとなる事象の大きさ、又は、数量、を想定することは出来
ず、遣跡の市場も遣跡の製造原価もないので、対価を想定することも出来ない、又、あるものを他のものよりも上位に位置づける、即ち、
相対的な位置づけを想定することが出来ない、即ち、私達人類は、遣跡を、重要であることにより「イ酬直」と認識することが出来る処、遺跡
のΠ酬直」の大きさを、把握し、又は、相対的な位置づけに於いて「価値」を認識することが出来ない、と確信しまず。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、遺跡の私達人類にとってb)意義や遺跡の私達人類にとっての
意味、を想定することが出来る、と確信します。

2021年(令和3年)5月22日土曜白

(私達当会は、日本の法律である『文化財保護法』に於いて、「遺跡」に関して、「歴史上価値」並びに「学術上価値」を言及して明文する
処、"遺跡の価値"1こついて明文しない、と認識します。)

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類は、遺跡に、任意に、価値や意義や意味、を付けたり、取り外した
り、してはならない、私達人類は、遣跡の価値の大きさを把握することが出来ず、あるものを他のものよりも上位に位置づける、即ち、相
対的な位置づけに於ける価値を認識することが出来ない、私達人類にとっての遺跡の価値や意義や意味は、遣跡が、私達人類の過去
の活動の痕跡であることにより、当該の遣跡に、既に、共時的通時的に、固有に備わる事象である処、私達人類が、私達人類の状況に
応じて、又は、事後的に、操作し、任意に、窓意的に、意図的に、加減する事象であってはならないからである、私達人類は、私達人類に
とっての遺跡の価値と意義と意味を、研究し、探求し、究明し、極大化し、有意に、認識し、私達人類たる存在に於いて、正の活用を行為
することが出来る、と確信します。

私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、その土地の遺跡の、遺跡としての、発見又は再発見と調査、実態
の把握、保存と活用、整備と公開、遺跡としての空間の保全、を行為すること、を提案し要望します。〆

◇『遺跡を考える者』

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、例えぱ、遺跡を考える者は、私達人類にとっての遣跡の価値や意義や意味
を、限界まで追求して、極大化する努力を為さなけれぱならない、遺跡を考える者が、私達人類にとっての遺跡の価値や意義や意味を、
限定して捉えて、極小化するようなことが、あってはならない、と確信します。、〆
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2021年(令和3年)5月22日土曜日



2021年(令和3年)5月23日日曜白◇『民主主義による民主制としての例えぱ構造、そして、遺跡』

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達人類の、民主主義による民主制としての例えぱ構造にっいて、次の、
三点を、確信します。

①地方自治体に於ける、共同体(※コミュヌ(oomm山.(仏ン基礎自治体.共通、共同、共有、多数、平凡、庶民 Oornrrlon

(英):[歴史]フランスの県や地域圏とは異なりコミューンの歴史は古く、住民の宣誓共同体という形態では中世の11-12世紀の頃に
さかのぽるものもある。ただし、現在の多くの自治体については、特にその管轄範囲の起源をめぐっては、カトリック教会の地方組織とし
て整備された教区(パロワスPeroisse)が基礎となっていることが多い。制度的には、フランス革命を経た後、教区の範囲が現在のコ
ミューンの範囲とされ、19世紀には議会と首長の公選制が導入されている。:vvikipedia「ロミューン」最終更新2020年9月30日OK)
11:16 より抜粋))、としての地方自治の実態、例えぱ、、社会(ゲゼルシャフト:g09011Schヨ什)に対する、共同体(ゲマインシャフト:宮白m
elnschヨ什)の在り方。

②市民の考え、懸案.コ学者の検証、実証、理論化、確実性の構築コ行政による実施=市民全体への還元才市民と学者に
よる検証、蓄積、改善、変革、の循環(サイクル)

③①、②を実行し得る、市民に於ける蓄積、学術に於けるりべラルアーツとしての働き、行政に於ける応用力

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、私達人類の集団に、①、②、③の民主主義による民主制とし
ての例えぱ構造が成立し、且つ、私達人類の個体が遣跡を認識する、その実態に於いて、遺跡を、私達人類にとって、有意に、発見又は
再発見し、調査し、実態を把握し、保存し、活用し、整備し、公開し、遣跡としての空問を保全、することが出来る、と確信します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の遣跡の調査と保存と活用について、遺跡としての、発見又は再
発見と調査、実態の把握、保存と活用、整備と公開、遺跡としての空問の保全、に関して、私達人類の世界に於いて、①、②、③の民主
主義による民主制としての例えぱ構造、を確立する二と、を提案し要望します。〆.

2021年(令和3年)5月29日土曜日◇『私達人類の芸術と私達人類の必然、私達人類の課題』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類の芸術は、私達人類の手技ゆえの晴好(ティスト:始3to:味、味わ
い、趣味、好み)を包含する処、厳密には、私達人類にとっての、私達人類の個体又は集団の感覚認知認識上に於ける当該の事象に対
する必然に規定されて成立する、私達人類の装飾たる行為、即ち、応用芸術、並びに、私達人類のプロパガンダ(propogende)たる行
為、は、私達人類の必然を必ずしも必要としない、時に、私達人類の噌好(taste)の応用のみで、成立し得る、と確信します。

私達当会は、私達当会の為す、皆様への、提案と要望である『国際長崎遺跡公園都市構想』について、之が、私達人類の任意の事象
の"利用"に由来する側面のある、私達人類にとっての価値や意義や意味、を私達人類の選択の基軸とする、と云うより、私達人類の任
意の事象の"引き受け"1こ由来する側面のある、私達人類にとっての必然、を私達人類の選択の基軸として、構成したものである、と確信
します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、私達当会が提案し要望する『国際長崎遺跡公圃都市構想』としての内容、
又は、結果が、私達人類の為す、価値や意義や意味、を選択の基軸ろして、構成した内容、又は、結果と、異なるならぱ、その差異に、私
達人類の世界の、宇宙と太陽系のエネルギー系、並びに、地球の自然に於ける、私達人類にとっての必然を逸脱する、私達人類の世界
の現代の課題が、表象されている、その可能性がある、と確信します。
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私達当会は、皆様に、私達人類にっいて、私達人類の世界にあって、その土地の遺跡の、遣跡としての、発見又は再発見と調査、実態
の把握、保存と活用、整備と公開、遺跡としての空間の保全、を行為する二と、を提案し要望します。〆

ノ



◇『国際長崎遺跡公園都市構想について」 2021年(令和3年)5月30白日曜白

大文字の文化(カルチャー:cultU門)から小文字の文化(カルチャー:cultU門、又は、culture9)へ、~"主体"~、私達人類の{固体に於

ける間や遊びゃ飾り、~"文明"~、主体としての大きな機械(原動機:エンジン:en三ine)から、介添えとしての小さな機械(原動機;エン

ジン:englne)i'、

私達当会は、私達当会が、皆様に、提案し要望する『国際長崎遺跡公園都市構想』が、そんな、私達人類の、私達人類の世界の過去一

近代と現代一から現在と未来へ向かう転換を、後押しすることができる、と確信します。

私達人類の個体の充実と幸福と私達人類の平和へ

脱近代、真のポスト・モダン(post・modorn)ヘ〆

◇『私達人類にとっての現代の事象である遺跡』 2021年(令和3年)6月1日火曜日

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遣跡たる事象に関して、私達人類にとって、遺跡たる事隷が、共時的通時

的に、常に、現代の事象である処、遣跡を鑑賞し経験する私達人類にとっての価値や意義や意味や必然は、第一義に、当該の遣跡を鑑
賞し経験する私達人類の個体の固有に委ねられた価値や意義や意味や必然でなけれぱならない、と確信します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遣跡たる事隷に関Lて、私達人類の一部の個体や集団が、当該の遺跡に
あって、任意に、様々な事象を付加し、又は、任意に、様々な事象を削減し、依って、任意に、様々に遺跡を規定する二とがあってはなら
ない、と確信します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類は、当該の遺跡を鑑賞し経験する私達人類の個休が、自由に、当

該の遺跡を契機として、又は、当該の遺跡に由来する、当該の遺跡を鑑賞し経験する私達人類の個体に固有の、価値や意義や意味や

必然を発見し、又は、獲得することを、補佐し得る可能性がある、と確信します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界に畠って、遺跡たる事象に関して、私達人類が、遺跡を、遺跡としてあるがま

まの、又は、遺跡としての必然である、遣跡としての具象、並びに、当該の遺跡に関する、遣跡としての様々な有意性を包摂する可及的
に広範な空間、を、私達人類に、提示し、且つ、遺跡以外の局面を運用し、当該の遺跡を鑑賞し経験する私達人類の個体が、自由に、当
該の遣跡を契機として、又は、当該の遣跡に由来する、当該の遺跡を鑑賞し経験する私達人類の個体に固有の、価値や意義や意味や

必然、を発見し、又は、獲得することを、補佐し得る可能性に挑戦すること、を提案し要望します。〆
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2021年(令和3年)6月2日水曜日◇『遺跡が本物であると云うこと』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、遣跡たる事象に関して、遺跡が、遺跡に1郁迫する、本物であるという特性
(共時的且つ通時的な真正性且つ特異性)の故に、私達人類は、当該の遣跡に於いて、信頼の念を生起し、感嘆を生起し、喜びを生起

し、又、当該の事象は、私達人類の感興と興味に、応えることが可能となる、と確信します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、遣跡たる事象に関して、私達人類が、遣跡を、遺跡としてあるがま

まの、又は、遣跡としての必然である、遺跡としての具象、並びに、当該の遣跡に関する、遺跡としての様々な有意性を包摂する可及的

に広範な空問、を、私達人類に、提示すること、を提案し要望します。〆



2021年(令和3年)6月3日木曜日◇『遺跡たる事象と私達人類、又、その活用』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、造跡たる事象に関して、遺跡が、私逵人類の為す、破壊、忘却、並びに、

様々な、その土地への埋紬により、私達人類の世界に於ける共時的通時的な連続性を断絶し、自ずから、宇宙、又は、私達人類の世界

に投企された事象である、と認識します。

私達当会は、遺跡について、遺跡には本質といわれるものはない、遺跡は、宇宙、又は、私達人類の世界に投企されているがゆえに、本
質よりも存在が先立ってそこに在るだけであり、遣跡の私達入類にとっての価値や意義や意味や必然は、その後に生まれる、その遺跡
に於ける歴史上の関係者と関係する事諒の役割は宇宙と私達人類の世界に関わるもろもろの問題提起であって、予定調和的に答えを

提示するものではない、遣跡は、'未知の構造と認識の可能性を孕んだまま完成しているのであり、歴史上のその関係者と関係する事象

の手を離れると同時に投企された事象として、自らの運命を宇宙と私達人類の世界にゆだねるのである、と確信します。

私達当会は、遺跡について、遺跡は、その遺跡に於ける歴史上の関係者と関係する事象によって生み出されるわけだが、それが宇宙又
は私達人類の世界に投企された以上は、私達人類にとっての遺跡の価値と意義と意味と必然を決定する役割は、それをつくったその遣
跡に於ける歴史上の関係者と関係する事象ではなく、マルセル・デュシャンのいう「後からやってきた者」、要するにそれを「見る人」のほう
にあるのだ、と確信します。

私達当会は、遺跡について、私達人類は、遺跡を、受け入れ、受け取らなくてはならない、と確信します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類が、遣跡たる事象に関して、遣跡を、遣跡の存在として、

投企された事叡としての、そのあるがままの具象、並びに、当該の遺跡に倒邦痘する空間、を、私達人類に、提示すること、を提案し要望し
ます。

私達当会は、私達人類につぃて、私達人類の世界にあって、遺跡たる事象に関して、遺跡は、私達人類の、詩文、詩歌、音楽、芸術、並
びに、哲学、遊ぴ、一私達人類の存在、と近似している、と確信します。

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類の世界にあって、遺跡たる事象に閲して、遺跡を、私達人類の、歴史並びに学術に

於いて、認識し、且つ、上記により、遣跡を、私達人類の、詩文、詩歌、音楽、芸術、並びに、哲学、遊び、一私達人類の存在、に於いて、

活用すること、を提案し要望します。

参考資料:『題名浦上発19時50分作者小林充雄(1939年山梨県生まれ)

ル 2012年12月20日小林充雄(ジャズ・現代美術・現代思想オタク)』〆
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i

19時50分あるいは現代美術オタクのエクリチュー

、
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Ⅵ.情幸&、並びに、"遺跡についてXXX I" (2021年(令和3年)6月9日水曜日養生所を考える会代表池知和恭)

02021年(令和3年"月1日金曜日長崎新聞第3部第1面

『開港450年長崎の遠い記憶』 2021年(令和3年)1月1日~連載
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山句、

発

「二三1亘1]写貿易 16
ガル、スペインの商人との問で
の貿易。特にポjレトガルとの盛
んな貿易を1皆す。同国は1550年
に平戸へ来航し、中国産の生糸
などをマカオから日本へ週ぴ鍛
と交換する貿易を開始。横瀬浦
(現西海"め、棚田(闇長崎市)

業斤

1戸1.

瀦習や、→

j〒÷η

を経て71年から長塙へ来航し
た。両国は貿易と一緒にキリス
ト教の布教も推進した。171甘je
に入ると両国にイ弌わってオラン
ダ、イギリスカ1海洋に遡出。国
内では覆戸幕府のキリシタン禁
教政策ヨ董イヒに伴い、1飴0年イtま
でに両国月0の来航力1禁J上され、
園蛮貿易は終わりを告げた。

2021年(令和3年)1月17日日曜日

布教,を理解、安全な港
イン,ピ0一長崎大・木村迫樹教授

bunk己@nagaseki-np.CO.jp

紙面編集・久保川浩光

日本にたどり・着い・た「南蛮」

1549年に日本へキリスト教を伝
えたフランシスコ・ザピエル゛ネ、イ
ンド方面で布教括動中の47作、マレ
一半島のマラッカでヤジロウ,(また
はアンジロウ)なるヨ本人と出会い
ます。'、たりの出会いは、現実とは
思えないほど奇妙な偶然と必然の
混交なのですが、ヤジロウとザピエ
ル両人の手紙力巧戈っているので、
事実であることは確かなようです。
ヤジロウは日本人として最初の
キリスト教徒になり、ザピエルを
案内して来日します。火変印急的
な話なのですカヌ、ヤジロウι含いっ

たい、マラッカまでどノνな手f受で
行けたの力)、 モんな疑問がわいて
きました。

そこへ西から乗り1五んだポルト
ガル人は1511年、マラッカ王国を
占領しました
ヤジロウは1孟心カユら、ポルトガ
ルノ、と一緒にマラッカへ向かって
いま司'。ポルトガル言吾もいくらカユ
話せたようです。当時の東西交流
は想像以上のスピードで進んでい
たのではないかー、 今はそんなこ
とを等'えています。

( 75/116 )

ンドゥー教徒、中国人や欝笈
もいて、84もの言話が入り乱れ
いたそうです。
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讐
筆
竺
隼
る
こ

と
で
海
壽
国
1
し
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ

ン
の
国

下
、
質

は
口
ー
マ
贅
の
承
課

畢
渉
す
る
こ
と
芦
「
告
を

侵
略
で
き
魯
っ
、
.
亘
上
に
架

空
羅
包
、
そ
れ
よ
り
巣
条

ル
ト
ガ
ル
、
襄
ス
ペ
イ
ン
書
界

を
盆
し
壱
た
。
袈
を
ス
ィ
カ

の
吉
に
二
つ
に
し
て
、
見
た
こ
と

い
た
と
と
も
な
い
国
に
つ
い
て

、

圏
で
分
け
合
っ
た
わ
け
で
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ア
フ
り
力

、
ジ
Z
ス
ペ
イ
ン
は
ブ
ラ
ジ
ル

透
南
北
ア
メ
リ
カ
の
ー

、
し
た
。
こ
t
1
「
武

栃
る
が
蟹
の
回
に
よ
る

"
は「
豊
か
で
靈
し
た
邑
の
倫
り

合
峨
へ
高
か
つ
て
い
皇
す
。
僅

に
オ
ラ
ン
ダ
が
そ
の
座
を
奪
う
ま

で
、
誓
の
鼻
の
尋

ι
ハ
ル

ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
で
し
た
。

■
混
沌
の
時
代

東
へ
西
へ
後
略
喜
L

は
や
が
て
、
幾
の
1
倉

芋
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

て
、

そ
こ
に
は
果
が
梨
わ
っ
て
U
ま

た
。
つ
青
講

、
ポ

ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ

も

力

、

置

f
 
゛
き

ウ
」

で
す
。

イ

之
糖
を
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

例
え
ば
日
本
に
来
る
握
貝
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
廻
キ
典
径
マ

ラ
ッ
カ
、
シ
ナ
革
島
蠢
苗
し

て
廚
の
野
キ
見
な
が
先
東

に
向
け
て
走
り
、
喪
を
越
え
る

と
男
畜
県
早
え
る
。
男
女
群

島
の
女
島
を
見
た
ら
真
東
へ
逸
む
一

と
、
ち
ょ
耆
明
海
の
入
り
口
一

に
着
く
。
当
時
の
粟
霊
図
を
一

見
三
、
女
島
が
異
常
に
大
き
な

盲
っ
轟

量
に
あ
り
ま

分
の
ー
が
童

舌
、
ヨ
】
ロ

と
て
も
邑

甲
言

大
工
罰

そ
の
荒
々
し
い
E
本
へ
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
が
亀
と
キ
リ
ス
会
七
持
ち

込
ん
だ
の
が
1
5
●
、
の
こ
と

で
す
。
番
は
真
意
と
し
て
、

世
界
の
歴
史
か
金
い
と
こ
ろ
に
い

壱
た
。
や
が
て
、
「
皇
と
軽
れ

条
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
と
迷

゛

き
む
ら
・
な
お
き
 
1
9
7
1
年

生
ま
れ
、
棗
出
身
。
専
門
は
日
本

近
世
対
外
関
係
,
政
治
宅
2
0
0

年

、
大
学
俗
士
課
蛋
。

京
大

斜
禦
(
へ
ん
さ
ん
)
所

教
、

崎
大
多
文
化
社
会
翫
准

■
て
聖
か
亀
。

令
彼
宕
し
て
は
1
点

は
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
ち
゛
ん

る
翫
、
(
昇
た
ち

祭
で
き
れ
ー
な
け
れ
ぱ

だ
守
ら

な
急
か
つ
た
。

驫
治
的

で
、

に
委
定

蛙
?
に
は

力
あ
っ
」
0

の

キ
リ
ス
ト

の
宏
ム

に
理

港
と

主
、
、

が
い
て

よ
業

優

し

港

」
と
、
、

れ
て
い
る

¥
い
安
会
港
で
営
こ
と

が
必
夷
っ
た
。

糸
ル
ト
ガ
ル
人
は
番
辛
料
を

求
め
て
ア
ジ
ア
に
進
出
し
た
。
日

本
に
は
舌
辛
券
な
い
が
、
何
の

た
め
に
来
た
の
か
。

貿
易
品
風

三
い
う
こ
忘

ジ
ア
で
の
畏
存

が
歓
し
か
っ
た
。

会
貌

つ
条
、
ア

に
ー

、
に
も
銀
は

関
わ
り
を
持
ち
、
急
速
な
淡
柴
を
遂

げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

冥
岫
大
付
属
図
需
豊
一

あ
る
が
、
本
国
か
ら
持
っ
て
来
る

の
は
り
ス
ク
営
く
、

耳

ぱ
そ

で
き

れ
に
越
し
た
こ
と
は

果
は
1
5
3
0
無
か

ナ
し
ら
銀

翌
に
成
で
生
希

火
藁
の
r
鴛
倫
石

を
持
っ
て
い
け
ば
銀
に
替
え
て
く

発
。ー
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
日
本
の
男

側
で
、
・
来
る
、
の
笑
夷
っ
た
た

ろ
う
。
議
の
航
海
は
。

g
既
に
あ
っ
て
海
上
で

劣
向
箇
違
元
な
い
が
、
駆

を
測
裂
い
の
で
艇
難
X

つ
た
。
で
き
る
眠
匙
の
誓
を

進
ん
だ
。
爾
と
の
喪
で
緯
度

.
に
糾
張
避

よ
い
。
緯
度
で
自
分
の

上

1
L
け
見
て
、
後

い

」
玉
三
い
ヱ

ノのよ

翻
咋

ば
の
ム
、

し
の
ラ

国
ツ
乃

王
ジ
ス
一

カ
ア
ツ
る
マ
集
イ
,

の
力
 
0

て
人
た

つ
商
し
コ

か
の
で
ル

籍
市
ト

▼
初
回
は
1
月
1
日
付
,
禽
か
ら
.

「
サ
ン
デ
ー
ぶ
ん
か
産
史
一
に
掲

數
長
す
。

島
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

崗
き
手
舗
英
盟
J

*
夙
出
身
。
喪
飾
や
長
崎
人

の
第
一
印
象
は
。

勞
都
市
と
し
て
は
に
ぎ
や
、

、
晶
史

゛
.

響
じ
し
な

象
が
あ
る
。
.

覆
車
の

か
け
て
く

の
人
が
話

逢

姦
に
あ

た
吏
泉
で
は

夏
い
。
 
4

0
 
,
厭
と

ど
何
も
な
が

語
に
人
が
集

、
冨
染
人
工

町
。
賃
的
に
、
よ
そ
か
粂
る

人
喜
入
れ
る
の
違
。

高
力
開
港
し
た
1
5
7
0

年
前
儀
既
に
博
多
や
堺
大

奘
き
な
町
だ
っ
た
。
な
ぜ
暴
崎

が
外
国
に
向
け
窓
を
聞
く
町
に
な

つ
た
の
か
。

キ
リ
ス
ト
教
影
禁
あ
る
。

最
詔
長
崎
に
来
る
の
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
に
喜
れ
た
イ
エ
ズ
ス



J
 
1
 
、
ノ
.
一
,
 
J
 
、

、
.
、
 
J
 
寺
二
,
^
^

,
'
一
・
ヘ
・
、
:
.
増
崎
英
^

嵳
の
こ
ろ
「
1
5
4
9
年
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が

キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
」

習

い
ま
し
た
。
「
以
倭
く

(
1

5
4
9
)
栄
え
る
キ
リ
ス
ト

教
」
。
ず
い
ぶ
色
需
し

た
の
に
、
圭
た
忘
れ
て
い
ま
せ

ん
。
茎
の
詑
と
っ
て
、
歴

史
の
峯
は
年
号
交
の
爵

え
る
こ
と
で
し
た
。

今
に
な
っ
て
思
う
の
は
、
歴

巖
時
問
と
い
一
系
星
き

「
人
々
璽
だ

す
。
歴
史
の
ー
カ
、

゛

通
P
胃
庸
を
可
器

暴
い
彬
た
も
の
な
ら
、

の
周
辺
に
は
置
婁
り
に
さ
れ

)
雫
、

矣
々
号
力
い
く
つ
も
あ

つ
荏
ず
で
す
。
私
は
読
者
の

皆
さ
ん
と
、
そ
ん
ナ
ー
の

ー
し
て
み
た
い
の
で

す
。閣
本
来
の
神
聖
な
姿

さ
て
ザ
ピ
エ
ル
は
な
ゼ
杲

へ
来
た
の
で
し
ょ
う
。
後
ス

歴

ペ
イ
ン
の
ハ
ピ
エ
ル
城
で
生
ま

れ
た
謹
で
す
。
負
リ
大

学
に
翠
し
、
モ
こ
で
窺
な

偲
と
カ
リ
ス
マ
を
有
す
ヌ

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ

に
出
会
い
ま
し
た
。

ロ
ヨ
ラ
は
舞
な
笑
で
し

条
号
、
巖
走
し
て

筈
る
決
讐
裏
す
。
当
時

果
教
改
ぎ
の
時

こ
。
絶
火
ナ
4
を
持

゛

つ
て
い
た
口
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ

姦
会
峡
盗
の
プ
早
ス

タ
ン
ト
に
よ
る
括
で
、
そ
の

力
函
め
て
い
支
。

続
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
疑
、
ゆ

る
亀
器
や
不
張
あ
っ
た

'

麗
熊
祭
鷺
艷
懸

か
っ
た
の
で
す
。

よ
り
、
.
峯
ぱ
モ
て
死
去
し

■
釡
銭
よ
リ
名
誉
」
.
危
イ
=
ズ
ズ
会
峡
.
沸
ル
ト
ガ

1
5
4
是
ザ
ピ
エ
ル
は
ル
王
の
ー
ー

豊
島
に
上
陸
呈
U
た
。
そ
繁
聖
呈
に
蓼
っ
張

こ
で
ー
を
葛
ヨ
、

、

ワ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
な
ど

璽
の
,
1
観
を
他
の
1
力
女
す
戻
で

抱
い
た
姦
べ
て
い
ま
す
。
「
日
爺
更
の
星
得
ま
U

本
人
は
名
誉
心
が
強
烈
で
あ
た
。

る
。
日
交
は
烹
定
貧
・
形
の
な
い
一
璽
禽
の
言

乏
玉
欝
の
は
な
く
、
葉
で
伝
え
る
巨
は
姦
で
あ

璽
'
矣
切
に
し
て
っ
た
と
思
い
専
。
ザ
茎
ル

い
る
」
。
謬
平
一
尺
さ
ら
が
驫
認
遜
唇
た
で
訪

に
山
口
か
粂
都
豊
倦
ま
ろ
1
蓉
思
之
き

で
疲
に
ー
か
、
し
彼
の
ー
に
稔
だ
無

■
冒

か
し
、
長
崎
に
柴
て
い
な
い
ち
が
、
乞
は
嶺
で
き
凄

吉
で
す
。

嘉
気
琴
る
の
で
す
。

そ
の
後
の
ザ
ピ
エ
ル
゛
禽
.
(
昼
六
付
優
倉
要

こ
ー
で
し
ょ
う
。
オ
ラ

ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
の

に
、

カ
ト
リ
ッ
ウ
か
扉号

れ
る
国
々
が
続
ぞ
、

濃
生
し
た
。

ロ
ヨ
ラ
は
警
暴
の
神

ー
で
カ
ト
リ
ッ
ク

婁
に
広
曽
藷
、
パ
リ

杢
お
ス
の
同
奄
「
イ
エ

ズ
ス
き
と
い
宗
し
い
拷

会
寺
壱
た
。
そ
こ
に
ザ

ピ
エ
ル
が
い
た
の
で
す
。

■
海
外
進
出
の
先
鋒

1
5
4
0
年
、
ロ
ー
マ
蟹

は
イ
エ
ズ
ス
会
を
正
式
に
委

し
、
ー
を
図
っ
て
い
た

彬
ト
ガ
佐
イ
エ
ズ
ス
会

'

,

そ
れ
を
証
明
す
る
の
が
製
で

は
な
い
か
。
二
土
ハ
聖
人
串
に

縛
喜
て
、
嘉
1
力
月

冒
冒
冒

で
多
く
の
殉
教
者
が
出
た
こ
と

は
非
常
餐
き
だ
足
た
ろ
う
。

当
時
キ
リ
ス
ト
教
の
国
内

拠
鬼
っ
た
「
岬
の
教
き
が
県

庁
踏
良
崎
市
)
に
あ
?
た
。

箪
は
ミ
単
な
る
建

物
で
な
く
雋
の
忠
で
あ
り
、

政
損
僻
、
讐
の
忠
だ
っ

た
。
そ
う
い
う
課
響
え
る
と

(
岬
婁
蛙
壽
の
東
要

化
交
誘
贇
で
あ
旦
杲
の

キ
リ
ス
ト
ー
る
望
よ

場
兎
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

▲
崎
人
の
纂
は
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
だ
と
思
う
か
。

,
く
ら
獣
央
も
い
た
。

凱
.
f
1
一
士
ハ
聖
人
の
饗
は
欧

7
無
価
輩
酌
に
受
け
止
め
ら
れ
た

^
一
よ
5
だ
。
、

^
一
殉
整
島
羅
に
入
粂

太
ル
湯
ル
船
ネ
語
地
^
襲
に

ぱ
貫
衷
夏
欝
を
撃
っ
で

N
い
だ
と
い
う
。
ポ
ル
ト
ガ
失
は

"
,
世
界
中
の
行
く
先
々
で
、
、
・
謬
の

1
」
と
尋
て
勇
っ
た
。
.
箔

、
で
は
1
桑
キ
リ
ス
載

凹
の
で
ぱ
な
い
松
キ
リ
ス
ト
繁

゛
.
伝
来
し
て
わ
索
率
年
の
杲

,

/

ー
゛
■
、
Ξ
.
ノ
'
コ
、

L

凡

二
十
六
斐
の
殉
教
 
1
5
9
又
誓
〕
ぎ
貝
讐

回
秀
吉
零
令
で
、
・
貧
需
父
1
人

が
儒
・
喜
丘
で
笥
れ
た
ミ
。
ー
'
、
斎

竺
で
隻
鳥
れ
爵
ま
璽
。
語
で
ヌ
が
碧
号
最

初
璽
件
と
し
て
瀦
で
よ
く
知
令
、
'
ー
、
当
爵
の
口
ー

マ
鷺
よ
?
て
部
人
ま
亀
の
弗
π
ミ
。
鴛
の
長
市
西

竣
町
緩
畏
杲
二
宍
1
旦
禦
置
か
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
.
ザ
ビ
エ
ル
は
杲

へ
来
る
忘
、
ー
ヘ
ワ
イ

ン
奮
の
幾
眼
胃
1

た
。
・
昊
の
見
薫
初
の
ー

れ
て
い
手
。
隆
天
皇
に
会
う
つ
も

り
で
1
京
都
へ
行
1

手
、
持
を
耆
。
1
命
口

是
璽
貿
大
内
荏
墜

き
れ
た
害
で
す
。

そ
染
ら
聖
ほ
ど
し
て
、
カ
プ
ラ

ル
と
い
、
局
紫
便
に
会
う
か
禽

^
へ
や
っ
て
ー
た
。
婆
喜

,
,
つ
た
の
で
鴛
か
け
て
い
ま
し
た
。

モ
の
妄
の
昊
た
ち
の
反
応
を
、

そ
の
場
に
い
た
需
の
ル
イ
ス
・
フ

吋
イ
ス
が
面
肉
く
害
い
て
い
ま
す
。

司
祭
周
り
察
を
見
る
た
め
眠

男
け
る
气
人
々
に
は
西
つ
旦

畏
ろ
厘
な
り
壱
た
。
そ

し
蓑
1
の
綴

と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
拠
点
で
あ

る
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
へ
派
遣
呈

す
。
モ
の
と
§
と
し
て
,

讓
れ
た
の
が
ザ
ビ
エ
ル
で
し

た
。
ザ
ピ
エ
ル
は
イ
ン
ド
畢

ー
を
行
乏
号
、
マ
レ

1
嵩
の
マ
ラ
ッ
カ
で
日
交

宙
会
い
手
。
ヤ
ジ
ロ
ー
(
以

下
、
欝
〕
な
い
し
ア
ン
ジ

冒

く
も
な
く
罷
。
そ
の
髭
か
、
長

崎
会
の
ん
ぴ
e
轟
や
か
だ
。

悪
い
方
に
出
る
驫
念
が
な
い

欠
点
、
営
が
、
そ
う
し
た
径

だ
か
ら
と
そ
、
諾
そ
れ
ぞ
れ
の

禽
串
で
裂
夛
よ
か
っ
た
文
化
を
琶
、
共
支
蜜
の

許
が
讐
れ
た
の
だ
と
思
う
。

餌
き
手
縛
重
)

f

曝

f

ー
:
.
一
'
川

一
翫
癌
凱
゛

、

部
ご

、
゛
.
゛
ー
゛
一
イ
.

i
⑯
黛
煮
・
、
憲
来
一
N
1
;
;
、
.
。

後
目
杢
鐙
^
間
で
.
^
^

爆
発
的
に
墫
急
鳥
衆
.
の
心
贄

乱

岬

9

俺
見
え
た
ら
し
气
大
峯
騒
に
な

つ
た
ど
い
う
の
で
す
。
普
通
の
自
の
ほ

か
に
、
鏡
の
よ
う
師
巨
ぎ
ら
に

二
つ
付
い
て
い
る
。
こ
れ
を
百
見
よ

之
涛
か
§
男
系
子

5
矢
も
管
、
司
祭
の
い
ゑ
添
を

囲
窒
し
た
。

興
奮
藁
誓
て
見
宮
モ
最
初
に

舌
出
身
の
白
交
塔
生
、
ロ
レ
ン
ソ

器
か
畠
て
き
翫
し
た
。
嘉
は

一
1
師
で
、
盲
で
し
た
。
予
製

外
れ
た
こ
と
で
、
人
々
は
ど
っ
矣
声
で

笑
っ
李
う
で
す
。
盗
フ
ロ
イ
ス
が

家
か
畠
倉
禽
人
に
驚
い
失
々

1
曼
、
、
雲
た
た
い
而

ぴ
、
ど
こ
ま
で
も
付
い
て
き
た
と
簿
れ

て
い
ま
す
。
響
心
で
い
っ
ぱ
い
俳
尋

の
昊
号
目
に
浮
か
ぴ
ま
す
。

鹿
烹
書
に
イ
ン
昌
ユ
ー
す
る
欝

'
覆
口
田
カ
ト
リ
ψ
ク
喬
真
舶

■
N
■

=

つ
か
ん
だ
も
の
は
何
だ
っ
た
の
だ

一
つ
か
。
、
.
、
,
.
ヘ
'
・
・

一
つ
力
、
、
,
・
'
'
・
・

、
一
.

、

虐て
P
1
゛

即

私
は
電
の
轟
家
忍
な
い

、
当
賎
僅
鷺
で
漂
航
"

一
さ
れ
忠
お
ら
ず
委
建
だ
ゴ

た
。
心
の
委
索
め
局
雰
が
"

ど
こ
か
忙
あ
臭
¥
り
ス
ト
教
峡
、

モ
れ
に
応
晃
φ
轟
な
い
か
J

§
と
異
な
る
青
ス
叢

物
で
し
た
。
笈
号

昊
に
つ
い
て
語
り
、
ザ
ピ

エ
ル
は
果
で
の
疲
裳
意

¥
。
ま
ー
ら
3
人
の
日
本

人
を
ゴ
ア
の
学
院
へ
送
り
、
キ

リ
ス
ト
警
量
阜
ば
茎

し
た
。
そ
し
て
旻
最
初
の

ギ
リ
ス
ト
挫
と
な
っ
た
談

(
糊
共
ウ
ロ
・
デ
・
.
サ

郎ン
タ
・
フ
工
)
を
諾
人
と
し

゛

羅
号
.
一
谷
な
っ
霜
が

創
碧
で
あ
る
皇
ろ
。
当
時
の

に
導
い
た
の
は
奨
長
崎
の
町

で
も
、
当
時
5
万
人
ほ
ど
の
禽

が
す
べ
て
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
っ
た
。

ー
ザ
ビ
エ
ル
は
日
交
の
饗

り
を
肝
価
し
て
い
で
.
百
交
は
本

、
当
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
る
」
と

、
・
、
思
づ
た
と
U
て
い
る
。

旧
吠
忠
嵯
れ
だ
鳥
い
π
・

雰
か
驫
徐
、
、
好
"
繍
;
、

趣
概
が
鼎
く
も
な
く
空

を
儘
け
る
異
,
や
は
条
だ

'
,
■

つ
た
の
だ
書
思
っ
て
い
ゑ

.
■
冒
■
 
1

ー
イ
エ
ズ
ス
食
大
名
松
ゼ

占
か
ら
布
^
を
広
ザ
タ
.

権
1
を
ま
蚤
奪

雫
」
兵
裏
念
解
に
な
三

い
驫
窟
時
臣
ズ
ス
会

に
擧
カ
ト
リ
ッ
タ
蟹
全
般

に
あ
っ
委
大
名
の
努
が
大
き

い
準
.
も
晃
の
で
は
な
い
か
。

キ
リ
シ
タ
ン
大
象
領
民
重
尓

一
.
冒

02021年(令和3年)2月21日日曜日長崎新聞第9面【文化】《サンデ」ぶんか》歴史(第3日曜日掲載)

『開港450年長崎の遠い記憶増崎英明③フランシスコ・ザビエル叛難乗り越え日本布教
インタビュー高見三明カトリック長崎大司教心の平安求めた民衆コラム四っ目の宣教師』

山奇一 業斤

熱難乗り.越え・日本布教

π斗『

で

雪 」

しこ
記

交' 、
ノ

高見三明カト・りツク長崎大司教

ι1

2021年(令和3年)2月21日日曜臼

( 76/116 )

bunka@na9ヨ5己ki・np.CO.jp

紙面編集・中圏夏美

'f

^

f鳳



02021年(令和3年)3月21日日曜日長崎新聞第16面【文化】

『開港450年長崎の遠い記憶増崎英明④織田信長と豊臣秀吉
インタピュー長崎総合科学大ブライアン・バークガフ二教授

紙面縞拠・川口みゆき ^ 山岳一

《サンデーぶんか》歴史(第3日曜日掲載)

「日本は世界の孤島」と意識

感慨深かった大河出演.コラムオルガンの声、6本の指』

乗斤 乃◆ 2021年(令和3年)3月21日日曜日

bunka@naga$臼ki-np.CO.扣歴史

^ 16

く刀/116 )

^
織
艦
穿
紗
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゛
轟

・
一
。
:
・
、
愚
遠
靈
情
一

'
増
崎
英
阻

幕
が
大
▲
誕
代
た
っ
た

こ
ろ
、
果
は
譜
時
垈
し

た
。
武
田
宝
1
勢

な
ラ
イ
バ
ル
烹
い
の
け
、
日

本
統
一
の
一
歩
手
聖
で
か
之

暴
い
た
綴
織
田
県
で
し

た
。
信
希
書
禦

違
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
一
昂
。

条
馬
っ
の
峡
彼
ら
の
頭
の

中
に
あ
っ
た
「
世
爰
の
妾
の

違
い
で
す
。

■
強
い
自
負
心

一
一
.
一

、
、
'

、
霧
祭
鯵
と

ナ
、

J
J

.
、
界

,
、
、
・
宰
で
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
叢

・
旦
ず
。
警
は
需

「
嘉
寺
墨
に
嘉

はわ
ー
た
。

置
膨
ら
む
妄
想

禿
吉
も
系
、
榎
と
同
じ

よ
§
嚢
を
持
っ
て
い
た

と
思
い
手
。
イ
エ
ズ
ス
会
と

の
交
わ
D
轟
承
ぎ
た
。

で
は
、
ヌ
は
県
違
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
ネ
。
欝
え

る
に
、
貰
を
秀
曼
い
れ

ぱ
よ
か
っ
た
信
長
握
い
、
パ

^
^
^
^
^
、
^
^
^
^
^
^
門

更
イ
ン
ド
婆
W
器
と
し
エ
イ
ン
ド
、
マ
カ
オ
な
ど
裳
モ
ー

9
午
果
の
口
瓢
襲
の
幽
備
)
に
上
嘩
果
冬

地
靈
1
盲
。
聾
島
が
築
し
た
歪
遺
欧

ー
つ
嘉
露
呉
イ
ン
ド
の
亨
へ
・
。
聖
雷

k
1
に
同
乞
言
き
、
身
吉
に
"
恩
"
、

外
へ
の
侵
略
や
儲
か
ら
綴
門
富
¥
。

)
璽
秀
吉
1
、
,
誓
イ
エ
ズ
ス
会
需

軍
ぜ
膨
え
で
い
っ
た
の
ル
イ
ヌ
:
フ
ロ
イ
ス
の
課
で

で
は
な
い
で
し
ょ
票
。
信
長
搭
い
て
い
ま
し
た
"
,
矢

1
葬
書
だ

■
大
河
ド
ラ
マ

イ
エ
ズ
ス
会
累
.
弓
ア
援

曹
ア
リ
ニ
ャ
ー
ノ
讐
今

欝
代
の
語
義
っ
た

N
H
K
奇
卜
一
フ
マ
に
艮
金
回
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
U
た
播
総

の
目
」
(
1
9
7
8
急
や
・
,
、
里
襲
の
プ
ラ
イ
ア
・
ン
,

「
狸
 
K
1
N
G
 
O
F
 
・
パ
ー
タ
烹
^
鰹
懸

Z
1
P
A
N
G
U
」
璽
)
い
壱
"
、
.
い
嘉
叫
姦
一
曝

な
气
島
り
^
一
豊
7
の
遇
功
^
^
一
ぢ
^
一
.
'

イ
リ
ピ
蚕
易
系
凌
需
、
贄
か
お
鴛
"
ぜ
昌
.

(
県
1
,
ミ
美
公
一
灣
で
濃
さ
松
・
・
、
一
;
・
:
一
、
、

で
、
議
商
入
の
園
喜
一
.
一
・
・
、
(
語
寺
、
ー
"
:
,
寸
、
.

冒
直

ン
ド
)
が
世
界
の
全
て
で
し
た
。

そ
の
向
こ
う
型
別
畏
界
が

髪
や
目
の
色
の
逸
う
人

、
り
、

が
い
る
。
世
謡
丸
く
、
既
に

一
旦
た
会
い
る
ー
。
戦

国
大
名
の
中
碓
一
「
杲
は

世
界
の
孤
塵
だ
と
蠢
し
た
,

が
、
織
田
隻
た
っ
た
、
モ
,
.

し
て
嘉
た
糸
モ
れ
姦

え
た
。
私
は
そ
の
よ
う
に
考
え

0
.

い長
禁
鴨
X
1
5
7
ー

年
、
復
璽
撰
盲

し
、
キ
リ
ス
女
碓
て
宣

諦
た
ち
の
話
聳
を
§

し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
る
た
め

冒
■

・
.
ι
.

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
慣
玄
や
談
信

が
日
本
を
見
て
い
た
こ
ろ
、
信

長
の
謬
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

含
ん
が
操
が
あ
呈
し
た
。

信
長
は
舞
た
羅
力
を
有

す
竺
友
強
烈
ナ
'
と

「
窯
熊
蔑
趣

自
負
心
と
壱
て
い
ま
す
。

イ
エ
ズ
ス
会
の
一
需
フ
ロ
イ

「
豊
の
信
長
は
不
死
の

ι
存
在
(
嘉
わ
ち
芭
と
し
て

祭
ら
れ
る
こ
と
蚤
ん
ぎ
と

述
べ
て
い
ま
す
。

長
崎
港
か
ら
天
正
1

錦
が
口
ー
マ
へ
雰
て
齢

し
た
聾
、
層
長
の
野
趣

島三

f

)掲日曜日つ゛一忌(

,
,
.
、
」
、
.
゛

ト
ン
を
遷
噸
戸
毒
吉
峡

捗
鞭
0
存
れ
ぱ
な
0

、
"
一
』

.

髭
の
九
州
喪
の
晦
秀

吉
は
脅
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
の
璽
極
の
鵄

何
や
ら
不
穏
な
鴛
を

」
、
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。
パ
テ

ン
欝
で
古
ス
ト
需

イ
受
ス
会
に
琴

、
.

,
れ
て
い
た
語
叢
邑
、
,

,
一
方
で
蜜
貿
1
ま

し
た
。
毛
の
た
邑
は
不

儷
で
、
イ
受
ズ
会
は
静
か

,
.
に
聖
欝
し
た
。

、
.
年
、

塁
様
器
に
異

同
じ
嘔

{
篤
商
食
田
喜
右
笛
一

,
・
季
の
か
さ
れ
、
ス
ベ
イ
、

・
、
誇
フ
ィ
を
ン
に
も
嬰

"

重

.
ニ
.
'
、
妾
,
1
・
§
1
、
、
豆
.
ー
ザ
ミ
ミ
;
.
ー
ー
ー
ー
÷
 
a
;
語
程
民
の
抵
と
ん
語
て
果
的
な
心
帽
た
っ
た
。

授
卜
点
匿
桜
鬮
鴛
.
疾
戸
 
X
ど
沃
宴
益
繁
あ
足
。
が
轟
。
爵
で
も
古
い
も
保

=
ン
ネ
に
速
酉
黄
剛
^
冬
航
轟
瓦
語
は
鬢
考
姦
し
て
い
く
べ
き
か
。

フ
し
た
.
。
一
絵
に
頬
恩
^
・
"
琴
ぼ
ぽ
」
8
パ
ー
セ
ソ
ト
、
移
芋
る
以
前
長
崎
に
来
て

ガ
ミ
暴
桑
§
工
"
'
鼻
リ
桑
箔
是
畏
わ
ー
ナ
た
。
ア
ー
轟
論

^
"
.
、
・
y
,
小
N
H
美
^
罵
^
岬
叫
子
か
O
S
聖
で
宙
属
の
"
'
全
に
ヨ
ー
ロ
ツ
t
の
も

、
.
一
力
一
系
上
都
這
X
墜
り
泳
曾
町
ば
霧
ぞ
い
く
。
世
界
の
。
京
謬
も
な
い
。
そ
れ
が
、

バ
ー
役
だ
運
・
;
イ
、
.
"
÷
三
・
・
史
串
で
も
ー
な
い
の
ー
で
何
饗
く
使
用
さ
れ

・
一
,
盆
腿
蒸
^
漉
郷
避
一
一
優
な
い
が
一
古
髪
ン
繕
て
い
る
。
張
の
も
の
が
Υ
ム

ア
県
舗
鬮
見
翻
暴
、
一
荏
庸
づ
た
。
、
:
、
を
特
別
と
感
U
て
い
な
い
こ
と

イ
県
〆
露
洲
翻
暴
、
一
荏
庸
づ
た
。
、
:
、
を
特
別
と
感
U
て
い
な
い
こ
と

一
マ
,
溜
^
者
弩
亀
^
議
一
鼎
武
{
,
'
.
i
キ
"
ス
糎
「
鯉
が
越
姦
乞
い
。

ラ
・
,
.
私
勞
ト
"
ク
^
ば
韮
」
・
,
^
養
ミ
一
人
々
は
棄
教
の
祭
逆
に
い
之
曳
t
て

ブ
れ
筒
浄
受
響
^
,
^
^
一
一
一
一
:
命
、
令
に
.
^
梁
う
に
刻
応
し
条
い
奈
か
、
掘
し
て
ξ
。

れ
筒
浄
受
響
^
,
^
^
一
、
一
、
.
一
零
に
畜
よ
う
に
刻
応
し
条
い
な
い
か
、
掘
し
て
ξ
。
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.
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゛
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門
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一
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゛
一
;

^
近
で
違
和
感
が
な
考
洗
ヴ
三
、
、
暴
ぱ
之
も
と
1
」
ぱ
な
ら
な
い
と
、
ど
ん
ど
ん
歴

合
リ
畢
」
メ
は
.
百
本
の
禅
毎
,
じ
、
、
か
^
な
い
。
ど
ち
弗
と
い
晶
芸
の
き
壊
し
て
開
発
し

総
将
の
振
る
妖
を
旦
な
け
.
"
言
、
.
、
模
キ
リ
シ
タ
ン
が
江
戸
た
。
勞
が
な
い
面
は
乗
に
あ

崎
れ
ぱ
な
ら
な
い
部
分
が
あ
壁
と
、
、
 
1
時
代
倫
璽
=
室
く
業
轟
も
、
弓
よ
つ
七
特
製

イ
エ
賃
会
辻
に
築
し
て
,
い
;
貫
一
'
、
・
.
武
匙
2
侶
1
響
果
と
思
ぞ
E
い
。

ピ
た
0
 
〔
方
的
に
考
え
を
押
U
つ
け
,
一
一
:
.
一
.
、
,
;
.
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!
、
,
・
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:
,
:
,
,
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;
,
,
,
:
】
;
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.
ー
:
 
i
:
:
:
、
.
、
.
ー
・

オ
る
の
で
な
く
、
フ
エ
:
ア
に
昊
を
パ
'
"
2
一
覆
§
に
イ
ン
色
ユ
*
、
プ
,
イ
ア
ン
.
ノ
ー
ク
ガ
三
一
 
1
9
曝
カ
ナ
ダ
講
。
荏

イ
、
,
評
価
す
る
課
虚
ナ
驫
が
あ
0
だ
。
;
"
爵
市
輩
、
町
鴛
鼎
、
電
^
.
行
を
是
聾
か
儒
襄
。
^
血
を
纏
て
距
か
ら
現

点
嫡
懇
後
の
亶
貿
易
時
膨
ヤ
、
、
、
哩
グ
ラ
バ
ー
園
貫
号
て
い
る
。

/

翌
、
杲
那
渓
饗
釋

L

し
た
。

杲
統
一
が
勇
っ
突
省

に
は
1
巡
る
国

曾
誓
の
ー
ふ
か
っ
て

童
す
。
そ
う
し
巽
況
串

で
諦
め
て
い
"
縫
・
秀
頼

の
,
美
力
あ
り
、
昼
策
(
海

'

゛
乢

ル
イ
ス
.
フ
ロ
イ
ス
ι
金
の
観
、
昼
籍
ち
に
な
り
ま
す
。

で
す
。
需
と
し
函
轟
豊
星
吉
に
つ
い
て
φ
嬰
、

言
本
で
過
一
」
し
ま
し
た
。
榎
や
髪
1
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

秀
吉
§
め
、
当
時
羅
1
 
著
措
一
呈
に
「
秀
吉
は
旦

数
多
く
会
っ
て
お
り
、
曇
の
杲
が
低
く
、
醜
悪
姦
白
貌
で
、
箏
に

,
洗
、
ー
ゑ
呆
の
指
が
あ
っ
た
」
各
い
て
い

熊
豁
驚
ま
す
。
前
期
家
は
「
庸
纒
右

手
親
指
が
ひ
と
つ
多
く
六
つ
ぁ
?

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
察
い
製

た
」
1
し
て
い
る
の
で
、
建

、

伊
呉
兵
吉
を
の
よ
う
に

実
縫
違
な
い
吉
で
す
。
た
た

見
た
の
で
し
ょ
う
。

し
、
若
い
傷
り
取
っ
た
と
ず
れ
ぱ
、

フ
ロ
イ
ス
は
そ
裟
馳
見
た
か
、

世
間
の
於
記
し
た
の
か
も
し
れ

ひ
げ
ぱ
理
、
.
建
は
は
な
は
だ
ま
せ
ん
。

盆
盲
い
て
い
ま
す
。
ま
た
肩
僑
市
ヲ
町
に
ヲ
ロ
イ
ス
通

長
は
暴
な
島
大
声
の
持
ち
主
で
り
」
誘
る
の
賃
墜
が
て
探

あ
つ
^
」
と
秀
、
値
訳
す
凄
「
信
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
フ

涙
は
異
常
な
^
ガ
ン
の
音
嘉
っ
目
イ
ス
糖
ミ
と
同
U
年
、

t
健
」
と
な
轟
そ
う
で
す
。
ま
る
浮
壁
に
あ
っ
た
冬
で
契
し

.
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目
需
璽
の
ー
よ
ま
し
た
。

、
,
い
一
.

ー
ー
ー
ー

代
、
盆
人
宣
諮
ら
は
、
普
通

つ
て
い
る
。
驚
は
先
禦
拝
。

に
長
崎
の
町
の
中
に
住
ん
で
い

迷
キ
リ
ス
ト
勢
語
k
と

、
た
。
日
交
と
の
孫
も
深
か
っ

い
、
舌
釜
や
祖
葎
が
死
守

た
の
で
は
。

X
も
の
を
捨
て
な
い
と
い
う
、

:
、
、
"
、
、
,
"
.
 
t
 
.
ナ
.
、
.
、
,

■
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・' 16世紀の弔

ボルトガル船寄港地

ル吊

峯
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{下は勿寄捲の年}

^

身

諌早

bunka@nagesaki-np.CO,jp

巨三三亘ヨ、'郷土史家.越中哲也さん

__._.._抵亙麺集・山下 ム

最初の6町と教会 1脚1年
の長岐開港と同時に、海に突
き出た岬の突端だつた現在の
,県庁跡地(長崎市江戸町)カ
ら万才'田丁にカユけて建設された
、大キ寸町、平戸町、

浦町、横瀬浦町、文知町。こ
,.肌

;H コ゛イが"゛゛t

、

^

の6町を起点として、以降、
長嶋の町力ξ拡火した。同跡地
には開港時に教会仙甲の敦会)
力尋婁ち、増改築や新築を纒な
カエら、江戸鼎府の禁教令によ
り取り1裏される1614年まで存
続した。

玉 f

一
〆
、
・
^
嬢
^
、
冷
都
,
郷
゛

-
X
、
、
・
小
咲
^
■
、
;
ニ

『
、
^
゛
,
一
゛
、
』
■

:
増
崎
英
覗

今
か
宕
よ
ヨ
4
5
0
年
前
の

1
5
7
'
、
倉
ポ
ル
ト
ガ

ル
架
入
芒
ま
し
た
。
今
艮

長
譲
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
に
ょ

つ
て
範
見
さ
れ
た
籍
に
つ
い
て
話

し
ま
し
ょ
う
。

■
最
初
は
平
戸
に

そ
れ
よ
呈
年
前
。
プ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
蔭
に
来
航
し
た

翌
年
の
聖
、
乎
戸
倫
初
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
象
来
航
し
て
い
ま
す
。
ザ

ビ
エ
ル
轡
っ
そ
磊
摩
か
ら
妥
戸

へ
来
て
馥
蕩
非
括
棲
し
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来
芋
る
と
、

日
本
の
稟
帯
か
為
人
考
が

や
っ
て
き
手
。
そ
の
頃
喬
と

呼
ば
れ
、
時
の
努
1
ぎ
つ
い

た
霧
ち
の
商
人
が
、
堺
京
都

大
振
博
髪
ど
に
現
れ
寺
。
南

甕
易
!
§
に
と
っ
て
の
ド
ル
箱

で
X
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
入

難
に
ハ
イ
エ
ナ
の
よ
う
に
業
り

ま
し
た
。
平
戸
は
架
墜
に
わ
た

、
 
J
 
/

芳
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
金

地
漢
め
禽
は
イ
エ
ズ
ス
金

あ
0
、
男
1
優
セ
ッ
ト

と
し
て
罷
し
て
い
ま
し
た
。
ポ
ル

ト
ガ
ル
坐
呼
び
込
む
た
め
に
岳

探
い
海
を
持
つ
ー
か
ら
守
ら

れ
る
、
§
の
い
轟
!
の
、
少

な
く
と
も
三
つ
の
釋
義
た
す
必

祭
あ
っ
た
の
で
す
。

置
純
忠
の
藷
れ
業

平
一
戸
は
①
②
を
満
た
し
ま
し
た

が
、
キ
リ
ス
ト
穰
つ
い
て
は
壽

,
入
れ
認
で
し
た
。
・
そ
の
頃
、
綜

の
墾
で
念
寵
中
都
イ
エ
ズ

ス
会
璽
X
ず
。
陰
鴛

霧
吏
の
提
帯
"
た
ば

か
&
墾
自
身
が
キ
リ
ス
ト
教

稽
な
営
い
轟
れ
業
姦
じ
ま

f

÷
Ξ

X
。
雲
」
に
蛙
古
渋
器
力
あ
形
で
す
。
碑
の
鋪
璽
を
建

つ
た
の
で
玉
そ
の
穏
別
の
て
た
ら
、
等
考
の
良
い
昂

豐
考
察
し
ま
す
。

に
な
る
だ
ろ
う
」
。
蕊
の
ほ
様
に

イ
エ
ズ
ス
<
夏
平
芦
蛋
り
、
横
思
わ
美
み
が
浮
か
E
た
。

W
女
れ
壱
た
。
警
を
当
時
と
し
て
は
巨
大
で
あ
っ
条

建
て
、
食
発
喜
ま
玉
ル
ト
ガ
ル
架
入
学
る
に
は
、
相

仏
門
祭
唇
の
反
乱
か
暴
尽
し
当
奈
深
が
必
電
し
た
。
重

て
呈
い
ま
し
た
。
次
に
移
っ
た
福
気
す
る
泉
軍
分
で
、
岬

田
港
寔
崎
也
は
外
^
面
し
て
の
重
露
打
で
烹
こ
と
琴

お
り
、
愚
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
か
わ
ま
X
こ
、
己
て
ー

た
。
ま
靈
芦
の
松
琵
や
堺
商
人
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
開
か
れ
、

ら
ー
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
岬
婁
日
交
と
の
蒼
輩
で

に
よ
る
砲
撃
で
撃
退
は
し
た
も
の
開
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

の
淡
の
禦
必
要
に
な
呈
し
た
。

そ
こ
に
現
染
掘
が
ー

つ
た
の
で
す
。

長
崎
開
港
の
前
年
(
1
5
7
0
 
ゲ
イ
レ
ド
贄
X
は
そ
ん
な
こ
と
を
思

年
)
、
ボ
ル
ト
ガ
ル
船
は
福
果
に
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
ミ
壬
ズ
ス
会
の
聖
水
男
年
の
奏
謡
霧
め
て
の

先
寓
人
峡
張
か
烏
嶺
ポ
ル
ト
ガ
ル
象
来
航
足
す
。
岬

沿
い
に
鴛
姦
零
ミ
誘
 
1
か
れ
、
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
神

の
港
に
行
寛
り
ま
す
。
そ
の
時
父
は
そ
こ
に
轡
魯
姦
て
ま

の
様
1
書
て
妻
し
ょ
し
た
。
裳
て
長
崎
は
暫
く
作

う
。
饗
の
名
は
べ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
ら
れ
矣
工
の
町
希
に
開
か

デ
・
フ
¥
ゲ
イ
レ
ド
と
い
い
ま
す
。
れ
た
「
キ
リ
シ
タ
ン
の
町
」
と
し
て
、

瞬
く
胞
趣
を
静
て
い
く
の
で

■
外
敵
か
ら
守
る

す
一
そ
の
頃
の
こ
と
冨
昆

程
の
轟
大
秀
た
又
是
は
冨
宮
晶
書
』
に
分
か

に
入
直
奥
へ
進
む
倭
謬
晶
す
く
ー
て
い
手
。

謬
広
々
と
X
梅
が
統
い
て
い
(
器
鷹
1

ま
す
。
狭
く
な
っ
た
入
り
口
や
三
方

高
に
囲
尻
璽
ぼ
、
風
を

嬰
硬
ら
ー
は
ず
で

す
。
さ
ら
に
奥
へ
碁
フ
ィ
ゲ
イ
レ

ド
黎
の
荏
、
港
に
向
か
っ
て

飛
ぴ
出
し
た
岬
が
冒
に
入
り
ま
し

た
。
こ
霊
形
こ
そ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

が
ー
し
て
璽
し
姦

.
T
 
゛

1
 
弔
、
」

.

一

1
今
か
ら
4
5
0
賃
重
に

ポ
ル
ト
ガ
ル
繋
初
め
て
令
ま

し
た
。
そ
の
前
雫
長
腰
の
適
否

詣
喜
た
べ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ
・

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
は
、
岬
0
器
に
教

会
を
建
て
、
そ
の
後
は
畏
(
お

大
含
で
コ
レ
ジ
オ
(
至
の
院

是
な
り
ま
し
た
。

同
U
填
京
都
に
脚
画
霊
ぞ

い
覆
塵
が
い
壱
た
。
皇
室
に

出
入
巳
織
界
暴
な
轟
多
く
の

著
名
人
喜
療
し
て
い
ま
す
。
8
0

又
の
畢
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
な

襲
人
た
っ
た
よ
コ
で
す
。

道
三
が
知
歳
を
姿
た
こ
毛
豊

後
で
重
い
病
気
を
患
っ
た
フ
ィ
ゲ

イ
レ
ド
が
、
治
療
を
受
け
た
い
と

京
都
ま
で
肪
ね
て
き
ま
し
た
。
や

が
て
病
気
は
平
癒
し
、
意
気
投
合

し
た
2
人
は
宗
教
論
議
を
始
め
ま

.

、
.
'
、
一
,
ー
.
゛
一
●
.
よ
、
:
■
ナ
'
气
"

エ
.
^
^
^
^
 
L
゛

.
 
L
"
一
"
,
、
ー
.
1
i
 
.

す
。
三
の
当
モ
神
が
わ
れ

イ
エ
ズ
ス
会
に
与
え
ら
れ
た
'
'

で
は
な
い
だ
ろ
う
た
。
フ
ィ

ー
、
田
脚

1
,
゛
、
゛

違
=
「
私
は
絵
に
詳
し
い
が
信

U
翆
よ
い
。
椴
自
分
の
や
り
方

で
過
ご
し
て
い
る
」
。
フ
ィ
ゲ
イ
レ

ド
「
私
踏
雲
の
で
隆
者
の
あ
な

た
に
診
療
を
梨
だ
。
鼎
に
兪

験
い
に
つ
い
て
は
、
あ
な
た
が
わ

れ
究
に
頼
み
な
さ
い
。
わ
れ
わ
れ

は
そ
の
た
め
畢
里
も
遠
い
と
こ

ろ
か
阜
に
来
た
の
で
す
」
。

道
五
続
得
さ
れ
教
会
に
通
っ
う

ち
、
靴
を
受
望
り
ス
ト
教
徒
に

な
り
ま
し
た
。
教
名
は
フ
ィ
ゲ
イ
レ

ド
の
勇
も
ら
っ
て
ぺ
ル
シ
ョ
ー
ル

と
い
っ
た
そ
う
で
す
。
薯
急
道
三

の
繋
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
は
大
き
い

揖
L
つ
た
で
し
ょ
う
。
長
崎
港
を

調
書
た
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
は
、
そ
れ

か
ら
§
、
轟
で
曲
直
製
王

を
悲
誓
せ
た
の
で
す
。
一
あ
話
は

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
『
円
倉

に
書
い
て
い
ま
す
。

詔
一

N
1

,
'
区
」
コ
冒
 
J

'
崎
開
喜
時
今
の
揮
掛
辺
り
に

最
初
の
6
町
が
で
き
て
、
よ
そ
か
ら
会
移
り

住
ん
だ
。

大
無
異
A
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
架
平
戸
に

行
か
せ
た
く
な
い
た
め
に
語
を
冬
に
あ
げ

だ
。
そ
れ
韓
だ
っ
た
。
ポ
ル
身
ル
船
は

西
ト
リ
ッ
ク
の
燮
堤
い
、
安
会
所
に
入

,
.
る
。
然
力
安
全
だ
と
貫
っ
た
か
尾
力
入
っ

.
■
三

た
。
司
力
一
番
安
粂
つ
た
ん
だ
ろ
う
。

」
最
初
の
6
町
に
「
姦
原
町
」
な
ど
が
あ
っ

た
。
島
祭
ら
(
会
)
耆
か
ら
島
原
町
。
当

然
、
寿
か
曳
棄
る
か
ら
「
脊
町
」

も
あ
っ
た
。
そ
う
い
急
う
に
し
て
、
窟

に
懐
の
室
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
架
入
っ

璽
凄
い
急
と
で
是
っ
た
。
平
戸
と

ゑ
努
し
て
い
条
、
語
に
入
邑

、
■
.
区
 
r

平
戸
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
架
入
っ
て
い
た
か
長

商
嘉
っ
て
き
て
「
里
勗
一
が
で
ミ

1
騨
入
る
が
ら
、
長
崎
は
例
か
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
4

繋
凪
禽
分
京
都
矣
枢
禽
品

部
,
,

W
武

、
子迦
1

J
式

"
、
.
一
、

κ

气
、
今

■
冒

日

コ
弔

5
1

」
』塀

制

瑳
驫

'

鵬有

"
"

゛
.

村大

N
夢

恵
,
t

、
゛
.

町
門
1
三
■
L
 
.
、
.

を
)
持
っ
て
い
く
が
ら
、
儲
か
る
。
誘
央

に
は
そ
れ
が
で
き
な
い
か
ら
、
で
き
る
商
人
が

博
煮
粂
た
。
本
煉
電
博
多
町
禽

碕
興
善
町
と
町
象
残
っ
て
い
る
。
蚕

興
儒
多
の
へ
い
か
に
博
多
系
の
人
が
長

崎
に
出
て
き
た
か
が
分
か
る
。

博
多
商
人
蛙
黍
裂
か
易
を
誘
て

き
た
。
桶
縞
を
っ
て
一
習
所
謡
な
か

つ
た
。
よ
そ
か
ら
持
っ
て
き
た
物
泰
そ
に
売

る
。
暴
市
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

残
入
る
か
為
か
ウ
た
の
で
は
な
く
、
集

る
害
に
会
讐
っ
て
き
た
。

'
時
の
貨
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
た
の
だ

毛
っ
。
ボ
ル
ト
ガ
ル
人
も
、
開
堪
か
ら
釦
年
く

ら
い
は
長
崎
に
い
た
は
ず
だ
。

讐
蛋
に
、
信
誰
な
る
こ
と
を
条
件

極
ま
わ
せ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
春
の
風

に
乗
っ
て
入
り
、
冬
兄
玉
で
帰
る
。
居
着
く

<
余
ル
ト
ガ
ル
△
も
い
た
と
考
え
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

1
長
崎
人
の
性
格
は
。

「
あ
っ
ち
豊
つ
ご
と
、
こ
っ
ち
翌
つ
ご

喜
ん
ぱ
い
か
ん
命
ち
宅
こ
ち
巳
立
つ

ユ
丁
哲

亡
民
1
下

よ
つ
に
し
な
け
れ
ぱ
な
急
い
)
1
」
。
そ
れ

タ
中
林
山

ン
越
良
(

が
先
輩
か
ら
の
言
い
伝
え
だ
う
た
。
艮
崎
の

寺
る
伊
寺

△
と
い
う
霞
お
ら
ず
、
商
奏
の
饗
っ

の
え
市
源
)

氏
答
蛤
光
影

た
町
捕
っ
た
と
い
う
こ
と
が
(
纂
に
)
あ
る

岡
に
長
、
償

憎
二
一
且
馴

の
で
は
。

面
窪
持
契
嗣
唾



02021年(令和3年)5月16日日曜日長崎新聞第9面【文化】《サンデーぷんか》歴史(第3日曜日掲載)

『開港450年長崎の遠い記憶増崎英明⑥原風景今よりずっと広かった海

インタビューポルトガル人研究者べピオ・アマロさん異文化との接触の歴史コラム大水害の夜』

9 ^ ^

歴史(第3臼畷氏掲載)

山奇一

今よりずっと広かっ・た海

祭斤 1苛'1

'偲●'劃,
"゛

2021年【令和3年)5月16日日1荏臼

bunka@nege5aki・np.CO.jp

J

" 1

19'2年ウ月23'目φととです、私
は夕刻邪ら銅座で会食中でした'
激しい圃雨にタトへ出ると、.道゛劇Ⅱ
に変じています。、膝まで浸かウて
高台をめぎし、当時の県庁(壮戸
断)から r口」プウエイ前経由下
大橋行」のズ丈スに乗りました、
宝町でノTスが停止するので外を
見ると、稲佐へ向かう凹んだ道が、

まるで海のよ◆でした。./tスは口
、「スを妻大t1茸董しますが;'.錐座
町で車内悔再オく力工入'ウ、茂璽田丁で
エジジン邪」しまりましだ。座席が
2kに浮きイ室内灯は消え、iエンジン
も止まります。,静寂とE音黒。天井
め雨音だけがりスムを刻みます'
緊張した乗客に運転手さんは落
ち着いた声で意いました。「隣の
ピルまで口ープを張ります。女性
から降り.てください。お子さんは
男性がおぶってください」。たい

した運転手さんでした。自分の番

ヨ鬼: J■

紙面編集・出口浩一

'

カミ染て降車するとイストンと首ま
、で水が来議した'モの夜、ピル
4階から国道を見ていると、赫木、
車、'小屈、・さまざまなものが流れ

去ります6目の届く限りが海です。
海は対岸の稲佐まで統いていまし
た。
翌朝、ウソのように海は元の国
道惟戻り、卒後5年目の医B市だっ

た私はゞすぐに大学病院へ向かい
ました。病院に被筈はなく、私は
ソ、、'メシを食凌風呂に入りました
(昼にはガスも水道も止まりまし
0喝゛

銭座町の喪徳寺から坂本国際墓
地、山王神社から大学病院まで、
一方に崖のある道が続いていま
す。古い海岸線ではないでしょう

か。今になって私は、長崎大フk害
に際して、山際まで海の迫つた長
嫡の呼回;景を垣,占見たように思う
の一6す。
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ポルトガル人研究者べビオ,アマロさん

ウ船

ベピオ・ヴィエイラ.アマロ 1982
年ポルトガル・マディラ諸島生まれ。
2007年りスボン大卒、16年東京大大学
院修了。オランダ・アムステルダム大を
纒て、18年力、ら中国・芙浦大建築学院。
工学博士。専門は東アジアの港町の都
市史・建築史など。「1巷市長崎の成立に
関する研究」a6年〕はじめ長崎に閲す
る論立孝数。新型コ訂ナ禍に伴う渡航
制限のため福井県に滞在中。
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、

4
5
0
年
前
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
象
作
り
人
が
住
窪
し
た
。
4
言
年

初
め
て
来
航
し
た
頃
の
ー
、
前
の
誘
は
、
ど
ん
ナ
ー
つ
た

今
よ
り
ず
っ
と
広
か
っ
た
は
ず
で
の
で
し
ょ
う
。

す
。
そ
の
後
喜
と
し
て
望
長
崎
大
情
報
デ
ー
タ
科
学
部
の

直
擦
釜
舞

た
長

ネ
、
程
の

崎
は
、

の

、
た
か
ら
で
地
暖

め
立
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埋

こ

い
爵
地
踊

け
て
、

す
。

見

ー
て
み
ま
亮
。
そ

み
江
戸
町
か
ら
亭

崎
は
、

に
亀
力
埋
削

長

、
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か

て
を

諾
て
窒
か
が
.
れ

統
く
高

町
に

に
六
つ
の
町
蠢
設

と

§
り
そ
た
。

だ
っ

も
に
、
最
初
の
循
の
票

す
る

甲

こ
忘

血

戸
町

の
樺
帯
に
万
才

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
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1
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地
と
し
て
知
ら
れ
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出

0
い
て
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じ

仏
園
語

る
坂
道
が
あ
り
ま

右
は
浜
町
、

水
辺
の

止
側
も
浜
町
側
も
、

す
。

ル
、
県

契

、
長

T

凹
ι

キ

際

下
っ

海
で
し
た
。
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力
あ
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、
浦
上

、
4

梅
に
0
か
っ

話
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突
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し
た
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岬
」

で
し

で
織

号
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し
の
で

や
援
2

電
車
通

だ
っ

諦
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、
多

嬉
で
は

.
下

ま
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条
尾
か
あ
っ
た
よ
っ
で
す
。
長
せ
ん
で
し
た
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崎
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テ
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史
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湾
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岬
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す
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磁
鮮

表
出
す
る
過
渡
期
の
痕
跡

写
真
に
見
る

ー
ー
5
年
前
の
長
崎

■
巨

日
畢
(
1
9
0
4
S

望
)
時
代
の
長
崎
を
撮
影

し
た
写
真
畏
を
単
る

ア
ル
バ
ム
が
、
秋
田
の
古
書

店
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
豪

劉

1

ひ
め
の
・
じ
ゅ
ん
い
ち

1
9
7
7
年
煮
大
大
学
院

経
事
研
吾
士
課
程

了
。
博
士
(
経
璽
)
0

ン
プ
リ
ッ
ジ
大
ク
レ
ア
・
ホ

ー
ル
ラ
イ
フ
メ
ン
パ
ー
0

な
装
丁
は
東
浜
町
の
二
枝
べ
記
念
品
の
よ
う
で
あ
る
。
百

つ
申
店
の
納
品
で
黒
と
白
の
様
の
べ
っ
甲
写
真
画
帳
が
翌

べ
っ
甲
細
工
が
施
さ
れ
て
い
年
藷
を
藺
し
た
皇
太
子

る
。
表
装
に
爾
呈
荘
田
君
嘉
氣
王
(
後
の
大
正
天
畠

長
崎
市
有
志
者
」
と
聖
に
墜
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

れ
て
い
る
。
明
"
晶
(
伽
)
ら
そ
の
檀
が
誓
量
れ
ゑ

"
心
甑
荘
田
は
こ
の
喜
三
菱
で

吾
ぎ
と
呼
ぱ
れ
た
社

は

郎
紀
長
崎
市
条
贈
呈
し
た
長
に
次
ぐ
檀
に
あ
っ
た
。

臼
愆
の
篇
生
と
し
て
漢

風
圃
:

学
か
急
央
学
に
進
み
、
慶
応

義
塾
に
学
ん
だ
。
福
沢
諭
吉

に
取
り
立
て
ら
れ
て
畢
教

.

Ⅱ

一
゛
、
一
.

.
ロ
,
゛
▲
、

長

の
時
期
な
の
で
、
写
真
は
2

専
門
は
濡
量
・
知
貰

人
が
謬
し
た
よ
う
で
あ
る
。

・
告
賃
詔
心
と
す
る
長

写
真
の
大
き
さ
は
手
札

癒
十
。
聖
長
崎
大
教
挫
部

(
2
L
)
と
名
刺
版
で
、
洋
風

誕
師
に
婁
,
同
豊
、

襲
、
押
盡
チ
邦
璽
、

化
と
工
希
が
進
む
「
語
」

付
繍
図
欝
長
を
経
て
2
0

を
切
り
取
っ
て
い
る
。
洋
風

1
6
年
長
騎
外
輿
突
讐

の
象
徴
は
長
埼
県
庄
交
親

教
授
。
墾
か
ら
同
画
予

館
(
県
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議
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兼
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待
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察
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」
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獄
、
医
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校
、
急
行
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雫
商

舌
写
憙
暑
憂
明
治

口
殿
列
館
、
大
浦
の
ホ
テ
ル
・

の
長
蛤
」
妾
が
宏
。

フ
ラ
ン
ス
、
語
港
の
汽
船
、

師
と
な
り
、
嵩
弥
太
郎
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茂
木
桟
樋
茂
木
ホ
テ
ル
な

ど
で
あ
る
。
工
業
の
シ
ン
ボ

い
と
こ
擶
畢
の
推
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で

ル
聽
張
期
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三
菱
糖
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1
8
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年
三
菱

で
あ
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市
民
の
憩
い
の
場

商
会
に
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釦
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訪
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2
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所
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中
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っ
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す
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取
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、
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し
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、
清
水
寺
は
今
も
変
わ

ら
な
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繁
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も
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も
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。
ム
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し
て
い
る
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が
整
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、

写
磊
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遷
治
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中
誓
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と

彦
馬
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門
人
で
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焼
き
存
な
っ
た
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仕
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築
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国
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息
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打
と
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号
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過
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の
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跡
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向島の第2ドック鐙瀦溌ゞi際
造船の需要力迦こ大する
明治29 (1朋6)年U月に

完成した。右の洋館は修
理中の舶員が宿泊するド
ツクハウス。この建物は

ドックが廃止された晤和
フ(1972)年にグラパー

圓に寄閣されて今も健在
、ある。

保3亙N便物琵でD

、、

フランス人技師フロラン兄弟の指導で、
朗治12(W79)年に完成した大型ドライ
ドック。 7000トンの艦船を入'尾(にゅうき

よ)できる東洋一の規模を誇った。同17 '

^一『」
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偲0住に工部省から三菱の経営に移り同
20絽7)年に設備が払い下げられた。背'僅

のドックを拡張し、ヨーロッパ航路の開
拓を目指す日本郵船が発往したわが国最

初の大型客舶、常陸丸印00トンなどの建造に
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'町

の景色はまだ梢されていない。荘田はこ{

舗爲生
'ご連^^
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」
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止奇

ゞ'き;キ;,'1

入り荘を禾」用し崖を切り取り、育植jの掴を埋め立
1てて5年の歳月をかけて明治詔 Q905)年に完成し

嵐立

世界遺産となった第3ドック

た新設の六型第3ドック。対岸は披の平から古河町
にかけてであるが、背僅の景色は要塵地帯法に基づ
き霊状に消されている。竹の久保にあった要塞司令
は同36Φ3)年5月に六黒町に移転し、同39(06)
に早戸小屋に移転した。このドックはその後さら
に主胡長され今なお現役である。帥巧年に「明治日本
の産業革兪遺産」として世界遺産ιこ窒録された。

業斤 j玉乳

^醍轟、
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2021年(令赫3年)2月22日月曜日
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X

゛4,

拡張期の飽の浦工場

bunka@Π己gasaki、np.CO.jp

1;゛^

,Ξ^气

鷲書

.煙^^'_,..

明治29 a的6)'君"

場、組立工場、鉄機工
場、事務所の施設力

Ξ1ネ鉄製から変わった鋼

のようである。この写真
れていない。
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写
真
に
見
る

ー
ー
5
年
前
の
長
崎

明
論
(
1
9
0
旦
年
ご

寵
さ
れ
"
爲
町
現
・

江
戸
晦
1
)
の

各
長
県
で
あ
る
。
築

璽
を
経
て
い
る
。
県
知
事

は
、

コ
レ
一
プ
な
ど
の
擬
病
の

諜
対
築
や
畏
1
期
改

良
工
単
を
霊
し
た
斯
義
太

部
で
あ
つ
た
。

t
、
,
冒
の
幽
1
、
綛
す
号
§
ら
れ
て
い
る
。
庭

揮
の
籍
に
明
治
9
元
斈
は
梨
が
配
置
さ
れ
力
盧
庭

口
松
晶
足
轟
さ
染
。
西
園
で
営
。

2
 
斑
争
が
望
る
2
力
晶
の
穫
、
頭
部
に
薪
の
を

口
こ
と
で
営
。
2
曾
県
宮
つ
け
た
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
風
の
門

冬
山
瓦
ふ
き
の
2
階
建
孫
荏
章
状
の
望
よ
び
石

館
で
あ
っ
た
が
、
4
棟
の
響
畑
上
の
細
い
鉄
棒
の
フ
エ
ン
ス

喬
の
藷
霄
密
役
所
棟
翻
さ
れ
て
い
る
。
大
き
か
粛
き
れ
て
い
る
。
し
ゃ

は
静
崩
壌
後
広
墾
誓
し
窪
坪
で
鐸
、
1
万
6
1
 
れ
た
鉄
の
エ
ク
ス
テ
リ
ア
峡

て
拷
れ
て
い
た
が
、
明
宇
 
3
0
円
の
工
貴
を
費
や
し
た
。
裂
慕
の
先
端
に
防
っ
た
工

(
1
8
7
4
)
年
7
1
 
務
に
自
を
穿
る
と
、
棚
 
1
作
所
安
藩
島

木
造
2
階
建
禪
館
の
認
県

嘩
ト
ー
鴛
の
雰
)
が
崔
た

毎
に
建
勇
っ
た
。
し
か

よ
う
で
あ
る
。
門
柱
の
径

し
こ
暴
惣
召
優
の
風
速

マ
ン
ト
ル
〒
ス
用
の
煙
祭

「
静
点
塵
驫
め
る
。
門

印
材
の
大
鼠
に
吉
鎧
し

印
款
的
で
あ
る
。
嵒
に
は
ぺ

柱
の
ア
ー
チ
撫
に
は
明
治
政

た
。

ラ
ン
ダ
が
設
け
ら
れ
、

雲
纎
す
る
菊
璽
が
掲

'
一
,
拠

=

Ξ

し
ゃ
れ
た
洋
風
デ
ザ
イ
ン

、

げ
ら
れ
て
い
る
。

明
甥
期
兵
衷
す
る
こ
の

町
中
の
貰
蜑
峡
し
゛
れ

た
ケ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
と
門
灯

の
右
油
ラ
ン
プ
と
と
も
に
畏
崎

市
民
の
回
を
見
張
ら
せ
た
。
右

に
写
る
男
性
の
和
服
と
姻
ナ

や
、
左
の
人
力
車
か
ら
明
露

年
代
の
雰
朝
気
が
感
じ
ら
れ

る
。
ゲ
】
ト
杏
羅
胃
衛

所
で
宏
。

明
漁
(
1
9
1
1
)
年
、

山
田
七
磊
の
設
計
で
完
成
し

た
、
ル
ネ
サ
ン
ス
饗
3
階
建

て
、
鉄
母
苔
壁
器
ぶ
き
の

奨
異
3
代
目
県
癖
だ
建

て
勇
る
。

(
畏
堺
国
美
・
.
響
'
学

研
究
セ
ン
タ
ー
基

週
1
回
掲
載
し
ま
寸

t
1
譜
・
'

脚
.
謬

^
20 1

子氏面編
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凋
1
回
桝
嚴
し
ま
ず

1ー
.

写
真
に
見
る

ー
ー
5
年
前
の
長
崎

ρ1

朋
治
口
(
1
8
7
9
)
年
6

貝
南
コ
'
で
北
軍
を
騎

に
導
星
需
と
な
っ
た
グ

ラ
ン
ト
将
軍
が
、
出
尋
で

翁
を
劭
問
し
た
。
詑
艮
諏

興
画
の
誘
博
覧
会
を
畢

し
、
翌
日
鱒
、
眞
片
、

師

流
学
繁
視
察
し
、
そ
の
奄

令
爾
治
円
年
か
ら
は
県
知
遜

鬮
師

.
ヤ棒
翻 1ケ
,

走
の
鷺
案
出
席
し
た
。

垣
廉
語
の
1
予
校

で
あ
っ
た
。
1
忠
謄

こ
の
1
鮑
の
批
孫

光
沓
継
・
美
倫
・
需
殿

感
し
た
よ
っ
で
、
翌
年
県
費
1

合
所
・
^
な
ど
爲
2
2
0
枚

9
9
6
召
喜
て
欝

駆
外
1
し
て
の
交
分
を
月
舗
早
貨
邑
し
た
。

親
祭
建
讐
れ
た
。
交
親
鯉
明
治
巧
露
)
毎

呉
玉
=
と
回
く
軒
の
高
い
 
5
回
の
冬
か
ら
、
靴
町
現

応
畔
ξ
1

石
の
博
カ
バ
ー
が
施
さ
れ
、

織
は
ヲ
ン
プ
を
柱
顛
に
頂
く

門
柱
轟
製
盟
が
目
立
つ
梨

峯
な
造
り
で
あ
る
。

長
崎
県
は
明
治
2
西
雇
に

発
足
し
、
第
1
回
目
の
県
会
は

明
治
奨
四
ぎ
晶
町
の

光
永
寺
で
器
さ
れ
た
。
議
蝿

は
佐
賀
と
合
同
の
た
め
訟
人
。

豪
華
な
造
り
長
崎
の
鹿
鳴
館

少

゛

・
江
戸
町
)
に
興
片
兼
爵
院

が
完
芋
る
明
治
胎
一
、
1
9
1

0
)
董
で
加
雨
握
薄

と
し
極
わ
れ
た
。
明
治
玲
<
1

8
8
3
年
に
擁
賀
県
が
分

雌
し
議
員
呈
誠
す
る
。

交
器
は
外
響
所
と

し
て
r
鼎
の
儲
人
と
の
夜

会
や
県
知
事
の
範
優
ど
に

使
わ
れ
、
捲
の
廠
鳴
譜
で
も

島
っ
た
。
閉
儁
屈
藁
謡
貝

領
奨
人
の
盤
っ
た
露
会

で
、
譜
水
兵
の
掛
弔
件
処

理
吾
い
日
下
蔑
嘆
判
町
に

代
わ
っ
て
出
脂
し
た
可
明
予
夫

/

一

写
真
に
見
る
:

ー
ー
5
年
前
の
長
崎

は
、

き
0
い
コ
ル
七
ツ
ト
で

何
度
も
ダ
ン
ス
を
踊
足
あ
と

倒
れ
た
、
知
宇
は
島
原
の
温
裂

獄
に
業
め
た
が
昶
合
わ

丈
夫
人
発
歳
の
茜
さ
忍

く
な
っ
た
。
そ
の
隠
に
叫

氷
所
が
で
き
て
い
る
.

明
拍
笑
四
年
の
条
約
改
正

で
屠
難
が
廃
止
さ
れ
、
交
矧

館
の
外
建
痔
所
と
し
て
の
役

割
翁
る
。
蛾
駿
新
県

症
・
』
に
統
含
れ
た
島
と
の
明

冶
M
 
〔
1
9
1
1
〕
卸
、
平
"

か
、
呆
雌
曹
所
か
霊
し
、

大
正
4
(
巧
逢
に
は
改
誓
れ

て
竪
園
轡
縮
と
な
ウ
た
.

(
、
禽
^
^
^
・
制
^
^
^
・

研
究
セ
ン
タ
ー
長
)

正
門
に
雲
樂
部
」
の
暫
旦
π
)
年
に
慌
号

祭
見
え
る
。
明
克
(
1
8
8
 
な
る
。
董
部
と
謡
染

旦
年
、
外
捕
町
倉
1
:
の
は
明
弗
芋
月
か
ら
冥

融
元
長
麹
剛
の
璽
)
に
年
習
ま
で
で
あ
る
か
ら
、

笛
れ
た
語
亀
部
,
帯
憾
璽
で
宏
。

霧
で
宏
。
曽
と
な
食
明
治
驚
の
取
鷲
暴

築
1
、
明
治
7
年
に
長
の
ー
に
沿
っ
て
、
明
治

N
凾
聖
れ
、
明
治
 
5
(
π
)
年
、
穩
き
継

棗

ぎ
町
の
1
坦
霞
飾
り
昇
力
設
け
ら
れ
、
一
段

暴
こ
の
観
に
置
か
れ
た
。
素
華
で
営
。
外
に
も
嶺

こ
れ
は
明
治
9
年
に
東
浜
町
の
鉄
フ
.
エ
ン
ス
を
捻
ら
せ
、

(
眠
趣
の
説
に
壽
警
綴
の
軒
下
に
は
菊
の
繁
が

察
署
と
し
て
猛
し
、
蚕
謬
ら
れ
て
い
る
。
努
警
察

(
1
9
2
邑
年
に
は
江
戸

症
薯
明
治
將
号
の
シ

の
1
隼
る
。
、

ン
ポ
ル
で
あ
っ
た
。

明
秀
盡
雪
時
の
図
面

が
残
さ
れ
て
い
る
。
と
れ
に
ょ

れ
ぱ
建
謡
即
、
暴
口
は
6

坪
7
合
の
火
き
さ
で
栃
る
。
間

取
り
は
2
階
の
テ
ラ
ス
に
つ
な

が
る
部
屋
奪
部
長
室
モ
の

張
璽
票
烹
で

あ
る
。
廊
下
を
挟
登
は
、
左

'
、
、
ー
゛
ム
^
^
、
一
"
、
"
、
闇
1
、
、
.
」
,
'
-
N

明
治
政
府
権
力
の
象
徴

と
践
れ
た
饗
は
明
誓
年

に
τ
ぎ
な
っ
た
。

県
楽
部
の
欝
ス
タ
イ
ル

は
鼻
や
需
と
同
じ
く
天

井
が
高
く
、
讐
胡
き
の
議

窓
が
つ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
二

癒
の
鴛
し
デ
ラ
ス
や
弐

窓
の
商
、
重
爵
な
杲
風

週
1
回
搗
載
し
ま
す

か
急
密
筵
疹
所
、
雛

同
穆
笑
婁
課
の
各
殻

が
並
ん
で
い
た
。
1
階
警
閏

の
左
が
食
璽
、
京
会

躍
至
、
廊
下
裳
ん
で
左
か
ら

讐
町
石
版
至
宿
適
室

隙
、
壽
課
の
各
撥
で

あ
っ
た
。
す
べ
て
の
匙
は

大
き
叢
兆
つ
い
て
い
る
。
右

の
外
階
段
は
小
使
部
屋
と
便

所
炭
食
に
つ
な
が
ぞ
い

た
。
こ
こ
に
拘
認
誰
は
な
い
,

火
正
8
西
)
年
の
長
嶋
市

街
園
で
は
、
こ
と
は
竃
舞
・

長
崎
県
巡
査
鑁
成
所
に
変
わ

り
、
右
横
に
ぞ
く
県
纂
部

艮
官
残
設
け
ら
れ
て
い
る
。

語
外
閣
契
・
貿
艇
一

研
究
セ
ン
タ
ー
暑

婁ミ

紙_.

山句一 業門・
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/

゛
り
、
、
、
"
ー
、
、
t
 
、
J
」
;
ー
}
 
1
 
「

智

.

写
真
に
.
'
る
ー
ー

ー
ー
畢
儒
の
長
崎

,

/

風
栗
女
工
高
を
撮

影
蕊
る
。
実
の
穰
走

る
家
艶
み
借
量
忠
左

端
の
茂
み
は
鋸
奄
、

の
暴
は
写
磊
'
薦
の

暴
で
あ
る
。
明
抱
,
(
主
8

8
3
 
年
に
建
っ
た
「
ピ
ー
ド

、

胡

1

■
■

、

デ
^
 
J
.
^
^
一
゛
J
」

f

゛
'
一
.
゛

週
1
回
褐
戟
し
ま
す
一

口
梁
一
が
見
え
る
。
長
の
聖
の
西
璽
時
に
峡
寺

間
切
魯
捷
光
の
ガ
ラ

や
民
家
に
お
か
染
病
雫
は

粂
嵐
め
ら
れ
で
い
た
。

足
子
侘
、
こ
の
掘
に
官
軍

奥
の
塀
に
囲
ま
染
黒
の
仮
簾
建
て
烏
た
。

は
、
,
魚
(
器
町
)
に
 
1
孟
霜

建
設
さ
れ
た
長
崎
監
獄
で
肪
バ
ム
園
易
1
・
尾
)
と
広
大

る
。
江
戸
兇
、
桜
町
に
寛
か
で
、
内
瑞
で
ヨ
擾
に
分

誰
零
黒
明
治
9
年
に
長
け
ら
れ
て
い
た
。
左
の
専
妻
盤
獄
譲
器
め
ら

崎
姦
叢
称
*
れ
、
明
鵜
穫
管
1
゛
U
で
、
鼻
鼻
染
明
"
需
は
'
拠
を

年
こ
こ
に
昔
た
。
梨
獄
器
員
官
▲
昂
見
え
る
。
県
か
巳
盟
叟
弁
に
少
色
、

こ
こ
に
は
穫
霜
金
見
番

右
奥
4
棟
の
長
屋
は
既
禽
、
備
よ
く
知
ら
れ
盆
に
五

、
情
人
番
・
船
番
・
町
偉
・

右
手
前
の
一
・
ミ
父
ノ
プ
杢
載
姦
雫
る
。
そ
の
一

鵜
雛
纓
慈
彬
叩
籍
語
器
"

歯
の
獄
食
甲
劣
れ
る
。
右
 
1
の
祖
父
系
の

墨
冬
な
悲
廼
.
設
計
で
、
輩
に
器
で
渭

で
あ
っ
た
。
明
券
飼
革
に
馨
パ
ノ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
露

は
、
ー
の
璽
8
8
、
笈
で
き
誘
篇
分

1
人
の
う
ち
5
4
1
4
'
,
里
倉
。
火
垂
(
船
)
年
に

さ
れ
て
い
た
記
録
が
曹
。
・
1
片
私
盆
鹸
称

希
改
正
孫
国
か
黒
罰
さ
れ
、
霜
3
蒲
上
岡
町
翁

平
和
<
@
に
長
昇
覇

監
か
で
き
ー
る
。

(
諾
争
更
・
・
廼
蝉
子

研
究
セ
ン
タ
ー
邑

広
大
な
敷
地
3
区
曾
分
割

づ
"
^
U
^
」
■
匡
ノ
■
三
1
 
'
^

週
1
回
掲
戲
し
ま
す
一

す

?
社
而
会
に
船
蝿
劃
苛
本
桐
日

井
寵

鳶

ー
,
、

註
、
、

"
風

辧

^
.
^
^
^
^
・
.
ν
^
M
、
,
^
一
^
式

ー
ー
5
儒
嚢
碕
一

;
 
M
栴
:
.
一
.

L
-

、
 
J
 
J

、
、

明
1
の
欝
。
・
.
有
崎
1
哥
に
器
靈
恐
遣
り

か
ら
誘
郵
楊
大
菴
信
の
鍔
郵
蟹
爲
鷺
す

社
長
崎
局
日
直
壮
の
る
。
明
発
年
惟
講
賃
ケ
の
大
北
電
保
こ
れ
に
対

洋
館
で
あ
る
。
明
治
4
(
1
8
の
郵
便
電
信
の
監
督
局
と
な
抗
し
て
北
方
で
ロ
シ
ア
烹

フ
1
)
年
、
本
博
爵
で
盟
叺
明
墾
に
誘
鴛
組
み
、
.
白
奮
で
宙
へ
の

し
た
郵
鬻
は
明
治
7
年
に
と
な
っ
た
。
明
券
年
に
は
風
浴
を
園
ウ
た
。
明
治
4
年
に

鬻
7
番
に
荏
、
明
治
曝
力
玲
万
通
に
上
り
、
一
人
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ツ
ク
裏
崎
1

8
年
か
ら
郵
便
局
七
呼
ぱ
れ
当
た
わ
の
郵
緩
業
一
だ
喬
に
海
疹
ー
プ
ル
が
軸

た
。
明
治
W
年
に
舞
駕
と
っ
凖
霞
が
あ
る
。

讐
れ
、
国
内
で
も
明
治
6
年

逓
児
カ
ム
邑
、
こ
こ
響
横
1
は
デ
ン
マ
ー
 
4
月
に
東
1
語
に
海

■
一
、
,

郵
便
電
報
、
運
輸
の
盤

■
■
.

慎野臣

口

ク
の
国
撃
浮
る
明
三
底
電
繁
っ
な
が
是
。

に
奪
秀
大
1
。
轟
崎
違
松
ケ
建
大
北

一
考
句
8
5
0
琵
・
ド
、
電
^
の
一
画
尋
て
欝

一
心
び
綴
鴇
1
:
青
力
公
衆
覇
の
璽
を

に
始
ま
局
国
際
亀
信
の
^
大
鶴
た
。
,
ミ
ー

・
で
イ
ギ
リ
轟
イ
ン
ド
・
中
の
園
塵
撃
、
大
輩
一
蛭

熊
顎
穐
讐
電
1
取

1
明
築

か
ら
U
年
ま
で
鬻
3
番
に

入
居
呈
。
明
"
墾
、
郵
便

汽
船
一
一
委
§
三
茶
の
共

ー
が
厶
邑
て
で
き

1
奮
暴
籍

線
の
露
を
1
喜
い
だ
。
明

羣
翠
に
上
海
1
義
貞

崎
捻
、
上
海
澁
口
の
禽

連
血
路
を
開
い
て
い
る
。
大
正

共
1
9
2
3
怖
に
は
暴
漣

類
の
認
1
と

,
の
小
簀
、
"
,
俄

器
れ
た
、
築
み
訟
の
石

匙
寿
姪
整
場
振

岸
で
き
な
い
た
地
漠
や
食

料
、
水
は
、
矩
が
孟
し

た
俳
交
索
パ
ケ
ツ
リ
レ

ー
の
よ
つ
モ
て
鐙
か
ら
艦

船
に
隠
込
ん
だ
。

こ
の
同
じ
画
像
が
娃
が
き

で
も
答
れ
て
い
る
か
ら
、
岬

影
将
下
信
の
饗
館
は

玲
は
ぎ
鼎
も
書
た
よ

う
で
曹
。兵
U
1
学
号

^ 山可、 業斤

021年(令和3年)4月5日月曜日
紙面編集・止【下雅弘

た(右から)長崎聖Ⅱ便局、
の岸舵

大ゴヒ電信杜長崎局、
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1 1 吋
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^ 兵窒『山笥一 業斤

2021年(令和3年)3興29B月曜白

^ 紙面編集・福見千成

、

斬火工の櫛艶みと長飾監獄(長■奇外匠語大所竜)

^^

コ'

'

姫野1噴一
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202,年(令和3年)4月26日月冊日

抵面綿坐ι食道杢」__
'立,や,

'P

浦上山里村「こ柳転する前の県立艮岫痢院の病棟(右)
f
弔^

^
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'
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ー^

'二ι^

^

^

イ
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で盤
し、掌

艮學,
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ぎ
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^
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9日月曜白
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粂
讐
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、

饗

^

瓢"1f・鄭IM、1織哨,節W'r鄭麗11發蔀野戸i ●獺
熊鄭が鰯1が拠寵1,1亟亀築盲京共巨系だ系主午3論癒§、の畷鴇鴛¥を'禦・翠 U金、キ纏.¥邑悔、
山静書外の狭器・静バ宇で宴み逢留缶静書券券芥'器孕1,R糧玉餐み逢窪岩弓lt、ξ11箪貫'寄弓菊三昏設§■聖鴛1号1宍ξ11§'1等盲器設

^

/

12

謀
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^^
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080

ず tF

写
真
に
見
る
.
一
'
.
、
.
÷
 
j

ー
ー
5
年
前
の
長
崎

=

舎
。
さ23力生

學
校
・
(
平

区
梁
、

某
司
力
.

で
、
欝

誓
れ
た
明
治

)
任
綴
、
.
明

0

あ
つ
た
と
こ
ろ

力

曼
る
。
右

力

、

墾
長
安
政

解
剖
組
織
学
鋼
義
・
捻
日

雷ていご
の勺

校
学

=

』

頂

室
2
捷

炎

解
剖
教
室

療

.
属
妾
:

ミ

寮
)
,

室
寄
垣

、
ん
で
い
る
。

は
、

田
ん
ほ

れ
"
盲

と

る
。

の
、
1
、

4
 
(
1
8
5
7
)
年
Ⅱ
月

倶
Y

室
2
棟
琶
が

コ
゛

鳳
有
明
の
父
忠

ー
フ
8
2
2
坪

ス
タ
ジ
ア
ム
の
2

大
な
敷
地
に
大
小

尋
8
3
梁
璽

器
召

冨

Ξ

明
讃
年
に
ぎ

、
西
テ
怪

程
の
長
崎

に
豊
崎
病

の
は
謁
年
、

の
熱
斗

と
て
勤
務
し
た
の

(
1
9
1
7
)

し
て

る
'
、
病
.

力蔑
一
2
弌大
正

か
ら
の

口
年
か
'

つ
た
。

(
外
三
奉
匙

九
州
の
医
者
養
成
拠
点

コ

W、

週
1
回
椙
載
し
ま
す
.

都

μ

大
徳
寺
境
内
に
整
備

ξ
詞

、ぜ
・

写
真
に
見
る
g
或
芽
,

ー
ー
5
年
前
の
長
崎

゛
一
、
蔦

ゑ
輔

転
す
る
。

こ
の
苗
正
5
 
(
1
9

1
旦
年
に
露
町
の
蔑
で

1
員
の

一
"

一
一

取
セ
、
坐
悠

し

公
W
て
市
に

れ
、

そ
の
後
民
姦
と
な

爵
の
ト
ン
ト
ン

の

根
は
民
家
で
、
奥
の

旦
戸
時
代
の

倉

で
あ
っ
借
き
'

窺

事
蕩
)
。
、

'

物
は
璽
に
譜
し

国

た

商
人
の
家
屋
で
宏

里

穫
の
出
島
は
海
但

立
て
ら
れ
る
前
で
、

」
江
一

キ

時
代
の
泰
歩
長
し
て
い
る
。

海
に
浮
か
ぶ
船
舶
は
麺
露
の

よ
つ
で
あ
る
。

艮
崎
外
国
語
姦
婁
)

随
籍
赦
し
ま
す



,

/

年
架
1
編

爵
紙

可

.

写
真
に
見
る
■
イ
"
,
.

ー
ー
5
怨
剛
の
長
崎

;
幽
■
一
一
.

白
い
朱
揮
翻
か
ら
奥
訂
に
架
皆
梨
断
鳶
寓
需
熱

旧
大
徳
哀
内
意
屍
岳
盆
郭
価
器
芭

出
島
籍
か
皐
儒
口

越
し
に
1
蚕
む
。
右

の
亜
貫
徳
蠢
内
左

は
愛
邑
曹
。
内
波
呼

ぱ
れ
た
長
崎
掩
最
盡
め

立
て
摺
ん
で
い
な
い
。

白
い
木
裡
明
"
牙
(
1

8
6
9
)
作
に
錨
か
需

に
架
け
ら
れ
盲
,
の
奨

橋
。
梨
璽
器
人

,

閻

貭

が
桑
し
、
明
陛
な
っ
て
完

感
張
ノ
平
か
畠
島
ま
で

の
雪
の
一
郁
で
営
薙

愚
語
1
で
つ

な
が
n
築
町
と
出
島
忙
亀

椴
架
か
り
、
出
島
の
.
,
鞭

光
・
が
讐
ウ
た
。

;
ー
の
票
工

事
で
明
墾
に
廃
止
さ
れ
る

の
で
、
岳
饗
1

.
'
一
,
、
"

は
明
璽
イ
と
思
わ
れ
る
。
る
。
牙
時
猿
〒
X
わ
ぴ
、

和
耕
衷
の
洋
館
健
明
治
フ
カ
ピ
レ
な
ど
の
海
産
暴
.

聟
に
中
国
嚢
の
r
'
が
曹
1
撲
慶
応
元

あ
っ
た
麺
余
(
1
冬
ワ
(
1
8
6
巨
年
に
ー

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
の
誘
に
、
<
邑
て
霧
倉
な
り
、

明
稔
(
1
9
9
)
午

フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ャ
ン
,
・
ジ
ニ
リ

謬
・
シ
艮
亀
建
て
で

声
よ
レ
ン
ガ
造
り
の
フ
ラ
ン

ス
ホ
テ
ル
璽
し
た
。
ホ
テ

ル
は
ロ
シ
ア
人
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
患
と
し
、
喬
で
最
も

壱
て
い
た
。

リ
ヨ
ン
出
身
の
シ
訂
は
、
上

海
の
貫
5
衝
い
た
後

明
宛
.
(
1
8
g
§
年
に
長

崎
島
れ
、
フ
ラ
ン
ス
齋
に

浜
・
ー
す
る
ガ
イ

ヤ
】
ル
商
会
の
童
を
務
め

」
。
明
論
年
に
翌
し
、
翌

聾
に
果
Z
プ
ン
ス
人
パ
ル

メ
夫
妻
の
長
女
ア
ナ
・
ス
ィ
ー

■
.

街
人
が
要
求
し
た
遊
志

:
、
 
F
 
.

^
商
店
で
あ
る
。
陰
ば
藷
亀
よ
る
ー
れ

漆
長
緒

電
璽
を
の
尊
鑑
霪
た
。、
、
こ
の
之
、
一
1

し
、
語
市
参
貰
翌
崎

塵
1
霧
治
甕
町
の
永
果
曾
商
余

,
.
.
゛
、

一
.

立
誠
会
装
羊

旧
六
放
寺
境
内
の
木
間
に

は
ー
よ
希
梁
い
金
行
へ
と
発
展
す
る
。
一
友

幹
.
(
左
)
や
昼
長
崎
観
の
明
治
リ
年
、
築
町
禽
憙

(
亨
が
見
え
る
。
・
会
院
力
発
足
し
、
 
4
誓

左
の
憙
一
の
木
叢
倭
>
爵
稾
会
と
な
っ
て
桜
魅

ー
ー
で
あ
き
琶
<
明
璽
に
十

(
リ

▼

姫

0ー
ー

,
:
^
、
ー
,
q
・
・
・
^
寸
^
^
^
凸

ー
ー
5
器
の
欝

マ

、

/
 
h
翁
十
八
嶺
栞

が
こ
こ
に
転
入
寸
る
。

橋
号
僅
の
し
っ
く
い
暴

1
履
図
横
の
栗

岡
高
で
零
。
鋸
哥
の
ご

用
達
で
紀
璽
を
象
足

家
は
、

奨
に
張
町
の

町
各
久
松
家
の
抵
を
買
い

取
り
、
塩
望
突
印
紙

奪
香
突
箔
矢
分
母

出
身
で
養
子
の
=
一
代
易
吉
は

魯
書
庫
業
で
長
崎
発

表
す
る
需
と
な
り
、
衷
議

員
霊
省
是
め
た
。

明
帯
に
量
島
邸

埋
豊
て
ら
れ
、
ー
に

姦
票
レ
ン
ガ
遣
り
の
フ
四
ン
ス
ホ
デ
ル
症
と
エ
ド
フ
ド
・

旦
ヤ
ー
ス
の
即
宅
食
1
茜

貌
雫
い
た
弔
ノ
は
瓢

秘
嘉
さ
れ
、
川
口
に
圖
^

簿
罵
す
る
。

畏
器
重
卓
長

随
時
褐
載
し
ま
す

ー
ー
'
,
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
露
に

さ
れ
た
大
鑾
鏡
謡
孔
参
入
し
、
器
は
鋼
の
国
際

喜
の
オ
テ
ル
,
デ
・
フ
ミ
と
な
り
、
鴛
巽

ラ
ン
ス
(
縲
フ
ラ
ン
ス
ホ
テ
地
と
し
ー
れ
、
ア
メ
リ

巴
と
、
鵠
番
甲
(
現
語
師
・
力
号
や
香
港
・
点
か
ら

じ
さ
い
寵
)
1
易
商
乏
察
噐
祭
劭
し

・
ー
エ
ド
フ
H
、
.
^
一
綜
^
塑
に
劣
サ

立
ジ
ャ
ト
ス
の
和
風
洋
熊
住
.
ギ
宗
尻
ル
や
斗
ヤ
パ
ン
一
ホ

宅
。

テ
攻
ク
リ
Z
ホ
テ
ル
と
い

・
ツ

日
県
、
.
1
 
戸
鴛
な
豊
ホ
テ
ル

シ
ア
ト
ル
誓
に
、
轟
船
の
繋
が
袈
い
だ
。

洗
梦
契
レ
ン
窪
り

器

ズ
倉
。
凝
ぐ
る
み
で
ワ
ホ
テ
ル
は
具
フ
ラ
ン
ス
人

イ
ン
商
や
パ
風
・
ー
の
雫
に
売
却
さ
れ
、
重

売
喜
み
、
資
金
喜
入
苦
は
ア
ン
リ
か
ら
X
・
シ
コ
バ

労
梁
、
ホ
デ
ル
オ
ー
ナ
ー
と
り
エ
・
レ
ヴ
ァ
ル
に
交
代
し

な
っ
た
。
喪
空
ア
ン
,
4
 
た
。
レ
ヴ
ァ
ル
は
、
明
論
(
1

9
0
1
)
年
に
長
崎
に
来
て
大

曼
で
あ
っ
た
。

し
か
し
運
葱
1
で
浦
馨
の
1
雰
イ
ヤ

客
墨
藷
え
、
明
論
(
1
 
ー
ジ
ャ
ン
の
妾
妄
り
、

9
0
4
)
年
衝
産
す
る
。
シ
ア
ン
リ
の
妹
と
猿
し
た
。
つ

口
は
翻
の
姦
山
書
く
が
ま
り
ア
ン
邑
レ
ヴ
ァ
ル
は
義

厩
瘻
倒
れ
、
明
"
墾
に
露
で
あ
っ
た
。

島
に
帰
興
そ
の
急
、
そ
し
て
レ
ヴ
ァ
ル
も
明
貌

又
の
委
も
妄
書
て
(
1
9
1
1
)
年
折
歳
の
妻

亡
く
な
っ
た
。
1
墓
璽
で
亡
く
し
て
い
る
。
稔

地
紀
眠
る
。
賛
ア
ン
.
ι
'
年
に
菓
を
閉
じ
る
Z
フ
ン
ス
ホ

オ
ウ
グ
ス
デ
ィ
ン
を
明
墾
テ
ル
は
 
2
フ
ン
ス
禦
り
の

に
那
歳
で
失
っ
て
い
る
。
シ
ロ
宏
パ
ル
メ
家
の
家
族
の

苦
闘
患
し
み
が
し
み
込
ん
で

い
る
。

宴
1
予
遅

随
鹽
載
し
ま
す

頂野

f

山多 祭斤
令和3年)5月17日月髭日
Ⅱ口みゆき

'1'.・ー

習●.,*題み,,純'"" i ι",立ln

12

山奇・ 業斤・

令和3年)5月10日月曜日
田中英樹
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山岳一 祭斤

2021年(令和3年)5月31日月曜日
背面編集・宮本宗幸
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^ 祭斤山笥、

2021年(令和3年)5月26日駅曜日
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一

f

丸山町の花月桜(現料亭花角)勣から崇を望む(畏岫外国語大所蔵)
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011白
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ノ
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、

¥ψ 1ぜ、、ー".コ,

,1寺斑ずミ、.'マ叫゛"蠢曝寺斑,務、'W゛"蠢ル'.ー'・1*11ー'^■、、.^..

弔1

し、ミん

(幻/116 )

遊)

・1 41こ 6年年゜のイれ

,▲,.一■..゛'、"゛',,U,.

寸留

J〒

ノ

゛【

^
^
に
^
,
る
シ
一
・
,
÷

ー
ー
S
年
剪
長
崎

゛

/

心
司

=

.
L

゛
、

上
の
盆
ば
、
・
貸

し
た
明
治
即
年
代

郭
。
喜
(
轟

栗
量
の
料
亭
杉

篇
)
磊
、

戸
1
の
門

語
L
゛

嚢
著
の
:
、

演
す
た
〆
美

、
'
'

蟹
の

。
晶
屋

"
■"
腎
風
隻
爵
で

鰹
署
の
襲

九
'
1
 
叫
L

ル
,
"
、
熱

力
車
が
挙

途
人
建
=

直
U

三
検
番
殴
薯

・
町

■
1
,

一
、

屋
で
あ
る
。
さ
ウ
に

鍛
に
変
容

つ
た
。
こ
の

力

一

畏

旧
丸
山
遊

警
と
し
て
;
0

奇
の

に
薯
れ
て
い
る
。

,

、

、
露

車
嵳
§
一
、

人

よ
つ
に

§
さ
共

し
て
い
る
。

大
き
ナ

、
電
柱
か
ら
餓
線
で
磐
力
送
ら

牲
。
,
,
讐

、
冨
卸
が
と

.
れ
、
,

一
、
、
、

や

.
ヂ
倍
ば
所

て
、
る
。

で
は
明
治

も
さ

,
為
電
祭

8
9
3
)
・

:
サ
貌

2
八雪

金
島
喫

い
た
f

,
、
合
盲
豊
座

鼎
遜

饗
侠

示

゛
、
窯
が
見

、
.

需
干
擁

い
ゑ
誼
切

凡
1

果
悲
で

巴
嚇
る
.

、
釣
案
し
ん
筑
る
よ
つ
爾

る
の
ば
三

・
ゑ
:
璽
.
岳
:

.
南
・
東

.
饗
で
が
程
の
山
ハ
命
で
あ

る
。
人
力
車
の
^
.
県
の
玉

墨
嵒
巖
の
加
島
 
1
で
鴛
一
'

是
は
真
検
楼
新
飽
、

J
-
、
,
ノ

、
一
1

と
な1

の
道

、
゛
一

。
丸

亀

0

イ
占

■
.
即
冒
J
戸
.式

J
E
 
『
」

、

弔
 
r
 
-
,

臣一
帯

フ
ンのこ

一
、

.
,

J
'

」
ー
゛

.
゛

、
,

'
見
コ
一
゛

口2口山
つ
石て

に
は
転

れ
て
い

さ
れ
、
・
・

.
カ

悪
わ
の
れ丸婁

が
ジ
包鑾あっ鳩、

X

廓
の誘

ち
」
の

丸
山

る
。

Ⅱ
ゴ
ム

奇
の
蠢
接
畏
妥
山
含
か
ら
剛
を
望
む

長
師
.

語
止
風
誓

ゑ
欝
長
駕

舞
や
1
良

怠
ゑ
春
裟
出
と

る
。
太
り
口
循
の

誓
ら
れ
て
い
た
。
.

,
一
.

れ
る
.
「
送
り
込
み
花

璽
位
で
あ
っ
た
が
、

ι
「
1
」
の
娼

い
塁
位
号
で

。
・
「
お
嵳
り
」
の
宿

き
た
の
で
旅
器
り

発
。

賢
誓
周
蕗
、

貴
箪
.
習

酬
,
 
F
 
-

」
一
「

、

粍
兵
、
妄
容
し
た
花
街

、
.
゛
.

隆
芋
那
、

■
 
1
 
、
乢
、
]
よ
、
写
一
.

黍

随
時
褐
戦
し
ま
す

と

写
喜
見
る
ー
'
・
、

、し

」
一

、

・
・
上
・
^
.
^
一

に
し
て
魚

斜
面
地
の
新
興
遊
郭

明
甥
穏
の
鑾
諏

写
真
は
明
論
粍
婁
成
し
、

金
皇
本
通
り
)
,
。
浪
会
ど
し
て

ノ
平
に
工
重
姦
侶
私
崎
の
壽

娼
の
風
紀
を
取
わ
締
ま
る
た

掘
の

湾
寝
,

、
明
鞄
(
'
9
3
)
年
、

斜
瑠

鑾
剛
に
こ
れ
ら
ー
。

猿
は
澤
鍬
右
禽
ら
が
創

が
築
か
れ

設
し
璽
経
が
駆
た
き
の
饗
れ
た

で
あ
う
た
。

1
浦
嘉
で
謹
て
が

船
舶
給
水
や
^
,
運
送
で
財
を
 
m
は

力
明
" 吉

¥
罵

・
一
゛
藁
力
ら

■



/

聞

゛
~

J
.
"
亨

▼

"

写
真
に
見
る
一
、

.
ー
ー
5
年
前
の
長
崎

"
罫
冨
一
.
一
一
=

=

〕
"

<
・
.
q

ヨ

t
゛¥

一
、

誕
四
,
一

写
真
は
、
寿
溶
い
の
大

草
イ
ー
る
闘
竹
き
の
蒸

需
専
奥
に
写
っ
て
い
る

島
は
京
竹
島
奮
昌
海

摺
い
の
驚
は
明
貌
(
1

8
§
年
に
琶
れ
た
。

木
製
の
羅
砲
2
1
5
と

記
さ
れ
て
い
る
。
一
あ
糧

1
暴
明
磊
(
1
8

9
7
)
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸

入
X
飽
麹
テ
ン
ダ
屍
水

大
輩
甚
靈
る
威
気
話
雁

裳
器
舶
索
}

〆f
、

た
。
拳
§
つ
卜
鴛

宅
禽
軍
伯
式
で
営
。
 
1
語
の
警
工
事
は
歪
で

ボ
イ
ラ
ー
で
嵳
k
黛
気
を
遅
契
壁
に
長
〒
長
崎
翁

,
そ
の
ま
ま
貫
め
、
鴫
為
"
浦
虫
:
製
ず
一
駕
U
た
0

粍
か
ら
羣
る
盡
夕
語
爲
璽
に
早
岐

ン
ク
車
雲
箆
べ
て
力
か
1
要

に

が
弱
い
勺
量
髪
復
向
い
与
ま
で
つ
な
が
り
皐
爵

て
い
菱
躯
し
か
で
婁
.
(
回
輿
盲
し
た
0

い
た
め
転
向
装
置
安
ー
ン
テ
こ
の
ミ
肇
.
喜
々
津

プ
巴
,
が
必
要
で
あ
っ
た
。
・
'
大
草
紀
墨
季
ゑ

鬼
に
ょ
る
鷺
累
両
鉄
道
が
長
崎
に
つ
な
が
る

譲
番
で
、
輩
に
国
警
1
 
前
阜
岐
に
着
い
卜
妾
連

5
0
髪
喬
車
忘
る
。

鳥
栖
か
含
す
壽
鉄

道
程
尋
蛸
治
別
(
1
8

9
1
〕
年
隻
ま
で
、
軍
に

武
雄
聖
軍
1

不
況
で
遅
れ
た
全
線
開
通

篇
で
墨
誓
人
力
車
で
7
簡
半
を
誓
た
。
穀

で
時
倫
を
道
ノ
尾
駅
ま
で
等
聖
に
国
有
化
さ
れ
、

走
り
、
汽
車
で
長
崎
に
乗
羅
岨
年
か
ら
播
本
線
と
な
る
。

い
で
ぃ
光
,
、
明
論
(
1
9
0
邑
年
、

閑
鉄
道
で
婁
と
な
る
諌
一
ギ
リ
ス
か
ら
話
港
に
喬

1
閻
綴
ノ
峠
ト
ン
ネ
 
k
1
は
墓
操
り
に

ル
(
趨
"
)
は
難
工
事
で
師
汽
車
荏
い
、
如
年
に
長
崎
・

つ
た
。
浦
上
か
ら
長
崎
(
器
蟻
磊
れ
た
与
謝
頴
幹
ら

鼠
ま
で
軍
る
の
鯖
聟
足
羅
』
の
5
人
連
れ
も

張
で
着
工
か
ら
畢
を
饗
か
ら
釜
を
利
用
し
た
。

、
勇
。

昭
和
9
(
1
9
3
4
)
年
に
有

明
論
(
1
9
0
6
)
年
の
罵
の
糖
口
1
諌
舌

ダ
イ
ヤ
改
正
で
闘
禽
問
が
誘
本
線
と
な
り
、
旧
講

「
奏
尋
」
富
旦
伝
さ
本
程
1
と
大
綴
に

こ
、染
魯
列
単
萪
金
妻
、
分
彫
さ
れ
る
。
程
の
轟

が
業
る
。
朝
5
聴
分
長
由
の
語
本
線
が
開
学
る
の

契
・
毎
1
1
寄
着
は
、
畏
崎
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し

た
昭
辞
年
の
こ
と
で
あ
る
。

喪
貫
美
学
長

〆

ー
」
ー
ー

^ 山,ー

2021年(令和3年)6月7日
紙面編集・中島鯉英

業斤,
月曜日
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『

フ
ニ
^
一
一
^
二
一
三
・
・
・
・
^

、
一
、
、
一
一
一
一
.
、
一
一
一
会
.

独
日
否
艦
需
遣

今
夏
に
、
中
国
を
け
ん
制

【
ロ
ン
ド
ン
H
赤
川
省
吾
】

ド
イ
ツ
政
府
は
独
海
軍
に
所

鴇
す
る
フ
り
ゲ
ー
ト
艦
を
日

本
に
派
遣
す
る
検
需
入
っ

た
。
今
夏
に
も
ド
イ
ツ
を
出

航
す
る
。
海
外
領
土
を
持
た

な
い
ド
イ
ツ
が
極
東
に
艦
船

を
送
る
の
は
極
め
て
異
例
。

諸
も
航
空
母
艦
を
近
く
太

一
平
洋
に
展
開
す
る
。
対
中
警

戒
詮
が
急
速
に
強
ま
る
欧
州

正
お
け
る
ア
ジ
ア
政
策
の
転

士
 
1
 
フ
ー
ー
 
0
 
1

ネ
部
3
Ⅱ
引
舶
幻

0
 
1
 
7
 
3
 
3
 
3

.
m
町
冊
吟
ル
畍

新
望
驫
川
U
舶

済
.
引
区
励
能
舵
"

伯
田
伯
伯
0
0

本
@
靴
1

日
社
郎
社
社
社
社

本
東
本
支
支
支

価
嵐
晶
"
"

発
東
引
火
名
西
札

換
を
象
徴
す
る
出
来
事
に
な

る
。
(
関
連
記
事
"
面
に
)

独
政
府
は
昨
秋
に
イ
ン
ド

太
平
洋
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
(
指

道
を
閣
議
決
定
し
た
。
現

在
は
指
針
に
も
と
づ
く
具
体

策
を
詰
め
て
お
り
、
海
軍
の

派
遺
は
そ
の
憂
と
な
る
。

複
数
の
独
政
府
・
与
党
筋

に
よ
る
と
独
闘
を
母
港
と

す
る
フ
り
ゲ
ー
ト
艦
1
隻
が

長
期
に
わ
た
っ
て
イ
ン
ド
太

1

平
洋
地
域
に
滞
在
し
、
日
豪

韓
な
ど
に
立
ち
寄
る
。
同
地

域
に
点
在
す
る
Z
フ
ノ
ス
領

で
補
給
を
受
け
た
り
喬

演
習
に
参
如
し
た
り
す
る
こ

と
を
浬
走
。
南
ソ
ナ
海
を
航

行
す
る
案
も
あ
る
。

ジ
ル
バ
ー
ホ
ル
ン
独
国
防

政
務
迭
忌
取
材
に
「
今
夏

に
出
航
し
た
い
。
,
ま
だ
詳
細

は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
霧

港
先
と
し
て
)
日
本
が
視
野

^
心
領
域
で
は
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
海
軍
を
展
開
凡

ぱ
強
力
な
政
治
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
な
る
。
国
際
秩
序
の
維
持

に
積
極
的
に
か
か
わ
る
姿
勢

を
示
す
。

英
国
は
空
母
ク
ィ
ー
ン
.

エ
リ
ザ
ベ
ス
を
イ
ン
ド
太
平

洋
に
送
る
。
英
海
軍
毅
誓

は
取
材
に
「
4
S
6
月
に
出

航
す
る
見
通
し
を
答
え
た
。

欧
州
各
国
は
経
済
的
に
ホ

国
に
大
き
く
依
存
す
る
半

頁
政
治
面
で
は
急
速
に
距

馳
を
置
き
つ
つ
ぁ
る
。
軍
艦

の
イ
ン
ド
太
平
洋
派
遣
は
中

国
偏
重
の
ア
ジ
ア
政
策
が
大

き
く
変
わ
る
一
三
を
意
味
す

る
。

に
あ
る
」
と
閉
り
か
に
し
た

酉
由
民
主
主
義
陣
営
の
。
ハ

!
ト
ナ
ー
と
の
紳
を
深
め
た

ど
と
晶
っ
た

同
迭
晨
冠
れ
か
を
標

的
に
し
た
計
画
で
は
な
い
」

と
強
調
し
た
餐
力
に
よ
る

霖
変
更
を
試
み
る
中
国
を

け
ん
制
す
る
意
墜
園
い
が
あ

る
の
は
明
ゆ
か
だ

ド
イ
ツ
は
域
外
派
兵
に
慎

重
で
Z
ソ
ア
は
伝
統
的
な
関
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捗深来斤

欧州、東アジア安保に関与

雇荷

ドイツ
2020年9月にインド太平洋指針

を閣議決定、白本に海軍派遣へ

,英国

2021年(令和3年)1月26日〔火曜日1

,"Ξ'

G7議長国として6月の首脳会

議に韓印豪も招待、空母をアジ

アに展開へ

1 フランス

オランダ

2018年にマクロン大統領がイン

ド太平洋埀視を表明

1

」Ⅱ

2020年11月にインド太平洋重視

を表明し、独仏と連携

・・・・、・,・j・、

,」,;.,ち・'.、,ν'、TT、'、C辻'』゛t卜L .、'之=;1 1 、""二子■'セ、・゛:1%'.、,'、
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L

鳥

写1

0
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口

■
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一自

対
中
政
経
分
離
」
に
限
界

ド
イ
ツ
政
府
が
「
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
陥
」
に
極
東
へ
の
海
軍
派
遣
を
廊
り
込
む
の
は
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
牒

制
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
政
治
で
は
距
誹
を
讐
経
滅
で
は
一
つ
ま
く
つ
き
李
つ
と
り
つ
対
中
政
策
の

「
政
経
分
雛
」
を
坦
っ
が
、
人
櫛
を
重
視
す
る
緑
の
党
が
与
党
入
り
す
る
可
種
誓
ま
っ
て
お
り
、
「
い
い
女
」

腎
」
の
戦
略
に
は
限
界
が
近
づ
い
て
い
る
。
(
1
面
捗
怨

冨

リ
ゲ
ー
ト
筋
と
駆
逐
一
丈
「
欧
州
は
卿
ゆ
の
安
全

類
さ
れ
る
謬
に
も
っ
と
貴
任
を
持
っ

二

露
針
空
栃
た
だ
け
で

は
国
際
的
に
信
用
さ
れ
な

7の
一
い
。
な
に
か
努
な
貝
稼
策

し

ど
夕
を
盛
り
込
ま
な
い
と
」
。
2

0
イ

娘
口

0
2
0
年
秋
に
イ
ン
ド
太
平

洋
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
(
指
針
)
を

ゲ
討
閣
議
決
定
し
て
以
来
独
政

才
は
や
与
党
関
保
者
は
取
材
に

級
か
興
訂
卿
ぜ
語
っ
て
い
た
。

ぜ
す
目
玉
と
し
て
浮
か
ん
だ
の

ク
が
海
軍
の
ア
ジ
ア
派
過
だ
。

の
を
舵
年
に
練
習
航
海
中
の
ド
イ

^
必
要
が
あ
る
」
(
ジ
ル
バ
ー
長
9
月
の
議
厶
零
星

・
ホ
ル
ン
氏
)
と
の
思
い
も
強
入
り
が
有
力
視
さ
れ
る
。
同
一

ま
二
L
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
英
肌
脱
後

の
欺
州
連
合
(
E
U
〕
で
「
外

交
・
安
赤
陣
の
り
!
ダ
ー

役
」
を
埠
っ
。
イ
ン
ド
咋
の
仏

領
レ
ユ
一
牙
ン
島
な
ど
に
8

0
0
0
人
の
兵
力
が
あ
ゆ
、

「
我
々
も
イ
ン
ド
太
平
洋
國

婆
と
仏
外
窃
省
報
送
官
は

取
材
に
強
調
し
た
。
巾
国
の

膨
張
靈
雋
建
せ
ぱ
点
在
す

る
仏
領
が
寸
逝
汽
て
し
ま

う
と
い
う
危
機
感
が
響
。

E
U
か
ら
抜
け
た
英
綴

認
的
に
「
孤
立
し
て
い
な

い
」
二
と
を
票
し
た
い
。

器
軍
報
道
信
は
霜
の

発
表
は
数
力
例
後
」
左
爰

=
涯
け
た
が
、
英
六
事
米

艦
船
が
艇
衛
す
る
器
北

脚
」
と
の
噂
も
宏
。

た
だ
問
題
は
外
交
・
安
保

k
 
冒
■
'
』
■
J '
」
■

と
ジ
ル
パ
ー
ホ
ル
ン
独
國
防

政
務
俗
は
話
す
知
霊

与
党
筋
は
「
民
主
謡
の
。
ハ

ー
ト
ナ
ー
に
連
帯
感
を
示

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
日

本
か
ら
張
要
謂
が
あ
口

そ
れ
に
応
じ
色
烏
是
。

欧
州
で
は
イ
ン
ド
太
平
洋

に
領
土
を
持
つ
英
仏
も
ア
ジ

ア
安
保
お
雫
オ
姦
め

る
。
む
え
米
軍
の
代
わ
り

に
は
な
ら
丈
軍
京
的
に
や

三三

党
が
馨
冨
力
蠢
め
れ
ぱ

対
中
関
係
が
恕
化
し
、
中
国
一

か
ら
ワ
イ
ン
や
火
裟
ど
に
一

汝
々
と
追
加
閥
税
キ
課
さ
れ
一

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
プ
の
二
の

糾
い
に
な
り
か
ね
な
い
。

一
羅
信
規
格
「
5
G
」
な
、

ど
ビ
ジ
ネ
ス
と
外
交
覆
一

が
痴
接
に
か
ら
む
梁
件
は
多

い
。
中
国
は
「
核
心
的
利
肱
一

と
位
椴
づ
け
る
好
港
闇
題
な
、

ど
で
対
外
的
な
強
緩
勢
を

強
め
て
お
り
、
擶
が
科

工
襲
読
鄭
企
だ
坐

能
す
る
の
か
は
不
透
明
だ
。

中
照
は
経
洲
的
に
無
視
で

き
な
い
バ
ー
ト
ナ
ー
た
ド

イ
ツ
は
中
国
を
過
嵳
製

す
る
二
と
症
避
け
た
い
の
・
が

本
甕
禽
の
航
海
壽

A
繋
誓
忍
讐
証

希
戰
」
で
は
な
く
、
お
く

軍
堆
ツ
艦
船
が
臼
本
に
寄
港
し
た
や
力
不
是
だ
咲
欧
州
が
束

^
一
一
邑
至
る
焚
当
時
と
は
に
な
れ
ぱ
政
治
的
に
は
強
力

イ
ゲ
竪
張
感
が
違
っ
。
こ
の
部
年
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
。

ド
リ
近
く
で
北
朝
鮮
や
中
属
へ
の
ア
ジ
ア
安
保
に
か
か
わ
る

懸
念
張
州
も
共
有
す
る
よ
背
景
に
は
、
各
畏
と
の
個

う
に
な
っ
た
。
別
事
惰
も
あ
る
。

靈
さ
を
頑
み
に
男
の
"
イ
ツ
は
周
辺
国
に
安
保

で
対
巾
強
硬
姿
勢
姦
め
つ
^
ま
で
も
商
係
誓
の
建

マ
幽
動
東
な
ど
対
巾
ビ
ジ
一
強
化
が
狙
い
」
霽
塁
"

ネ
ス
で
恩
恵
を
受
け
よ
う
と
、
掛
亘
と
位
置
づ
け
る
。
一

い
一
2
菟
稽
志
を
追
う
 
E
U
外
交
筋
は
「
対
ロ
シ
ア
一

戦
略
が
難
し
く
な
り
つ
っ
あ
な
ど
に
比
べ
て
ア
ジ
ア
政
奨

る
点
だ
。
は
粘
積
が
浅
い
。
い
ま
は
経
^

溺
出
を
睡
に
し
て
も
験
を
積
ん
で
政
策
を
軌
壁

で
も
力
の
あ
る
き
ろ
を
み

せ
た
い
ゞ
ジ
ア
に
艦
船
を

、
τ

送
る
能
力
が
あ
る
な
ち
、
北

ア
フ
り
力
や
棗
で
部
隊
を

展
開
で
き
る
三
の
証
朋
に

な
る
。
独
軍
は
「
条
の
整

備
状
況
が
悪
い
」
な
ど
と
の

批
判
を
浴
び
て
き
た
。
モ
の

イ
〆
ー
ジ
も
斡
で
き
る
。

米
国
に
任
せ
き
ゅ
に
せ

き
だ
」
。
ド
イ
ツ
で
は
緑
の
磊
し
て
い
る
。

党
か
ら
は
そ
ん
拳
向
が
漏
れ
一
儒
総
局
綿
集
委
員

る
。
人
櫂
を
処
ん
じ
る
緑
四

赤
川
喜

秩
序
を
押
し
通
そ
う
と
す
る

の
を
認
め
て
は
弩
な
ど

」
.
゛
■

中
里
強
い
寄
で
臨
む
ぺ

▼
フ
り
ゲ
↓
卜
艦
レ
ー

ダ
ー
類
を
備
え
る
軍
艦
の
一

種
で
、
敵
の
潜
水
艦
や
航
空

機

、
旨
風
艦
隊
や
民
間
船

護
衛
す
る
一
芝
が
主
な

を
月

。
サ
イ
ズ
な
ど
基
準
は

異
な
る

の
海
塀
で

0

将

雜
胖
は

上

蔑
羅

に

7

白

分

'

こ

正
」
て
い
ε
か
な
ど
と
^



「

〆

妻
全
鑾
麺

東
芝
は
7
貝
蔆
資
7
一
ノ
ノ
ド
の
C
V
C
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
な
ど
か
ら
2
兆
円
超
の
買
収
提
案
を

受
は
取
締
役
会
で
検
討
に
入
っ
た
。
2
0
1
7
年
の
縄
営
危
機
を
救
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
霧
量
っ
株
美
 
3

面
き
ょ
う
の
こ
と
蛙
と
の
刈
立
が
深
ま
吹
3
円
の
臨
時
株
主
総
会
で
は
株
主
提
案
が
司
決
さ
れ
た
。
定
時
総
会

で
の
再
任
が
埠
っ
く
な
り
つ
つ
ぁ
っ
た
翫
の
経
営
陣
峡
非
公
開
編
案
を
ア
之
ナ
イ
ビ
ス
ト
と
決
別
し
成
長
戦

略
を
打
ぢ
出
す
誕
と
耀
え
て
い
る
。
屬
連
記
事
3
面
に
)

一

=
誓
れ
た
も
よ
コ
だ
。

脱
市
場
系
る
再
生
掘
靴
^
掘

7
矧
午
前
に
東
芝
が
闇
い
.
ら
の
買
収
提
案
が
報
告
さ
れ
度
の
プ
ン
ミ
ア
ム
(
上
乗
竺
い
て
の
識
論
は
な
か
っ
た
。

た
取
姉
役
会
で
、
C
V
C
か
た
。
6
臼
の
株
価
に
3
割
程
嘔
を
乗
せ
た
買
収
額
が
提
一
来
週
に
も
C
V
C
が
正
式
に

ヨ

=

υ、

一
〆
ン
ト
な
ど
が
幽
ら
が
推
駕

§
る
取
締
役
の
迦
任
一
誓

^
た
。
株
主
捉
案
は
否
決
さ
れ

条
、
市
谷
脹
社
是
繋
最

モ
リ
亀
の
売
却
を
将

し
張
鑾
の
米
ウ
エ

ス
タ
ン
デ
ジ
タ
ル
(
W
D
)

と
髮
沙
が
難
航
し
た
。
追

い
込
ま
れ
た
綱
川
智
会
長

^
嘉
営
寅
任
者
再
任
へ
の
賛

一
成
比
率
も
約
駅
%
指
年
の

一
約
卯
%
か
ら
急
低
下
し
た
。

雪
時
社
曇
は
、
ア
ク
テ

イ
ビ
ス
ト
を
含
む
釦
も
綴

外
鑾
霽
う
を
対
訣
に
し
た

計
6
0
0
0
億
円
の
饗
を

決
め
た
。
上
場
廃
止
は
免
れ

た
が
、
海
外
投
資
家
能
率

は
約
7
割
ま
で
高
ま
う
た
。

加
年
総
会
で
は
子
会
社
の

不
祥
市
な
ど
金
誕
治
梁

備
に
対
し
、
エ
フ
ィ
ッ
シ
モ

ガ
ポ
ー
ル
の
3
D
イ
ン
ペ
ス

ト
メ
ン
ト
.
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

が
3
晶
日
付
で
製
株
4

・
フ
%
分
を
追
加
取
似
し
、

保
有
比
率
を
7
・
2
%
ま
で

高
め
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

つ
た
。
3
D
は
帥
年
総
会
で

株
主
提
竃
し
た
1
社
だ
。

足
元
で
も
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス

ト
は
2
割
超
い
る
も
よ
一
つ
。

即
年
総
会
や
3
用
の
腰
総

会
の
結
果
も
壁
え
、
東
芝

関
保
者
の
問
で
優
皐
の
定

時
総
会
で
車
谷
氏
再
任
へ
の

危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
た
。

買
収
を
提
案
し
た
C
V
C

は
今
後
他
の
投
資
フ
ァ
ン

ド
の
参
習
誓
つ
つ
、
東

芝
に
T
O
B
(
笑
厶
開
貧

い
付
け
)
得
を
<
勗
た
正

は
上
尋
の
た
め
、
W
年

3
月
末
ま
で
に
債
務
超
過
を

解
消
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

稼
ぎ
頭
だ
っ
た
半
糠
〆

エ
フ
ィ
ッ
シ
モ
は
部
年
総

会
の
犠
決
松
集
計
に
嬢
碇
を

唱
え
、
塑
一
霜
の
朗
斉
を
求

め
た
。
謙
鑾
社
フ
ァ
ラ

ロ
ン
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
ネ

ジ
〆
ン
ト
も
東
芝
の
盗
本
政

策
を
間
題
視
し
た
。
3
月
の

臨
時
総
会
で
は
、
エ
フ
ィ
ッ

シ
モ
の
提
案
が
胎
%
の
賛
成

で
可
決
さ
れ
、
フ
ァ
ラ
ロ
ン

の
提
案
は
否
決
さ
れ
た
が
約

即
%
の
買
成
靈
め
た
。
あ

る
東
芝
株
主
は
三
れ
が
現

経
営
陣
に
反
対
す
る
コ
ア
メ

ン
パ
ー
だ
」
と
指
摘
す
る
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
動
き

h
車
谷
氏

、
、
兪

千

提
案
す
る
と
み
ら
れ
、
群
細

は
炊
回
以
降
の
取
締
冬
で

畿
論
す
る
三
を
確
認
し
た

と
い
う
。

株
式
の
非
公
兇
を
将

ビ
ス
ト
と
の
関
保
が
悪
杉
・

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

東
芝
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
一
、
^

,
問
だ
。
弓
側
岬
専
、
県
し
、

車
谷
^
=
買
収
交
歩
'
H
や

な
い
と
み
ら
れ
毛

C
V
C
力
靴
除
と
☆
愈

し
器
し
た
T
O
B
に
遍

が
拠
ま
る
か
は
、
プ
レ
ミ
γ

ム
に
よ
る
部
分
が
大
ぎ
い
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
は
投
資
刷

側
り
を
重
樹
す
る
か
・
羅
。

脚
わ
東
芝
を
買
収
し
企
業

価
偵
を
高
め
る
こ
と
に
・
暴

が
あ
る
フ
ァ
ン
ド
が
、
よ
"

高
い
癖
で
の
対
饗
も
快

討
す
る
司
鴇
も
あ
る
。
蝶

'
は
東
芝
力
約
斗
仰
の
憐

を
持
つ
キ
オ
ク
シ
ア
ホ
ー
ル
,

デ
ィ
ン
グ
ス
だ
。
米
帆
道
に

よ
る
と
畷
が
3
兆
円
規
椣

で
鐙
樂
優
討
し
て
い
る

・
キ
ャ
ビ
タ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
は
活
捲
 
2
日
に
は
シ
ン

一
す
る
背
景
に
は
、
ア
ク
テ
ィ

の
関
倭
Π
年
か
ら
。
原
子

力
糟
烹
吉
置
額
損
失

で
偵
務
超
過
に
陥
っ
た
聖

式
な
提
案
を
す
る
と
み
ら
れ
と
み
ら
れ
る
な
か
、
非
上
場

る
。
C
V
C
は
過
去
に
市
谷
一
の
キ
オ
ケ
シ
ア
の
援
ル
.
一
ど

氏
者
本
法
<
の
会
長
蛋
譯
価
す
る
か
で
も
愈
兇
郭

め
た
。
東
芝
の
藤
森
然
明
社
軒
そ
急

12版
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4
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o
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ち
0
力
う
三
ハ
.
イ
テ
ン
氏
は
姦
中
風
や

略
を
通
じ
、
雇
劃
と
格
差
巽
術
で
優
に
立
た
な
け
れ
一
ロ
シ
ア
な
ど
の
専
型
禽
家

ナ
一
く
し
、
一
と

1

搬

1

曝
紅
導

紙
面
編
芋
出
暴
一

冬
゛
M
t
太

明
」
冒
,
●

Q

凡

ぜ

、

J
1

襲
演
説
は
1
月
の

初
め
て
。
習
で
籍
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J

.1デジ
タ
ル
化
の
加
速
に
コ
ロ

ナ
禍
が
迅
な
り
人
工
知
能
(
A

1
)
に
雇
用
の
奬
姦
わ
れ

る
厨
が
生
ま
れ
て
い
る
。
国
立

憾
延
九
所
の
新
井
紀
子
教

授
極
篇
券
希
と
労
勧

に
つ
い
て
聞
い
た
。

ー
ー
恭
申
新
の
歴
史
に
学

ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
戸
ノ
が
特
定

の
労
働
を
代
替
し
、
舗
を
失

う
人
が
大
躍
に
出
る
と
い
一
つ
歴

§
製
さ
れ
て
き
た
。
産

紫
命
で
は
生
産
性
が
低
い
家

内
制
手
工
業
を
担
っ
熟
練
労
働

者
が
機
械
へ
と
代
わ
っ
た
。
大

」

一
淑

む

一

一
,

'

气

ノ

、

〆
T
 
'

゛

代

国
立
情
報
学
研
究
所
教
授

新
井
紀
子
氏

、
ー

1

き
た
分
厚
い
中
間
層
の
仕
事
を

奪
い
つ
つ
ぁ
る
」

「
A
1
に
も
限
界
は
あ
り
、

進
化
し
て
も
介
護
や
子
育
て
な

ど
非
定
梨
の
業
務
は
簡
単
に
は

一
癒
せ
な
い
。
人
問
に
残
さ
れ

る
仕
事
は
過
酷
で
低
賃
金
で
あ

る
こ
と
が
乏
 
A
1
に
職
を

奪
わ
れ
た
大
卒
老
が
働
き
た
い

と
思
い
づ
ら
い
と
い
う
ミ
ス
マ

ツ
チ
が
生
じ
る
」

「
不
案
正
な
社
会
は
民
主

主
義
を
も
脅
か
し
ま
す
。

需
の
昭
和
恐
慌
で
も
就

職
難
の
憤
り
が
彬
箔
し
、
冷
害

に
よ
る
農
村
の
疲
弊
も
雲
っ

て
テ
ロ
や
軍
国
主
義
に
つ
な
が

つ
た
。
現
代
一
C
も
不
満
を
持
つ

人
が
S
N
S
 
需
サ
イ
ト
)

で
陰
謀
論
に
ひ
か
れ
、
ポ
ピ
ユ

リ
ズ
ム
尖
衆
襲
呈
蓬
に

向
か
う
。
再
分
配
の
あ
り
方
へ

の
不
満
は
民
主
主
義
を
揺
る
が

す
」
ー
ー
芸
へ
の
打
蛾
を
減
り

す
万
怯
は
あ
り
ま
す
か
。

誠
奨
尺
E
U
)
に
は

利
益
を
独
占
す
る
歩
ナ
ッ
ク
企

一
儒
を
め
ざ
す
近
代
的
工
場

で
は
熟
謬
と
関
係
の
な
い
大

勢
忠
而
者
を
必
要
と
し
た
」

蚕
本
主
義
や
民
主
主
義
の

礎
も
築
い
た
。
大
量
生
壁
奇

能
と
し
た
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

は
工
場
管
理
の
事
務
職
を
生

み
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
が
戦
後

の
繁
栄
を
け
ん
引
し
た
」

亘
期
的
謡
技
術
革
新
は

社
会
を
前
進
さ
せ
急
雇
用

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
困
窮
者
を
生

高

J

業
春
A
F
△
に
対
抗
す
る
^

毛
一
し

知
恵
が
あ
る
。
個
人
デ
ー
タ
の

消
去
を
求
め
る
忌
れ
ら
れ
る

権
利
』
な
ど
を
提
起
し
、
A
1

に
楊
を
か
け
な
が
ら
人
々
四

雇
用
を
守
る
。
人
類
の
幸
せ
量

閲
っ
法
哲
学
が
根
臓
に
あ
る
」

「
少
数
の
労
働
者
が
利
型

稼
ぐ
デ
ジ
タ
ル
企
業
が
イ
ン
フ

ラ
化
し
た
今
↓
見
え
ざ
る
下
』

を
唱
え
た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
以
一

来
の
経
事
を
見
噂
す
埒
朝

だ
。
デ
ー
タ
を
独
占
葛
墾

の
利
益
を
い
か
に
分
配
す
る

か
、
知
恵
を
出
さ
な
け
れ
ぱ
な
、

ら
な
ど
ー
ー
今
県
に
必
饗
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

爾
治
以
来
欧
米
圭
安

て
ぱ
か
の
だ
っ
た
。
イ
ノ
ベ
ー
^

シ
ョ
ン
の
表
屑
で
な
く
根
本
に
^

精
通
し
、
 
1
0
0
年
先
の
擢

像
を
見
逓
喜
僚
や
籬
輩
〕
一

育
て
る
べ
ぎ
だ
。
A
1
と
一
つ
ミ

く
付
き
合
う
た
め
に
は
歴
卑
や
一

慧
詮
精
通
し
た
為
政
者
も
欠
^

か
せ
な
ど

禽
き
孚
は
強
奨
)

む
。
新
し
い
職
種
で
働
く
人
材

が
育
つ
の
に
即
年
は
か
か
る
」

1
特
に
A
1
の
進
化
が
鷹

用
に
影
瓣
し
て
い
ま
す
。

「
A
1
導
入
の
目
的
は
生
産

性
を
上
げ
て
無
駄
を
省
く
こ
と

だ
。
か
つ
て
の
産
業
革
命
と
違

人
手
は
ど
ん
ど
ん
晋
な

、
、
しく
な
る
。
工
場
で
の
容
器
工

か
ら
口
ー
ン
の
与
纂
査
ま
で

幅
広
い
業
務
が
A
1
に
儷
き
換

わ
る
。
奘
お
安
定
を
甕
て
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才
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ダ

゛

レ
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,
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上ψ

、
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.
、
.
J
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ー
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J

、
繍

一
゛

一
,
「
『
.

才

擦
直
後
の
広
島
を
画
永
送
り
、
修
復
中
は
蛋
画
^

ト

一
,
と
一
,

.
一

;

、

1

一

、

.
"
"
一
゛
.
.
.
一
一
一
.

の
丸
木
位
里
俊
夫
妻
か
描

い
た
連
作
「
原
爆
の
奥

初
め
て
修
復
さ
れ
る
。
第
1

部
の
発
表
か
ら
n
年
た
ち
、

劣
化
や
虫
食
い
に
ょ
る
傷
み

が
激
し
か
っ
た
。
嘉
す
る

屋
爆
の
図
丸
木
美
術
蓙

禽
玉
援
松
山
吏
の
岡

村
患
忌
委
頁
は
三
度
と

原
爆
の
悲
劇
が
起
」
ら
な
い

よ
う
、
世
代
を
超
え
て
受
け

渡
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

広
島
出
身
の
位
果
は
1
9

4
5
年
8
月
6
日
の
原
爆
投

下
か
ら
3
凹
後
家
族
の
{
女

否
確
認
の
た
め
現
地
入
り

し
、
讐
1
楊
後
に
到
肴

残
留
放
射
線
を
浴
び
な
が

巨
焼
け
野
原
套
い
た
体

験
な
ど
を
基
に
駒
年
S
詑

午
全
妬
部
の
作
品
を
発
表

し
た
。
う
ち
H
部
が
同
美
術

館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

修
禦
決
ま
っ
た
の
は

^
ー
.
8
一
山
、
^
フ
・
2
{
山

の
第
1
部
凾
委
で
、

百
万
円
の
費
用
を
美
術
館
の

響
か
ら
抄
歯
。
折
り
た
た

ん
だ
叢
で
谿
号
芸
術

大
の
文
化
財
保
種
磊
究

所
(
谿
県
長
久
需
)
に

酉、
.
 
f
゛
'
、
.
ゾ

.
゛
一
:
:
・
:
山
一
タ
ー

、

,
:
ジ、1
と

展
手
る
。

夫
婦
が
こ
の
作
品
で
描
い

た
の
は
^
け
た
^
^
を
引

き
ず
旦
・
琴
前
に
上
げ
て

さ
ま
よ
い
歩
く
人
々
の
姿
。

擾
嵒
軍
貫
蔀
谷
H

Q
)
の
占
領
下
で
原
爆
の
級

道
が
検
閲
蠢
秀
る
宍
あ

え
て
人
に
焦
点
喜
、
洋

画
家
の
俊
が
は
っ
き
り
し
た

線
滞
い
た
人
物
撲
水
墨

亘
誘
位
里
が
墨
逐
て

仕
上
げ
た
。

畏
委
頁
は
「
擦
者

の
姿
を
こ
と
ま
で
提
的
に

伝
え
た
の
は
初
め
て
で
、

史
的
璽
大
き
い
」
と
指

摘
。
.
豊
果
賄
え
れ
ば
他
の

」
、

管
客
捜
<
修
得
た
い

と
し
て
い
る
。

印
年
に
第
2
部
「
ざ
と

第
3
部
「
水
一
も
発
表
し
た

夫
妻
は
勞
的
に
巡
回
展
を

鴇
。
当
時
の
記
録
で
は

乳
年
Ⅱ
月
ま
で
に
酎
力
所

で
紡
万
<
近
く
を
集
め
た
。

胎
年
に
は
欧
州
や
ア
ジ
ア
で

も
展
覧
会
か
開
か
れ
、
夫
妻

は
世
界
平
和
需
A
系
ら
国

際
平
聟
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル

を
聳
さ
れ
て
い
る
。
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軍
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十
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.
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^
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ノ
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■
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一
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、
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i
 
゛
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§
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四
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・
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゛
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三
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刷
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1
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轟
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ゞ
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¥
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ψ
、
.

て
い
る
。
一
友
Π
嘉
半
ぱ

の
絵
図
で
は
堀
の
形
が
大
き
く

変
わ
っ
て
お
り
、
今
回
の
石
垣

嫌
琴
れ
て
樂
年
で
曾
を

終
え
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
可
能

往
か
あ
る
と
い
う
。

吾
ほ
一
般
公
開
せ
丈
埋

地
戻
し
て
保
存
す
る
。
三
の
丸
一

尚
蔵
館
を
管
理
す
る
宮
内
庁
一

峡
調
査
成
果
の
活
用
を
爵

す
る
。

、
凡S

一
'
,

,
子
日

＼せ
、

宅

画

鷲
'
田
"

制
i
索

、
、

ー
'

・
ミ、
,
、

'

構
」
.
と
し
て
ぃ
る
。
江
戸
城
は
太
田
嘉
が
1
4

区
に
ょ
る
と
、
見
っ
か
っ
た
 
5
7
年
に
築
域
そ
の
後
揖

喜
ほ
当
時
の
堀
の
一
部
と
み
川
家
康
が
菅
住
み
増
改
築

ら
れ
、
高
さ
約
4
尻
、
南
北
に
、
が
進
め
ら
れ
た
。

^
掛
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ι
^
、
 
7
己
一
/
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、
、
冥
1
会
嘆

図
遼
今
男
舞
現
浮
あ
^
^
W
^
東
^
^
一
^
樹

匠
に
南
北
に
通
る
堀
が
描
か
れ
亙
悲
霧
掛

、
一

、
-
 
X
、
、
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゛
、
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、
、
・
:
、
蔀

謡
、
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^
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,
ー
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、
直
■
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:
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,
、
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〒
叩

、
一
'
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"
4

一
、
一

』

、
、
、
一
、
阜
一
一

一
.

J

J
J
 
.

〕
卜
 
Y
、

゛
.
.
一
'
、

東
昂
都
え
侵
は
玲
貝

皇
居
・
毒
に
あ
る
ヨ
の

丸
尚
蔵
墾
の
整
備
雄
伴
う
発

一
 
1
 
一
.
一
■
叫
 
r
 
-
ー

調
査
で
、
復
に
よ
る
江

戸
城
の
最
詔
の
冨
一
が
見
つ

か
0
た
と
発
悲
だ
。
当
時
の

絵
図
や
出
土
し
裁
器
片
や

木
製
品
の
縄
か
ら
、
 
1
6
1

"
、

O
S
幼
年
ご
ろ
に
造
ら
れ
た
可

種
が
あ
り
、
侵
は
「
最
初

.
、
"期
の
姿
を
と
ど
め
る
貴
重
な
遺
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づ 2三..材',部'崎1月月七二澄い'
く力{なを大'発京医る
り大ど.開学拠割1療 0努

]

る
゜えた
め
に
も

22

%

培一い力t ン L、
つ社と・あ るブー、

いりた長新
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」力せ
と多

力ξ
ヨフ』
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しこ

え又

0

、

する.エ"進'ヘ;11号1亜t力{>西1.仍1航.称イ由丁、:ユニ
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1こ側一、しよ""゜'1,

注す力口も菱取る社社体゜彼里

i充
」

保
で'
き
る

と
を

劃
待

て

0

( 95/116 )

多
く
{=
、

優」他
秀壮1
な',、
人る
企
を鞭
の1 {

諾Y全盤モ
トしこ
^

年努趣丙

人るの
口長主超

緩渉製3

年長謀一
で山奇題と

0

Yコ

万勢つ西若 9
な者'人
どをと

プく中プC
"、、、.ー゛

都心、九もう はだ力Tな
^ι.^

咽輸鼠
{こ割S゛ー.、

6 上風あ圏多1
や多 3のて-k、

8 1剥行僕1 。 7 転。い

二地
域
経
許
を
甕
て
き
た

造
船
聾
写
力
低
下
、
九

・
沖
縄
で
最
も
鴻
付
が
早

州い
人
じ
減
少
・
・
・
・
・
・
粛
で

も
有
数
の
課
題
裟
県
と
さ

*
一
^
^
^
炉
^
^
、
^
^
W
^

迎
え
て
い
る
。
釋
産
兼

交
代
し
つ
つ
あ
る
ほ
か
、
 
2

0
2
2
年
秋
の
源
線
暫
定

"
'
.

ナ
河

'
↓
"

'
、
、

,
.
ユ

1

、
.
.

,
Ⅲ一

漸
智
、
~
、
・

曝
,
'

.
一
,
.
、
J
、
C
W
亀
.
、
ケ

一
二
^
ぶ
、
^
、

f
"

ず
:
'
弐

"
N
 
゛
・
.
^
:
、
、
十
,

ー
゛
加
、
,

¥

詠

劉
も
に
ら
ん
だ
長
崎
市
内

で
の
相
次
ぐ
火
型
再
開
発

さ
ら
に
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
課
題

解
決
の
動
ぎ
も
広
が
る
。
「
畏

岫
再
興
に
向
け
た
動
き
を

宣
う
。需

舶
の
新
堺
業
は
舵

年
1
月
に
休
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
2
5
0
人
の
希
耀
退

職
も
募
る
」
。
県
を
代
表
す

る
糖
会
社
の
一
?
佐
世

綴
工
業
(
S
S
K
、
佐
也

"
・
^
'
:
や
宇
^
、
"
,
゛
^
,
.

風

'
.
"
*
、
剖
=
一
ゞ
:

.
,
、
一
一

.
、

占

゛

;
,
一
三
.
可
冒
一
"
冒
 
1
 
三
■
冒
●

ι
.
 
1
ι
 
1
 
、
:
一
 
1
 
J
 
.
争
.
ー
、
、
、
 
J
.

ー
゛
、
.
 
J
.
」
.
、
,
ー
、
.
耳
、
、
.
H
 
■
.
一
一
、

、
^
.
ト
,
、
:
"
・
.
 
V
 
,
、
'
"
、
、
、
,
一
゛
'
、
"
小
、
ハ
、
、
.
"
,

J
 
1
 
見
弔
§
ノ
 
f
.
●
戸
"
.
●
三
.
 
1
 
冒
 
f
 
し
+
、
『
.

造
船
が
祖
業
と
い
え
重
舞
幹
蛋
の
趣
捉
仏
癒
す
稼
働
汽
ぱ
、
鯉
造
品
W
を
臣
亭
る
。

重
工
業
も
、
主
力
工
発
つ
よ
、
盆
^
極
的
に
打
額
等
で
遡
輸
送
傑
を
犬
三
.
懸
新
型
召
ナ
ウ
ィ

た
長
煎
泥
所
番
望
場
フ
悉
k
^
畷
あ
る
」
と
く
引
轟
U
淫
,
ブ
暖
ル
加
柵
^
毓
空
会
社
は
苦

兵
崎
也
.
美
暖
繍
、
匙
為
y
1
 
巨
有
望
碕
ル
柊
澪
張
国
緑

食
懐
惡
恵
'
気
璽
蔀
男
欝
〒
.
竪
竃
^
一
喋
愚
悪
^
腫
冨
長
期

・
器
霊
め
て
ど
。
.
露
越
^
品
欝
謬
製
^
智
叢
縛
蕪
縄
愈
離
始

一
;
貌
琴
鐙
曾
琴
茶
圃
湾
灘
黒
瓢
呉
ご
、
.
瓢
袖
、
語
罵
澗
蛋
憾

幹
烹
鑒
鴨
管
翁
^
嘉
欝
瑞
^
、
■
涯
登
峅
語
那
^
琶
て

と
U
て
琴
.
代
わ
宅
そ
甃
3
謹
貫
翁
%
発
罵
黒
陣
跡
^
^
゛
鴛
.
ニ
、
.
ー
.

」
:
¥
 
1
 
ι
,
'
;
■
 
J
 
、
ー
,
一
,
 
1
 
一
J
 
、
工
〒
 
1
 
'
 
J
 
.
」
 
r
 
.
ー
、
」
.
Ξ
,
一

の
が
、
電
子
部
品
・
÷
バ
"
イ
バ
美
.
章
回
鷺
擬
ミ
的
裂
^
か
§
1
,
之
;
一
心
、
.
t
1

ス
撲
 
y
 
ば
§
7
億
思
3
泣
益
業
集
^
徳
で
越
る
"
f
 
、

・
,
.
舶
Ⅱ
・
、
尾
稔
熊
器
に
ぱ
即
凡
露
^
県
捻
ど
の
鶚
熱
.

Ⅷ
人
創
出
,
,
・
二
継
繋
讐
業
博
盡
湾
覧
窯

,
、
,
柳
:
御
,
,
・
二
継
繋
讐
業
博
盡
湾
貫
窯

森
箔
銀
憾
易
^
膳
^
り
奄
窒
晶
痕
喪
素
の
電
ぎ
姦
里

碧
会
見
で
「
ソ
ニ
ー
の
ネ
恩
璽
一
つ
だ
。
一
・
.
山
聖
玉
ジ
熱
一
^
泉

マ
ー
ト
フ
寸
ン
向
け
画
像
セ
付
加
循
で
は
電
子
部
牧
市
豆
内
克
幸
社
置

1
、
ト
,
一
.
§
し
し
"
'
,
"
,
,
r
ト
:
、
.
ト
ト
"
予
!
'
t
{
、
;
、
・
゛
.
゛

凡
 
J
 
'
:
.
冒
■
r
.
1
 
主
、
ー
、
ι
ヰ
ー
"
冒
 
1
 
,
、

一
」
■
、
十
、
 
J
 
、
一

、
,
、
ー
"
"
」
し
●

§
『
.
●
:
ー
ー
、
、
゛
ー

N
、
イく
工

.
、
ν
:
 
J
.
、
'
、
"
、
.
山
゛
.
、
勺

1
 
■
 
1
"
一
圏
、
弔
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'
.
ー
ー
゛
.
-
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t
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1
 
冒
一
〆
■
,
聶
 
r

,
,
一
゛
、
一
1
.
杏
;
、
、
、
、
.
、
,
'
1
一
・
、
タ
、
.
小
.
一
~
一

:
^
、
F
↓
゛
乱
.
ー
;
直
.
^
:
.
、
一
.
風
 
J
 
即
、
.
、
^
Ξ
]

.
'
、
,
:
:
゛
:
"
"
.
エ
:
●
、
、
 
0
"
い
.
 
0

J
 
■
三
.
◆
圏
、
:

ニ
"
、
.
、
、
ヒ

達
上

0
 
卸
゛
.
、
.
ノ

'
、
び
・
・

'
 
Y
工
一

t
 
;
、

"
一

ー
ミ
皿
【
一
.

.

.
゛
.
、
.
、
゛
、

り
,
、
・
、
一
一
,
,
゛
、
,
.

ー
」
ー
.
町
.
、
ー
.
"
゛
ー

、
 
1
 
一
'

よ
 
L
 
弔
:

札

;
,
"
●
]
.
ー

8
;
"
"

」
、
.
」
:
゛
゛
.
一
●
、

L
 
」
 
J
 
-
」
,
ト
雫

丁
、
、
ー
ー

り
、
゛
.
ロ
'
U
 
、
・

、
.
、
.
 
U

一
も
ー
、
.
、
ト
^
.
弼
,
ビ
.

覧
ぽ
造
.
一
一

、
 
1
一
"
ト
凡
,
'
す
 
J
"

.
武
、
一
勿
は
、
針
、

」
幸
 
N
 
・
.
、

1
畢
鶴
巨
運

区
」
直
■

.
四
淘
出
・

(
(
・
:

炎
診
選

、
.
人
,
口
減
少
僧
み

保
也
の
名
村
建
介
社
長
は
業
績
立
て
直
し
を
冒
指
す
。

2
月
に
佐
世
保
市
で
側
い
た
長
崎
の
造
船
会
社
の
一
古
境

司
^
^
会
見
^
、
^
渋
の
^
^
^
は
S
S
K
^
け
^
は
な
^
。

写
i
v

で
新
船
襲
徐
止
を
発
袈
し

た
。
ラ
イ
バ
ル
の
宙
や
韓

国
勢
の
務
が
強
ま
捻

期
迎
続
で
最
終
赤
字
と
な
っ

て
い
た
今
後
は
船
舶
の
修

繕
や
機
械
製
造
に
柁
し
、

主
{
、
一
.

、

」
、
、
゛

ン
サ
ー
の
工
場
が
4
月
に
稼

働
す
る
。
 
1
0
0
0
億
円
超

を
投
資
し
<
,
1
0
0
0
人
規

椣
の
新
た
な
履
用
が
生
ま
れ

る
」
と
編
。
そ
の
上
で
露

.
■
」
i

品
が
1
8
1
8
徳
円
で
全
体

の
3
割
近
く
を
占
め
、
1
割

強
に
す
ぎ
な
い
製
叢
を

」
,
■
 
1

犬
き
く
上
回
る
。
.
あ
る
県
幹

謬
「
ソ
〒
の
新
工
幾

1
9
6

」
、
ー
,

長
崎
市
に
工
.
ン
ジ
ン
部
品
の

薪
工
場
を
立
地
し
た
理
由
を

こ
一
つ
要
長
崎
工
場
で
は

各
国
'
域
内
を
飛

こ
、

ぶ
小
型
航
空
機
向
け
の
部
品

話
す
。
地
域
を
活
性
当
柱
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た
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の
中
十寸

< た仟"
め

イD

ス

之
シ

ア
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1崎デ
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ツ

ト
ホ
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1遍"趣φ転入者数と転出超過の推移

毛智,
"

筆崎駅の再開発事業起工式に半
席じた゛匠がら)中村長崎県知
事、,;青判PJ 井九州ネ士長、田上長
崎市喪く3月i5日、侵崎市)

転出超過数

武

お入.
,Lj

吃明

1;5

^

"

転入者数

2015 17

(出所)住民基水台帳移動穀告
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1000

19 20
ぜ.
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1

者
の
旧
籍
出
抑
制
の
切
叩

札
の
一
つ
]
(
亀
と
位

鴎
け
て
い
る
邑
か
ら
設

傑
を
決
め
た
。

J
R
は
新
駅
ビ
ル

通
販
大
手
の
ジ
ャ
パ
ネ
ッ

ト
H
D
 
禽
県
佐
世
保
也

が
琴
勾
ス
タ
ジ
ア
ム
拙
想

は
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を

棚
に
、
 
5
0
0
0
人
以
k
撲

容
で
ぎ
る
ア
リ
ー
ナ
、
ホ
テ

ル
、
オ
フ
ィ
ス
、
商
需
設

な
ど
か
ら
な
る
複
合
施
設

を
長
崎
駅
か
ら
北
に
約
1

*
0
船
に
あ
煮
一
系
工
業
長

煉
地
盤
諾
上
場
跡
地
に

睦
備
す
る
。
 
2
0
2
4
年
の

誕
を
予
定
し
、
ア
リ
ー
ナ

然
¥
.
?
"
 
J
 
、
ー
.
、
、
.

七
'
一
、
"
、
■
厶
■
.
、

に
終
や
ゆ
せ
ず
地
城
活
能

の
起
爆
剤
に
す
る
た
め
に
一

峡
官
民
が
協
力
し
一
L
に
竺

わ
い
を
生
み
出
す
た
め
の
生

掛
け
作
り
も
重
要
に
な
邑
一

工
長
、
崎

民
型
導
行
整
鴇
カ
ギ

劼
れ
て
楽
し
め
る
よ
っ
に
し

た
ど
憙
気
込
む
。
県
は

「
若
者
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
と

り
魅
力
的
な
施
設
で
、
九
州

で
最
も
進
む
人
口
減
の
抑
制

に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ

る
」
霽
部
)
と
期
待
す
る
。

訟
年
秋
に
九
州
新
験
西

九
州
ル
ー
ト
窪
崎
篇
)

の
う
ち
、
長
崎
1
武
雄
温
泉

閥
が
暫
定
開
業
す
蚕
邑
も

に
ら
み
長
崎
市
で
は
「
県

都
一
の
表
情
量
新
す
る
よ

う
な
開
発
が
相
次
ぐ
。

中
で
も
J
R
九
州
が
畏
崎

駅
に
建
設
す
る
新
駅
ビ
ル
な

ど
の
再
開
発
峡
ジ
ャ
パ
ネ

ツ
ト
の
ス
タ
ジ
ア
ム
構
想
と

並
ぶ
因
玉
集
件
と
い
え
る
。

商
業
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
だ
け

で
な
く
、
米
マ
リ
オ
ッ
ト
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
運

発
ら
九
巧

、ー'

'
.

一

は
一
プ
イ
プ
会
場
と
し
て
の
利

用
も
検
討
す
る
な
ど
、
単
な

る
競
技
場
に
と
ど
ま
ら
な
い

ト
一
"
こ
0

旨
画
だ
同
社
子
会
社
賢
実
務
を

担
つ
り
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
長
崎
(
長
崎
市
)

の
賓
卜
英
樹
取
締
役
は
「
試

A
祭
い
と
き
で
之
鐙
に

営
予
定
倫
殺
ホ
元
が
で
樫
凝
げ
る
の
が
課
題

き
る
。
J
R
九
州
喧
「
翻
為
軍
遜
入
^
倫
制

線
の
開
通
効
果
産
器
取
実
残
重
要
に
な
互
長
崎

り
込
む
」
(
高
俊
彦
社
曇
市
は
人
の
移
動
に
よ
る
「

た
め
、
全
面
塑
を
当
初
の
会
越
が
X
堤
玲
年
ば
そ

部
年
度
か
ら
部
年
秋
に
前
倒
れ
ぞ
れ
2
3
7
6
へ
2
7

,
し
す
る
こ
と
を
決
め
た
一
、
;
2
.
人
で
全
国
最
多
だ
っ

同
駅
近
隣
で
は
別
年
秋
●
た
。
転
出
数
ば
1
万
3
0
0

ι
」

六
洗
人
口
の
拡
大
な
ど
を
目
0
会
昊
推
移
し
て
い
る
一

辰
出
超
過
数
は
減
っ
た
。
市
遍
い
赤
干
分
に
理
解
し
て
上

ぼ
要
園
を
分
析
中
だ
焚
飢
な
か
っ
た
」
ン
痕
り
返
る
二

年
以
降
も
こ
の
傾
向
を
統
け
中
村
知
所
が
太
朋
し
妾
一

一
る
た
め
、
若
者
や
フ
ァ
ミ
リ
,
タ
ジ
ア
ム
織
想
描
進
の
詣
一

一
1
を
つ
な
ぎ
留
め
る
役
割
き
の
長
森
毅
「
地
亀

菓
た
す
の
が
ス
ミ
ソ
ア
ム
祭
契
議
ほ
2
雫
切
、

一
想
で
あ
り
、
長
崎
駅
周
辺
の
一
爵
県
・
市
と
り
ー
ジ
"
ナ

一
.
区
.
」
■
■

01

,
」
■
「
一

、
゛

H
D
)
が
長

指
し
て
国
際
会
議
な
ど
を
開

催
で
き
る
「
M
1
C
E
」

施

設
「
出
島
〆
ツ
セ
長
崎
」

力

開
業
す
る
。
同
施
設
隣
接
地

に
は
同
時
規
外
資
条
テ

ル
三
ル
ト
ン
長
崎
」
.
も
オ

"
ι

ー
プ
ン
す
る
。
畏
崎
禹
で

は
飢
年
か
ら
鉾
年
ま
で
毎

年
、
大
型
案
件
が
順
炊
朋
業

す
る
。
田
上
富
久
市
長
蛙
ま

さ
に
1
0
0
年
に
1
度
の
大

変
革
の
時
」
と
期
待
す
る
。

二
の
大
変
革
炎
域

症
進
会
議
を
通
し
一
血
元

経
済
界
や
住
民
と
も
捗
~
」

深
め
た
ど
と
す
毛
新
施

設
を
単
な
る
「
ハ
コ
モ
ノ
一

ス
5
、
0

再
開
発
だ
。

推
進
会
議
を
設
立

.
叉
名
ソ
ア
ム
構
想
や
長
崎

駅
再
關
発
な
ど
は
民
間
主
導

,
.
『
、
■
■

の
事
業
だ
が
、
街
づ
く
り
と

絡
む
だ
け
に
行
政
と
の
迎
携

は
欠
か
せ
な
い
。
た
撲
ジ

き
ネ
ッ
ト
は
行
政
と
協
力

し
て
事
讐
進
め
た
絲
験
が

様
ど
元
巴
な
い
。
過
去
に
は

子
会
松
の
梦
力
1
J
2
、

V
,
ブ
ナ
ー
レ
ン
長
崎
の
練

習
場
を
整
備
す
る
た
映
長

援
大
村
市
と
協
議
を
進
め

た
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
H
D
の
高
冊

0
,

ど
と
分
析
す
る
。
卯
年
は
旭
<
社
長
は
「
行
政
と
企
業

転
入
者
が
増
え
る
な
ど
で
、
^
と
魚
畠
茨
定
プ
ロ
セ
ス
の

』
甲

H
ク
リ
土
ー
シ
ョ
ン
芋
峠
こ
一

よ
ぞ
設
斑
汽
た
。
里

1
地
1
三

ど
も
巻
き
込
み
ス
タ
邑

友
喉
《
者
噛
穿
の
1
万

2
3
9
4
会
四
与
に
ば
ー

万
5
4
1
人
に
ま
で
演
つ
た

冒
圏

こ
と
が
要
因
だ
。

ー
'

市
は
碧
い
世
代
を
中
心

に
ご
度
市
外
へ
出
た
人
が

戻
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
大
き

ム
を
は
じ
め
認
設
を
生
か
一

し
た
観
光
誘
業
や
雇
胤
、

保
策
な
ど
を
候
討
し
て
y

く
。
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ク
リ
エ
ー
一

シ
ョ
ン
の
雫
羅
役
は
一



ナ
待

二
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ヨの
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、
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、
峠
チ
咋
、
し
剖
J
ら
芦
ど

勢
ほ
ど
長
崎
豊
編

号

゛
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r
心

A
"
菟
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ー
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ー
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゛
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冒
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゛
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一

、

、

ど
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、
4

4

3

2

1

i

"

剖
セ
ン
タ
ー
,
は
バ
を

ス
ク
で

S
 
h
 
$
も
衞
し
、
漁
柴
お

プ
と
い
っ
輩

じ
肌
一
伊
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ポルトガルのまちに学ぼう

5
^

.'.

声肌如0苑

ノ.〒

山奇 業斤

2021年(令和3年)4月22日
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盆
職
浜
氷
孝
雄
充
)

2
生
則
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
南
へ
北

へ
と
旅
し
た
。
斜
面
都
市
の
多
く
で

は
露
天
の
長
い
エ
ス
カ
レ
ー
タ
】
や

が
け
モ
地
下
道
か
ら
続
く
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
整
備
。
川
沿
い
か
ら
人
口

密
集
地
を
通
る
口
】
プ
ウ
エ
ー
、

傾
盡
を
行
く
レ
ト
ロ
な
路
面
電
車

や
ケ
ー
プ
ル
カ
ー
、
低
甕
の
麺

電
車
な
ど
、
高
齢
者
の
足
が
き
ち
ん

と
確
保
さ
れ
て
い
た
。

ま
ち
の
広
場
や
歩
道
ア
ー
ケ
ー

ド
に
峡
花
や
器
、
波
な
ど
の
芸

種
塑
局
い
模
様
が
描
か
れ
た
互
且

が
あ
り
、
遠
目
で
も
見
下
ろ
し
て
み

て
も
ぎ
か
っ
た
。

そ
こ
で
提
案
で
あ
る
。
掘
で
見

か
。 か

け
た
よ
忌
石
畳
や
色
鮮
や
か

.
な
タ
イ
ル
で
麹
の
歴
史
や
産
業
を

表
現
し
た
駐
絵
を
、
長
崎
で
も
駅
や

飲
食
店
の
内
外
に
描
い
て
は
ど
う

か
。

陶
議
の
食
器
や
瓢
な
意
匠

の
魚
の
缶
詰
も
△
丸
。
日
本
で
初
め

て
缶
詰
が
で
き
た
と
さ
れ
、
寵
器

産
業
も
盛
ん
な
長
崎
の
ま
ち
づ
く
り

や
土
産
物
の
ヒ
ン
ト
に
な
ら
な
い

ま
々
魚
と
米
を
使
っ
た
滋
味
あ

ふ
れ
る
同
国
の
伝
籍
理
を
取
り
入

れ
た
新
爾
蛮
料
婆
も
科
で
き

そ
つ
。
長
崎
は
今
午
鼎
4
5
0

年
。
そ
の
先
の
5
0
0
年
に
界
実

の
あ
る
交
流
を
深
め
て
ほ
し
い
。

冥
崎
也

=

浜
氷
孝
雙
四

.
鼻
跡
地
食
崎
市
江
戸
町
)
で

姦
さ
れ
た
溝
な
ど
の
保
存
や

踏
活
用
に
つ
い
て
私
案
が
あ
る
。

長
崎
亶
桜
町
小
を
貌
取
し
た
際
に

籍
か
畠
土
し
た
謀
な
ど
を
保

存
す
蚕
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
教
会

跡
資
料
館
。
発
欝
を
そ
の
ま
ま

保
E
た
資
欝
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
、
私
は
擇
跡
地
も
こ

れ
と
覆
の
保
才
点
壹
鑾
に
す

べ
き
だ
と
思
っ
。

ヨ
】
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ
る
遺
跡
の

保
存
活
畏
峡
全
面
保
存
と
に

ぎ
わ
い
を
割
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

■
"
■

セ
ン
タ
ー
や
鬻
設
と
両
立
で
き

ー
.

る
建
築
形
態
に
し
て
い
る
こ
と
だ
。

今
年
は
長
崎
港
開
港
4
5
0
周

無
浮
跡
地
の
周
囲
の
チ
貞
よ
ど

か
ら
考
え
る
と
、
歴
史
的
な
建
霧

の
復
π
や
歴
史
盤
宗
観
を
顎
え

た
施
設
を
造
る
よ
り
、
開
港
5
0
0

周
年
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
叢
プ

ザ
イ
ン
の
建
籍
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
っ
。

例
え
ぱ
屋
外
の
史
跡
公
園
と
施

設
の
1
階
を
遺
跡
展
示
室
に
し
た

り
、
江
戸
期
の
石
垣
穩
な
ど
を
見

る
た
め
に
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
教
会

跡
の
屡
弐
を
用
い
た
り
す
毛

ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
で
は
こ
れ
ら
の
方
式
で

古
代
の
港
の
跡
や
城
壁
雨
跡

な
ど
を
常
時
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
そ
の
上
階
に
は
市
場
や
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
広
掘
飲
食

場
墨
テ
ラ
ろ
遊
摺
も
あ
毛

い
ず
れ
に
し
ろ
地
域
の
人
条
肺

り
と
愛
着
を
持
っ
て
利
用
で
き
る
県

庁
跡
地
活
用
の
基
誕
想
箆
婁
期

待
す
る
。

冥
崎
西

=
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にしむら・あきら 1973年
雲仙市国見町出身。東宗大大
学院人文社会系研究手斗准教
授。宗教学の視点から晃丈霊や
j也1或のイ言イ叩を研究する。日
宗教学会理事。雲イ山市と東,宗
の2拠点居住中。
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な
が
さ
き

以
前
の
同
僚
に
誘
わ
れ
く
鹿

児
島
大
学
鹿
児
島
還
趣
子
研
究
会

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
墓
泉
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
(
2
月

テ
ー
マ
は
「
島
と

0

イ

宗
を
%
ひ
<
こ
れ
か
ら
の
奄
美

の
獲
文
化
>
を
語
り
合
う
S
奄

美
の
自
然
院
告
付
き
合
い
、
奄

美
の
暮
ら
し
を
持
続
さ
せ
る
た
め

に
」
。
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
自
然
遺

産
へ
の
指
定
を
鼎
に
耀
え
、
島

在
住
の
さ
ま
ざ
ま
荏
代
と
、
島

出
身
者
の
東
羅
住
者
と
の
あ
い

だ
で
、
活
発
窪
覺
交
換
だ
打
わ

れ
た
。
そ
こ
で
深
く
印
象
に
残
っ
た
の

が
、
島
の
高
校
生
か
ら
出
さ
れ
た

「
伝
統
文
化
蠢
秀
讐
採
が

ど
と
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
い 一

一
、
.
一
.
"
J
 
.

ー
、
、
」
、
ー

緋
と
個
性
の
バ
ラ
ン
ス
を

y
.
"
:
 
4
゛
ー
、
ξ
 
t
コ
、
工
嗣
一
"
い
、
.
"
.
ト
J
、
、
"
.
ノ
,
.
古
、
キ
ザ
¥
四
・
ヨ
シ
"
ヲ
,
、
都
リ
T
W
劣
'
1
託
゛
一
、
粂
"
、
ト
Y
.
゛
N
1
.
H
、
『
巽
、
哨
し
4
、
』

;
:
弌

籍
さ
を
も
た
ら
し
た
一
方
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
燮
化
の
固
有
性

を
奪
い
、
都
叟
化
の
コ
ビ
】
を

ま
ん
延
さ
せ
た
側
面
も
あ
る
。

伝
麺
呈
や
文
化
の
鴛
は

そ
う
し
た
流
れ
に
抗
う
こ
と
で
も

あ
り
、
そ
の
担
い
手
に
は
重
い
負

担
と
も
な
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

中
で
も
、
癖
行
事
を
霧
す
る

こ
と
の
面
倒
が
語
ら
れ
て
い
た
。

地
域
の
紳
を
強
化
す
る
反
面
そ

れ
が
し
が
ら
み
と
答
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

^
^
^
・
^
^
^
の
^
^
に
あ

つ
て
、
癖
文
化
を
地
域
の
{
玉
と

し
て
義
し
、
伝
え
る
た
め
に
は

個
々
人
に
と
っ
て
楽
し
み
や
や

り
が
い
が
答
ら
れ
ね
ぱ
や
っ
て

い
け
な
い
。
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
人
口
狭
ノ
時
代
に
あ
っ
て
峡

地
域
の
固
有
性
と
一
人
一
人
の
個

性
の
両
方
を
尊
重
す
る
バ
ラ
ン
ス

が
、
鍵
と
な
っ
て
い
く
だ
毛
つ
。

か
け
だ
っ
た
。
交
は
奄
美
大
島

で
も
中
心
部
で
は
な
又
癖
行

事
が
色
濃
く
残
る
集
落
の
出
身

で
、
そ
う
し
た
文
化
に
愛
羣
も

ち
な
が
ら
も
、
あ
え
て
挑
発
的
に
、

上
の
世
代
に
投
げ
か
け
た
発
言
の

よ
う
だ
っ
た
。
年
配
の
尋
か

そ
れ
に
製
を
受
け
つ
つ
、
そ

鼎
を
富
分
た
ち
が
し
っ
か
り
と

考
え
、
次
の
穫
に
伝
え
よ
う
と

じ
な
か
っ
た
と
、
誠
実
に
反
省
し

て
い
た
こ
と
も
印
象
的
だ
っ
た
。

個
人
的
に
は
戦
後
の
蚕
史

を
め
ぐ
ゑ
案
墨
襲
ま
と
め

た
ぱ
か
り
で
も
あ
っ
た
の
で
、
三

穫
の
や
り
と
り
が
、
戦
旨
本

社
会
全
体
の
縮
図
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
た
。

駿
に
よ
っ
て
、
総
動
貝
体
制

ー
、
一
一
●
.
"
一
、
一
"
、
、
一

か
ら
民
主
化
へ
と
舵
が
切
ら
れ

た
。
,
,
経
済
貨
の
な
か
で
、
地
方

の
人
口
が
大
都
市
部
の
経
済
発
展

を
坦
っ
労
働
力
と
し
て
吸
い
上
げ

ら
れ
た
。
就
職
や
拳
の
た
め
に

故
郷
を
麟
れ
、
歯
車
や
コ
マ
の
よ

う
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る

焚
茎
活
の
厳
し
さ
に
埋
没
せ
ず

に
、
幽
分
ら
し
さ
を
保
つ
た
め
の

拠
り
所
の
一
つ
が
、
自
ら
の
ル
ー

ツ
と
の
つ
な
が
り
や
島
の
暮
ら

し
と
風
景
の
う
ち
に
埋
め
込
ま
れ

^
^
^
し
さ
^
あ
っ
た
^
る
っ
。

癖
行
事
を
や
め
て
し
ま
う
と

と
は
簡
単
か
も
し
れ
な
い
が
、

の
壗
漏
、
そ
の
地
域
は
程
を
失

ど
こ
に
で
も
あ
る
凡
庸
な
場

、
、
し所
に
な
り
か
ね
な
い
。
戦
後
の
日

本
奘
覆
襲
っ
た
開
発
の
波
峡
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やまぐち・ひぴき 1976年長
与町出身。.「長崎の証言の会」
で被爆言正言誌の編集長。「長崎
原爆の戦1麦史をのこす会」事務
局も務める。長崎大学等ヲE常勤
講a市。一橋大学大学院社会学研
究科t専土〒髪期三果程修了。

山口響

な
.
が
さ
き
ー
1
一
.
・
・
・
,

一
」
Ⅱ
"
、
゛

、
壱
1

■
目
■
'
ー
,
,

こ
の
と
こ
ろ
、
議
の
研
究
者

と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
戦
後
長
崎

の
瞭
者
器
・
平
和
器
を
め

ぐ
る
資
料
調
査
套
仁
っ
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
事
務
所
を
訪

問
し
て
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
い

た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
っ
て
所

蔵
資
料
の
有
祭
尋
ね
た
り
、
戦

後
の
長
崎
を
生
き
た
人
々
に
対
す

る
聞
き
取
り
起
行
っ
た
り
し
な
が

ら
、
記
録
と
需
の
掘
品
こ
し

に
努
め
て
い
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
調
査
を
し
よ

う
と
考
え
た
か
と
い
う
と
、

つ
に
は
長
崎
の
資
料
の
掘
超

こ
し
が
、
広
島
に
比
べ
る
と
好

的
に
遅
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
公
文
書
館
の
設
置

に
関
連
し
て
本
欄
で
も
以
一
剛
に
触

゛
"
、
、

「
被
爆
」
イ
メ
ー
ジ
裟
さ

、
'
町
■
」

に
存
在
し
て
い
た
団
体
の
響
は

原
爆
で
建
物
獄
え
て
し
ま
っ
た

こ
と
、
戦
俊
蟻
竪
さ
れ
た
団
体

の
場
合
は
、
も
と
も
と
そ
ん
な
資

料
は
持
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が

諾
で
あ
る
。
と
の
票
に
あ
る

の
は
「
8
・
9
に
関
す
る
資
料
倉

記
や
写
真
綜
証
言
の
聞
き
書

き
な
ど
)
で
な
け
れ
ぱ
、
原
爆
に
関

す
る
資
料
で
は
な
い
」
と
殴
状

込
み
で
は
な
か
っ
た
だ
る
つ
か
。

戦
後
の
長
崎
に
お
い
て
は
平

れ
た
こ
と
が
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
被

爆
証
戸
に
比
べ
て
、
鞭
・

戦
後
の
人
々
の
歩
み
に
関
す
る
記

録
保
存
や
調
査
が
著
し
く
一
曽
遅

れ
て
い
る
と
感
じ
る
か
ら
だ
。
こ

れ
は
、
原
爆
と
い
う
も
の
を
「
1

9
4
5
年
8
月
9
日
の
出
杢
」

と
し
て
の
み
と
ら
え
る
狭
い
イ
メ

ー
ジ
か
ら
き
て
い
る
。

8
月
9
日
に
繚
・
爆
風
・
放

射
線
が
長
崎
に
未
曽
有
の
塗
星

も
た
ら
し
た
こ
と
は
問
違
い
な
い

焚
そ
れ
に
加
え
て
重
要
な
の
は

そ
の
後
の
長
い
時
間
に
お
い
て
も

ま
た
、
人
々
の
一
古
闘
か
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
軍
な
る
放

射
耀
貢
上
の
も
の
で
あ
る
。

擦
者
器
・
平
和
器
に
は
す

^
、
ι
^
=
"
^
^
、
.
^
弔
.

、

{
、

裂
育
逃
一
黒
磯
原
根

報
道
が
豊
か
な
成
果
を
収
め
て
き

た
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
通
じ
て
形
一

成
さ
れ
た
「
瞭
の
実
担
に
閏

す
る
わ
か
り
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
の
一

陰
で
轡
落
と
さ
れ
た
部
徐
少
、

な
く
な
い
。
今
と
そ
、
そ
う
し
た

困
に
見
え
に
く
い
部
分
を
記
録
に
、

残
す
べ
き
だ
と
思
っ
の
で
あ
る
。

で
に
釦
年
以
上
の
歴
曳
か
あ
り
、

そ
こ
に
号
者
だ
け
で
は
な
く

盲
者
も
参
与
し
て
い
た
。
さ

ら
に
は
、
そ
う
し
た
活
動
に
関
与

し
て
こ
な
か
っ
た
圧
倒
的
義
の

個
人
や
団
体
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら

に
関
す
る
記
録
が
自
覚
的
に
残
さ

れ
て
き
た
と
は
畜
い
が
た
い
。

今
回
長
崎
原
爆
に
関
し
て
研

究
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
だ
と
名
乗

つ
た
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
篇

関
や
宗
教
団
体
、
経
済
団
体
、

化
団
体
な
ど
に
対
し
て
「
そ
の
過

去
の
様
子
や
歩
み
が
わ
か
る
資

」
は
な
い
か
と
尋
ね
る
ア
ン
ケ

ー
ト
用
紙
を
送
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
回
答
し
て
い

た
だ
い
た
の
茨
ひ
と
つ
印
象

に
残
っ
た
の
が
「
資
料
の
所
蔵
な

き
菖
、
』
N
而
゛
ナ
卦
蹴
弓
b
、
邑
、
蛋
W
.
一
切
ノ
J
が
兇
美
、
,
運
弐
伽
虻
゛
゛
▲
0
'
゛
゛
武
リ
,
I
J
ユ
,
:
.
一
,
,
」
.
¥
.
皿
'
'
訂
L
工
宇
゛
、
り
、
.
コ
.
゛
.
、
,
,
"

,

し
」
と
回
答
す
る
団
体
が
少
な
く
一

な
か
っ
た
こ
と
だ
。
原
爆
投
下
,
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かわぐち'・もとこ 1979年青
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な
が
さ
き
ー
ー
.
L

一
1
」
●
■
,
゛
ー

g
W
熱

刷
冒
皿
.
ノ

新
凄
か
ら
「
長
崎
目
姪
審

爽
乏
の
委
員
を
務
め
る
と
と
に

な
っ
た
。
門
外
漢
で
恐
縮
奨

一
生
懸
命
努
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
の
で
、
こ
こ
で
本
県
の
森
・

林
業
の
将
糧
に
つ
い
て
、
私
見

を
述
べ
た
い
と
思
っ
。

2
0
1
8
年
に
発
生
し
た
・
「
西

日
麦
雨
」
。
連
日
テ
レ
ビ
に
映

し
出
さ
れ
た
大
規
模
な
土
砂
災
害

の
映
像
は
巽
に
新
し
い
。

戦
後
'
還
に
進
め
ら
れ
た
「
拡

さ
郁
画
」
に
ょ
っ
く
そ
れ

ま
で
国
土
の
大
半
を
占
め
て
い
た

座
蕎
林
が
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
中

心
と
す
る
鳥
林
に
置
き
換
え

ら
れ
た
。
管
理
さ
れ
な
い
人
工
林

は
植
林
さ
れ
た
後
手
入
れ
が

追
い
つ
か
姦
置
さ
れ
、
径
が
小

、
、
武

前
向
き
な
撤
退
と
小
規
模
化

本
県
の
山
々
は
山
肌
が
小
さ
く
、

起
伏
に
富
み
傾
斜
が
急
だ
。
こ

う
し
た
長
崎
県
の
希
業
に
お
一

い
て
、
今
、
国
が
進
め
て
い
る
「
,

性
能
林
業
織
の
導
入
」
は
里

た
し
て
適
切
だ
ろ
う
か
。
大
型
壁

械
に
対
応
す
る
た
め
の
大
型
林
道

の
整
備
は
、
急
竣
な
地
形
の
山
の

欝
を
破
壊
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
一

設
捜
資
の
大
き
さ
は
零
霖
半

経
営
者
を
苦
し
め
る
こ
と
に
な
ら

"
一
一
.
+
.
、
"
"
一
.
一
・
.
リ
ー
、
.
一
:
゛
;
'
、
冊
リ
、
:
凡
゛
凡
小
.
、
、
耳
,
.
り
.
、
鮮
J
'
"

さ
く
節
が
多
い
隻
材
し
か
取
れ

な
い
よ
う
窯
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
忌
森
は
、
.
水

源
嚢
や
土
砂
流
出
防
止
機
能
が

著
し
く
低
い
。
い
わ
ゆ
る
「
災
害

に
弱
い
」
森
で
あ
る
。

と
れ
か
ら
の
露
策
を
考
え

る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
墾
の

焚
造
叢
策
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
と
新
的
な
評
価
を
加
え
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
の
反

省
の
上
に
立
っ
て
、
拡
大
霖
政

策
が
招
い
た
負
の
影
響
を
低
減
し

元
に
戻
す
」
た
め
の
窪
を
前

向
き
に
検
討
す
る
と
き
か
も
し
れ

な
しそ
の
一
つ
が
、
経
呂
と
し
て
成

り
立
た
な
い
人
工
林
起
天
然
林

に
一
昼
て
い
く
と
と
だ
。
そ
の
た

Ξ

な
し
力
チ
エ
ー
ン
ソ
ー
と
ワ
イ
ヤ
ー
に

よ
る
切
り
出
し
が
可
能
な
規
模
で
・

高
将
を
作
る
人
工
驚
叢
そ
一

う
し
た
経
営
が
成
り
立
つ
よ
う
に

支
援
し
て
い
く
の
が
、
小
規
模
な

山
林
が
多
い
本
県
林
業
の
生
き
る

道
な
の
で
は
な
い
か
。

国
の
政
策
を
そ
の
ま
ま
適
用
す

る
の
で
は
な
气
長
崎
県
に
あ
っ

た
独
幽
の
計
画
が
讐
さ
れ
る
こ

と
を
題
っ
。

め
に
は
、
個
々
の
山
に
つ
い
て
、

「
羅
昌
と
し
て
成
り
立
つ
か
否
か
」
、

の
寔
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

ー
ニ
ン
グ
に
基
づ
く
施
業
計
画

を
一
イ
4
山
主
と
が
共
同
で
作

つ
て
い
く
必
要
か
あ
る
。

羅
員
か
成
旦
ぢ
か
否
松

判
断
に
峡
天
然
林
に
一
戻
し
た
後

に
想
定
さ
れ
る
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の

特
用
林
霧
生
産
薪
炭
や
バ
イ

オ
マ
ス
燃
萪
の
生
産
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
教
育
の
場
と
し
て
の

活
用
な
ど
の
視
占
葛
含
め
て
考
え

る
ぺ
き
だ
と
思
う
。
建
材
生
産
を

目
的
と
し
た
系
業
か
ら
の
撒

退
を
建
設
的
に
行
う
と
言
い
繰
え

て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

も
つ
一
つ
が
百
備
罧
ぎ

の
普
及
だ
。
離
島
・
半
島
の
多
い

'
'
●
^
^
L
^
ー
^
^
^
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ー

新
趣
と
な
り
、
初
々
し
い
姿

が
そ
こ
か
し
こ
に
見
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ま
で
あ
る
の
が
当
然
で
あ
っ

た
も
の
が
見
ら
れ
な
く
な
る
交
代

の
時
期
で
も
あ
る
。

国
交
省
九
州
地
方
整
備
局
の
雲

仙
復
興
事
務
所
か
先
月
末
に
閉
鎖

さ
れ
た
と
い
う
。
同
事
務
所
は

雲
仙
・
血
昼
毎
生
是
よ
る
火
砕

流
・
土
石
流
に
対
す
る
邑
ム

整
備
を
は
じ
め
防
災
情
報
発
信

や
災
空
属
承
防
災
教
育
に
も
携

わ
っ
て
き
た
。
今
月
か
ら
は
、
同
省

長
崎
河
国
道
事
務
所
内
翫
取

の
雲
仙
砂
防
管
理
セ
ン
タ
ー
に
、

砂
防
ダ
ム
の
管
理
や
溶
岩
ド
ー
ム

の
監
女
が
製
継
が
れ
た
。

事
業
規
模
の
莱
を
獲
の

蔑
と
見
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ

地
域
の
無
形
の
宝

月H

い
て
は
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ

ろ
だ
ろ
う
。
と
の
釦
年
を
秀
返

つ
て
み
て
、
は
た
し
て
島
畢
島

峡
経
済
的
・
禅
的
に
噴
火
以

前
の
力
を
取
旦
戻
し
、
さ
ら
に
発

展
し
て
い
る
と
更
る
か
、
改
め

て
問
い
た
い
籍
ち
も
起
こ
る
。

費
祭
ら
思
っ
よ
う
に
盛
り
返

せ
て
い
な
い
と
と
ろ
も
多
い
半

面
災
害
を
バ
ネ
峡
そ
れ
ま
で

以
上
男
を
発
揮
し
て
い
る
部
分

も
あ
る
は
ず
だ
。

わ
が
身
を
振
り
返
る
と
、
噴
火

当
時
塗
局
校
生
で
、
目
の
前
に
迫

る
大
学
叢
も
含
地
先
の
見
通

せ
な
い
委
に
投
げ
込
ま
れ
た
感

じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
<
ふ
と
周

囲
を
見
渡
す
气
終
申
茅
見
え
な

い
中
で
も
、
懸
命
に
生
き
る
人
々

目=

、
し
き
.
「
,
゛
、
゛
下
哩
.
゛
」
゛
.
・
'
,
リ
忌
甲
.
ー
・
り
、
、
"
、
r
 
"
、
゛
.
゛
三
,
"
 
d
、
"
●
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.
ー
、

ー
イ
.
、
"
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、
:
●
.

〒
^
"
^
^
^
川
亀

^
^
.
冒
゛
:
.
ι
J

、
 
1
 
■
子
、
.
ι

.
F
゛
0
 
,
.
が
、
^
^
1
心
"
¥

.
」
゛
'
'
、
"
J
 
ヤ
J
,

の
姿
が
あ
っ
た
。

2
隻
則
、
母
校
の
島
原
局
校
に

呼
ぱ
れ
て
講
演
を
し
た
際
に
、
地

元
の
歴
史
に
秘
め
ら
れ
た
「
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
」
に
注
目
す
る
'
つ
、

生
徒
た
ち
に
訴
え
た
。
そ
れ
は
、

困
難
に
直
面
し
て
も
、
し
な
や
か

に
回
復
す
る
力
の
こ
と
で
、
噴
火

に
限
ら
ず
度
重
な
る
磯
を
乗
り

越
え
て
き
た
先
人
た
ち
の
姿
艦
子

ぶ
べ
き
だ
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ

る
。
近
年
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
の
分
野
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る

ギ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
り
、
講
演
直

後
に
は
セ
ン
タ
ー
試
験
の
程
文

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

そ
の
時
点
で
は
思
い
も
よ
ら
な

か
っ
た
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
の
コ

ロ
ナ
逃
打
は
、
全
世
界
を
経
済
的

・
導
的
丕
女
に
陥
れ
た
。
規
模

こ
そ
違
え
ど
も
、
混
迷
の
状
況
は

噴
火
当
時
と
ど
こ
と
な
く
似
た
様

相
で
あ
る
。

4
三
の
雲
仙
の
山
開
き
式
を
伝
一

え
る
記
事
で
紹
介
さ
れ
た
雲
仙
一

を
美
し
く
す
る
会
」
の
七
権
会

長
の
亘
渠
越
ま
さ
に
地
九
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
示
し
て
い
て
印
象

深
か
っ
た
。
七
條
さ
ん
は
噴
火

当
時
は
ホ
一
ブ
ル
経
営
者
で
、
同
業

組
合
の
長
も
務
め
ら
れ
た
そ
っ
で

あ
る
。
届
火
繼
'
是
よ
る
鯉

客
減
を
乗
り
越
え
た
気
概
で
、
何

と
か
コ
ロ
ナ
に
も
立
ち
向
か
っ
て

ほ
し
い
」
と
後
進
に
向
け
て
送
ら

れ
た
工
ー
ル
は
、
経
験
に
根
ざ
し

て
い
て
重
み
が
あ
る
。

こ
う
し
た
心
持
ち
の
部
分
は
、

外
か
ら
は
見
え
に
く
い
が
、
と
れ

ま
で
の
綴
を
底
流
で
支
え
て
き

た
も
の
だ
る
っ
。
地
域
の
無
形
の

宝
と
し
て
大
切
に
し
た
い
。

畔
地
卓
ず
ー
1
運
ヒ
誕
,
:
重
珀
,
霧
急
註
盡
露
1
牙
U
U
§
喪
一
、
t
、
.
コ
、
良
"
霞
"
:
,
島
t
論
剖
吽
二
県
ν
"
、
ト
.
、
L
.
シ

糸氏面編集・新口魚占美
山奇,占ミ

2021年く令和3年)4月1

業斤

9日月曜日

{こしむら・あきら 1973年
雲イ山市国見町出身。東昂火大
院人文ネ土会系研究科准教学
宗教学の視点力)ら見丈霊や授

或の信仰を研究する。日本地
一会理事。雲イ山市と東,宗
^
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住
民
の
藤
験
話
ま
ま

住
宅
密
集
地
の
す
ぐ
上
空
を
軍
用

機
が
飛
び
一
父
い
、
賃
の
安
全
を
脅

か
し
続
け
る
米
軍
普
天
問
飛
行
場

(
無
県
且
霧
市
)
。
粛
辺

野
古
藷
嵳
進
め
る
政
麿
県
の
対

立
搾
南
は
変
わ
ら
丈
希
の
蔑

性
が
取
り
除
か
れ
な
い
ま
ま
返
轡

意
か
ら
四
鴛
の
時
が
流
れ
た
。

国
の
計
画
で
墨
洋
1
の

1
註
者
の
「
、
察
ま
ざ
る

土
砂
」
が
辺
野
嘉
め
立
て
に
使
わ

れ
る
懸
念
も
歴
し
、
貴
の
不
信

感
翁
し
つ
つ
あ
る
。

置
抑
し
付
け

普
天
問
丞
募
の
フ
エ
ン
ス
が
迫

る
器
場
で
走
り
回
る
子
ど
も
た
ち
。

普
天
問
篁
不
の
知
念
克
治
校
長

胸
ぼ
「
米
羅
は
誓
を
讓
な

ι一
.

い
で
ほ
し
い
し
、
蓼
毎
は
阜
く
閉
鎖

し
て
ほ
し
い
」
1
曇
ら
せ
た
。

2
0
1
7
年
松
貝
爵
場
に
大

璽
へ
り
コ
プ
タ
ー
の
窓
が
落
下

し
た
。
知
今
桜
長
に
ょ
る
皐
故
後

3

管
て
駕
に
行
け
な
く
な
る
児
施
設
号
製
隼
る
。
姦

童
も
い
た
。
米
覆
の
飛
行
の
た
め
、
,
.
が
押
し
存
ら
れ
て
い
急
と
冬

葬
問
の
屍
で
の
帯
に
7
回
国
に
知
ぞ
も
ら
い
た
い
」
ど
尋
袋

難
し
た
こ
と
も
あ
る
。

演
県
に
墜
弓
音
璽
用
臼
の
記
責
寛
で
「
普
両
の
藤
性

迅

一
.
ヅ
等
ψ
J
、
.
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、
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^
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.
ゞ
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.
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゛
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、
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一
.
.

普
天
闘
兇
一
小
の
近
く
を
尋
す
る
米
窒
の
オ
ヲ
レ
イ

§
貝
沖
縄
畳
野
滴
市

璽
談
が
歪
さ
れ
腸
衛
想
験

者
は
「
双
方
の
ト
ッ
プ
が
交
佐
て
初

の
対
面
会
談
で
、
涯
号
を
改

め
て
確
認
叉
き
ぎ
と
主
張
す
る
。

政
府
に
は
来
年
魚
王
迎

え
る
名
獲
市
長
選
や
知
事
選
を
控

ミ
詣
の
既
凄
化
を
冬
た

い
鴛
。
1
置
地

元
帯
も
矢
轡
早
に
打
驫
す

べ
き
だ
」
と
語
る
。
首
相
墜
昆
房
長

官
当
時
問
名
需
掻
で
自
ら

撮
に
入
り
、
自
民
轟
薦
の
焚

霊
し
て
慧
祭
の
羅
を

破
っ
た
籍
が
あ
る
。
知
事
穩
反

漂
の
乳
続
き
撮
の
奪
還

ー
。
与
党
繋
は
「
あ
ら
ゆ

る
重
尽
く
す
」
轟
§

晃
え
る
。■
難
関
続
き

た
だ
璽
は
簡
舎
だ
。
防
衛

省
は
W
年
松
貝
碍
古
淑
部
に

営
務
襲
に
対
専
る
た
め
工

期
を
延
ぱ
す
計
画
見
値
し
案
を
発

爽
靈
〒
に
は
堅
を
晋
、

長
演
県
の
寿
デ
一
了
知
事
は
9

竺
喜
む
蓋
の
整
業
は
、

貴
の
長
年
の
悲
腰
磊
え
た
。

幽
既
成
事
実

移
露
と
し
て
辺
野
痘
部
の

埋
翌
て
窪
め
る
政
麻
欝

信
号
是
呂
は
音
「
農
の
無

は
世
界
で
最
も
蛋
言
わ
れ
る

普
粛
毎
の
仟
1
と
返

還
た
」
と
蓑
。
ー
さ
れ

な
い
と
の
認
識
を
強
調
し
た
上
で

尋
事
索
喋
の
解
染
ぎ

と
も
明
=
巳
た
。

鴛
粲
フ
ソ
ン
ト
ン
で
果

返
侵
釦
き
儀
に
ず
れ
込
む
見

通
し
と
な
っ
た
。

希
架
煮
音
で
衡
す
る

県
設
鐙
の
芳
国
聾
倉
ん
こ
く

し
ん
り
ょ
色
会
議
一
は
3
見
辺

野
古
移
設
を
腰
も
あ
2
纂
い
選

択
壁
と
嘉
事
に
堤
司
需

雨
の
危
険
業
ノ
な
く
と
も
呈

以
上
放
貿
す
る
こ
と
に
な
る
を
し
、

普
而
の
運
果
正
と
辺
野
古
計
画

の
定
を
求
め
た
。

新
た
な
問
題
も
堂
し
て
い
る
。

政
府
は
翁
地
盤
改
良
工
事
の
た
め
、

土
欝
調
運
で
き
る
晶
の
採
取
地

と
し
て
縄
本
島
南
部
の
糸
満
市
と

八
重
瀬
町
を
挙
げ
た
が
、
否
留
椴

縄
戦
の
澱
戦
地
で
遺
骨
が
眠
る
。

こ
の
地
の
詣
が
使
わ
れ
る
可
能

性
か
あ
る
こ
と
に
、
瀞
を
収
集
す

る
鹿
団
蔭
「
戦
没
者
へ
の
冒
澗

念
う
と
S
ざ
と
反
発
を
強
め

て
い
る
。
「
辺
野
古
の
垂
鴛
改

に
稗
の
ま
ざ
っ
た
土
砂
を
使
っ
の

は
、
人
聖
許
さ
れ
な
い
」
。
素

知
事
の
倶
'
語
気
を
強
め
た
。

山蚕・

2021年(令和3年)4月1 3日火解田

普天問返還合意25年

業斤 門寸1

紙面編集・新口急占美
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「遺骨まざる士砂」不信増幅
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一嚢生所バ長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

^

糸氏面編集・佐藤武郎

私達人類の個体の尊厳

条斤山奇・
2021年(令和3年)4月18日

贋^

2021年(令和3年)5月25日火曜日

養生所を考える会代表池知和恭

凡罰
日確日

24

ユ^
反

^対
の

目^市
民

^ら

辺 ニヒ.
野石生り
古主采
埋目又
め_人、
立
コ^
昆■ヨ
姉是亘ー^

^^

[遁骨餌る'士砂・・・バ這畠易題'1

,・ー・舮紹繊繊設寺の遺骨オ解るt砂ガ喫め立て/ご使わ九る可彪煙オ怖るιιて反対ずる坊昆らガ存7日、
オンラインシンボジウム芝庸いた。参加者らぱι辺野吉疹於の窒否仁かか力らず,入這的仁券才九ない闘倉だノ

r就誘寺の享農芝守るため。埋め立て仁使わ九ないよラカ芝貸ιてぐだ才いノι摩び鮮ゲた。ι,t議ιた。 巨盾■■■

私達当会は、皆様に、『国際長崎遺跡公園都市構想』(2021年(令和3年)5月25日火曜日)を提案し要望しています。1

私達当会は、皆様に、『長崎核爆弾被爆遺跡』について、従来より、又、『国際長崎遺跡公園都市構想』に包含する『長
崎核爆弾被爆遺跡』の項に於いて、'旧本地域に於ける近代の終嶌、長崎核爆弾被爆の痕跡の実態把握と提示、遺骨
収容提示、被爆の実相とその範囲の提示を目的とし、内容と範囲の拡張を行う。ーー①公園地、教育機関、河川、道路
等公共用地又はその性格を有する土地に於ける、遺跡としての発掘調査と遺跡の提示、又は、根拠ある再建、遺骨捜索
収容供養提示②大規模再開発の計画に於ける、還跡としての発掘等調査と遺跡の提示、遺骨捜索収容供養提示 3
遺跡の遺跡としての実態と空問の提示、その内容と範囲の拡張、遺骨捜索収容供養提示、並行して、被爆遺跡による公
園都市として存在し得る長崎地域とその土地の活用の在り方の再検討。"、を提案し要望しています。

私連人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々'のそして現代の私運の生と死の証です.1

〆

オンラインシンポ

〆

_(..」91/〕」.6')

米
露
昊
問
丞
璃
(
沖
縄

是
且
霜
也
の
轟
市
辺
野

古
移
設
を
巡
旦
沖
縄
戦
幾

者
の
遺
骨
が
眠
る
土
砂
が
埋
め

立
て
に
使
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
し
て
、
好
す
る
市
民
ら

が
Ⅱ
貝
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。
参
加
者
ら

「
辺
野
古
移
設
の
賛
否
に
か

はか
わ
ら
丈
人
道
的
に
許
さ
れ

な
い
問
題
だ
と
抗
議
し
た
。

政
府
は
辺
野
古
の
埋
め
立

て
予
定
猛
に
あ
る
軟
弱
地
盤

の
改
良
工
事
の
た
地
士
砂
の

採
取
場
所
と
し
て
演
本
島
南

部
の
需
市
と
八
重
瀬
町
を
挙

げ
て
い
る
。
南
部
は
鴛
の

激
戦
地
で
、
今
も
遵
易
遺
品

が
出
て
く
る
。

晶
で
戦
没
者
の
遺
骨
収
集

を
続
け
る
市
民
団
体
「
ガ
マ
フ

ヤ
ー
」
,
(
那
幣
>
の
具
志
堅

隆
松
代
表
は
・
「
ウ
チ
ナ
ン
チ
ユ

(
縄
△
に
限
ら
丈
全

国
か
ら
来
た
臼
本
兵
や
米
兵

起
半
島
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ

た
人
た
ち
も
眠
っ
て
い
る
。
私

一
.
ー

た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
」

と
強
調
。
.
「
撚
伐
者
の
尊
厳
を

'
.

守
る
た
め
、
埋
め
立
て
に
使
わ

れ
な
い
よ
つ
力
を
貸
じ
て
く
だ

■
」

さ
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

1



"遺跡1こついてX,XX I"

私達当会は、私達人類について、私達人類の現代の世界にあって、地

球上の世界の私達人類がアート(aん:芸術)に取り組んでいる、と認識
します。例えぱ、アート・フェスティノUレ(art fe.tival:祝祭:展示、コ
ンテスト)~アート・フェア(討t fair:見本市、市唄反売)。

『私達人類のアート(aん:芸術)と遺跡』

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類
の為す、私達入類のアート(aん:芸術)には、私達人類の華がある、と
確信します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界にあって、私達人類
の哲学とアート(art:芸術)と遊びと学術と遺跡の境界は、消滅しつつあ
る、と認識します。

私達当会は、皆様に、私達人類の長崎地域に於いて、私達人類が、長
崎地域の、豊かな地球の自然と、温帯南国の気候と、本物の人情と、本
物の遺跡と歴史、を資産に、りべラル・アーツ(1ib引al aんS自由七科
文法学・修辞学・論理学の3学、算術(数i制、幾何(幾何学、図形)、天
文学、音楽の4科、フ)と哲学を当該地域の社会的共通資本として確立
しL茲に、様々な形態と制度に於いて、アート(a此:芸術)を行為するこ

と、を提案し要望します。

私連人類は、私達人類の活勵の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のモして現代の私連の生と死の証です

2021年(令和3年)6月9日水曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆
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2021年(令和3年)2月22日月曜日長崎市議会議長
光之様

止呈

12M

11,

生

J-ー^

A^.^

呈、の

2021年(令和3年)3月3日水曜日

長崎県知事中村法道様長崎県教育委員会教育長池松誠二様長崎県企画部長、柿本敏晶様長崎県地域振興部長
浦真樹様長崎県文化観光国際部長中崎謙司様長崎県土木部長奥田秀樹様長崎県環境部長宮崎浩善様長
崎県文化財保護審議会長立平進様長崎県美術館長小坂智子様長崎歴史文化博物館長水嶋英治様
長崎市長田上富久様長崎市教育委員会教育長橋田慶信様・長崎市教育委員会教育総務部長前田孝志様長崎市
企画財政部長片岡研之様長崎市文化観光部長股張一男様長崎市まちづU佶β長片江伸一郎様長崎市士木部長松
浦文昭様長崎市中央総合事務所長大串昌之様長崎市原爆被爆対策部長中川正仁様長崎市理材部長小田徹様
長崎市環境部長宮崎忠彦様長崎市秘書広報部長原田宏子様長崎市文化財審議会.下川達彌様(長崎歴史文化博物
館長水嶋英治様)

1,"遺跡について XⅢ"(2021年(令和3年)2月18日木曜日)

Ⅱ."遣跡について XⅣ"(2021年(令和3年)2月19日金曜日)

Ⅲ."遺跡について XV"(2021年(令和3年)2月20日土曜日)

Ⅳ.『遺跡について 2021年2月』(2021年(令和3年)2月20日土曜日)
、,、
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長崎県知事中村法道様長崎県教育委員会教育長池松誠二様長崎県企画部長柿本敏晶様長崎県地域振興部長
浦真樹様長崎県文化観光国際部長中崎謙司様長崎県土木部長奥田秀樹様長崎県環境部長.宮崎浩善様長
崎県文化財保護審議会長立平進様

長崎市長田上富久様長崎市教育委員会教育長橋田慶信様長崎市教育委員会教育総務部長前田孝志様長崎市
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長崎市環境部長宮崎忠彦様長崎市秘書広報部長原田宏子様長崎市文化財審議会下川達彌様

第一部長崎地域の遺跡、並びに、遺跡 (2020年(令和2年)11月初出)

1."遣跡にっいて江"(2020年(令和2年力 1月17日火曜日)Ⅱ.〔角川武蔵野ミュージアム](2020年(令和2年)11月16日
月曜日)Ⅲ.『遺跡に於ける遺跡に関する遺跡の空問としての彫琢』(2020年(令和2年)9月15日火曜日)Ⅳ.『遺跡に於ける
過跡に関する遺跡の空間としての彫琢』(資料編)(2020年(令和2年)9月15日火曜日) V.畔厶達人類、遺跡の本源的価値、遺跡
の存在、機能、社会的共通資本』(2020年(令和2年)10月28日水曜日)Ⅵ.『私達人類の世界の動向、国力、国土、遺跡、漁港、
田園、牧場、森林』(2020年(令和2年)10月28日水曜日)Ⅶ.『株式会社三菱総合研突所による県庁舎跡地整備基本構想検討
報告書』(2020年(令和2年)10月28日水曜日)Ⅷ.『長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の保存と活用への提案と要望 2020.1
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遺構と遺物、私達人類の現代の活動』(2020年(令和2年)9月19日土曜日) XⅡ.『私達現生人類の世界、日本地域、長崎地域、
遺跡、文化財』(2020年(令和2年)9月30日水曜日改訂1版:2020年(令和2年)11月27日金曜日) XⅢ.『書籍『長崎史の
実像』2013年10月30日著者.外山幹夫より』(2020年(令和2年)9月30日水曜白) XⅣ,『遺跡の遺跡たる事象、市民生活の
日常と心、観光やりゾート、その他の開発等、都市長崎遺跡』(2020年(令和2年)10月7日水曜日) XV.『人類と遺跡一私達人
類の想像と知性よりー』(2020年(令和2年"0月15日木曜白) XⅥ.『歴史上価値並びに学術上価値等、視覚、遺跡の実相、遺跡
の保存七活用」(2020年(令和2年)10月28臼水曜日)
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(2020年(令和2年)9月初出)第二部長崎地域と遺跡

1."遺跡について組"(2020年(令和元年)8月4日火曜日)訂,『長崎地域の遺跡と歴史と社会』(2020年(令和2年)8月4日火
曜日).Ⅲ,『人類の世界と被爆人:ひぱくびとの世界』(2σ20年(令和2年)8月7日金曜日)Ⅳ.『遺跡の形態と長崎の核爆弾被
爆の遺跡』(2020年(令和2年)8月9日日曜日) V;『人類と人類の創造、並びに、記憶たる事象、遺跡、人類の存在』(2020年(令
和2年)8月11日火曜日)Ⅵ.『人類の行為たる遣跡と歴史の活用』(2020年(令和2年)8月11日火曜日)Ⅶ.『私達人類の文
化財的事象の形態、在り方』(2020年(令和2年)8月16日日曜印Ⅷ.1手厶達人類の開発と遺跡1(2020年(令和2年)7月23日
木曜日)Ⅸ.『私達人類にとっての記憶並びに記録、又、人類の対する交感の体系』(2020年(令和2年)8月17日月曜日) X,

『2020年以降の長崎地域の都市計画』(2020年(令和2年)8月18日火曜日)匁,『私達人類の窓意、そして遺跡』(2020年(.令和
2年)9月26日水曜日)

(2020年(令和2年)9月初出)第三部長崎県文化財保存活用大綱策定へのパブリック・コメント

1.『長崎県文化財保存活用大綱策定へのパブリック・コメント』佗020年(令和2年)7月31日金曜日),Ⅱ.『私達人類のパラダイ
ム・シフト』(2020年(令和2年)6月24日水曜日)Ⅲ.『遺跡に関するMEMORANDUM』(2020年(令和2年)7月4日土曜日改
訂1:2020年(令和2年)8月4日火曜日)Ⅳ.『2020年(令和2年)2月25日以降の養生所/(長崎)医学校等遺跡』((2020年(令和
2年)7月5日日曜日) V.『長崎地域の近代現代の遺跡』(2020年(令和2年)7月9日木曜日)Ⅵ.『長崎地域の核爆弾被爆遺
跡』(2020年(令和2年)7月24日金曜日)

第四部遺跡へ

1'『展示と存在、概念と想念、情報と情景、取得と到達、読解と包摂、巡礼、観光、旅、遺跡』(2020年(令和2年)6月4日木曜日)

Ⅱ.『「情報」と「情景」』他020年(令和2年)6月4日木曜日)Ⅲ.『長崎地域に於ける高層建築とその他の開発について』(2020年
(令和2年)6月10日水曜日養生所を考える会代表池知和恭改訂1版:2020年(令和2年)8月18日火曜日)

第五部原遺跡計画、並びに、否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活勳の空閻の形成

年)6月初出)

1.原遺跡計画Ⅱ.否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空閻の形成

考察、並びに、提案と要望Ξ

(2020年(令和2年)9月初出)

第六部遺跡について

(2019年(令和元年)12月初出)第七部遺跡

1.遺跡Ⅱ.遺跡と風土と文明、又、私達人類の公共と私達人類の選択、又人類の分断Ⅲ.遺跡、その存在の性格と関連事
象にっいて.Ⅳ.遺跡たる事象 V.日本地域にっいてⅥ.長崎地域とその遺跡にっいてⅦ.手厶達当会より、皆様への、
提案と要望についてⅧ.長崎地域の遺跡への提案と要望

(2小9年(令和元年)12月初出)第八部長崎地域の特定の個別の遺跡群について

1.長崎地域の浦上地区遺跡群について(※2020年(令和2年)2月初出)Ⅱ.長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用につい

て(※2020年(令和2年)6月改訂)皿.長崎地域の桜町地区遺跡群にっいて(※2020年(令和2年)2月初出)Ⅳ,養生
所/(長崎)医学枝等遺跡("佐古の丘の地形"、"中核区域"、"運用区域"、"関連区域")について(※ 2020年(令和2年)6月改訂)

V.『長崎市歴史的風致維持向上計画』並びにr国土交通省長崎港松が枝埠頭岸壁2バース化』並びに『長崎県松が枝地区再開発構想
(※2020年(令和2年)6月初出)~港湾整備と一体となったまちづくり~』について

第九部その他関連する事象について'(2m9年(令和元年)12月初出※2020年(令和2年)9月追記 12.(長崎)医学
校等正門東翼石垣等石垣群についてを追記)

(2019年(令和元年)12月籾出適宜改訂)第十部関連する資料

1.『遣跡に関する提案と要望のお届けについて』 2020年(令和2年)3月11日水曜日長崎市教育委員会教1.参考資料

育長橋田慶信様長崎市教育委員会教育総務部長前田孝志様長崎市教育委員会教育総務部施設課長西療政彦様長崎市文化
観光部長股張一男様長崎市文化観光部文化財課長大賀史郎様長崎市企画財政部長片岡研之様長崎市企画財政部都市経営
室長岩永浩様長崎市企画財政部長崎創生推進室長山田尚登様長崎市企画財政部大型事業推進室長赤倉史朋様長崎市まち

づくり部長片江伸一郎様長崎市土木部長吉田安秀様長崎市中央総合事務所長大串昌之様'長崎市理材部長小田徹様長崎
市環境部長宮崎忠彦様長崎市原爆被爆対策部長中川正仁様長崎市秘書広報部長原田宏子様長崎市議会議長佐藤正洋様

崎市文化財審議会会長下川達彌様養生所を考える会代表池知和恭(『(長崎)医学校等正門両駕石垣等石垣群並びに、旧長
崎市立佐古小学校北西門前扇型石段に関する提案と要望』 2020年(令和2年)3月"日.水曜日養生所を考える会代表池知和恭)

(2020年(令和2年)2月初出)

b
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私達当会から皆様へ過去に提出した当該事象に関するその他の陳情書/要望書、並びに、随時提出した資料

(2020年(令和2
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